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昭和33年度 の概観

昭和 33年度も前年に引続いて第∴回遺伝学夏期講座を開いた.43の都遺

府県から 67名の講習者が集まって盛会だった.内容は昨年と同様であったが

1日講習日を長くした.質疑応答の時にもっと専門的の講座にしてほしいと主

張した人があった.しかし大勢は従来通 り高校の生物科目中の遺伝の講読と実

習に適した知識を習得することを望んでいた.将来専門の講習会を別のEl的で

開き麗いと考えている.この方は講師を当研究所の研究者に限らないで,どこ

の大学または研究所からでも適当な問題について講潰または実習をやれる人を

選びたいと思 う.

この夏には第 10回国際遺伝学会議がカナダのモントリオール市で開かれ,

これに木原,松村,田島 (以下在外)大島,吾ol,津田の6所貢が出席し研究

報告をした.この会議には客員圧伸 義暦博士が因l襟遺伝子命名委員会委員長 と

して出席し,委員会で作製した遺伝子命名法の標準案を提出し,総会で採択さ

れた.大きな功績である.この外にも国際会談があり所員はそれぞれ手わけし

て出席した.



昭和33年度概観

ロックフェラー稲研究費によるイネ採実損ま岡所員のタイ岡,平吾岐阜大学教

授のマライ及ジャバの2班を出した.多数の栽粘 1.-1郡が扶ま り,その うえ野

し残 りの少数種はアフリカ,マダガスカル等が産地で入手困難が予想されてい

る.

ロックフェラー動物研究費による研究は大島,吉田の二所員が帰国して一段

と進みつつある.また中井斌氏に研究を依託して新らしい方面の開拓をしつつ

ある.また飯野教77は3年余の研究を終えで帰任し,敬/【:.物遺伝の研究に従事

している.

タバコの依託研究で蚕に対する汚染桑葉の毒物がニコチンであると長い間の

問題に断を下したことは特記すべきことであろう.

以上の外文部省その他の研究班をうけて辛 うじて研究を続けている.それは

基本の研究費が各室 10万円に足 りないから,どうしても外からの研究費でま

かなわざるを得ないのである.

本年度の営繕関係としてほ放射線実験室の増築が完成 した. 明年は早くも

10通年なので本館の改築,10部門の完成等の達成のため努力したい.

(木 原 均)
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Ⅱ. 研 究 課 題

(瀞は本年新たに研究を開始したものを示す)

題

1.有用植物の遺伝並びに細胞学的研究

コムギにおける核置換の研究

パソコムギの起原

コムギおよび近縁種の細胞遺伝学的研究

雑種不稔性に関する遺伝子の分析

甜菜の三倍体による育榎

果樹の倍数性と不稔現象に関する研究

高等植物の核学的研究

植物の左右性

程なしザクロの育種学的研究

2.有用動物の遺伝ならびに育種学的研究

家蚕の遺伝子座の特異性に関する研究(科研総合研究)

家蚕の遺伝子分析およびリソケージの研究

食性変異蚕の研究

鶏における経済的形質の遺伝育種学的研究

-ツカネズミの遺伝子分析

3.人類の遺伝に関する研究

☆近親結婚調査による日本人の遺伝学的研究
(科研総合研究)

4･動植物における集団遺伝学的研究

集団遺伝学の理論的研究

ショウジョウ/てェの殺虫剤抵抗性に関する集団遺伝学
的研究

≠ショウジョウバェにおける量的形質の遺伝

生物集団における異個体問の競争に関する研究

陸稲に混入する赤米に対する集団遺伝学的研究

生理第2
〟

生理節2
変異第2

応用第3

変異第2

応用第2

細胞第2

生理第2

形質第1

形質第1
生化第1

形質第1

応用第1

変異第1

生理第1

形質第2

生理第1

応用第1

応用第2

担 当 者
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摺 井3寛言
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研 究 課 題

植物育榎法の理論的研究

5.癌の細拍遺伝学的研究

癌の細胞学的ならびに遺伝学的研究

突然変異誘起物質と細胞分裂抑圧物質に関する細胞遺
伝学的研究

6.人為突然変異に関する研究

☆放射線の連続照射による遺伝朗影響 (科研総合研究)

放射線の質と突然変異との関係

放射線の生物作用に関する研究

哨乳動物による放射線突然変異発生率の研究

家蚕の放射線遺伝学的研究

γ線少量照射の蚕に及ぼす遺伝的影響

☆放射線による稲の量的形質の変異

ムギ類の放射線遺伝学的研究

各種植物の放別線感′芝性

放射線の測定法

放射線と表而現象との関係

7.動植物の生理遺伝学的研究

遺伝子の形質発現に関する研究 (科研総合研究)

港ショウジョウバェの形質発現に関する生理遺伝学的研
究

家蚕の発生並びに生理遺伝学的研究

普アサガオにおける多面発現の機構に関する研究 (科研
各個研究)

アサガオの日長反応の生理遺伝学的研究

8.遺伝形質の生化学的研究

昆虫および微生物を材料とする遺伝生化学的研究

三色ス ミレ花色の遺伝生化学的研究

咲分植物によるアン トチアソ生合成の研究

コロシソ トウリ苦味成分の遺伝生化学とその利用

細胞分裂物質の研究

応用第2

糸田胞第 1

細胞第 2
生化第2

変異第2

変異第2
変異第3

変異第 1

〟

形質第 1

応用第3

変異第2

〟

変異第3
〟

生理第2

生理第 1

生化第 1

細胞第2

生理第2

生化第 1

生化第2

摺 井｡寛云

吉田 俊秀

(,iJW 恕笑

(訊 2活云

(霊宝 莞妄
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研 究 課 題

臓器および組織特異性蛋白に関する遺伝生化学

抗体産生性の遺伝

アコヤ貝の性ホルモソ

9.性の分化に関する研究

植物における性の決定および分化

昆虫の性染色体

10.細胞の電子顕微鏡による研究

細胞の微細構造とその作用に関する研究

ウィルス並びにその遺伝

室生化第2 2小川 恕人
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12.アイソ トープによる遺伝の研究 (国立機関原子力試験
研究費)

13.ロックフェラー財団からの研究費による協同研究

(1) 栽培稲の起原に関する研究

a 採集,系統保存

b 形態生理

C 集団:遺伝

d 遺 伝 子

e 細胞遺伝

(2) 動物における放射線の遺伝的影響に関する研究

a 突然変異

b 晴乳動物における突然変異

C 細胞及び癌

d 生 化 学

e 集団遺伝

14.有用生物の系統保存

a ムギ現とその近縁瞳

b 花井,その他

C シ′ヨウジョウバェ

d カ イ コ

e 不 ズ ミ

変異第1
変異第2

生理第2

変異第2

応用第2

応用第3

細胞第2

形質第1
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細胞第1

生化第1

生理第1

生理第2
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研 究 室 の 概 況

Ⅳ.研 究 室 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部では生物におけるいろいろな遺伝形質の分析およびその遺伝様式を明かにす

ることを目的として研究を行っている.この部の構成はいろいろの制約上から2研究室に

圧縮をうけているが,第1研究室では遺伝形質の実験的分析を,第2研究室では生物集団

における遺伝様式の数理的分析を主体として扱っている.

本年度よりこの部の重要な研究課題として放射線による遺伝的障害に関する研究が加え

られ,第1研究室では突然変異の誘発機構について,第 2研究室ではその集団内における

保有機柄についてそれぞれ研究を進めた･また将来に予想される人類の放射線障害につい

ての推定計算を行った.

第1研究室 (田島)においてほ研究材料としてもっぱらわが国独自の蚕を用い,研究に

日本的な特色を出そうとつとめている.蚕そのものに関する研究としてほ,主力が蚕の遺

伝子座構成の特徴を明らかにすることに向けられ,文部省科学研究費の補助のもとに ｢家

蚕における遺伝子座の特異性に関する研究｣班を組織し,国内の多数家蚕遺伝学者の協力

を待て研究を行っている.その結果明らかになりつつある事実としてほ作用の群似した遺

伝子が同一染色体上に集中して存在する傾向のいちじるしいこと,これら相接近して存在

する遺伝子間の共調作用によって形質が決定される事実が浮き彫 りにされつつあることな

どがあげられる.

放射線による遺伝的障害の研究については生殖細胞発達の時期により,生殖細胞自体の

うける障書や誘発される淡色体異常などが著しく相違する事実があるので,これらの機構

を解明しながら後代に伝えられる突然変共の性状や出現割合を調べて行こうとしている.

このため突然変異の研究と細胞組織学的研究とが平行して進められている.特別研究生佐

渡敏彦は蚕の生殖細胞を体外で培養する方法の研究を行った.

前年度以来行われているγ線少量照射の遺伝的影響の研究は今年も続けられたが,研究

の性質上長時日を要するので,まだ結果をまとめる段階に達していない.

田島が東ヒマラヤ Kalingpongで採集した家蚕の近縁種 TheophilareligiosaeHelf.

の染色体数は稲IT凍 一によりn-31と決定された.

第2研究室 (木村)集団遺伝学の数理に関する基礎的研究の面では,数年来続けて来た

確率過程の問題について一応の成果を上げることが出来たので,本 年 は遺伝子系の安定

性,突然変異の保有機構,近親婚の遺伝的影響,放射線による遺伝的障害等に関する理論

的研究に主力をそそいだ.また,自然淘汰の基本定理に関する研究結果をまとめHeredity

に発表している.

本年は Darwin及び Wallaceによる進化論発表 100年目にあた り,記念事業が色々
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行われたが,木村もこれに関連して講演,シソポジウム出席,研究発表等を行い多忙であ

った.

B.細 胞 遺 伝 部

本部の研究課題は,大きく分けて動物系と植物系となる.動物系ではネズミを材料とし

て,癌に関する一連の細胞遺伝学的研究を主課題とし,ほかに昆虫類の細胞学的研究を行

っている･またロックフェラー財団の寄附金による 〃動物における放射線の遺伝的影響に

関する研究〃の一部を担当して,癌細胞並びに正常細胞に対する放射線の影響につき研究

を開始した.植物系では性の決定と分化,細胞の異常分裂誘起ならびにその抑制,タバコ

属の細胞遺伝学及び各種植物の細胞学古をびに核学的分析学などの研究をすすめている.普

たロックフェラー財団の寄附による 〟栽培稲の起原に関する研究"の一部を分担し,稲属

の分析学的並びに細胞学的研究を行っている.

第 1研究室 (吉田)室長吉田は昭和 32年 10月から昭和 33年 10月末日まで米国ポ

ス トソ市小児癌研究所に出張し,そこで G.Yerganian博士とともにチャイニーズ-ムス

ターの癌の細胞学的T)r･究を行った.土川研究員は4月に変異遺伝郡に転席した.特別研究

生の田貼 蛭海は癌細胞の染色体に及ぼすⅩ株の影響についての研究を行った.主な研究

内容は次の通 りである.

1) 吉田肉腫細胞における染色体切断の観察に適するⅩ線の量 (蛭海 ･EEl端)･'吉田肉

腫をもつラットに 300rから 10,000rのⅩ線を照射し,中期の染色体に起る切断の状態

について観察した.500rでは軽度の染色体切断が多く表われ,これが細胞学的観察に最

も適した線量であると判定した.

2) Ⅹ線照射後の経過時間と染色体切断の関係 (田端 ･蛭海):上記 と同じ方法で.r捌 寸

後 10分,24時間及び 48時間後に染色体を観察した.観察の結果 500rでは中期の染

色体のみに切断を起すが,分裂前期や休止期の細胞に余 り影響せず,これに反し,商 い線

量では中期の染色体のみでなく,休止期にある細胞に対しても染色体切断を起し得ると考

えられた.

3) Ⅹ線による染色体切断の強弱は染色体の形態及び部位によって差異があるか? (田

端 ･蛭海):吉田肉腫細胞には棒状,J一形,及びⅤ一形染色体があるが,棒状染色体は他の
染色体に較べて染色体切断を起し易く,その切断の頻度は染色体の長さに比例する.なお

各染色体の中央部が染色体切断に対し最も反応し易い.

4) チャイニーズノ､ムスターの正常体細胞の染色体 (吉田):チャイニーズ/､ムスター

の染色体は晒乳動物中でも染色体数の少い種属で 2n-22,ⅩY塾であった.

5) チャイニ-ズ-ムスターにおける原発腫癌の染色体調査 (吉田IYerganian):チャ

イニーズ-ムスターに生じた 3原発腫癌 (CH60,CH61及び CH62XMC) の染色体を

観察した.CH60腫癌には種族細胞と考えられるようなものは観察されず,CH61の染

色体構成は正常に近かった.CH62ⅩMC には榎族細胞と考えられる細胞群があ り,且つ

染色体は正常と可成 り違った構成をもっていた.
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6) 移植性 CH51sp陸癌における種族細胞の染色体構成 (吉田 ･Yerganian):移植

性 CH51sp腫癌の移植細胞は 28個 (hyperdiploid)の染色体構成をもち,第 5,6,7

の3対の染色体が重複し,且つ第 1及び第 11染色体が異常であった.

7) CH38腫癌細胞の染色体に及ぼす TEM の影響 (Yerganian･吉田 ･加藤):TEM

(Triethylenmelamine)の注射によりチャイニーズ-ムスク-の CH38腫癌の染色体は

高頻度に endoreduplicationを起し,且つ染色体の切断や融着等が数多く観察された.

8) チャイニーズ-ムスターの正常及び睦癌細胞の体外培養(Yerganian･吉田 ･加藤):

チャイニーズ-ムスク-の正常体細胞や腫癌細胞 を invitroにて培養する研究をなし,

正常及び睦疫の数系統の継代培養に成功した･

第2研究室 (竹中) 1)性の決定と分化に関する研究 (竹中): 佐々の雌雄異株植物を

用い,倍数体及び異数体をつくり,その子孫における性の表現状態を性染色体 (Ⅹ及びY

とも)と常染色体との比において,また放射線処理植物の子孫における染色体異常と性表

現との関係について,それぞれ研究している･次に雌雄異株植物とそれに近縁な雌雄同株

または両全花植物との間の交配を試みているが,なかなか成功しない.

2) 細胞の異常分裂誘起ならびにその抑制に関する研究 (竹中 ･天野 ･小田切 ･軽部):

種々の抗菌性物質を,ソラマメとニンニクの根端細胞に作用させ,その結果を観察してい

る.また程々の高等植物の抽出液を上記植物の根端細胞及びネズミの腹水癌細胞に作用さ

せ,その結果も観察している.

3) タバコ属植物の細胞学研究 (竹中): タバコ属植物の系統関係を知るための種間交

雑を行った･また3雑種についてそれらの減数分裂を観察した･半数体をつくるために各

種の野生種の花粉にアイソト-プで 5,000rを照別してそれぞれの種に授籾を行った.漢

た昨年度同じ目的で得た種子を栽培したが,1本の半数体も得られなかった.次にタバコ

に各種疾病の免疫性や耐病性を入れるために,2x及び 4xの N.tabacum に多数の野

生種を交配した.また同じ目的で昨年交配したものの Flから若干の種子を得た.

4) アサガオにおける多面発現機構に関する研究 (竹中): 上記課題の研究 を開 始 し

て,多数の交配を行ったが,3回の台風でほとんど全滅して,僅かの種子しか得られなか

った.

5) イネ属植物の発生学的並びに細胞学的研究 (竹中 ･土井田 ･下山): 土井田はイネ

属植物の粧嚢発生と旺形成についての研究を,下山はイネ属植物の核学的研究をそれぞれ

開始した.

6) イネ科植物の核学的分狭学 (館岡): 昨年度に引続いて,イネ科各群の染色体構成

を研究し,かつ各群の形態分塀学的考察を行った.殊に Garnotia及び Lepturus族に

ついて新知見を得た.またイネ属の詳細な分数をすすめつつある.

7) 基本染色体数の諸問題 (竹中 ･館岡 ･土井田 ･下山 ･井上 ･片岡): 土井田はタデ

科植物で旺嚢と花粉形成について一連の研究をすすめた.下山は トウダイグサ科植物の生

態と染色体数及び核型についての研究に若干の進歩を示した.井上はヤマユリとサクユリ

の減数分裂の異常性について研究した.数年続けた片岡のオニユリの子孫の核学的研究は



10 研 究 室 の 概 況

停滞の形にある. ､

8) 遺伝学的有用花井の充実保存 (竹中 ･古里 ･田村): サクラ･ツバキ ･アサガオ ･

日本サクラソウ等の系統保存をしているが,本年度はウメ品種の蒐集を開始した.

C.生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は動物及び植物の遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研究

する部門である.動物部門の第 1研究室の大島長造部長は本年 10月中旬1年間のアメリ

カ留学から帰所した. 同室には平俊文研究員の外に森田敏照 (阪大大学院学生),北川修

(都立大大学院学生)及び徳山嵩 (研修生)がショウジョウバェの研究に協力した.

第2研究室は使物部門で木原均所長が室長を兼務し,阪本寧男研究員がいる.更に本年

4月より片山忠夫 (京大大学院学生)がイネの研究に協力した.

第1研究室 (大島) 1)ショウジョウバェの殺虫剤抵抗性の研究 (大島): 大島はアメ

リカの ColdSpringHarbor生物学研究所と Columbia大学においてショウジョウバェ

の殺虫剤抵抗性の集団遺伝学的研究をしていたが,10月帰所するにあた りウスグロショ

ウジョウバエ (D.psewdoobscura)の約 50系統を持帰った.アメリカでの実験の一部は

既に AmericanNaturalistVol･92,Not864,1958に発表したが,ウスグロショウジョ

ウバエの実験は引続き行っている.

2) ショウジョウバエの頓節腹板及び胸側板の剛毛数の淘汰とⅩ線照射の影響 (北川):

ロックフェラ-財団よりの研究費によって応用遺伝郡の山田行雄研究員と共に研究を行っ

た,

剛毛数は約 20代の淘汰によってかなりな効果を示したしⅩ線照射によってその効果を

増すことが見られた.又X線照射によって変異の幅が増すことがわかった.

3) ショウジョウ/ミニの眼色素形成の研究 (平).' 種々の眼色突然変異種を用いて掛 こ

赤色々素,黄色々素及びプチリソ代謝物の代謝過程における関係について生化学遺伝郡の

名和研究員の協力を得て研究した結果,Texas大学の Forrest教授らの考えている仮定

とやや異なる結論を得た.

4) キイロショウジョウバエの W-locusに属する複対立遺伝子の研究 (森田 ･徳山):

約8種額の複対立遺伝子をもつ-工の眼色素のうち赤色々素と褐色々素の定量を行った結

果から,これら複対立遺伝子は4つの群に分けられることを明かにし所謂 pseudo-allele

の考え方を生化学的に証明した.

5) ショウジョウバエのプリソ代謝の研究 (森田): 限色突然変異 rosyの発生段階に

おけるプリンの含有量を測定し,同変異種が正常なものに比べて Xanthine-oXidaseの異

常であることを確めた.なお DPNH酸化酵素系について色々と考察する実験 結果 を得

た.

第2研究室 (木原)この研究室では木原は 1)コムギとその近縁種による核躍換の研究

と 2)パンコムギの起原に関する研究を更 に進 め, また 3)植物の左右性の研究および

4)野生型と栽培塾における放射線感受性と突然変異誘発の比較を行った.更に本年は 5)
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東南アジアその他より菟集された栽培および野生イネの系統維持と形質の調査 を開 始 し

た･また阪本は 6)日本産カモジグサの研究を続行し,片山は 7)イネの日長性の研究な

らびに 8)植物組織の解剖学的研究を行った.

1) コムギとその近縁種による核置換のTjr･究 (木原):AegilopscaudataとTriticum

vulgareを用いて核置換と核復元を続行し,第 10回国際遺伝学会議において今までの一

連の研究結果を発表した.

2) パンコムギの起原に関する研究 (木rl,riA): 1955年の探検によって新たに導入され

た銃病抵抗性の AegilopSSquarrOSaVar.meyeriと栽培二粒系との合成/くソコムギの

調査を主として行った.

3) 植物の左右性の研究 (木原･Lilienfeld):Medicagoおよび核置換コムギを用い

た左右性の研究を続行している.

4) 野生型と栽培型における放射線感受性と突然変異誘発の比較 (木原 ･阪本): アサ

ガオの野生型および栽培型系統を用いて研究した.

5) イネ栽増任と野生種の系統維持と形質の調査 (木唱71-･片山): 東南アジアおよびそ

の他の各地よりの蒐集されたイネ栽培任および野生種 16種の系統維持を行 うと共に諸形

質の調査を行った.

6) 日本産カモジグサの研究 (阪本): カモジグサの生態塾と普通型の Flの形質調査

とカモジグサと7オカモジグサの自然交雑の研究を行った.

7) イネの日長性の研究 (片山): イネ栽培憧および野生倭の多くの系統について日長

感受性の差異を調査した.

8) 植物組織の解剖学的研究 (片山): 水稲の根の発育全過粗′こわたる解別学的研究お

よび二,三栽培植物の細胞間隙の測定を行った.

D.生化 学 遺 伝 部

最初に新しくとり入れられた研究課題について述べる.一昨年 12月よりロックフェラ

ー財団よりの寄附金により当所で始められた ｢放射線の動物の遺伝に及ぼす影響｣につい

ての研究の-分担課題としての ｢放射線が遺伝物質に及ぼす影響の生化学的研究｣が,秦

年に入 り本格的に開始された.これは部の仕事として特に記すべきことであるが,これ以

外のものでは殆んど従来の研究が引続き行われた.

次に研究員の消息について記載する.昭和 30年 (1955)初めより米国ウイスコソシソ

大学の Lederberg教授の研究室に留学中であった飯野研究員は,昭和 33年5月pソド

ソの しisterlnstituteofPreventiveMedicineの Stocker博士の研究室に移 り,約3カ

月実験を行った後, 7月ス トックホルムの国際微生物学会に出席して帰路につき,10月

中旬帰国した.10月下旬より久しぶ りで研究所の新しい実験室に入 り, 従来のサルモネ

ラの遺伝学的研究を続行している.津田研究員は引続きワシソ トソ大学に留学中である.

各研究室における研究状況は次の通 りである.

第1研究室 (名和)この研究室では次の研究が行われた.
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1. プテリジン代謝について

名和と平はショウジョウバエのプチリジソ代謝についての研究を続行中であるが,その

一部としてプチリソ脱水素反応に関与する遺伝子の作用に関して突放した.

2.かいこの黄色致死について

坂口と辻田はかいこの黄色致死遺伝子 Iemlの作用機構について研究を続けた.本年は

sH基の測定をなし,核酸および核酸酵素について正常系と黄色致死系との間のちがいの

有無を実験した.元来黄色致死の直接的原因は,外皮の不完全な分化にあることを推定し

たが,生化学的な立場よりこの外皮分化の異常について考察した.

3. かいこにおけるチロシナーゼの遺伝生化学的研究

かいこのチロシナーゼの活性の弱い系統を材料として,チロシナーゼ活性の発現に対す

る遺伝子支配の機序を解明するための実験が昨年に引続いて行われた.

4.遺伝物質に及ぼす放射線の生化学的影響

この研究の一部として本年は,名和と坂口により放射線のミトコン ドリアの作用に及ぼ

す影響について研究された.

5. かいこに対するたばこの毒物についての研究

たばこ畑に隣接する桑園からの葉でかいこを飼育すると中毒症状を望することは周知の

事実であるが,この場合たばこより発散する毒物についてはニコチソ説とトリメチルアミ

ソ説とがあって,そのいずれによるかはっきりした結論をえないで現在に至っている.こ

の間題の解明を 1956年専売公社より委託され,爾来実験を続け,本年に至ったが,毒物

の本体はニコチソであるという決定的証明をえたので基本的問題については一応解決を見

た.今後はこのニコチソに対する蚕児の抵抗性の遺伝の問題,毒物発散の少ないたばこ品

種ホワイ ト/I-レイに関する問題,あるいは汚毒桑葉の処理についての問題など応用的方

面の研究をなす予定でいる.

6. かいこの E および U複合座位に関する研究

かいこにおける典型的な偽対立遺伝子群である第Ⅵ染色体所属の E 複合座位について

の研究を続け,この座位所属の遺伝子間における作用的関連性について考察した.

次に第ⅩⅠⅤ染色体所属の U 遺伝子群について次の研究を行った.

i)3つの無半月紋蚕 (Nl型)についてホモ旺子の致死時期について研究した.

ii)Nl2原糸が異常分離をなす系統について実験を続け,この系統が不完全な トリブ-

ミック蚕であるという説明を支持する結果をえた.

第2研究室 (小川)主として行われた研究は次の如くである.

1) コロシソ トウリ苦味成分の遺伝生化学とその利用 木ll;((生理)･古里 (応用)と当

研究室 (小川)との共同課題である.本年はコロシソ トウリ果実成熟過程における苦味成

分の消長とコロシソ トウ1)とスイカとの雑株Fl完熟果実の苦味成分の分析を行った.な

お,1昨年当研究室にて分離に成功したコロシソ トウリ果実の苦味成分 〃Citbittol〃に著

明な制癌性のあることを確認できたので,癌細胞に対する作用機序についても研究を進め

ている.
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2) 発生初期における筋蛋EI]質分化機構の研究 (小川): 免疫化学的手技を用いた発生

初期における筋蛋白分化についてニワトリおよびアカ-ライモリを材料に研究している.

発生初期における骨格筋蛋白質の分化ではアクチソが常に ミオシソに先んじて分化するこ

とがニワトリに限らずイモリにおいても確められた.両蛋白質の発現順序が骨格筋分化に

おける普遍的現象であることを立証した.

3) 動物細胞の分裂物質に関する研究 (小川): 分化の問題と緊密に関連を保たせなが

ら生長,再生現象を細胞分裂物質の立場からアカ-ライモリ粧,再生肝組織,癌細胞およ

び妊婦血清を材料として調査した.

4) 三色スミL,の遺伝生化学的研究 (遠藤): 花色変異に関与している6種節のアン ト

チアエソについて3つの分子構造の推定が行 われ た.注目すべきことは,いずれも cy-

anidinまたは delphinidinの配糖体で,糖部分はすべて glucoseと rhamnoseである

ことであった.なお主要色素 violaninの構造は Karrer(1933)の発表せるものといく

らか異なった結果を得た.

5) アソ トチアニソの生合成の研究 (遠藤): 昨年まで行われた咲分ツバキの研究にお

いて,ロイコアソトチアニソがアソ トチアニソの前駆物質でないことがほぼ確認されたの

で,今年度よりトレニヤを用いて試験管培養法により生合成の研究が始められている.

6) アコヤ貝の性ホルモソの研究 (小川他 1名): 一昨年,昨年に引き続き,静岡県水

産試験場と協力してアコヤガイの排卵ホルモソについて研究を行った.

第3研究室 (辻田)この研究室における研究状況は次の如くである.

1. Satmonellaに関する研究:飯野により 1958年行われた研究は次の2定けこまと
められる.

i)サルモネラ相変異頻度の変更

ii)サルモネラの鞭毛形成および運動性の遺伝子分析

2. Pseudomo7WSにriu,け る研究: 辻田は PseudαmOnaSSOla77aCearum の溶原性の

遺伝に関する研究を行った.

3. Neurospw acrassaの細胞微細構造に関する研究: 津田はシア トルのワシソ トソ

大学解剖学教室でアカパンカビの正常系と突然変児系を材料として,生の材料を位相差顕

微鏡で観察した りあるいは超薄切片を電子損徴鏡で観察することにより,遺伝三千作用が細

胞微細構造にいかなる影響を与えるかについて研究中である.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部の研究の口標は有用動紙物の育種に役立つ基礎的知識を見出すことである.

その内容は第 1 (動物育種),第2 (育種理論)および第3 (植物育種)の3研究室 に分

れ,次のように研究に従事している.

第 1研究室 (山田)では,山田 ･河原が従来より引続いて,鶏の経済形質の遺伝,育種

および選抜法について集団遺伝学的立場から析兜を進めている. なお 育樟理論研究のた

め,ショウジョウバェを用いて量的形質の遺伝の研究も継続している.なお市川舜,およ
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び上原三良が特別研究生として研究に協力している.

第2研究室 (酒井)は自殖性作物の育種法の理論,遺伝子型問の競争などの研究を継続

し,また寵争の研究に関連してショウジョウバエの移住能力の遺伝的変異をも取上げてい

る.酒井は昨年9月よりコロソポ ･プラソ専門家としてセイロソに滞在し,現地において

成瀬隆研究員 (ロックフェラ-財団稲研究費による)と共に,イネの遺伝,育種の研究を

進めている.本研究所においては井山が上記諸研究の推進にあたっている.

第3研究室 (岡)ではイネの遠縁品位間祁位,特にその不稔性の研究を行っているほか

ロックフェラー財団研究費により,森島啓子研究員とともに野生稲についての種々の遺伝

学的研究を行っている.

なお応用遺伝部に附属する圃場においては各部の圃場実験に協力するとともに,宮沢が

スイカその他の園芸作物の育柘を続けている.

酒井部長の不在中はその職を細胞遺伝部竹中郡長が代理している.従来特別研究生とし

て研究に協力して来た非山は本年4月研究員に発令された.岡はイネの調査のため 10月

より台湾とタイ国に出張した.

F.変 異 遺 伝 部

前年度建設した第2ネズミ飼育舎 (放射線実験用)は4月に完成し,固型飼料製造機城

も設置され,実験の規模を大きくすることができた.また 11月からほ放射線実験室の増

築が初まり,Ⅹ線室ならびに γ線と朝生子照射室が作られる.第 1析究室では菅原努室長

は放別線医学総合研究所の 障 箔研究部話1/l容量研究室長を併仁T_し,杉浦嘉彦研究員の東大応

用微生物研究所への転出により,細胞遺伝部より土川前研究員が4月より配紺臭えされた.

特別研究生は櫓本朝明,尾上正明, 山本五郎,軌 ElTE九のほか上川琴代, ｢伸上三雄 (蛋

大助事),安円徳一 (放医m･)がました. また動物遺伝研究会の一員としてX線技師古田

儀之が協力した.第2研究室は松村清二郡長,藤井太朗研究員のほか,稲研究会研究員と

して根津光也,勝屋敬三および静岡県原子力留学生として立川忠夫 (県fH橘試,3カ月),

特別研究生として原田朋子 (木原生研)がいる.第3研究室の近藤宗平室長心得は科学技

術庁原子力関係留学生として OakRidge国立研究所の生物部で研究中である.

第 1研究室 (菅原)マウスの放射線遺伝学が主題日で, 1)人為突然変異率の実験 (管

原 ･土川)は multiplerecessivemethod と HALDANE の recessivelethalmethod

とを平行して行い,一部は中間報告した (総合研究 村地 ｢放射線による突然変異の誘発と

その保有｣の分担).2)放射線防護剤の遺伝的影響に対する効果は優性致死遺伝子につい

て研究し, 3)放射線感受性の遺伝的背景を明らかにするため,致死率,麻酔剤の影響,

血液像 (尾上)および血球数の変化 (土川琴)などを目標として影響の分 析 を行った.

4)各器官の核酸代謝を中心として防護剤の影響,部分照射と全身照射の比較が研究され

(山本),メルカゾ-ル,べ-シラミソなど種々の薬品について防護 作 用のスクリ一二ソ

グ ･テス トも行われた (橋本)･そのほか,5)Drosophilaの組織培養法を用いて放射線

の致死作用を生体,器官からその借成細胞まで分析した.同実験のためβ線のマイクロビ
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-ムを試作した (菅原 ･堀川).6)総合研究 ｢近親婚調査による日本人の遺伝的研究｣の

分担調査を行い (菅原 ･中村), また人類に対する放射株の遺伝的影響に 関する諸問題に

ついて理論的考察を行った (菅原 ･安田).7)三重県立大学と協同のⅩ線撮影法 (拡大断

層法,Ⅹ線活動写真),心電図に関する研究も続けられた (菅原).

第2研究室 (松村)コムギの放射線遺伝学的研究は研究室員がそれぞれ分担して行って

いる.1)γ線の連続ロ.朋日ニ 32P,131Ⅰによるβ線照射失政は総合研究 ｢農作物に対する放

身j線障書の研究｣の分担課LFrrとして (松村),2)倍数性による遺伝的障講の比較は同総合

研究の分担として,放射線感受性 (藤井)と染餌本異常 (根津)が研究された.3)中性

子による遺伝的影響は ｢JRR-1原子炉-3Fミ同利用｣総合研究の分担として研究され,一部

は OakRidge田立研究所での照射が利用されている (松木]).4)葉緑素突然変災の生理

生化学的斬究は総合研究 ｢遺伝子発現機構の研究｣の分担として行われた (藤井). また

これらを材料として鏡病菌の,反応が調査された (勝屋).その他の放別線関係では,5)各

稀植物の放射線感受性 (藤井), 突然変異の誘発 とその利用 (松村 ･藤井)で, タバコに

おいては有用系統の特性が調査され,実用化の希望が生じた.6)ビールオオムギでは有

用突然変異の誘発と遺伝現象が研究された (総合研究 ｢オオムギの遺伝育種の基礎研究｣

の分担).また柑橘育種にも放射線の利用が本格的に初められた (立川).そのほかクス･ブ

ドウ･イチゴ･チユーリップなどが芽条変異をうるために用いられた. また,7)甜菜の

三倍性育種は木原生桝との協力で,欧州舵の倍数体の検討と新しくGW 系統の四倍体育

成に力を入れた (松村 ･原田).8)コムギおよび近縁位の細胞遺伝学的研究も相続された

(松村 ･根津 ･勝星).

第3研究室 (近藤)OakRidge国立研究所では,1)各縄放別線の線量測定,2)ガラ

ス線量計の特性調査の結果, その応用抱関が拡められた.3)中性子照射に対してほ γ線

のない三重水素を利用するものが試みられた.4)静岡県水産試蚊場との協力によるアコ

ヤ貝の真珠層形成の促進は昨年安の成果を大規模に吟味中である.

G. ロックフェラー財団からの研究費による協同研究

1) 栽培稲の起原に関する研究

昭和 32年 5月以来,ロックフェラー財団の補助金の下に,本研究を行っている.昭和

32年度年報に述べたように,その内容は採集 (木原),形態生理 (松村), 集団遺伝 (宿

井),遺伝子 (岡),および細胞遺伝 (竹中)の5班に分かれ,各班の代表者と庶務部長を

委員とし,所長を委員長とする委員会によって運営されている.なおセイロンおよび台湾

に海外研究室を設け,それぞれ現地において研究の一部を分担している.昭和 33年度の

研究の進捗状態は概略次の如くである,

採集 (木原研究室): 昨年度のインドでの採集,アフリカ,米国などからの種子取寄せ

により,昨年度年報に報告されたように,すでに 16種,数百系統の研究材料が整った.

本年度には岡がタイ国に採集のため出張した.12月末現在なお出張中であるが (34年1

月末帰国),同国に自生する5程の野生稲の採集 ･観察のほか,モチ遺伝子の分布,浮稲に
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関する開窓,日本型品種の有無など調査している.その詳細は調査復命雷に報告される.

また本研究の協力者として岐阜大学平吉功はマライ ･イソドネシアなどに稲採集のため出

張する (34年 1月出発).

三島においては,昨年度入手した稲系統が温室と短日圃場に栽増され,系統保存の他に

稀々の形質調査が行われた.片山忠夫 (本研究費による研究員)は短E]圃場を用いて大部

分の系統が強い日長感受性を持つことを示した.阪本寧男はそれらの系統のfEt.(葉標本を作

成し,また根端細胞を観察した･

形態生理 (松村研究室): 野生稲および栽培稲 (外国稲と日本稲)のイネイモチ病菌に

対する感受性は餅屋敬三 (本研究費による研究員)によって,また栽培稲の各地代表品種

に対する放射線感受性は藤井太朗によって研究された･また染色体の観察を容易にするた

め,根捧光也 (本研究蜘こよる研究員)は固定について考案し,数軒の野生ならびに栽培

稲の染色体数をしらべた.

集団遺伝 (酒井研究室): 酒井はセイpソに滞在中であって,その研究経過はセイロソ

研究室の項に述べる.三島においてほ井山審也が従来より引続いて,日本陸稲中に混在す

る赤米の競争力について研究を進めている.

遺伝子 (岡研究室): 野生および栽培稲の系統を多数の形態的形質について調査し,蘇

島啓子 (本研究費による研究員)は,その結果から,0.glaberrima と0.sativaの判

別,程の統計学的分類などを行った. また片山 (木原研究室),井山 (酒井研究室)と協

力して柾間と系統問の多数の交配を行い,その Flを調査している.

細胞遺伝 (竹中研究室): 本年度はまず体細胞の染色体の観察をと り上げ,下山昭八

(本研究糞による研究員)は多くの種の染色体数,核型,仁の数などを調査した.土井田

幸郎 (本研究費による研究員)は種々の稲の肝嚢発生と花粉の発芽について研究を進めて

いる.また館岡は系統保存中の材料を分析学的見地から調査し,その種名の適否を検討し

た .

セイロソ研究室 (°ept.ofAgriculture,Peradeniya,Ceylon): 酒井は成漸隆 (本研

究費による究研員)と共に昨年度よりセイロソに滞在し,0･perennisその他の野生稲の

他殖率 (統計学的方法による), 野生稲の開花時刻と開花持続時間などの研究を行ってい

る.また成瀬は 11月下旬から1ケ月間,稲の採集調査のためイソ ドに旅行した.

台湾研究室 (台湾省立県学院,台中): 胡兆華 (協力研究員)は野生稲の細胞遺伝,棉

に 0.saliva,0.glaberrimaなどの-プロイ ドにおける核型の観察を行い,また-プロ

イ ドより生じた二倍体系統間の形質の変異を調査した.張文財 (協力研究員)は胡兆華及

び数名の学生と共に, イソド野生稲 0.perennisなどの集団問および集団内の変異を種

々の形態的形質について,また感光性その他の生理的形質について調査し,野生稲と栽培

稲との問の遺伝学的連続性を検討している.岡はタイ国-の往路および帰途各約1ケ月台

湾に滞在し,これらの研究を指導した.竹中は 10月末より20日間,研究情況の視察と

細胞遺伝学的折究の指導を行い,あわせて農学院当局の協力に謝意を表するため,台拷を

訪れた.
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2) 動物におよほす放射線の遺伝的影響についての研究

原子力時代を迎えるにあたって,放射線の人類に及ぼす遺伝的影響の問題は重要 であ

る.しかもこの間題には人類を突放的研究の対象となし得ないという本質的な困難性を含
んでいる.

この点にかんがみ当所では動物関係研究者が相協力してそれぞれの専門分野から研究を

進め,この困難な問題の究明-の努力をすることとした.

すでに昭和 32年度年報に報告したようにこの討画に対してほ向う3年間ロックフェラ

ー財団からの補助が得られることになり,昭和 32年 12月1日から本格的な活動を開始

した.研究の専門分野別の担当責任者は次のようである.

突然変異･研究連絡 (田.烏禰太郎)

晴乳動物の突然変異 (菅原努)

細胞及び癌 (吉田俊秀)

生化学 (辻田光雄)

集団遺伝 (大島長造)

この研究を行うために所長を委員長とし,上記5名の分担老ならびに庶務郡長を委員と

し,庶務,会計両課長を幹事とする動物遺伝研究委員会を組織して,この委員会の責任で

企画,運営,経理などを行うようにしている.

またこの研究遂行のため当所員以外にも研究協力者を依嘱することとし,現在北海道大

学教授牧野佐二郎,京郡女子大学中井斌両氏が研究協力者となっている.

昭和 33年度における研究の進捗状況は次の通 りである.

突然変異 (責任者:田島澗太郎)

放射線の遺伝に及ぼす影響を量的に算定するにあたっては照射された線韮当りの正確な

突然変異率を明らかにしておく必要があり既に多数の業績がある.ところが最近生殖細胞

の発育時期や,雌雄のちがいによって,あらわれて来る突然変異の率に変化が見られるこ

とが発見され,突然変異率の算出に当ってはこの点を考慮に入れないと無意味であること

が知られてきた.

よってこの間題をとり上げ,生殖細胞の発育時期と生ずる突然変異率との間の詳細な関

係づけの研究を行うこととした.このためには生殖細胞の放射線感受性の機構を明らかに

することが必要になったので本年度はその点に研究の主力がそそがれた.このため蚕の生

殖細胞を体外で培養する試みに努力したが,まだ成功するに至っていない.

なお成果の一部は第1回国際放射線研究会議,および第 10回国際遺伝学会議で発表し

た .

嘱乳動物の突然変異 (責任者:菅原努)

本研究室の第-の目的は二十日ネズミに放射線の長期照射をした場合の突然変異率を求

めることで,これは入費に対する放射線の遺伝的影響を推定するための資料となるべきも

のである.実験の規模の関係から特定遺伝子についてと劣性致死因子についての突然変異

率を求める二つの方法を併行して行っている.これらについては未だ結果を示す段階に至



18 研 究 室 の 概 況

っていないが,人炉についで性比に対する影響が重要視されているので,それと直接比較

されるものとしで性比についての分析を研究業窮に示した.

第二の目的として本年度より新たに放射線に対する生体の諸反応 (死亡率,末梢血球数

の変化等)の遺伝的背景についての研究をとりあげた.その内容は研究業茄に示したが,

今までに調べた範囲では遺伝的素質が放射線感受性に大きく影響しているようである.

細胞及び癌 (責任者:吉田俊秀)

吉田は昭和 32年 10月より33年 12月まで米国に出張していたので,田端及び蛭海

の両名によって研究が進められた.今回は吉田肉腫の腫癌細胞を研究材料とし,照射直後

に起る中期染色体の切断の頻度について研究した.染色体の切断は高い線量においては高

頻度に起るが,師胞学的観察に最も適した線量は 500rであった. また染色体の切断は

棒状,J一形及び Ⅴ一字形の全てに起るが,それらのうち棒状染色体の切断が最も高頻度に
起 り,J一形がこれにつぎ,Ⅴ一形染色体のそれは萩も低い.染色体の切断を染色体の部位

について調べた所,各染色体共,中央部の切断が最も高い頻度で表われた.

北大牧野教授はバッタの生きた生殖細胞を懸滴法により培養し,放射線による染色体の

切断及び融着の現象を顕微鏡映画によって研究した･研究の結果,染色体の切断と融着は

分裂中期の過程で起ることが確められた.

生化学 (責任者:辻田光雄)

遺伝物質に及ぼす放射線の影響を研究するために次の2つの研究題目について突放が行

われている.

1. 遺伝物質に対する放射線の影響の生化学的研究

2. 細胞外において照射された DNA 構成成分の突然変異に対する影響

以上のうち第一の研究の一部として放射線がミトコソドリアのような細胞質内物質の作

用に及ぼす影響について研究された.周知の如くミトコンドリアは細胞呼吸に与る重要な

細胞内要素であり,さらに自己増殖によりその特異性が細胞より細胞-と伝えられるもの

と考えられている.このような細胞質における基本的要素およびこの他の細胞質内粒子の

作用がⅩ線照射によってどのように変化するかについて生化学的研究が行われた.核内遺

伝物質に対する影響についても実験が始められている.

集団遺伝学 (責任者:大島長造)

この部門ではⅩ線照射を受けたショウジョウバェ集団が,その後遺伝学的にどのような

変化をするかを研究することを主眼とした.本年度に研究した事項はショウジョウバエの

量的形質 (腹部節板及び胸側板上の剛毛の数)に対するⅩ線による突然変異率を,変異の

幅の増大率から推定した.また一方,同じ形質を選抜する時,それに毎代Ⅹ線照射を加え

ると,選抜をさらに有効にすることを認めた.

これらの形質は多くの遺伝子によって決定されると考えられるが,個々の遺伝子の作用

を別々に認めることは困難である.しかしこの多因子系の遺伝子に突然変異が誘起された

場合,剛毛数における変異の幅が増大し,その増大率から逆に突然変異率を知ることが出

来るであろう.われわれも 2000r,4000rのⅩ線照射によって腹部節板の剛毛数の変異の
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幅が増大すること (0.000167/r)を認めることが 出来た. また毎代 1500r照射して 20

代選抜した結果から,選抜をより有効にするⅩ線の作用は,組換の促進よりもむしろ突然

変異誘起の作用の方が大きいように思われる.

V.研 究 業 績

日 次

1. 家蚕卵色遺伝子の色素形成に関係する修飾遺伝子の存在

(田島弼太郎 ･町田勇)

2. 多面発現をなす遺伝子は更にいくつかの小遺伝子に分解出来るか

(田島禰太郎 ･稲垣栄一)

3. インド産クワコの染色体数 (田島涌太郎 ･稲tlf栄一)･･-････..･････.-･-･.･25

4. 放射線による蚕の錐の駅著な生殖力喪失 (田島弼太郎 ･深瀬与惣治)･･-･･-･･25

5. 蚕の雌雄生殖細胞間における放射線感受性の相違について (田島硝太郎)･･････26

6. 蚕における自然突然変異率および放射線誘発突然変異率の算定

(田島弼太郎 ･鬼丸喜美治)

7. 蚕の精細胞の生体外培養 (佐渡敏彦)

8. 蚕の雄性生殖細胞の放射線感受性に関する細胞組織学的研究 (予報)

(佐渡敏彦)

自然淘汰の遺伝学的理論における極大原理について (木村資生)t･- - ---30

自然淘汰と移住によって決定される遺伝子頻度の勾配の研究 (木村資生)･･- ･31

自然集団における過剰染色体の頻度分布に関する理論 (木村資生)-- ---･32

部分自殖率に働く自然淘汰の効果 (木村資生)

伴性遺伝子座における平衡多型の条件 (木村資生)･･･--- ･････-- ･.････34

近親婚調査から集団の遺伝的荷重を推定する一方法について (木村資生)---34

放射線による染色体の切断と融着 2)吉田肉腫細胞における染色体切断の

観察に適するⅩ線の量 (蛭海啓行 ･田端敏秀)･･---･--･---･･-･･36

16. 放射線による染色体の切断と融着 3)Ⅹ線照射後の経過時間と染色体切断

の関係 (田端敏秀 ･蛭海啓行)

17. 放射線による染色体の切断と融着 4)染色体の形態及び部位によるⅩ線感

受性の差異 (田端敏秀 ･蛭海啓行)

18. チャイニーズ-ムスターの正常体細胞の染色体 (青田俊秀)-･.･･-･--･.･･･37

19. チャイニーズ-ムスターにおける原発睦痔の染色体調査

(吉田俊秀 ･G.Yerganian)

20. 移植性 CH51sp腫癌における種族細胞の染色体構成

(G･Yerganian･青田俊秀)

21.CH38腫癌細胞の染色体に及ぼす TEM の影響
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(G.Yerganian･吉田俊秀 ･加藤礼)

22. チャイニーズ-ムスターにおける体細胞及び睦癌細胞の体外培養

(G.Yerganian･吉田俊秀 ･加藤礼)
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イソドスイバの雌雄性 (竹中要)

ソラマメの根端細胞分裂に及ぼすテ トラサイクリンの影響 (天野良之)･---･39

板端細胞の分裂に及ぼす切断の影響 (天野良之)--.･･････---･･･--･･-40

抗生物質による発芽,生長の抑制 (天野良之)

イネ科机物の核分現学的研究,Ⅵ.(館岡亜緒)

イネ属植物教程における仁の数について (下山昭八)-･････.･- ･･---････42

タデ属植物の発生学的,並びに細胞学的研究,Ⅰ.-ルタデ(Rolygonum

persicaria) の花粉形成 (土井田幸郎)

タデ属細物の発生学的並びに細胞学的研究,Ⅱ.ジベレリンの花粉形成

に及ぼす影響 (土井田幸郎)

ソバの花粉形成に関する研究二(土井田幸郎)

トウダイグサ属の細胞学的研究,Ⅲ.(下山昭八)-･------------･44

ヤマユリとサクユリの細胞遺伝学的研究 (竹中要 ･井上南光)･---･-･--･46

キク属植物の形質比較 (永海秋三)

キイロショウジョウバェの DDT とDieldrin(DL)抵抗性の研究

(大島長造)

ウスグロショウジョウバエ(D.pseudoobSCura)の DDT抵抗性

(大島長造)

選抜に対するⅩ線の作用,Ⅰ.予報 (北川修)

47

48

49

50

ショウジョウバェの限色素形成の研究 (平俊文 ･名和三郎)･- ･-I----･151

キイロショウジョウバエの W･locusに属する複対立遺伝子の研究

(森田敏照 ･徳山寓)

ショウジョウバェにおけるプリン代謝,Ⅱ (森田敏照)-･-･---=--･-･54

コムギとその近縁種による核置換の研究 (木原均)･-- - - -------55

野生型と栽培型における放射線感受性と突然変異誘発の比較

(木原均 ･阪本寧男)

日本産カモジグサ属の生態遺伝学的研究,Ⅱ (阪本寧男)--- ･-･- ---57

野生 Ory2,a瞳間の感光性の変異 (片山忠夫 ･岡彦-)-･-- ･.---- - 59

稲及び稲属の生理形態学的研究 〔1〕(片山忠夫)---･- -- --- - - 60
植物組織の解剖学的研究 (片山忠夫)

プチリン脱水素反応に関与する遺伝子作用 (名和三郎 ･平俊文)- -- ---64

黄色致死蚕の遺伝生化学的研究,特に皮膚の硬化現象について

(坂口文書 ･辻田光雄)

49. 家蚕におけるチロシナ-ゼの遺伝生化学的研究 (坂口文書)-･･･- ･･---･･66
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50. 細胞内生化学反応系におよはす放射線作用機構の研究

(名和三郎 ･坂口文吾)

51. 作用的に関連した複合座位 (辻田光雄 ･坂口文吾)

52. 人71と Nl2 の致死隆子について (辻田光雄)

53. 不完全 トリゾ-ミック N72原系について (辻田光雄)

54. コロシソ トウリ果実成熟過程かこおける苦味成分の変化

(小川恕人 ･古里和夫)

55. スイカとコロシソトウリとの雑種 Fl完熟果実の苦味成分

(小川恕人 ･下問実)

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

CitbittoIA の制癌性 (小川恕人)

アカ-ライモリ発生初期における骨格筋蛋白質分化 (小川恕人)----･･--73

妊娠血清の細胞分裂促進性 (小川恕人)

アカ-ライモリの初期発生に及ぼす Kinetinの影響 (小川恕人)--- ･･･--75

肝部分切除残存肝組織の再生と Na-Glucuronate(小川恕人)･-------･76

Steroid を用いる血清反応の反応機構に関する研究 (小川恕人)-･-----･77

三色スミレ花色の遺伝生化学的研究 (遠藤徹)

サルモネラ相変異頻度の変更 (飯野徹雄)

サルモネラの鞭毛形成および運動性の遺伝子分析 (飯野徹雄)-----･--･81

Neurosporaの細胞微細鞘造について (津田誠三)･･-･-･･.-･-･.I-･･････81

家鶏の産卵能力と検定場所の影響について (山田行雄 ･伊藤寿孝)--- --82

貯化時期と父家系との相互作用について (山田行雄)-･･--･･--････.--･83

家鶏の発育段階における体重の-リクビリティーと相関 (河原孝忠)-- -- 84

家鶏における体重の-テロ-シス発現の時期について (河原孝忠 ･市川舜)-･･85

家鶏の体重における変異係数の変動について (河原孝忠)･･--･- ･.･････-･86

家鶏の成長期における生存率に対する-テローシス (河原孝忠)--･-･---86

ショウジョウバェにおける量的形質の突然変異率の推定

(山田行雄 ･北川修)

陸稲と ｢赤米｣の凝争力に及ぼす肥料の影響 (酒井寛一 ･井山番也)--･,････88

イネの籾の大きさの統計遺伝学的研究 (井山審也 ･森島啓子)---･-･---89

イネの育成品種に含まれる遺伝変異 (酒井寛一 ･D.Ⅴ.Ariyanayagan)- ･,･･･91

野生イネ集団における形質の変異 (続報)(酒井寛一 ･成瀬隆)-･--･･･..････92

野生イネ OryzaSafivaSPOntamea(ruJIpogoクモ)の自然交配率

(酒井寛一 ･成粁隆)

78. インド型イネ雑種における種子の長さと幅の遺伝

(酒井寛一 ･M.E.R.Pinto)

79. セイロン野生イネの開花期の変異 (酒井寛一 ･成瀬隆)-･---------･96

80. 野生イネの開花結実に関する観察 (成瀬隆) 97
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野生イネの開花期の研究 (成漸隆)

イネの耐塩性検定法の研究 (酒井寛一 ･P･M･Rodrigo)----･-･---- 101

二倍体に四倍体を受粉した場合の不稔現象 (古里和夫)･.-･･-････--

ヤシの収量の遺伝学的研究 (酒井寛一 ･D･Ⅴ･Liyanage)---･･･--･

ショウジョウバェの移動に関する研究:野生集団より作られた近交系銃の

移動性 (酒井寛一 ･成猷隆 ･伊藤寿孝 ･井山審也)････.･･-- --

86.Ory27aPerennisその他の野生稲の集団間および集団内の日長感受性の変

輿 (岡彦一 ･胡兆華 ･張文財)

87. イソドのゼイポール地区から採集した野生および栽培稲系統の調査結果か

らの予報 (岡彦一 ･張文財 ･成淋隆)

88. 0.sativa と 0.glaberrimaの形態的形質による判別

(森島啓子 ･岡彦-)

102

103

104

105

106

108

89. 統計的方法によるイネ属の分煩 (森島啓子 ･岡彦-)-- -･- =････--･108

90. 同一の遺伝子型をもちモチ遺伝子だけ異なるイネの系統 (岡彦-)-･･--･1110

91. イネにおける娩争力の遺伝 (岡彦一 ･酒井寛一)-- ･-

92./､ツカネズミのγ線長期照射による突然変異の誘発 (予報)

(菅原努 ･土川清 ･田中富蔵)

93. MercaptoethylamineのⅩ線誘発致死因子に対する影響

(菅原努 ･田中雷蔵)

94. X線照射によるマウス胎児の崎塾発現に対する.Cysteamineの効果

95. 放射線防禦剤についての研究 (橋本哲明)

96. 臓器核酸代謝に対する放射線防禦剤の作用 (山本五郎)･･･----..･･･

97. マウスの放射線感受性について (i)Ⅹ線照射によるマウス白血球の変動

(土川清 ･土川琴代)

･- 111

111

112

113

114

115

116

98. マウスの放射線感受性について (Ⅱ)Ⅹ線照射後の白血球減数と正常白血

球数との関係 (尾上正明 ･土川清 ･土川琴代)------------ 116

99. マウスの放射線感受性について (Ⅲ)Ⅹ線による白血球減数反応の系統差

および-リクビリティー (土川清 ･土川琴代)･---･-------- 118

100. マウスの放射線感受性について (Ⅳ)ネムブクール麻酔時間および末梢白

血球像所見との関係 (菅原努 ･尾上正明)--･--------･--- 120

101. マウスの放射線感受性について (Ⅴ)ネムプタールのⅩ線感受性に対する

影響について (予報)(菅原努 ･尾上正明)----･-------･-- 121

102･ 臓器核酸代謝の面よりみた各種臓器の放射線感受性 (山本五郎)----･-･122

103･ 組級培養法による生細胞に及ぼす放射線作用の研究,Ⅰ.ショウジョウ';

エの幼虫における各種組級器官の放射線感受性 (菅原努 ･堀川正克)････122

104･ 組織培養法による生細胞に及ぼす放射線作用の研究,Ⅱ.放射線に対する
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ショウジョウバエの各種系統問の感受性 (菅原努 ･堀川正竜)-･--･-123

105.生物突放におけるⅩ線照射方法の検討

(菅原努 ･古田儀之 ･橋本哲明 ･尾上正明)･-･･-- ---- -･---123

106.本邦産野生マウスについての研究 (土川活)

107.一粒コムギにおける 32P と 131Iの遺伝的影響 (松村清二)-..-･-･･･--･･124

108. コムギにおけるγ線連続照射の遺伝的影響 (松村清二)･････････-･･････-･125

109. コムギにおける熱中性子の遺伝的影響 (松村清二)

110.倍数性による放射線障害の差異 (根津光也)

111. 一粒コムギの放射線による葉緑素突然変異体の遺伝分析 (藤井太朗)-･--･128

112. 植物の放射線感受性 (藤井太朗)

113.小安黒鉄病菌及び小麦赤銑病菌に対する一粒コムギの葉緑素突然変異体の

感受性 (餅屋敬三)

114.柑橘の放射線感受性 (立川忠夫)

115.欧州産倍数性甜菜の検討と新四倍体系統の育成

6

7

8

9

1

1

1

1

(松村清二 ･望月明 ･根津光也 ･原田朋子)-- -- -･----･･--･132

新おしつぶし法によるイネ染色体の観察 (根津光也)･･-･･-･･--･･････-133

野生イネおよび外国イネのイネイモチ病菌に対する感受性 (餅屋敬三)---133

ガラス線量計の特性 (近藤宗平)

コムギ種子に与えられた中性子線量の計算 (近藤宗平)------･--･･･134

A. 形 質 遺 伝 部

第 1研 究 室

1. 家蚕卵色遺伝子の色素形成に関係する修飾遺伝子の存在 (田島弥太郎 ･町田勇)

(W3×b3)Fllは黒卵 1:褐卵 2:自卵 1に分離するが,これらを卵色別に飼育したとこ

ち,黒卵区から秤化した個体は羽化後相互交配により累卵 21蛾区,禍卵7蛾区の分離を

-,示した.このことは F2雌個体内において色素原物質の形成量を規定しているか,あるい

は母体から卵内-の色素原物質の移行量を規定しているか,いずれかの作用をもつ修飾遺

伝子が存在することを暗示する.b3系統発見当時卵色の淡色方向-の淘汰が有効であった

ことを考えると,この修飾遺伝子は b3側から持ちこまれたものであ り, しかも色素量を

低める方向に働いているものと思われる.

同様のことが (oewxb3)F2に分離した蛾の限色で明らかになった.この F2では黒卵,

裾卵,自卵を 1:2:1に分離するが, これらを卵色別に分けて飼育しその蛾の限色を調

べると,票卵区は全部黒眼,自卵区は全部白眼であったのに,褐卵区では黒眼蛾と褐眼蛾

とをほぼ 3:1の割合に生じた.これは色素原物質形成量が中間程度を示す b3/oew個体

で黒限色素形成に修飾遺伝子が作用し,これを淡色にしたためと思われる.

これらの結果から卵や複眼の色素形成に第 10染色体以外に存在する修飾遺伝子が作用



24 研 究 業 績

していると結論してさしつかえないようである.

2･ 多面発現をなす遺伝子は更にいくつかの小遺伝子に分解出来るか (田島弥太郎 ･稲

垣栄一)

蚕の E 複対立遺伝子群に属する遺伝子はそれぞれ幾つかの sitesからなる complex

lociを有すると考えられている.本実験は EEl及び EKpを材料としてⅩ線によりこの

complexlociをいくつかの独立の sitesに分解する目的で行ったが 結果は予想外の事実

に直面した.

1. Enl/+ にⅩ線を照射した場合

雌に 4000rを照射して無照射の+雄にかけ合せた FlからⅣ,Ⅴ環節の斑紋及び肢に

関する異常蚕 185頚 (観察個体中の P 型に対して 6.170/o)を得た. これらの異常塾の

内訳は,

El1 El2 El3 E14 El5 El6 El7 %計

47.0(%) 0.0 13.5 9.2 15.1 12.4 2.7 100

となりこの結果を整理すると次のようになる.

a) Ⅳ環節肢消失-71.30/o(Ell,El2,El4,El6,El7)

b) Ⅳ環節斑紋消失-52.9% (El3,E14,El5,El6,El7)

C) Ⅳ,Ⅴ環節肢消失-2/7% (E12,El7)

d) IV,Ⅴ環節斑紋消失-30.2% (El5,El6,E17)

Ⅳの肢が最も消失し易く,次いでⅣの斑紋でⅣ,Ⅴの斑紋がこれに次ぎ,n',Ⅴの肢が

同時に消失する場合が最も少なかった.

これらの内 phenocopy,modifier,染色体切断,転座などによるものを除いてE盤の異

常に原因すると思われるもの4系統について毎代正常を戻し交雑して後代におけるこれら

の異常形質の表現を観察した.

その結果それぞれの形質の表現にかなりの変異はあるが,ある系統ではⅣ環節肢消失の

特徴について,他の系統ではⅣ環節斑紋及び肢消失の特徴がほぼ確実に遺伝されて行くこ

とが判った.しかし特徴とする以外の形質についてもかなりの変化が見られたことは注目

に値する.

このことは complexlociがたとえ unitsitesに分けられたとしても,それらは互に

独立した作用表現を行い得ず,他に起った変化の影響をうけて本来の形質の表現に変化を

起すことを示すもののようである.すなわち α,β,･.･･.･等をElを構成する sitesとし γ
に変化 γ/が起ると,

α + β 十γ/+∂ + e十--･
J J J J l
a+b′′十 C/+d′/十e+･･.･･･-El表現

のような関係が成立するもののように考えられる.

2.EKpにⅩ棟桁射した場合

観察した総数 16,352頭の中から変異型 63頭が得られたがそれらの中には斑紋と肢と

が別々の Sitesに分けれられたと恩われる mutantsが3系統あった.これらの mutants
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では目標とした肢と斑紋との間に影響の及ぼし合いは認められなかったがそれ以外の他の

形質発現にはそれぞれ大きな影響を及ぼしていることが認められた.

3. インド産クワコの染色体数 (田島弥太郎 ･稲垣栄一)

イソド産クワコは一般に TheophilahuttoniWest.の名で知られているが Adalbert

SEITZ(1933)によると Theophila religioSaeHelf.の名を採用すべきであるという.

幼虫は日本の桑蚕に似ているが大形で4眠性,腹部環節以下の亜背線に尾角様突起,基線

に小突起を有している点が日本のクワコと異なっている.また卵も大形でカイコにくらべ

長径で約 1.3倍,短径で約 1.4倍ある.繭は黄色または淡緑色紡錘形,蛾は暗灰色であ

る.イソドのヒマラヤ南麓から東部アッサム地方にかけて冷涼地帯のクワに野棲 して い

る .

Kalingpongで採集したこの昆虫の軍九をプアソ液で固定し-イデソ-イソ･-マ トキ

シリン染色した標本について染色体数を調べた 結果 は第-精母細胞,第二精母細胞共に

n -31で染色体にかなり大小の差が認められ 2-4個の比較的小形の染色体が見られた.

未だこの昆虫とカイコやクワコとの交雑突放は行っていないが,染色体数から見てイソド

で現在飼育されているカイコがこの昆虫の馴化に由来したものとは考えられない.

尊
図 1.イソド蚕クワコの精母細

胞中期における染色体

表 Ⅰ metapbaseにおける染色体の観察

ノゝ号室J
計

36

5

4

4.放射練による蚕の雄の顕著な生殖力震失 (田島弥太郎 ･深瀬与惣治)

蚕の雄性生殖細胞に発育時期を追って同線量の放射線を照射すると5令2日日頃に受精

率に著しい影響を受ける時期があることが判 る (田島,太田 '52;田島 '58;木暮 '57,

'58).この時期は突然変異誘発率が最高を示す時期より数日早く, しかもその時期が比較

的短く,5令 2日E]を中心とした 48時間以内である.この時期を経過すれば受精率-の

影響は急速に減少する.

雄の受精力低下に見られる放射線の影響は核学的に相当期にある雌性生殖細胞のそれと

は著しく趣を異にするところから,この原因を単に染色体側にばかり帰す訳には行かない

であろうことはさきにのべておいた ('52).その後,感受期の前後に得られる受精卵につ

いて時化歩合を調べて見たが,この時期を中にはさんでほほ同水準を保っていることが判

明した.これらのことから不受精卵を生ずる原因は染色体異常や遺伝子突然変異を生ずる

原因とは異って,生殖細胞におけるcellasawholeの機能障害と見るのが妥当であろう

と考えこれを第-回国際放射線会議で発表した.

この考え方に基くと放射線は生殖細胞の種々の部分に障害を与えてその細胞を死に導く

multiplehitに原因しているように思われる.この点を確かめるため線量率を変えた照射
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実験を試みた.

013r/minの γ線 (60Co)と,62r/minのⅩ線 (200KVP,25mA,Culmm,AIO.5

mm)を用い線量を等しくして (800rとした)その効果を比較した.前者は5令 11時間

から5令 56.5時間までの間に連続 45時間照射,後者は γ線照射実験開始の時,終了の

時及びその中間期の3期に同じく 800rのⅩ線をそれぞれ急照射して比較した.X線照射
を感受期の初期及び末期に行ったものは影響がやや小さかったが,感受期の中期に行った

ものは影響が大で,これとγ線継続照射区とでは照射強度が 1:206も異るのに両区の影

響程度に殆んど差がなく,γ線の方がむしろ影響が甚しいくらいであった.

このことは照射強度によって生殖細胞-の影響が異ならないことを,示すものであり,放

射線は串一作用塾できいているとみなさねばならないことを数える.従って生殖力低下の

原因が細胞各部における影響で生ずるという前述の仮定は妥当でないことになる.単一作

用型できくものとすれば放射線は染色体に集積的に作用しているものと考えなければなら

ない.

このような要件を満足させ,しかも前述のCellasawholeの死を招来するような原因

は恐らく染色体のDNA代謝のごとき基本的機構に作用しているものであろう.

(ロックフェラー財団よりの研究費による)

5. 蚕の嘩雄生殖細胞間における放射隷感受性の相違について 佃 島弥太郎)

蚕の雌雄生殖細胞を発育時期別に種々の線量のⅩ線で照射し,これに無照射の雄あるい

は雌をかけ合せて産下卵数,受精卵,死卵時期,突然変異率等を対象として雌雄による放

射線感受性の相違を調査した.

雌に 2000r照射した場合は5令6日の照射において産卵数に顕著 な減少が見られたの

に対し雄照射の場合には僅か笹 500rで5令2日照射のものに同程度の影響が見られた.

すなわち雄は雌に比較して約4倍も感受性が高く, しかも効果的な時期が4日早く来る.

次に受精卵について死卵の出方を死亡時期別に調べて見ると雄に対する5令4日以後の

照射では特定の著しい死亡時期はなく,常にだらだらと死亡を続ける.これに対し,雌に

対する5令期の照射では早期死卵の出現率が著しく高い. しかもこの時猫を無事経過した

後は死卵の出現が掛 こいちじるしくあらわれる時期の存在は認められない.

5令雌照射において産卵数の著減することと,受精後も早期死卵の出現率が高いことと

は互に関連があり,おそらく卵細胞形成の初期一卵細胞と栄養細胞とが分化して間もなく

で,卵細胞核は卵母細胞前期の状態-の障害に原因しているものと思われる.

これに対し雄5令期以後の照射によって生ずる死卵や雌の桶後期照射の場合に生ずる死

卵は優性致死によるものと考えられる.この優性致死がおそらく大きな欠失に原因してい

るものであることは優性致死の出現率の変化と特定遺伝子座の突然変異率の変化と時期的

によく一致を示した事実から確かめられた.

何故に生殖力低下-の影響が雄では雌よりも原著にあらわれるかという点については,

雌雄生殖細胞のDNA合成速度の差に基くものではないかと考えられる.すなわち精母細

胞前期に入るまでの中間期が卵母細胞における相当期より速やかに経過するため,放射線
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による DNA合成阻害効果が著しくあらわれるのであろう. (ロックフェラー財団よりの研究費に
よる)

6. 蚕における自然突然変異率および放射線誘発突然変異率の算定 (田島弥太郎 ･鬼丸

善英治)

卵色遺伝子 pe及び reを標識として蚕の雌雄両生殖細胞の発育時期別Ⅹ線誘発突然変

異率を求めた 1957年度の結果は,Drosophilaに比較して精原細胞で 28倍,完成精子

で 7.5倍も高かった.遅々札では生じた変異体の中から表塾模写 (40.2%),部分表現

(6.5%),不婚 (15.5%)および調査完了前の死亡 (23.3%)等を除いて突然変異率が計

算されているが,蚕の場合にはネズミの場合と同様これらを除外してないので,この点が

変異率に大きい開きを生じた原因をなしているものと思われる.その他程々和では成虫期

に発現する形質を標識としているのに対し,蚕では発生のごく初期にあらわれる形質を標

識にしている点も考慮に入れる必要がある.

そこで pe及び reを標識として発見された突然変異体について同区の非変異型個体を

対照として粕化歩合,粁化から羽化に至る生存率の調査を行った.その結果 2000r照射

区の実際の生存率は対照区のそれの 60-70% 程度であることが判った.仮にこれを内輪

に見つもって 50% とおさえると,卵期に発見される突然変異が成虫期に発見される確率

は 1/2となる.また表型模写その他の数えこみによる水増し分を 50% と見なすと成虫期

に発見され,確実に次代に伝えられる突然変異の数は卵期に発見された変異型の1ノ4程度

となることが推定できる.こういう計算をしてもまだ遅々棚の値より高い.

そこで次には卵化したはかりの蟻蚕の体色に関する遺伝子(ch,)を標識として白然突然変

異率および1座位 1r当りの誘発突然変異率を調べた,その結果は図1に示す通 りである.

V-2V-4V--6V-8 PE PTt PL
Irradiatedstage

"トう rVl2

図星1. 蚕の雌雄生殖細胞の発育に伴 うⅩ線誘発突然変異率の変化 (標識座位+oh)

.'この結果にもとずいて自然突然変異率およびⅩ線誘発突然変異率を計算すると次表の通

りである.
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表 Ⅰ. 赤蝋遺伝子を標識とした場合の自然突然変異率および

Ⅹ線誘発突然変異率

(註) 生殖原細胞は3令3日目,完成精子または卵は羽化前日にそれぞれ照射した
もの

この結果は Dro80PhilametanogaslerでALEXANDER('54)が得た値に比較し精原細

胞で 3.7倍,完成精子で 6.7倍高い.

7.蚕の精細胞の生体外培養 (佐渡敏彦)

Spermatogenesisの種々な時射 こある生殖細胞を実際に顕微鏡下で観察しながら放射線

を照射し,その影響を調べる目的で蚕の精細胞の生体外培養を試みた.

材料として用いる蚕の幼虫及び蛸は全て 0.1% 昇束水で 30-45分間滅菌し,滅菌蒸

溜水で3度洗濯したのち,滅菌した折紙で水分を吸取 りそのまま乾くまで放置した.

あらかじめ用意した培養液(5令3日目～蛸中期の個体から摂取した体液を用いた)中に

4令3日目ないし5令2日目の精巣からの精原細胞または精母細胞の CyStSを浮遊させ,

普通の懸滴法により培養した.当然のことながらこれらの操作は全て無菌的に行った.

なお,培養液として用いる体按のチロシナーゼ活性を抑えるためには,i)56oCで5分

間熱処理後遠心分離して上清を用いるか, ii)フェニールチオウレアの結晶を趣く少量加

えた後遠心分離して上清を用いた.培養液を透明に保つためには i)のrjJ-が効果的であっ

たが,この処理は体液の物理化学的性質を著しく変えることが考えられるので本実験では

主として ii)の方法を用いた.フェニールチオウレアが培養中の精細胞に対して有害な効

果を持っていないことは ScHMIDTandWILLIAMS('53)によって確認されている.

このようにして調製した懸滴中に お い て,培養開始後 10数時間ないし 20数時間後

(これは培養液として用いる体液を摂取 した個体の発育時期によって異る)には個々のCySt

の表面に微小な気泡状のものが現われ,やがて全表面を覆ってしまう.その後は cyst内

の細胞は漸次退化の様相を増し,数日後には cystは破れて中に含まれていた精細胞が培

養液内に遊離して来るが,その中に外見上正常なものは認められなかった.このようにし

て,結局は蚕の精細胞の生体外培養を成功させることはできなかった.TRACER (1935)

の培養液と体液と組合せて用いて見たが結果は大同小異であった.

既によく知られているように,5令初期から営繭,吐糸,化桶に至る間に蚕の体液の物

理化学的性質-pH,惨透圧,粘度及び化学的組成等-は著しい変化を示す.このような培

養液の物理化学的性状の著しい差異は被培養細胞がその培養液に適応できない理由の一つ

であろう.また,ホルモソと性細胞との関係についても,精細胞の生体外培養が容易に行

われ得るセクロピア蚕 (ScHM:IDTandWILLIAMS,'53)と蚕では可なり趣を異にしている

ように思われる.前者では桶で越冬するので,婦の時期には変態ホルモ ンは全く不活性
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で,この時期の精細胞はほとんど精母細胞の休止期の状態で留っている.これに対して蚕

では5令初期から桶期までの問に複雑な Spermatogenesisの過程を経て蛸矧には既に大

部分のものが成熟精子にまで発達している.しかもこの間に変態ホルモンの酢性は時間と

ともに dynamiCな変化を,1,.して行くものと考えられる.

これらの事実が,近縁関係にありながら,--jJでは精細胞の生体外増養が比較的容易で

他jJでは非常に岬難な理由の一部ではないかと考えられる. (ロックフェラー財田よりの研究費に

よる)

8. 蚕の雄性生殖細胞の放射練感受性に関する細胞組織学的研究 (予報)(佐渡敏彦)

動物が或る線量以上の放射線を受けるとその生殖能力が苦しく低下し,或いは一時的に

不姫となり,著しい場合には永久不妊となることが知られている.そして舵i射を受けた精

巣の細胞組織学的研究に基いて, その原因は spermatogenesisの源となる精原細胞が放

射線の影響によって殺されるかまたは分裂を抑えられるなどのために精子の形成が減少ま

たは休止することによると考えられている.

蚕においても同様な現象が認められるが,本研究はその過程を細胞組織学的に明かにし

ようとして着手されたものである.

主として4令1日日,4日日及び5令2口日の雄蚕児に 100r～4,000rのⅩ線 (147.7

r/min.)を照射し, そ の後 一定の間隔をおいて精巣を取 り汁=ノ, 普通 の組織学的JJ法

(Bouin液固定,hematoxylin-eosin二重染色, 切片 7FL)によって和々の発育鴫期の精

紳胞に見られる変化を調べ,次の知見を得た.

i) 100rの照射によっても照｣木j後僅かに3時間で gonialregionに博かなが ら異常

濃染細胞が現われ,その後時間の経過と共に増加する.

ii) これら異常濃染細胞の,1gi度は照射線最が増すにつれて増加する.

iii) 放射線に対する感受性が最も請いのほ精原細胞の末期である.

iv) 異常濃染細胞はその後崩壊し退化子門失するので,精原細胞の数が著しく減少する.

その粘度は,100r照射区では 96

時間後には大体において対旧区のレ

ベルにまで回復するが,500rでは

96時間後において比較的若い精原

細胞と生長期にある若い精付細胞と

の間に不連続な部分があり,その部

分には細胞崩壊破片が見 られ た.

1,000rでは72時間でgonialregion

には尖端細胞とそれを振 りまく供か

の精原細胞が認められるだ け で あ

る.更に 4,000rでは 48時間で早

くもこれと同様な様相を示し,192

時間或いはそれ以上では尖端細胞だ

図 1. 5令2E=] 1,000r照射 24時間後の

gonialregion,周辺部に necrosisを

起して退化中の細胞が見られる.
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けを残して精原細胞は殆んど完全に退化消失してしまっている.

V) 異常濃染を力､す細胞の数は照射後 24時間頃が最大となり, その後は漸次減少す

るがそれは細胞の絶対数が減少することと関係がある.

vi) 照射を受けた精原細泡からの再増殖は 4,000rでは 11日後に至っても全く認め

られないが,1,000rでは若干の印増殖が認められた. しかしこれが受精可能な精子にま

で発達し得るか否かについては今何の観察では明確でない.

vii) 精母細胞の時期に照射を受けた場合は異常濃染を示すことなく成熟分裂を完了し

て精子にまで発育するが,これらの精子の多くのものは頭部 (核)の異常を示す.

viii) 尖端細胞は 4,000rまでのX線では可視的障害を示さない.

以上の結果は,今日までネズ ミその他の動物で行われた研究結果とほぼ一致する.

(ロックフェラー財田よりの研究費に3'る)

第 2研 究 室

9. 自然淘汰の遺伝学的理論における極大原理について (木村資生)

R･A･FISHER による自然淘汰のA:本定理は,一定不変の外部環境の下で, 集川適応度

が日然淘汰によってどのように変化するかを述べたものである.これに対し,筆者は集周

の遺伝子頻度がどのように変化するかを歳も一般的な形で表わす原理を導いた.任意交配

を行 う葉川が n佃oj対立遺伝子 Al,A2,--,Anをそれぞれ xl,X2,--,Xnの相対

風鑑で合み,遺伝二子刑 AiAJの適応度 (マルサス径数で測る)al,が'yTl度に依存しない常

数である場合には,この原理は次の形に表わされる :遺伝子 Al,A2,････,Anの卿度の

変化率を El,E･1,･.･･,En とすれば,自然淘汰による遺伝子,gB度の変化は,各々の瞬間に

i=1Xi

の束縛条件の下で,集用適応度の増加率 (d丘/dt)を最大ならしめるプj向に起る. ここに

o･.-2は遺仁､子の平均適応度における分散である.すなわち

但 し

O･a2-∑ 打i(ai.一虎)-i,
ill

n

al･=完 lX,ai, とする

更に,任意交配が行われ各遺伝子型の適応度が頻度に依存しない常数であるという制約

を取除くと,この原理は遺伝子原皮の変化が (1)の条件の下に

n
符-2∑ ai.Eii-1

を最大ならしめるソJl句に起るという形に去わされる. ここに ai.は遺伝子 Aiの平均適

応度である.

ここに述べた自然淘汰作用の極大原理は進化遺伝学の上で色/{興味のある点を含んでい

れることであろう.詳細については Heredity(Vol.12)に発表してある.
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10. 自然淘汰と移住によって決定される遺伝子頻度の勾配の研究 (木村糞生)

集団を構成する個体が1置線上に連続分布しているとし,分布の1万の側では優性表現

個体 (AAまたは Aa)が自然淘汰に対して有利であるが,逆に他方の側では努性表現個

体 (αα)の方が有利であるとする.若し個体の1代あたりの移住範囲が分布の全長に比べ

てずっと小さければ,遺伝子頻度における勾配 (Cline)が形成されると予想されるが,こ

の問題を量的に明かにすることが本研究の目的である.

いま,優性表現個体と劣性表現個体とが自然淘汰に対して中立な点を原点にとり,x軸

の左側では優性個体の方が,逆に右側では劣性個体の方が自然淘汰に対して有利であると

する (図 1).点 xにおける優性遺伝子の頻度を uとし,自然淘汰の強さ (マルサス径数

で測る)は x軌からの距離に比例するとし,打の単位

を適当に二取ると,

d2u
孟2-=mL(1-a)2

なる非線型2階微分方程式を得る.これを

優性 > 劣性 :劣性 > 優性

0
.1'

図 1.

xニー- において u-1

x- + cD において u-0

なる境界条件の下に解けは勾配をあらわす曲線を求めることが出来る.

然しこの微分方程式は解析的に解くことはまず望めないので電子計算機によって数値解

を求めることにした.計算は日立中央研究所のHIPACl(HitachiParametronAutomatic

Computer1)によるもので,x-3.6から x--ll.4迄,0.1間隔で小数以下5桁迄

u の正しい値を得ることに成功した.同研究所,電子計算機の係をしておられる島田正三

u

図 2
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博士に深謝の意を表する次第である.

解の曲線を図示したものが図2である.

特に原点における遺伝子頻度及びその変化率については詳しい値が得られており

≠(0)-0.401152

u/(0)--0.252046

である.以上の結果から,各地点における優性表現個体の頻度 Pは

P=2u-u2

によって求めることが出来る.

ll. 自然集団における過剰染色体の頻度分布に関する理論 (木村資生)

最近,植物の色々な種について過剰染色体 (B染色体)の存在が報じられている,集団

遺伝学の立場からは,このような染色体の分布は次の点で興味がある.第 1に過剰染色体

はしばしば選択的分離を行 うこと,第2にこれが個体の生存力,稔性等に影響を与えるこ

と.第3に過剰染色体をもつものは多年生植物に多いが,この場合,有性無性両繁殖が同

時に行われること,等である.

以下の理論は, 九大の茅野博氏によって研究された,ヒメユリ (Liliumcallosum)

の fl染色体の頻度分布を分析するために作られたものである.

いま,fl染色体をi個 (i-0,1,2,･･.･)持った個体の集団中における相対頻度を

Oi,花粉及び卵子の稔性をそれぞれ wi*及び wi**とする.flを i個持つ個体が生産す

る稔性ある花粉の内flを j個持つ花粉の割合を

gJ/i*,

同様に稔性ある卵子の内で flを j個持つものの含まれる割合を

gJ/i**

とする,以上の記号を用いると,次代の形成にあずかる花粉の全体におけるfl染色体の

頻度分布を

(1) ∑G7*flJ≡ Go*+Gl*fl+G2*flfl十--+GJ*flj+--
∫

の形に表わしたとき,

GJ*-∑gJ/i*wl*Qi/∑wi*銑i i

となる.同様に,卵子の全体におけるflの頻度分布を

(2) ∑Gた**ft九 三 Go**十Gl**fl十G2**flfl+--Gk**flk+･-･A

の形に表わすと,

Gk**-∑gk/i**wl**a)i/∑wl**伽
i i

である.仮に無性繁殖がなければ,任意交配の下における接合体の頻度分布は (1)及び

(2)の両式の掛 こよって与えられる.故にこれを

(3) ∑¢ifi…4･o+4･1f*¢JUl+.･･･+¢或fli+=-i
の形にあらわせば
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¢L-∑ G]*Gk**
]+kEZ.i

である.ところが実際には鰍性繁殖の可能性もあるので, これ を考慮しなければならな

い.いま,M を1個体あた りの種子平均数とし,fl染色体を i個持った桂子が成熟個体

にまで発育する確率を bi,一方 flをi個持つ個体が無性繁殖によって次代の成熟個体を

生ずる確率を Aiとする.そうすると,次代において fl染色体をi個持つ成熟個体の相

対頻度は

(4) ail′- ___些空重i十Ai飢_
∑(Mbid･l十AlQi)

(i-0,1,2,3,･.･･)

によって与えられることになる_若し稀々な fl染色体をもった種子の生存力と,対応す
る数の flを持った成熟個体の無性繁殖力とが比例すれば,比

Arl/(Mわl)- 0

は iに依存せず,従って (4)式は

･5) 軌 ′-去 l'詰-it.OTz'L)
i

の形に簡単化される.この場合,βは無性,有性両繁殖率の比と解釈することが出来る.

平衡状態におけるfl染色体の願度分布 (臥 ) は (4)または (5)から 飢′- 軌 ≡ 釦

として算出される.

以上の理論を実際の観察データに適用し,fl染色体の分布機構を明かにする仕事は茅

野氏と共同で行っている.

12.部分自殖率に働く自然淘汰の効果 (木村賓生)

植物集団において部分自殖率を支配する遺伝子にどのような自然淘汰作用が働くかは興味

ある問題であろう.

いま,対立遺伝子をAl及びA2,その相対頻度をx及び 1-xとし,3遺伝子型 AIAl,

AIA･l及び A2A2の相対頻度をそれぞれ Pll,Pl･1及び P･2LZ とする.遺伝子 Al及び A.i

の作用については次のように仮定する.AIAlは全く他家受粉を行い,卵子は全集団から

無作為的にとり出された花粉によって受精されるが,A･iA2 においては Sの割合で 自家

受精 1-Sの割合で他家受精を行 うとする.--JjJAIA2においては自殖率Sh,他殖率 1-

Shとする.ここにhほ遺伝子 A2 の優性の度合を表わすものである.若し自殖によって

出来た桂子が他殖によって出来た種子よりD だけ生存率が低いとすれば,遺伝子 Alの

頻度の1代あたりの変化は

(1) 血=S(D-721)12h旦gLxj :IPA
lll

によって与えられる.ここに-Wは集団の平均淘汰値で

Iw-1-SD(2hP12十P22)
である.若Lhが0と1との問にあれば,(1)式分子の大カッコ内は

2hP12(x一言)十P22X-PllPB2+P12P22(1-h)+hPllPl召≧0
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となり,さらに S及び ibはともに正の値をとるから,(1)式の右辺の符号は

D_i
2

によって決定される･ここで D-1/2は致死相当量 (lethalequivalent)に直して配偶

子あたり1個の有害遺伝子を持つことにあたるから,集団がこれ以上の有害劣性遺伝子を

含んでおれば,自殖率を高める遺伝子 A2はたとえ突然変異によって出現しても早晩失わ

れる運命にある.しかもこれは Sにも hにも依存しない.一方,有害遺伝子の数がこれ

以下であれば,遺伝子 A2ほ自然淘汰の助けによって次第に頻度を増し,窮極において集

団中に固定することになろう.

13･ 伴性遺伝子座における平衡多型の条件 (木村資生)

Ⅹ 染色体上の対立遺伝子を Al及び A2 とし,雄は Ⅹ0,雌はⅩⅩ なる染色体構成
をもつものとする.錐における2つの遺伝子型 AIO 及び A20の淘汰値を wl及び W2,

雌における3つの遺伝子型 AIAl,AIA2,A2A2の淘汰値を wll,Wiョ,W22とする.

いま,AlとA2の頻度の比を雄性配偶子において u*,雌性配偶子において u**とす

ると,任意交配の下における u*及び u**の1代あたりの変化は

(1)

Au*=竺1u**-W2u*
W2

Au**
W12(u*+u**)(1-u**)+2u**(wllu*-W22)

wl笥(u*十u**)十2W22

によって与えられる.頻度の平衡においては Au*-Au**-0で,各淘汰値をいずれも

頻度に依存しない常数とすれば,平衡における対立遺伝子の比率は

(2)

ii*=空と免**
JL'･1

成**2竺里竺旦二軍iiIwJ±E2)
2wIWll-WI芝(Wl+W2)

によって与えられる.この平衡が安定であるための必要にして十分な条件は次の2つの不

等式が同時に満されることである.

(3)
,,:I:lrl::::i-
′′.:''.Jl;r∴ :::.i:

これから,超優性作用がなくとも,雄では有利であるが雌では不利な伴性遺伝子は,若

し雌において劣性であれば,集団内に保有される可能性のあることが証明される.これに

反し,若し雌において優性であれば, (3)の条件を清さず,平衡は不安定であるから,

平衡多型の原田とはなり得ない.

14.近親婚調査から集団の遺伝的荷重を推定する1方法について (木村賓生)

最近,MoRTON,CROW 及び MtJLLERは近親結婚とそうで無い場合とで流産,死産,

天折等の頻度が異なることを利用して,人類集団中に隠されている劣性有害遺伝子の頻度
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を推定することに成功している.これに対し,筆者は逆に流産,死産,天折等の群と対照

群との間で近親婚の率が異なることを利用して,同様な目的を達するための統計的方法を

導くことに成功した.これを死産について説明すると次のようである.

全出産数を Tとし,この内 M だけが死産 (人口死産は除く)であった とす る.M

例の死産中,両 親 の近親関係が同定出来たものの数を ∬ とし,調査の結果内交係数

(inbreedingcoefncient)の値が fiのものが mi′例あったとすれば (i-0,1,2--)

MI-mD/+ml/十m2/十････

と表わされる.但し

f0-0(近親関係なし)
fl-忘 (いとこ結婚)

f2--31f(半いとこ結婚)

等とする.次に全出産中から任意標本として N 例を抽出し,調査の結果内交係数 fiの

ものが nl例あったとすれば

N-no+nl+n2+ - ･･

である.ここで,内交係数 fiとその結果生れた個体の死産率 Plとの間に

Pi-A+Bfi

なる関係があるとすれば,A及び B を未知のパラメーターとして,上に述べたような観

察数を得る尤度 (likelihood)は

L-常数 Xk(掌)mi')pu(1-i)T-Mxだ｡Cini
によって与えられる.但し

jS-A+Bf, f-∑Cifii云0
で Ciは一般集団において fiなる関係をもつ結婚の割合である.

A 及び B を推定するための最尤方程式 (maximum likelihoodequation)は次のよう

に表わされる.

言.芸誌 -T(意 )
(m/i十nl)fi M

1:(･'二 .＼ ･r.lT･lT'二1'h･/ ･/;

これから A 及び β の最尤推定値を求めるには第1近似

A-諾 , B-莞 ≡芸 欝

から出発し,逐次近似を行えばよい.

ここに述べた方法は死産だけでなく,生長の各段階における死亡や各榎の遺伝的疾病に

適用することが出来る.詳細は人摂遺伝学雑誌 (第3巻,2号)に発表してある.
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B. 細 胞 遺 伝 部

第 1研 究 室

15. 放射線による染色体の切断と融着 2)吉田肉腫細胞における染色体切断の戟寮に

適するⅩ練の畳 (蛭海啓行1)･田端敏秀2))

本年報6号 (1956)に吉田 ･小川はⅩ線による吉田肉腫細胞の染色体の切断と融着につ

いての実験結果を報告した.その時の実験では5,000-10,000rの照射直後に染色体の強

度の切断が起ること及び 24-48時間目では娘染色体の切断や融着など興味あるいろいろ

な異常が高頻度に起ることなどが観察された.今回の実験では中期に起っている染色体切

断の観察に最も適するX線の量と時間について細胞学的並びに統計学的に調べた.

吉田肉腫細胞を腹艦内に移植したラットの全身に3日後,160KVP,25mA,1mm の

Al.フィルター, 386r/分 の条件の下で (1)10,000r,(2)4,000r,(3)2,000r,

(4)1,000r(5)500r および (6)300rを照射した結果, 照射直後には中期の染色

体に著しい切断が観察された.中期染色体に起る切断は,2つの塾に大別することが出来

る.その1つは確度の切断で,これは決色体の 1-2個所の部分で切断が起きたものであ

る.他は強度の切断で,これは全染色体の各所で切断が起きたものである.今回の研究で

は照射直後 4,000r以上では分裂中期の細胞の90% 以上が強度の切断であり,2,000rで

は 55% が強度の切断,24% が軽度の切断,正常染色体が 21%,500rでは軽度の切断

が 58%,強度の切断が 7%,正常染色体が 35% の割合で観察された.300rでは染色体

の切断は余り観察されず殆んどすべての染色体は正常であった.以上の実験によって 500

rが染色体切断の観察に適した線量であると判定した.(ロックフェラー財団研究費による)

16. 放射練による染色体の切断と融着 3)Ⅹ綿照射後の経過時間と染色体切断の関係

(田端敏秀 ･蛭海啓行)

吉田肉腫細胞を in vivoの状態で 500rおよび 2,000rのⅩ線を照射し,照射後 10

分,24時間,48時間目に表われる染色体切断の塾と頻度を調査した.調査の結果軽度の

切断型と強度の切断型及び正常染色体塾に関して両実験区で,その出現頻度に差異のある

ことが認められた.すなわち 500rの線量では分裂中期の染色体に切断を起こし,以後

24時間,48時間と時間がたつにつれ軽度の切断型を起こしたものの多くは強度の切断塾

を経て崩壊型に入るが,照射時に分裂中期でなかった細胞の多くはⅩ線の影響をあまり受

けず,48時間後には殆んど全ての細胞は正常分裂を行うことが観察された.他方 2,000r

の線量においては分裂中期の細胞の 55%が強度の切断型,24%が軽度の切断型,正常型

が 21% であったが,24時間後には強度の切断型が 38%, 軽度の切断塾が 20% とな

り,正常塾が 42% に増加し,更に 48時間後には,強度の切断塾が 47%,軽度の切断型

が 28% と切断の増加が見られ,これに対して正常が 52% に減少した.以上の観察結果

から500rの線量では分裂中期の染色体に切断を起こすのみであるが,2,000rの如き高

1),2) 特別研究生
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線量では,中期の染色体だけでなく,分裂前期の染色体にも影響を与え切断を起こすので

はなかろうかと思われる.なお,吉田肉腫細胞の分裂のどの時間が最もⅩ線に対して感受

性が強いかを明確にするために別の実験計画を立て,分析を継続中である.(ロックフェラー財

団研究衆に3:る)

17. 放射練による染色体の切断と融着 4)染色体の形態及び部位による Ⅹ 嬢感受性

の差異 (田端敏秀 ･蛭海啓行)

吉田肉腫の染色体切断の観察に適するⅩ線の線量は 500rであることは,すでに前述の

実験結果によってのべた.そこで,このⅩ線量を照射した吉田肉腫硬族細胞における染色

体のJ型 (18個)+Ⅴ塾 (lo備)十棒状 (12個)のうち,どの染色体の塾に切断が最も起

り易いか調査した.

500rを慣射した睦癌細胞のうち,明らかに染色体切断を起している,34個の種族細胞

について,核学的分析を行い,さらに,この観察結果を統計学的に検討した結果,吉田肉

腫種族紳胞の染色体のうち,特に棒状染色体が線量 500rにおいて最も高頻度 (全切断頻

度の約 50%)に切断を起すことが確認され, さらに切断を起した棒状染色体を長さに従

って7群に分けてその切断頻度を比較したところ,長さに比例して,切断頻度が高くなる

ことが明白となった.

次にこれらの切断部位を 34個の種族細胞染色体について検討した.各型の娘染色体に

ついて切断部位から先端までの長さと染色体の動原体から先端までの長さの比の値を求め

た.この値はJ塾染色体では 0.4,Ⅴ塾染色体では 0.6,棒状染色体では 0.5であった.

このことは各型染色体は腕のほぼ中央部位において切断を起し易いこ とを示すものであ

る.(ロックフェラー財団研究費による)

18. チャイニーズハムスターの正常体細胞の染色体 (吉田俊秀)

幼若及び成体におけるチャイニーズノ､ムスター (Crioetulusgriseus)の精原細胞及び

体細胞の染色体を観察した.観察された 22個 (精原細胞が 19個,体細胞が3個)の細

胞の中,22個の染色体数 (2n-22)をもつものは 17細胞,残りの5細胞は 21個の染

色体数をもっていた.これは 22個の染色体数がこの程額の正常染色体数であるという従

来の研究と一致した.

核型分析の結果,長大な中部附着の染色体が1対,比較的大きな中部附着の染色体が3

対,小形の中部附着の染色体が3対,比較的長大な次中部附着の染色体が1対,比較的長

大な次端部附着の染色体が3対,合計 11対の染色体からなっていることがわかった.比

較的長大な次中部附着の1対の染色体は大きさに精々差異があり,この1対がⅩY染色体

であろうと推察された.

19. チャイニーズハムスターにおける3原発腫癖の染色体調査

(吉田俊秀･G.Yerganianl))

チャイニーズ-ムスターの3種類の原発桂疾 (CH60,CH61及び CH62ⅩMC)の染

色体が調べられた.

CH60臆癌は自然発生的に生じたので,移植の結果は全て不成功に終った.原発腫癌の

l)Children'sCancerResearchFoundation,Boston,U_S.A.
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染色体観察は困難であったが,5個の陸幕細胞の染色体を観察することができた.染色体

数は 20,22,26,33及び 35個で一定の種族細胞と考えられるものはなく,異常な形態

をもった染色体も観察することはできなかった.

CH61睦癌も自然的に生じたもので,移植はすべて陰性であった.この陸揚も染色体の

観察が非常に困難な材料で,僅か3個の細胞のみについて染 色体 を観察することができ

た.3個の中,2個の細胞は染色体の数と形において正常体細胞と殆んど差異はなく,他

の1個は第 3,4,8及び 11の4個の染色体が欠除していた.

CH62ⅩMC腫癌はⅩ線とメチ-ルコランスレンの併用により人為的に発癌させた腫癌

である.この睦疫の移植も不成功に終った.僅か6個の中期核分裂像しか観察出来なかっ

たが,この陸疫における種族細胞の染色体構成は次の通 りである (表 Ⅰ).

表 I CH62ⅩMC陸揚の染色体

･ 1 11日 lV V ＼1111 I.."[＼ ＼ ＼1卜Ill

染色体数 1 2 2 2 2 2 2 2 x2Lま 2 2 3 1

合 計

23又は24

20. 移植性 C耳51sp腫虜における種族細胞の染色体構成 (a.Yerganian･吉EZ]俊秀)

移植性 CH51sp陸掛 ま,チャイニ-ズ-ムスターに自然的に生じたもので,著者の一

人 Yerganianによって,移植性睦癌として確立されたものである. この腫疹における種

族細胞の染色体数は 28個で,染色体の構成からみて,第 1,2,3,4染色体は正常体細

胞と殆んど差異はないが第 5,6,7の小型のⅤ字染色体がそれぞれ1対づつ重復し,節

8,9,10は正常と差異はないが,第 11染色体の一方の染色体の短腕が欠除している.

このような特異な染色体構成をもったものが, この睦癌の位族細胞であろうと考えられ

た.

21. Crl38腫癌細胞の染色体に及ほす TEM の影響 (G.Yerganian･吉田俊秀 ･

加藤 札)1)

TEM (Triethylmelamine)はチャイニーズノ､ムスターにおけるCH38腫癌細胞の中期

の染色体に対し, endoreduplication を誘発し, また染色体の切断や融着に原田した.

endoreduplicationの頻度は対照区ではわづかに 1.4% であったが,0.2mg注射区の2

時間後では 3.1%に上昇し,60-70時間では 21.9% に上昇した.またこの現象は腫涙の

亜系によって著しく異なり,奄系 FrXC,FrX2Fr2ⅩD,及びFrXC2では,それぞれ 11.8

形,12.0%,28.0% 及び 37.5%であった.

次に染色体の切断及び融着に関する観察の結果についてのべる.染色体の切断及び融着

によって,染色体にいろいろな異常の塾が現われるが,それらの異常の塾と頻度は次の通

りである.娘染色体の切断 (2.5%),異常融着 (differentialrejoining)(3.260/o),多動

原体染色体 (polycentric)(65.0%),3極性 (Triradial)(9･35%),4極性 (Tetraradial)

(1.7%),多極性 (Polyradial)(2.56%),環状染色体 (Ring)(9.40/a).

1)Children'scancerResearchFoundation,Boston,U.S.A.
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22. チイニーズハムスターにおける体細胞及び腫療細胞の体外培養 (G･Yergani&n･

吉田俊秀 ･加藤 札)

チイニーズ-ムスターにおける体細胞や腫癌細胞の染色体を明確に研究し,且つ正常体

細胞の麓癌細胞-の転化の機構を解明しようという研究計画の下に,体細胞や腫癌細胞の

体外培養に関する研究がな され た.今回はその手初めとして,培養法について研究し,

正常及び腰癌細胞の教程数の継代培養に成功した.培 養 は全て静置法により,培養液は

walker256液,牛血清,及び抗生物質の混合液によった.先づ-ムスターの旺組織,成

体組織及び腫癌組織等を トリプシソで消化して遊離細胞となし,それ を上記の培養液で

TC-15,TC-30,B-15,B-30及び MDB等の培養壁を用いて,37oCの恒温室中にて培

養した.

第 2研 究 室

23. インドスイパの雌雄性 (竹中 要)

イソドスイバ (Rume∬hastatus)は雌株と雌不完全雌歪を もつ雄型株 (雄性雌雄同

秩)とからなっている雌性雌雄異株 (Gynodioecious)の植物である. この種物の染色体

は小野 ('35)によって雌雄とも 2n-18であっで性染色体の形態的分化のないことが発

表されている.

この植物の雌雄のうち何れが-テロであるかを知るた桝こ1954年に雌株からとった種

子と雄塾株からとった節子を別々に播種した.その結果は雌株からのものは雌株対雄塾珠

が 79:80で,雄三排にからのものは雌株対錐当【ま株が 35:92であった.雌株が性的にホモ

であり,雄塾株が-テロであるとすると,雌株からのものが雌雄ほぼ半々であることとよ

く一致する.雄塾株からのものが1雌 :2雄型 :1雄であれば説明は簡単であるが,完全

な雄は兄いだされない.もしそれに当るものが錐型 (雄性雌雄同株)に表現されるとすれ

ば,上の雌株対雄塾株の 35:92は 1:3に近く,期待数に近い.しかし遺伝子型的に雄

性ホモのものがあるかどうかはなお研究をすすめなければ決定できない.

24. ソラマメの根端細胞分裂に及ほすテ トラサイクリンの影響 (天野点之)
テ トラサイクリソ (商品名アクロマイシン)はクp-ルテ トラサイクリン (商品名オー

レオマイシン)及びオキシテ トラサイクリソ (商品名テラマイシン)に共通 な母核 であ

る.本物質のダイコソ桂子の発芽及び生長阻害より推察して師胸分裂に相当の影響がある

と考えられるので,ソラマメの側眼の切断限端をテ トラサイクリンの水溶液 (31.25ppm,

65.5ppm,125ppm,250ppm,500ppm 及び 1,000ppm)で2時間,4時間及び8時間

の処理を行って観察した. なお 1,000ppm の濃度のものについてはさらに 16時間,24

時間の処理を行った.室温は約 27-29oCで,この程度の温度及び時間内では本物質は安

定であるとみてよい.使用した根端は条件が均一であるように注意したが, うけた阻害の

程度にはかなりのひらきがみられた.一般に細胞質の流動性の減少がみられたが,これは

濃度及び処理時間が関係する.24時間処理のものの対照ではすでにJW胞分裂はみられな

かったが,1,000ppm のものではなお相当数の分裂像が観察されたことは本物質が分裂
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速度を抑制することを意味する.或る濃度,時間で処理されたものの中,阻害度の低いも

の,すなわち相当数の分裂像のみられるものではまず染色体の頼長が起り,つづいて染色

体基質の Stickinessがみられるようになる (125ppm).250ppm 2時間処理以上では高

い叔度で stickybridgeがつくられる.stickyの程度が高いものでは後期において橋の

ために核の分裂がさまたげられてそのまま終期に入り, 細 胞 板 の形成により橋が切断さ

れて,始めて二娘核になる.Stickinessのため染色体の両核への分配が均等でないことが

しばしば観察された.分裂に対する阻害の大きいもの,すなわち短時間処理で分裂像の少

ないものでは一般に染色体の短縮, または膨潤がみられる.更に Stickinessの著しいも

のでは中期において染色体は耳に粘着し,正常な核板形成ができない.かかるものでは後

期像が稀れであるから,分裂は中期で停止するものと思われる.なお染色体兆質が色素を

あまりうけつけなくなるためか,または螺旋が伸びるためか不明であるが,染色体の内部

構造がかなり明瞭に観察される場合がしばしはあった.

25. 根端細胞の分裂に及はす切断の影響 (天野良之)

植物根端細胞の分裂に及ぼす薬物の影響を観察するにあた り,切断された側眼を用いる

ことが要求される場合がある.そのためには切断された根端の細胞分裂が,そのことによ

りいかなる影響を受けるかをあらかじめ知っておく必要がある.

材料としてソラマメ (サヌキナガサヤ)を用い,主板が 20-30mm に伸びたものを管

ぴんで培養し側板を出させた.長さ 20mm の側椴をえらび先端から 15mm のところで

切断したものを,10ccの水を入れたペ トリ皿の中にそれぞれ2時間, 4時間,8時間,

16時間 24時間置いた後,押 しつぶして観察した.実験中の温度は 27±2oC であった.

この条件の下では染色体の異常は,16時間のもので多少の膨潤がみられる以外全くみ

とめられなかった.全体として時間の経過とともに分裂頻度の減少がみられ 24時間後に

は全く分裂が停止した (表Ⅰ).なお根端の浸演には地下水及び蒸溜水を使用したが両者
の影響の差は見出し得なかった.

表 I ソラマメの切断根端における細胞分裂願皮

分裂細胞
の百分率

9.9%

7.9%

3.7%

0.8%

0.04%

0.0%

*観察された細胆総数

26. 抗生物質によ発芽,生長の抑制 (天野長之)

植物根端細胞の分裂に及ぼす抗生物質の阻害作用を観察するに先立って,その輪廓をつ

かむためにまず種子の発芽,生長に及ぼす阻害作用を調べた.もちろん抗生物質の濃度は
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いろいろ問題になるが,この実験では 1,000ppm の水溶液とし, トキナシダイコソの種

子を2時間,4時間,8時間,16時間及び 24時間処理し,水洗した後播種した.用いら

れた抗生物質はバツ トラシソ,フラジオマイシソ,コリスチソ,グラミシジソJ,プロカ

インペニシリソ,クロラソフエニコル,ペニシリソGカリウム,テ トラサイクリソ,ス ト

レプ トマイシソ,ロイコマイシンクー トレイ ト,クロールテ トラサイクリン,オキシテ ト

ラサイク1)ソの 12種現である.播種後7日目に抜きとって調査した結果は次のようであ

った.

i. 阻害作用は曜微であって,対照との差が少ないもの.

バシ トラシソ

フラジ′オマイう/ソ

コリスチソ

ii. 生長阻害に軽度な葉緑素形成阻害を伴 うもの. 薬線素形成阻害は7日目までには

殆んど回復する.

クロラソフユニコノレ

ペこう/リソGカリウム

iii. かなりの生長阻害がみられるもの.

グラミシジソJ

プロカイソペニシリソ

iv･ _EE長阻害に葉緑素形成阻害を伴うもの,

テ トラサイクリソ

クロールテ トラサイクリソ

オキシテ トラサイクリソ

ス トレプ トマイシソ

ロイコマイシソクー トレイ ト

処理時間の増加に伴って阻害度も高 くなるが,発芽率は処理時間,抗生物質の種類などに

殆んど無関係で,対照と殆んど変らない値を示した.阻害度の高いものではしばしは根の

向地性を失ったものがみられることより,旺軸の生長阻害は桝こ細胞分裂の阻害だけでは

ないことが推察される.

27. イネ科植物の核分類学的研究.Ⅵ (錦岡亜緒)

外部形態学的,解剖学的,および植物地理学的な立場とともに, 細 胞学 的立場にたっ

て,イネ科植物各群の系統関係の追求を本年も継続した.

1･Garnotia 本属はインド,セイロソから東南アジアに分布し,約 30位を含む.そ

の分析学的位置は古くから論議されてきたが,すべて外部形態の特徴からの論議である.

セイロソで採集した G.scopariaの染色体を調査 したが,2n-20で小形の染色体が観

察された.10程軒について葉の構造を研究したが, 多くのものにおいて, 維管束の外層

細胞と非常によく似た特徴をもつ細胞 (distinctivecell)が案内車に散在していた.この

ような染色体および葉の構造の特徴は,そのままそっくりトダシバ属 (Arumlinelta)(I
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ダシバ族の一員)にもみられるものであり, トダシバ属とGarnoliaの近縁を裏ずけてい

る,しかし小棒の構造で両者ははっきりと異なるので,族を別にするのが妥当と考えられ

る.そこで Garnotiaに Garnotieaeという新族としての扱いを提案した,

2.Lepturus 本属は 10数種を含み,旧大陸の熱帯に分布する.2位,L.radicanS

および L･repenSの染色体を観察したところ,前者は 2n-18,後者は 2n -54であっ

た.基本数は9と推定され,また染色体は小形であった.このような染色体の特徴はヒゲ

シバ族 (Chlorideae)に本属を含めるとい う意見を袈ずける.そこで他の意見には反対す

る.

3. その他,Streplogyna(Streptogyneae),LeptaspiS(01yreae), スズメガヤ属

(Eragrostis)(ヒゲシバ族)などについて若干の知見を得た.

28. イネ属植物数種における仁の数について (下山昭八)

本年度,イネ属の淡色体数と核型及び核分裂終期に生ずる仁の数との関係についての研

究に着手した.

核分裂終期に生ずる仁の数は種により一定してお り,その数は SAT一染色体の数と一致

するといわれている.

イネの仁の研究は SELIM ('30),NANDI('36),酒井 ('38),岡 ('44,'56)によってな

されている.酒井はイネ (Oryzasaliva,L.)の数品位について仁の数を調べ,双仁塾と

四仁型を区別した.

仁の観察のための方法は根端細胞をアルコール ･ホルマリソ ･酢酸 (30:15:1)の混

表 Ⅰ イネ属数種の仁の数 合液で 6-12時間固定してか ら

次に 60oCの1規定の塩酸中で

1-2時間加水分解し,酪酸カーミ

OryzaauStraliensisiWOOO8-5 L24 j 2 ソおしつぶし法により染色した.

0.か･achyantha

0.glaberrima

0.granulata
0.perennis

0.ridteyi
0.Sativa

woo40 ㌢24

:::ニ1..1i:.1∴ : ≡

0.8ublata lWO510-2

この力法により染色体はほとんど

染らず,仁のみ濃染する.

観察した結果,2n-24の植物

は双仁塾,2n -48の植物は四仁

塾であった.倍数性と仁の数との

関係についてはいろいろと論議さ

れているが,少くともゲノムの数

と仁の数との間には密接な関係が

あることは事実であろう.今後倍数性のみならず,核型との関係についても追求していこ

うと考えている.

29･ タデ属植物の発生学的並びに細胞学的研究 Ⅰ.ハルクデ (PolygorLum perSica-

ri&)の花粉形成 (土井田幸郎)

タデ属植物においては,花粉褒あた り形成される花粉粒数が極めて少なく,種によって

一定していることから ('57)筆者は花粉粒数によりタデ属を5型にわけた.
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本年,多数の-ルタデ標晶を得たので,本程の花粉形成を調べたところ,上記5塾のい

ずれにも属さないことが解った.

材料は本研究所の近郊に自生するものである.

本種の成熟せる薪は4花粉嚢を有し,各花粉嚢はそれぞれ4個の花粉粒をもっていた･

発生過程:薪の原基の発達の初掛 こ,表皮のす ぐ下の細胞層に1個の大型の細胞が分化

する (荷全体としては4細胞). これが胞原細胞である･本種では,胸原細胞は体細胞分

裂を行わず, 1個のまま大きくなり花粉母細胞となる.花粉母細掛 ま成熟分裂を行ない,

4個の花粉粒が形成される.

胞原細胞の分化期より花粉母細胞の成熟分裂期にかけて,薪壁細胞は4細胞層に分化す

る.しかし,花粉の発達につれ蔚壁の内側の2細胞層は退化し,筋の裂開時には,外側の

2細胞層のみとなる.

花粉嚢中に8個の花粉粒が形成される場合がときお りあるが,これは胞原細胞が1回体

細胞分裂をして,2個の花粉母細胞

を生じたためである.

微細花粉粒が形成されることは極

く稀である.このことは,成熟分裂

が正常に進行することを意 味す る

が,細胞分裂の観察からも直接確め

た.

花粉嚢に花粉粒を含まないものが

表1. -ルタデの1花粉嚢中に形成され

る花粉粒数

花 粉 粒 歎

｣ ｣
8 ;12 ;3十2m*

頻度12叫 20;o
*m:微細花粉

みられるが,縫紋学的にみて,このような場合にも胞原細胞は分化する.しかし薪壁特に

夕べ- ト紺胞が分化しないから栄養条件が悪く,花粉母純月包が退化するもののように思わ

れる.

30. タデ属植物の発生学的並びに細胞学的研究 Ⅱ.ジベレリンの花粉形成に及ほす影

響 (土井田寺郎)

多くの牲節の植物に作用し,茎の徒長や開花促進,休眠打破等の作用を示すジべレリソ

については多くの報告がなされているが,本試薬の細胞学的な影響についての報告は意外

に少ない.植物体にジベレリンを作用させた時に起る徒長が,細胞の伸長によるか,細胞

数の増加によるかについても,なお詳しく調べる必要があるように思われる.

ソバの花粉嚢は定まった数の花粉粒を含むので,花芽形成の初期にジベレリンを作用さ

せ,成熟時の花粉粒数をかぞえれば,該試薬が細胞分裂に如何に (即ち細胞分裂を誘導し

たか否か)作用するか,また細胞の大きさにはどう働くかなどについて知るこ とが 出来

る.

図1に示す濃度のジベレリン水溶液を子葉展開後,開花開始日まで隔日散布したところ

次のような結果をえた.

(1) すべての濃度において花粉粒数は減少する.特に 10ppm以上で花粉形成の阻害

は甚だしい (図1).
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図 1. ジベレリソの花粉形成に及ぼす影響

(2) 花粉粒の大きさは殆んど変らな

いが,薪は濃度が高くなるにつ

れ小さくなる.

(3) 花被の長さは変化しないが,花

被の幅は処理区で減少する.そ

の場合,花被の表皮細胞の表面

積は 50ppm処理のとき,対照

区の細胞より小さくなり,両区

の細胞間で統計的有 意 差 が あ

る.

(4) 細胞分裂の過程は大体正常であ

る,このことは花粉四分子期の

観察からも確められる.

以上の結果,少なくともソバの花粉形成に関する限 り,ジベレリンは細胞分裂を誘発さ

せず,むしろ抑制的に作用することが解った.

31. ソバの花粉形成に関する研究 (土井田寺郎)

タデ属の花粉形成は花粉粒数により5塾にわけられる (土井田 '57)･筆者は ソバをその

第 3塾に属すると報告した.即ち1花粉嚢あた り8個の花粉母細胞が生じ それぞれの母

細胞の減数分裂で 32個の花粉粒が形成されるタイプである.

ソバでは異型蕊現象がみられるので,長柱花と短柱花のそれぞれについて調査したとこ

ろ,同型花で形成される花粉粒数が異なり,短柱花では既報の通 りであるが,長柱花にお

いてほ,-花粉嚢あたり形成される花粉粒数が 48個の場合にモ-ドがある.なお,-花

粉嚢中に 40,44,52個の花粉粒が形成される場合もかなりみられた, (表 Ⅰ)･

表 ト ソバの1花粉嚢中に形成される花粉粒数花粉粒数
モード
総
計

芸‡器 -ヽL~▼---~-ーヽ1339.32TlミミLhSIlhllト13.1'二1.i
異型蕊現象のみられる植物においてほ,長柱花と短柱花で形成される花粉粒の大きさに

差のあることは,自家不和合性の問題と関連して知られているが,両型花の帯に形成され

る花粉粒数に差があるということは,いままで知られていないことがらのように思 う.

32. トウダイグサ属の細胞学的研究 Ⅲ.(下山昭八)

1. ホル トソウの染色体

ホル トソウ (EuphoruaLathyriSL.) は古くより薬草として栽培されている植物

で,原産地は南欧及び南西アジアである.本種の染色体数は PERRY ('43)により2ヶ之-
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20と報告されているが, 詳細な核型はまだわかっていない. 研究材料はオランダ (国立

工業大学附属植物園), ドイツ (ミュソ-ソ植物園),ベルギー (リェ-ジュ大学植物学教

室)から入手したもの及び東京大学理学部附属植物園で栽 培 され ていたものを用い,そ

の根端細胞の染色体を酢酸オルセインおしつぶし法により観察した.

染色体はいずれの材料でもみな2n-20であった.染色体構成は着糸点が中部のものが

18本,次端部で附随体を有するものが2本であった. 核型は K(2n)-20-2Am+2Bm+

2ECSC十10Dm+4Emで示される. トウダイグサ属の基本染色体数は6,7,8,9,10が知

られており,このうちの 10系列のものは他の系列のものに比して染色体が大きい.本種

2. ナットウダイとイズナットウダイの核型

ナットウダイ (EuphorbiaSieboldianaMorr.etDecne.)は千島南部,南樺太,北

海道,本州,四国,九州,朝鮮?に分布し,丘陵地または山地に自生している.本位及び

その近縁qlJ.は多型で分析学上関題が多い.筆者は 1958年に本位の染色体数が 2n-20で

あることを明らかにした.その後本位の基準任 と変種 イズナ ッ トウダイ (Euphorbia

Sieboldiana uar.idzuenSisNakai)の核型分析を行った.ナットウダイ (埼玉県田島

ヶ原産)の染色体数は 27之-20で n-10の系列に属する大形染色体から成 り,着糸点

が中部のもの 14本,次中部のもの4本,次端部のものが2本であった. 核型は K(2ヶ乙)

-20-14A仇+4Bs仇+2CSLで示される.三島 (静岡県),戸田岬 (伊豆半島西海岸),石

室崎 (伊豆半島最南端) で採集したイズナットウダイの核型は ナットウダイと同様であ

った.伊豆大島で採集した植物は,本変種の典型的な型のものであったが,次端部に着糸

点をもつ2本の染色体に附随体が兄いだ され た.従って大島産の植物の核型はK(27之)-

20-14Am十4Bs仇+21Cstで71ミされる.ナットウダイにはイズナットウダイのほかに,ミヤ

ジマナットウダイ (var.miyazi77碓7娼isHurusawa),ヒメナットウダイ(uar.mo97tanuS

Hara), オオスミナットウダイ (uar.ohSumiensiSHurusawa), シコクナットウダイ

(uar.shikokiana Hurusawa)の地方的変種が知られているが, これらの変種が示す

形態的変異と地理的分布及び核型上の相違との間に,この種をめぐる植物群の多型現象を

解析し得るような関係が存在するのではないかと想像される. 目下,産地を異にする植物

を多く集めて細胞分狭学的に研究中である.

3. タカトウダイとその近縁種における染色体変異

タカトウダイ(EuphwbiapekinB7ZSisRupr.)は 多年生の草本で日本,朝鮮,清洲,支

郡に分布している.わが国では本州,四国,九州に産する.本位は北支那がtypelocality

であるが,この基準塩をめぐる植物群はきわめて多型で,わが国に産する植物中にもいろ

いろの異型が見られる.筆者は本位の山地型と平地塾の植物の染色体数を調べ て,2n-

28と 27之-56を算定した. 染色体構成は 2n -28のものでは,着糸点が中郡の2本の

大形の染色体を除いては比較的小形の染色体 (着糸点は中部乃至次中郡)から成る.2n=

56のものは着糸点が中部の大形染色体が2対あるほかは核学的に詳細は区別できない.

本程に種内倍数性が見られることは事実である.本怪の変種である山地型のイブキタイゲ
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辛 (Euphorbi'apekivzen8iSuaribukiensisHurusawa)(伊吹山に産する)は草丈低く,

叢生する点を除けばタカ トウダイと本質的な差異は認められない.本変種は2n-52で着

糸点が中部の大形染色体を4本もつ. またタカ トウダイに近縁の ノウルシ (Euphorbia

adenoc7dwaMorr･etDecne･)は山野の水湿地を好んで群生する多年生草本で,北海

道,本州,九州に分布する.本位 の染色体数は 2n -26で蒼糸点が中部の大形染色体を

2本もつ.

PERRY ('43)はタカ トウダイの染色体数を 2n-24 と報告しているが,用いた材料の

起原が明らかでない.筆者が観察したかぎりではタカ トウダイはn-7の系列に属するも

ので,上記の 2n-26,52のものはこれらの種の分化の過程において結束された核学上

の変異と考えられる. トウダイグサ属には倍数性及び異数性の存在が明らかにされている

が,タカ トウダイをめぐる植物群にこれらの傾向がいかに働いているかは現在のところ明

らかにし得ない.しかしながら外部形憩及び生態的に多型であることと核学的にも変異が

著しい点は興味深い.

4.外国産数種の染色体数

1958年度,下表に示した外国の植物園 (フランス,ポル トガル, ドイツ, トルコメソ)

より入手した本属数種の染色体数を調査した.

表 Ⅰ. 外国産 トウダイグサ属数桟の染色体数

種 名 2n 入 手 先

Euphorbia月ヲPlus 16 JardinBotaniquedelaVilledeNancy,France
JardinBotaniquedelaUniversit6etdelaVille,

Besanco,France

JardinBotaniquedelaUniversit6deLisboa,Por-
tugal

E.bulboliu 20 BotanischerGartenderUniversit畠tG6ttingen,De-
utschland

a.oypariSSias 20 "
E.patustris 20 HortusBotanicusAcademiae Scientiarum RSS

TurcomamiaeAshkhabasUSSR

E.stricta 20 u
E.marginata 56 〝

33. ヤマユリとサクユリの細胞遺伝学的研究 (竹中 要 ･井上祐光)

ヤマユリ(Liliumauratum Lindl.) とサクユリ(L.pla舌yphyllum Makino)の分

布を見ると,ヤマユリは本州中部以北の山地,丘陵地に白生し,サクユリは伊豆七島 (読

板島を除く)に分布しておる.竹中はかねて伊豆半島では両種の混生がみられ,両榎の自

然交雑によって生じたと思われる個体を観察し,また減数分裂第-中期に 1-2佃の2価

染色体の接近を観察している (未発表).本年度,個体及び集団の形態の比較,及び細胞

遺伝学的研究によって天然におけるヤマユリとサクユ1)の関係の追求に着手した.
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形態の比較:三島産の材料と大島 (東京都)産の材料について,花,茎,葉の特徴を比

較調査した.菓塾にはっきりした差異がみられたが,その他の形質では差は認められなか

った.三島産の材料はヤマユリに属するものであ り,大島産のものはサクユリに入るもの

である.

細胞学的調査: 1)減数分裂,大島,三島,丹択 (神奈川県)の三地域で採集した材料

で調査した.丹沢産の材料はヤマユリに属するものである.第一中期において正常な2価

染色体が 12個観察されるが,それらの間に二次対合があ り,ときに4価 と認めなければ

ならぬほど接近するものがある･その頻度は附表のよ 表 Ⅰ. 二次接合の頻度 (班)

うに三島産の材料に最も多く,大島産の材料に最も少

なく,丹沢産の材料は三島産のものよりかなり少ない,
調 査 地 名 .頻斑(形)

この2価染色体の接近が二次対合であるか,または染 サクユリ (大島)

色体の構造変化によって引起されたものであるか,ま ヤマユリ (三島)

だ不明であるが,その頻度がヤマユリとサクユリの分

布の重な りあ う地域において最も高いことは興味ある
(丹沢)

0.04

0.35

0.22

事実である.また,丹沢産の材料の一部に 12佃の2価染色体のほかに 2個 の fragment

をもつ個体が観察された.

2) 核型分析,大島産のサクユリの核型を調査した.それは次のようにあらわされる.

K(2ヶ之)-24-2Alln+2csA2m+408β10t十6B2St+2csB3St+2B40t十2CISt十2C20t

これは,STEWART('47)熊沢 ･木村 ('49)によって報告されたヤマユリの核型と大差の

ないものである.

34.キク属植物の形質比較 (東海秋三)

本州東部産野生guA数穫 (表 I)の形態比較を行い次の結論を得た.なお本研究は ｢キク

属高倍数体の起原に関する研究｣の一部をなすものである.

1. 北村 (1940)はノ､てギクを Subsectionの Nipponicae,コ-てギクを Leucanthe･

柾

表 Ⅰ. 本州東部産野生菊と染色体数

･,1i:

Chrysanthemum L.

SectionPyrethrum

SubsectionNipponicae Ch.nipponicum (-マギク)
u Leucanthemum Ch,.arcticumsubsp.Mae7mwanum

(コ-マギク)
u Dendranthema Ch.Makinoi(リ-ウノウギク)

Ch.boreale(アワコガネギク)

Ch.rupestre(イワイソチ ソ)
Ch.Shiwogikuvar.kinokunienSe

(キノクニシオギク)
Ch.pacijicum (イ ソギク)

* 北村 (1940)の分類による 柳 本研究に用いた植物の産地

弓2形. 顔地**
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mum に入れている.これは形態学的に見ても適当と恩われる.

2. しかしDendranthema として北村 (1940)が一括したものの中に次の2群を区別

することができる.(1)有舌状花群- リュウノウギク･アワコガネギク,(2)無舌状

花群- イワイソチソ･キノクニシオギク･イソギク.(1)には舌状花と筒状花があり叉

状毛が粗生している.括葉を欠く,(2)には筒状花のみをつけ舌状花を欠く.叉状毛が多

くとくに薬裏に密生している.括葉をもつ.

3. 無舌状花群の3者には形質に著しい野i似性がある.とくにキノクニッオギクとイソ

ギクは (1)染色体数 (2)花序 (3)分布区域の3点に江日する以外にほとんど識別の

良法がない.

4. 以上からキク属植物中萩高度の天然倍数体の1種であるイソギクの種形成にあた り

イワインチソとキノクニシオギク (とくに後者)のゲノムの参加ということが推 測 され

る.

C.生 理 遺 伝 部

第 1研 究 室

35. キイロショウジョウバエの DDTと Dieldrin (DL)抵抗性の研究 (大島長造)

殺虫剤抵抗性は一般に多因子形質と考えられる.DDT と DLの抵抗性は遺伝学的な分

析の結果,一部共通な遺伝子によって支配されると考えられる.その共通の遺伝子 の う

ち,かなり著しい抵抗性を表わす優性遺伝子は第2染色体上に位置していることも明らか

である.しかし DDT,DL 抵抗性の機構については次の実験結果から少なくとも異なる

点があると考えられた.

突放には抵抗性の彦根系統と第2及び第 3染色体にそれぞれ劣性突然変異遺伝子をホモ

にもち非抵抗性の SCa;ry(scabrous,rosy)系統を用いた.先ず両系統のノ､工を交配し

その Fl雄を soa;ry雌に退交雑して F2に次の4種類の表現型 (遺伝子型)の-工を

得た.

これらの-工の抵抗性を測定するには WHO でつくられた testpaper(2%DDT,

0.4%DL)を用いた.羽化後 4-5日の雌を集めて 40匹を一組として管 瓶 中 で test

paperに DDTの場合は 15時間,DLの場合は1時間接触させた後,湿めらせた折紙の

入った管瓶中-移して 25時間後の致死率を調べた.これらの致死率は3回の測定の平均

である (表Ⅰ).
大阪大学の塚本らは第2染色体のSCa遺伝子の近くにDDTに対する優性抵抗性遺伝子

があることを報告した.ところが表 Ⅰの結果によるとDL抵抗性の遺伝子も第2染色体に

あると考えられるが,一方 DDT抵抗性遺伝子は第3染色体にあるように思われる.しか
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しこれは ryという遺伝子をホモにもつ-工は DDTに

対して非常に弱くなった結果であろう.ry遺伝子の作

用については森田が前年報において報告したようにキサ

49

表 Ⅰ

彦根系統と SCa;ry系統の
F2のDDT及び DL抵抗性

- t -I- tl

の作用とは異なるものと考えられる

36･ ウスグロショウジョウハエ (D･pseudoobscura)の DDT抵抗性 (大島長造)

この実験はコロソビア大学の ドブジャソスキー教授研究室で行ったものである.この程

の--の自然集団には第3染色体にいくつかの逆位が見られるが,この実験に使用された

遺伝子配列は AR型と CH型と名づけられたものである_

AR型をホモにもつ2集団とCH塾をホモにもつ2集団及び両型を-テロにもつ3集団

がそれぞれ集団節で約 1年前から飼育されていた. -テロの集団はいずれも AR型が約

70% CH塾が約 300/Oで平衡状態になっていた.

各集団からそれぞれ 15匹の雌雄をとり出して牛乳瓶で飼育 し,そのFlの 300匹の雌

の DDT 抵抗性を調べた.テス トの方法は 0.5% 及び 1% DDT の teStpaperにそれ

ぞれ 10時間,5時間接触させた後水のみで湿らせた折紙の入った管瓶中に移して 40時

間後の致死率を調べた.その結果は次のようであ 蓑 I. ウスグロショウジョウバ

る･ -の集団の DDT抵抗性

このテス トの分散分析の結果 DDT抵抗性は遺伝

子配列の異なる集団の間には有意な芹が見られなか 集 団 腰 %Ej'1g:平 均
1

175 〝 !51.3
AR璽11.をもつ集団 よりも CH 型をもつ集団がやや

DDT 抵抗性に強いように,Enわれた. 181AR/CH ;47.0 ;

そこで 181と 173の AR/CHへテ｡の集団から 176 〝 ;39.5 :44.9

それぞれ 15T瑚 E雄をとり出しその Flの 1000匹 173 〝 ;42･0 ;

のハエを 1% DDTtestpaperに5時間接触させ 182CH/CH 30.0

た後 40時間を経過して生き残った-エをさらに飼 177 〝 16.5

育してその F･)を印びテス トした.

その結果 DDT 抵抗性は致死率において約 15%

減少した (DDT 抵抗性はこの淘汰によって強くな

った).そのテス トの生残 りの-ユの子孫を雌雄そ

れぞれ500匹宛を集団箱に入れて再び飼育した.約

1ケ月後にそれら集団中の AR,CH同型の頻度を

150匹の幼虫の唾腺染色体を調べることによって得

27.3

表Ⅱ, DDT の淘汰を加えた集

団中の AR,CH両型の

頻度

りニ ト11
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た .

同時に調べられたもとの181,173両集団中の AR,CH両型の頻度は ドプジャンスキー

教授によって得られたが 181集団では AR:69%,CH:31%,173集団では AR:72.7

形,CH:27.3% であった.即ち DDT の淘太によって両集団中の AR塾が増しCH塾

が減ったと考えられる.

これら AR,CH 同型の染色体は自然淘汰によって集団中の頻度が変化することはよく

知られたことであるが,DDT のような殺虫剤によってもその楓度が変化することもこの

実験結果から明らかである.しかしホモの集団の DDT抵抗性をみた実験結果とは矛盾す

るように思われる.さらに実験を進めてこの点を分析中である.

37. 選抜に対する Ⅹ 横の作用 Ⅰ.予報 (北川 修1)

ScossIROLI('53),CLAYTON および RoBERTSON ('55)らほ, ショウジョウバエの剛

毛数1,1ついて選抜を行うとき,Ⅹ線処理互を加えると,選抜がより有効となることを報告し

ている.著者は選抜に伴うⅩ線処理の作用機作を調査する実験を行った.この実験ではキ

イロショウジョウバェの第 4,第5腹節腹板の剛毛数の和について選抜を行った.実験は

まず2系統に分け,第1はP系統と呼び,Oregon-R系統の 233代 pairbreedingした

ものであり,第2は前記 Oregon-R系統と,344代 pairbreedingした Samarkand系

統とを交配して得た雑種第2代から出発したもので,これをC系統と名付けた.P系統お

よびC系統共に剛毛数の多い上位と,剛毛数の少ない下位の2方向に選抜を行った.選抜

強度は 20% (雌雄各々 30個体計測し6個体を選ぶ)とした. X線は毎代選抜された個

体に交配前に 1,500r照射した.P,C両系統の上位,下位共にⅩ線処理に関して,1)雌

雄共処理,2)雌のみ処理,3)雄のみ処理,4)雌雄共無処理の4群に分け,各群について

2つの反覆系統を作った.

20代選抜した結果, C系統では第1群から第4群まで上位および下位共に選抜は有効

であった.このうち第1群は,他の3群より大きな反応を示し,第 2,第3群では,反覆

のうちあるものは第4群に比し反応が大きかった.

一方P系統では,第1群と第3群の選抜効果は比較的大きく,第2群は 20代近くなっ

て反応を示したが,第4群ではついに選抜効果は得られなかった.

以上の結果から,Ⅹ線処理は一般に選抜効果を高めることが明らかであるが,ここにⅩ

線処理の作用機作として, 1)ポリジ-ソ系に,選抜に有効な突然変異を起すこと,およ

び,2)交叉を促進し選抜に役立つ変異を増すこと,の2つが考えられる. このいずれが

主要因であるかを,第2群と第3群の選抜効果から考察しよう.C系統の第2群では毎代

雌親のみにⅩ線処理をしたのであるから,上記 1),2)の両作用があったと考 え られ る

が,一方第3群では雄親のみを処理したから,1)に比して 2)の作用は非常に少ないと思

九れる.分散分析の結果,上位-の選抜では,第 2,第3群の反応の問に有意な差が見ら

れず,下位では,第3群は第2群より反応が大きい.更にP系統では,第3群は第1群の

反応に似て,第 2群はむしろ第4群の反応に近かった.以上のことから,量的形質の選抜

1) ロックフエラ-動物委員会研究協力者 (都立大学理学部大学院学生)
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に対する 1,500rのⅩ線処理の効果は,主に選抜に有効な突然変異誘発の作用によるもの

であ り,しかも剛毛数のⅩ線処理による突然変異率は,雌より雄における方が高いものと

考えられる.(ロックフェラー財田よりの研究費による)

38. ショウジョウバエの眼色素形成の研究 (平 俊文 ･名和三郎)

ショウジョウバェの赤色限色素形成 とプテリソ代謝との間に密接な関係があることにつ

いては前に報告した. この赤限色の加水分解物が プテリジン･6･カルボソ酸であるとこ

ろから,この色象 £プテ .)ソ誘導体である.今回は各種の眼色突然変異種の限色素とプテ

リンについて比較検討した結果にもとずき,色素形成 とプチ リソ代謝に関する遺伝子の働

きについて述べる.

眼色素量の比較は,よく知られている2重抽出法 (Doubleextractionmethod)により

得た色素液の比色法により,プチリソの相対量の比較ではペ-/く-クロマ トグラムの比蛍

光法を用いて測定した.これらの結果のうち,一部分だけを表に示した. これらの実験に

おいて,限色素やプテリソの生成量が,生育中の餌の状態,温度,棲息密度および羽化後

の成熟日数により可成 り変化するから,材料は最適条件で得たものを用いた.

表 Ⅰ. 限 色 素 とプ テ リン の比 較

比色測定による眼 色素

褐色素 貰色素 赤色素
% % %

系 統 名

100 7 100 とOregon-良
o 3 95 司 り

13 80 3

122 100

18 24

129 20

0 3

73 4

0 0

83 0

3

6

0

6

3

0

0

3

3

1

3

0 5 6

16 4 15

輝
意

掛

川
蒜

B

紘

γ

V;Ca
Cα

比蛍光 測定による蛍光 物質

頭 部

YP BFS

4

1

8

6

9

5

6

6

0

0

1

3

1

1

8

8

6

7

5

5

2

2

胴部

YPBFSIXP

芸 1172 三言 …;

8 94 0

0 0 0

0 0 0

16 6 39

20 6 41

YP=黄色プチ1)ン, BFS-青色蛍光物質 (AHP,Biopterir:eなどを含む),
1Ⅹp-イソキサントプテリン

限色素量や頭部のプテリソでは雌雄の問に差が認められないが,雌の胴部のプテ リソ生

成量が極めて少ないことは顕著な差異である.従って実験はすべて雄について比較した.

表 Iの結果は,V;Se や V;Hnr3が seや Hnr3に類似していることから,葦色素 (大部

分が黄色プチリソ)は赤色系色素であ り,しかも赤色素の前駆体的存在であるが,直線的

な生成過程かどうかは明らかでない.それは黄色プチリソを限色に多くもつ系統は,頭部
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の青色埜光物質の中に,野生型などの赤色素を多くもつ系統に共通な AHPl)は殆んど認

められず,AHPの誘導体でキサンチン酸化酵素により変化されない物質をかなり多くも

っていることである.これは野生型などにほ逆に殆んど認められないところから,黄色プ

テリンの生成蓄寮と関連する物質と考えられる.更に黄色プテ.)ソを多くもつ系統の限色

には,褐色素も多い.これは,V.,bw が限色のないのに反して,V;seや V;Hnr3が僅か

ではあるが褐色素を有し,このため表現型として seや Hnr3 と区別出来ない原因となっ

ている.

V;ryや cn;ryが ryよりも赤色素の生成量が少ない原田は明らかでないが,クロマ

トグラフ法で分離される3位煩の赤色素成分がともに同じ割合で減少していることが認め

られ,少なくとも或る成分の欠如によるものではない.caは色素やプチリンの生成に特

殊な遺伝子作用を示し,これをホモにもつ系統ではすべて色素やプチリンの生成量を減じ

てくる.また Hnr3やこれをホモにもつ V;H nr3や cn;Hnr3の胴部には,他の系統で

は見られない黄色プテl)ソの蓄積があ り,これと対照的にイソキサソ トプテリソが 少 な

い.この場合も前述した如く,その胴部の青色蛍光物質中に AHPは殆んど認められず,

その誘導体が多い.このことは黄色プテリンの生成蓄積が起っている場合に共通した変化

があることを示している.更にこの種のプテl)ソは,婦中期の限色の着色時期に急に現わ

れて次第に増加する傾向が認められるが,Hnr3の雄の胴部では,この時期よりも前に黄

色プチリンが見出される.また用いた主な系統の排継物中にいずれもイソキサソ トプテリ

ソを認めることが出来た.これまでに報告した請結果から,兼だごく一部分しか明らかで

ないけれども,次のようなプテリソ生成に関する図式が考えられる.

J J

(芸7-;ユ品質駆)(左言ユ蒜雰駆)/K+ α→ プラI-Ljl)刀 /l什vJ一川)刀 / Enr3 ryK+ α→ プテリンA(黄色プテリン)-ト AH P 十 イ ソ キサントプテリン
1仁Sei ;- (分解)-

イ:
K + β- プテリンB(赤色々素)-(分解)一一･一すプチ.)ジソ･6･カルボソ酸

1L 'Lこ
K + γ→ プテリンC(青色蛍光物質)?

1し -̂

図 1. プ テ リン代 謝 の 模 式 図

39. キイロショウジョウバエの zc-locusに属する複対立の遺伝子の研究 (森田敏照2)

徳山 嵩3)

キイロショウジョウバエのⅩ染色体の W-locusに.は W の他に眼色素の形成に関与する

we,wa,woo,wbl,JWSatなど 10数桂の複対立遺伝子が存在している.MACKENDRICK

等 ('52)は W と wbl,W と wcoの問に,LEWIS('52)は W とwaの間に交叉の起る

1)AHP:2･アミノ･4･ハイドロオキシプテリジンの略

2) 特別研究生 (大阪大学理学部大学院学生) 3) 研修生 (国正横浜大学々芸学部)
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ことを示し,その上位置効果の現象を認め,W･Iocusの複対立遺伝子には偽似対立遺伝子

を含むことを示した.これらの遺伝子の作用を分析することは,遺伝子の機能並びにその

微細構造を知る上に有用な一手段である.

これらの遺伝子作用を色素形成の点から見るため,W,wh,wbf2,We,Wa,WOO,wool,

w sl古と野生系 (Oregon-R)の雌,およびそれらの相互の交雑による Fl-テロの雌につ

いて NoLTE('52)の2重抽出法により赤限色素と褐眼色素を抽出し,吸光度より定量し

た.

実験に用いた突然変異体は表現型より見て,表 Ⅰ軒こ示される如く分好け るこ とが 出来

た.次に巴素量を測定した結果,(wb/i,,We,Wh)秤,(woo,u)col)群では,その群内にお

表 Ⅰ. キイロショウジョウバェの白眼複対立遺伝子の限色表現型

wbr2/wbf2,W/we 1 /､

CO
l

･<.I-

we/we

wh/wh

w/wa,we/wbf2,uJe/w h

wa/W仇

W/woo,u･e/woo wn,/woo

woo/woo
wool/wool
woo/w ool

:::･'',,∴ ''､●I′一-～''.′-1'､-､●王

山
か

金

山

{0
0†

色

色
色

色

色

フ

吹
は

茶

吹

8 か ば 色
? 明 茶 色
か ば 色

黄味たいだい

(Tjいたい)

Tこ い 7こ い

赤 褐 色 r赤味7こい/こい

wsat/w s't 戸 えび茶色~-_､ -ヽ-一一-~ー---
:I:.:'l:,:..''l',,.'':;.,::t''､JI.

赤 味 黄W'/W' r赤 色 :蘇

いては差異は認められず,その上,群内の相互交雑の Fl雌についても差異は認められな

かった.正逆交雑の結果においても差異は認められなかった.分析した結果の代表的なも

のを表Ⅱに示した.

W-1ocusの突然変異体は赤限色素が著るしく減少していることを認め,褐限色素はwSa8

以外のものでは著しい減少を認め,NoLTE:('52)の結果と一致した. 表Ⅱに示された結

果から we群と wa群とが類似している点を除けば,表 Ⅰで示されたように群に分ける

ことが出来よう.
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表II. キイロショウジョウバエの白眼複対立遺伝子の赤限色素と褐眼

色素の相対量 (+∫+の色素量を 100として%で表わした)

A.赤 限 色 素 B.褐 眼 色 素

IIt ,I I′･- ′I･､I llH ● II･l tl･ ,-･ ′=- ′l･･I II ･ ･I･t__

:a i

0･0 ;0･0
0.2 0.7 2.7 5.8

wa ～ O.5 0.9 1･3 210 7･4 6･O

w saも 1 1･9 2･3 2･4 4･2 4･1 h82･981･090･6 78･7 99･9
1

これらの群間の差は色素塁に2占ずくものであり,wllocusの各遺伝子は眼色素の生産の

面よりすくなくも4つの群に分類することが出来る.

このように示された群は偽似対立遺伝子の関係にあると考えられる.同一群内の遺伝子

は同一作用単位の遺伝子であろう.表IIの結果から,W はアモルフ (表現効果を供わない

遺伝子)として作用し,他の対立遺伝子はヒポモルフとして作用することが認められた.

40. ショウジョウバエにおけるプリン代謝.Ⅱ.(森田敏照1)

キイロショウジョウバエの眼色突然変異体 roSytl(ry2)はショウジョウバェに広く見ら

れるイソキサソ トプテリソが発生の各時期を通じて見出されないことはよく知られている

が,ryにも同様の現象が認められた. また ryには発生の各時期を通じて,昆虫におけ

る窒素代謝の最終産物の尿酸が認められず,嫡期と成虫期では,尿酸形成の中間代謝物の

ヒポキサソチソ,キサソチ 表 Ⅰ. キイロショウジョウバエの後期発生期における

ソの多量の集積を認めた. プリソ含有丑 FLg/mg (生体重_lil_-)

ryと野生系のOregon-R

の後期発生期におけるプリ

ソ含有量をクロマ トグラフ

ィ-と紫外郡の吸光度の測 3令幼晶

定より定量した結果を表 Ⅰ

に示した.ryの成虫の頭

部にヒポキサソチソが集積

しているのほ非常に興味の

あることである.

キイロショウジョウバェ

のOregon-Rの桶から調製

した酵素液は2アミノ4ハ

Oregon-R

前 嫡

中 蛸

後 蛸

成 巌

雄 頭 部

胸腹部

雌 頭 部

胸腹部

3

3

9

3

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

6

0

3

ハU

0

0

0

ry

チ ン′ 尿 酸

:∴ : ∴ こ

1.88 【0.52 !0.0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

0

0

1

0

2

0

0

0

0 3

7

8

0

6

3

3

2

2

0

1

0

イ ドpオキシプテリジソ(AHP)をイソキサソ トプチリソに酸化し得ることを名和等 ('58)

1) 特別研究生 (大阪大学理学部大学院学生)
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ほ認め,その酵素をプテリン脱水素酵素であると考えた.著者は,その酵素液にヒポキサ

ソチソおよびキサソチソの尿酸-の酸化能を認めた.その酵素はキサンチソ酸化酵素と呼

ばれているが,この場合,基質の酸化には水素受容体として DPN またはメチレソ青を必

要とするので,その酵素液にキサソチソ脱水素酵素が含まれていることを認めた.またこ

の酵素液は DPNH を酸化して DPNにすることが出来るので,ショウジョウバエでは,

キサソチソ脱水素酵素は生体内

において,DPNを介してDPNH

酸化酵素系と連関していると考

えられる.ryにはキサソチソ

脱水素酵素の活性は認められな

かったが,DPNH 酸化酵素系

の活性は認められた.ryにお

ける尿酸の欠除,ヒポキサソチ

ソ,キサソチソの集積はキサソ

チソ脱水素酵素の活性の欠険に

よるものである.

Oregon-Rおよび ryにはグ

ヒポキサンチン

グア二ソ

上 グ- ど

DV '… ノゝ
D針JH藍針ヒ酵素系

尿 酸

DPNH DPN DFyVIJ

‡

DPJ廿帽菜化酵素
ヂアホラ-tft
DPNH-チトクロムCレグクダーiz'

図 1.

アニソをキサソチソに変えるグアナーゼの活性を認めた.

以上のことからシi,ウジ_rウ/:ェにおける尿酸形成の過程は図1のように考えられる.

第 2研 究 室

41. コムギとその近縁種による核置換の研究 (木原 均)

Triticum vulgare(2n - 42)とAegilopscaudata (2n - 14)を用いて核置換およ

び核復元の研究を進め,次の如き連続戻交雑を毎年行って現在までに第 9世代の調査をお

こなった.

置換連続庚交雑 復元連続戻交雑

9 8 9 8

Ae.caudataxT.JVulgare(Fl) T.vulgarexAe.caudata(Fl)

×
×
‥
‥
‥
×

l

C(

Fl
甲

-
･･
S

T.vulgare-SBI FI X T･vulgare-RBl
T.JVulgare-SB2 RBI

T.tIulgare-SB9 RB8

×
‥
‥
‥
×

T.vulgαre-RB2

T.vulgare-RB9

未年はFl,B3,B4,B6,B7,B9各世代の植物および自家受粉によってえられた植物につ

いて形質の発現,分離を調査した.

昨年度核置換第8代 (SB8)のものに次のような他の種を交雑 したものについて調査し

た結果を示すと,

1) SB8×T.durum: SB9 と同じく雄性不稔を示した.

2) SB8×T.SPelta: SB9 と同じく雄性不稔を示した.
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3) SB8×T.compaotum:部分的不稔性を示した.(自殖稔性 2.50石)

4) SB8×T.macha: 出穂以前に座止のまま枯死した.

これらの中 1)-3)に対してほ達/%置換交雑を1続けて後代を調査中である.

カナダで開催された第 10回国際遺伝学会議において,(1)Flおよび連続庚交雑各世

代の染色体の行動および染色体数, (2)核型分析, (3)形態学的調査,(4)庚交雑各

世代の花粉稔性および隆子稔性,(5)oaudataの染色体に遺伝子座をもつ形質の発現,

(6)異種細胞質中におけるゲノムの形質発現など今までの一連の研究結果および (1)核

全体の置換 (2)染色体の置換 (3)遺伝子および染色体の部分的置換 (4)核型分析と

形質の関係 (5)細胞質の恒常性についての考察並びに我が国における禾穀罪を用いた秩

置換の研究の綜説を発表した.

42･ 野生型と栽培型における放射線感受性と突然変異誘発の比較(木原 均 ･阪本寧男)

野生型と栽培型による放射線感受性と突然変異誘発の差異を比較するために次のような

アサガオ4系統を用いて研究を行った.

(A) ネパール耗野生種1系統 ｢850｣･- -並葉,青色花

(B) 北京産野生型 ｢テンダソ｣ ---並葉,青色花

(C) 本邦栽培品種 ｢紫｣ ･･--トンボ葉,赤紫色花

(D) 本邦栽姑品種 ｢P7｣ -- ･並葉,青色花

Ⅰ) 放射線感受性の差異: 1957年 (B),(C)および (D)3系統の乾燥休眠伍子

に 60Co-γ線を 10-100kr照射して発芽率および生存率を調査したが, その結果は表 Ⅰ

表 Ⅰ. 7サガオ3系統の休眠桂子に 60Co-γ線 10-100krを,r絶射した時
の発芽率と生存率

の如くである.発芽率は播種後5日目,生存率は 45日目に調査した.発芽率は3系統と

も線量には関係なく斉-で良好な発芽を示した.これに対して生存率は30krまでほ良好
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であるが,それ以上では線量の増加につれて急速に低下 し,栽培塾の (C)および (D)は

90kr以上で全部枯死した. 野生型の (B)は栽培型2系統に比し,いずれの線量でも高

い生存率を示し,アサガオでの γ線感受性は野生型の万が高いと考えられる.40kr以上

の線量では本葉が異常形になったもの,本葉に斑が入 り萎縮したものや発芽はするが肱軸

や双葉が伸長しないものなど種々の障害が現われた.

Ⅱ) 突然変異の誘発: 上述の結果より生存率の低下 しない程度の線量 として 60Co-r

線 25krを (A),(B)および (D)の3系統の休眠桂子に照射して x2世代の突然変異

体の出現を調査した.

(A)の Ⅹ122個体より得た Ⅹ2330個体について調査したが,形態的に明らかな差を

示すものは見出されなかった.Xlですでに開花の早いものがあ り,Ⅹ2を調査したが一様

に早 く分離が認められなかった. しかしこの点については再度の検討を要する.

(B)の Ⅹ136個体より得た Ⅹ2 1059個体の発芽率は平均 9612% を示して良好であ

り,このうち明らかに突然変異体と認められたものは花色が濃紫色に変化した 1個体のみ

であった. この個体は葉形,花形その他の点は対照と差がない.x2個体のうちには茎の

伸長に伴ない葉が不規則な異常形を宜した り,生長点が早 く花芽化したものもあったが,

対矧′こもみられるので明らかな判定は附難であった.

(D)の Ⅹ143個体より得た x2912個体については葉形の明らかに変化した突然変異

体9個体を得た.そのうち1個体は葉形のみが立田葉に変化したと認められたもので,種

子稔性も良好で対相との戻交雑も容易であった.他の8個体は葉形がやや不規則な笹薬で

あ り,生育もややおそく壌性で

生育後期までほ蔓が伸びず,花

もやや切れ込みがあ り十分に開

かず特に鵜の裂開がわるく絹の

生長が止_つて退化したものもか

なりみられた.これら笹葉のも

の7個体について花粉稔性,種

子稔性を調査した (表Ⅱ)･

以上の結果により栽培塾の方

が野生型に比し突然変異体の出

現頻度が高いと推察される.ア

サガオではコムギ,オオムギな

ど禾本科植物に見られるような

葉緑素突然変異体が放射線照射

によって出現しにくいことは対

表Ⅱ. 笹菓7個体の花粉稔性 と種子稔性

種 子 稔 性 (形 )1)
個体番号

36-13)

-5

-31

37-6

-7

-10

(形) self Eba｡kcr.S2S'. free

6.06 ; 0

41.03 ; 0
21.93 ㌢ 2.67

27.07 弓 0

1

73.85 ! 0.83

コ1 喜:.i.? .::".

2) 対照を戻交雑した もの

3) 非常に楼性で殆んど伸長しなかった

握泊勺であると思われる.

43. 日本産カモジグサ属の生態遺伝学的研究,Ⅱ (阪本宰男)

1.AgropyrontSukushiensevar.LranSieヶはOhwiカモジグサの1生態塾と普通型
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の Flの形質

前報 Ⅰ)で報告したカモジグサの1生態塾1系統 と普通塾の1系統の間の Flをつくり

両者の間に明らかな差のみられた 19の形質について調査した結果は表 Ⅰの如くである.

Flでは草丈,穂長,小穂数,旗の長さ,桂子の大きさ,出穂開花開始日など 14の形質に

おいて両者の中間を示した.最上節間長と止葉の長さは普通塾の親の値に近く,ロゼット

葉上面の毛 と箔の色は生態型と同じ形質を示した.

表 Ⅰ. カモジグサの1生態型と普通型1系統の問の Flの形質 (1958)

＼言 草竺 讐 軍竺｢唇 型 (58107)

芸 ゼ ッ ト票差 面(諾 鳥 .22士 1完7

最 上 節 間 長 (cm)

止 葉 (cm)

穂 長 (cm)

27.85土 0.53

10.29土 0.41

ll.12± 0.03

小 穂 数 】 10.02士 0.07

･J､穂 当 り の 小 花 数

電 頴 (芸 さ Tm;

外 頴 (志 さ …慧

内 頴 (芸 さ …慧

種 子 ‡

長 さ (cm)

幅 (cm)

10.54土 0.15

0.93土 0.08

0.22± 0.03

3Alj=0.38

0.21± 0.02

1.28士 0.08

0.15士 0.03

0.72士 0.04

0.20士 0.01

重さ(mg/100位)l;890･40±30･68

冨 慧 喜 寝 L三 _聖

Fl (5881)

有 毛

85.85士 3.41

40.16± 1.83

ll.75士 0.40

14.96土 0.44

14.29士 0.45

8.86士 0.16

0.85士 0.10
0.20土 0.01
3.43士 0.27

0.19士 0.02

1.15士 0.07
0.13土 0.02

0.64± 0.04

0.18士 0.02

647.20i31.60

赤 褐 色

5 月 7 日

5 月 9 日

普通型(58109)

鞭 毛

97.80土3.55

39.70士1.23

ll.21土0.39

18.11土0.40

18.65土0.41

6.68士0.21

0,80土0.14

0.16士0.01

3.61士0.27

0.17土0.06

1.03±0.14

0.12土0.02

0.53±0.02

0.16土0

443.60土5.40

黄 色

5月22日

5月24Ei

Flの染色体接合は観察した花粉母細胞のうち 14% のものに 1Ⅳ十19Ⅱ が認められた.

Flの花粉稔性および櫨子稔性は共に親よりやや低いが,かなり高い稔性を)示し,F2芽生

の生育も良好であった.F2の形質発現は日下調査中である.

2. カモジグサと A.ciliareFranch.アオカモジグサの自然雑種

カモジグサおよびアオカモジグサは共に本邦に最も普通な種であるが, 前 者 は 6倍体

(2n-42)で路傍,野原に多く,後者は4倍体 (2n-28)で丘陵に比較的多い種である.

三島附近を調査して両種がもっともよく混生している丘陵部および堤防において 11株の

自然雑種を見出した.これらは形態が互に酷似し,また人為雑種 とも非常に似ていた.形

態的にはややカモジグサに似るが,アオカモジグサの特徴である頴の有毛形質が雑種にみ

られる.人為雑伍の染色体接合は 91【+17Ⅰ～151【十51(モー ド:14Ⅱ十7Ⅰ)を示し, 松村
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(1941)の研究とほほ等 しい結果を得た.雑種の花粉稔性および笹子稔性は共に 0である

が生育は旺盛である.

44. 野生 Oryza種間の感光性の変異 (片山忠夫 ･岡 彦-)

"栽培稲の起原に関する研究"の計画のもとにイソドその他の各国から野生 Oryza各

榎の系統が多数国立遺伝学研究所に集められた (年報第8号 17頁参照).本文にはそれ

らの日長反応についての予備的観察結果を報告する.日長反応の調査には本年度新設され

た自動短日間場 (年報第8号 132頁参照)5区を用いた.各区にそれぞれ 11,12,13時

間と北緯 350の自然日長を1ケ月及び2ケ月早めた短日処理を行い, なおこの外に無処

理区を設けた.材料は5月 19日に播種し6月 23日短日聞場内に移植し,個体別に出穂

期を調査した.

またこれとは別に上記とほぼ同様の野生稲系統を台湾台中 (省立農学院)において5月

22日と6月 21日の2回播種し,それぞれの出穂期を個体別に調査した.台中ではこの際

生育期間中の平均温度はほぼ26oC～28oCであ り,5月播と6月播との生育日数の差から

日長反応が推定出来る.

感光性の強さを示すには岡 ('53,'58)の方法を用いた.即ち,花芽形成期 (出穂 30日

前と仮定)における日照時間1分の差に対する生育日数の差を角度で示した.またその角

度を与えた日照時間を限界日照時間とした.

感光性の強さと限界日照時間についての調査の結果を種別に整理し同一種内に感光性の

異なる系統がある場合には変異の両端を示す･衰Ⅰを見ると,栽培稲 0.saiivaには従来

知られているように品伍によって強感光性から不感光性までの変異があるが,他の野生種

は殆んどすべて感光性であり,不感光性の系統は 0･aha,0･oUicinalis,0.minutaに

表 Ⅰ∴ 感光性の強度と限界日照時間の種間変異

*岡 (1953)による
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各々一系統見出されたにすぎない.0･perennis及び 0.salivav.spontancaには多数
の系統が存在するがそれらはすべて感光性である.また 0.glaberrima(栽培位)も翫試

材料の範囲ではすべて感光性であることが認められた.これによると感 光 性 で あること

は,野生状態において適応性を高めるのではないかと思われる.少数の不感光性野生稲の

適応の形式は興味ある問題である.

表Ⅱ. 限界日照時間の地理的変異

0.5

10.5-11 3

13.5-15 3 1 1

19 -22.5 4 2 6

24 -27 7 1
35 -37

0 35

12

8

22

第2に･限界日照時間は短日圃場での調査結果によるとほぼ 12時間から 13時間 30分

の間に見出された.各系統の限界日照時間とその原産地の緯度との閲係を調査すると衰Ⅱ

に示すように,低緯度地方のものほど限界E日脚寺間が短かいという傾向が溜められた.こ

のことは種の如何を問わず出穂期は緯度に従って変化することを,=ltすであろう.

台中で調査した限界日照時間が三島での調査結果より著しく長いことの一部の原田は朝

夕の常用薄明時間を1時間と見積ったことによるであろう.しかしながら日取i時間の自然

変異により測定する場合と短日処理の場合との差異は今後研究を安する一つの RFH.23で あ

る.

45. 稲及び稲属の生理形態学的研究 (1)(片山忠夫)

稲の野生種は,栽培薩と生理形態学的に種々の点で只なっているが,その1､1長を把優す

るために,令伍の形質調査を行っTL.その内から数頃日について要約する.

1) 耳性:植物の章塾には直立性,伏臥性及び両者間に柾々の中間型があるが,同一集

団内で,それらが混然としている場合が多い,分率が発達すると,幾分草弧に変化が見ら

れるが,その変化の時脚 こは巴々あり,また,葉身の丑下の早晩にも著しい諾':がある.

分率様式にも差があり,栽培稲に近縁と見られる 0.perennisや 0.saL'ivav.spoヶ乙･

taneaでは,左右相称的な分頻体系を示さず,いずれか-偏った体系を示すのが一般であ

る.また同一個体内の分率各々における伸長速度の差が,0.0.節cimlis等数種の野生程

では著しい.

2) 頂芽優勢:主群伸長の早期に下位分費が発達し主梓出穂中に下位新分葬が発達を開

始する.下位葉の損失により早期に機能を失い下位分率が発達する.以上のことから一般

に野生稲は頂芽優勢性が非常に弱い.

3) 節間伸長:野生槌には,節間伸長に二通 りの現象がある.節-は通常栽培稲で見ら

れるように,栄養生長から生殖生長-転換した場合のものであり,第二は各分乗が,その
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空間を拡げるための伸長である.この榎の伸長は植物体はなお栄養生長中に起 り,しかも

ある種においてほ,きわめて若令期に起 り,数節節問伸長を続けた後,通常通 り節問伸長

を起こさない節間があり,その後再び伸長を示す.第-の伸長においては,各分韓ははば

同様の伸長程度を元1-すが,第二の伸長では同一個体内においても分葬による伸長程度に差

がある.また第一のもので,開花最盛期を過ぎてなお著しい伸長を続けること及び全節数

に対する伸長節間数の割合が大きい点で栽培稲と異なる.

4) 脱落性:野生稲は穀粒の脱落性が著しいことが指摘されているがまた生殖生長に移

ると止二め葉節或いはその一位下位節で容易に脱落するが,これは離層の発達によるものと

推定される.

5) 地下部:野生fITiは,睦子繁殖以外に,多年性を-;Jl-すものがある.葡包茎及び根茎の

区別は明瞭でなく,鱗片の発達の程度,茎の伸長方向,その節問伸長等から見て撮茎は連

続的な変異をフ六すものである.ここでそれらが認められる瞳を一括して示す と次の通 りで

ある.

0.alta,0.australiensis,0.coarctata.0.gγanLLlata,0.latifolia,0.minuta,

0.0.節cinati8,0.perenm'8,0.ridleyi,0･Lqativav･sp07はanea,0.8ubulata

この内 0.australienSis及び 0.latifoliaは RoscHEVICZによると地下茎はないと
報'[-.--されており,今後fFJ'･検討する必要がある.なお地下部の生fiu形態的特長と種及びその

分布棲息地との関係を研究する.

6) 出穂体系:出穂体系が栽培稲と著しく違 うものがある. 例えば,0･subulataで

は,出穂するのほ,主群穂,止め薬節の一次分乗が,各一週間の間隔で一号分購,二号分

費及び三号分柴の順序で出穂し,その他の下位分嚢は,全部休眠し,それらの生長点は栄

養生長のまま休止している.

以上のように野生稲は誌的形質のみならず,質的形質にも生理形態的に種々の点で栽培

稲と異なり,分布棲息地の環境に適応しているものと推察される.

46. 植物組織の解剖学的研究 (片山忠夫)

Ⅰ) 水稲の板の解剖学的研究

水稲の形態学的研究は従来多くなされているが,正常値物の発育全過程に亘る解剖学的

研究を集大成したものは無いので,従来の研究に加えて,独白の研究法により,稲体の構

造を明らかにする目的で,先ず根の解剖学的研究を行った.

1) 発育の概要:損率酎ま前鱗と共に果皮を破って出現し,根は限鞘から,鞘葉と種子の

長軸に垂直方向-左右等頻度で発生する.稲の撮系は,一本の隆子椴と各茎節より生ずる

不定限及びそれらより内原的に分岐する側板より構成される.不定根は分薫同様規則的週

期をもって発生するが,側眼の発生には時間的な規則性はない.

生長点より約 1mm の部位でほぼ各組織層数が決定されると共に,離生細胞間隙が出

来始めるが,間隙発達様式及び意義はその各組織により異なる.ほぼ同時期に細胞内空胞

が出来るが,その方向性は各層により一定している.

植物体後難の不定眼には,先き細に変化したり,表面不平滑または携れる場合がしばし
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ば見られるが,それはいずれも皮層柔細胞列の配列状態に起因する.根の直径は,原糸数

によりはば一定しており,皮層幅と中心柱幅の比は約2である.

2) 各組放: (a)撮冠:限冠は両方向の分裂によって常に新たに作られ,最外問より

第二眉目が一番長く,最古細胞より数細胞下で本体と密着しており,細胞膜の肥厚木化す

ることなしに漸次剥離する.

(b) 表皮:表皮及び次表皮の二屑より成 り,表皮細胞は次表皮の各細胞の問に食い込

んだ大細胞と他の小鮒胞が交互に並ぶ.次表皮は,表皮細胞が分裂している時期中に分化

を終 り,しばしば両者間に離生間隙を生ずる.好条件下では表皮細胞の約 40%が約200〟

の板毛に発達するが,これは表皮細胞接線方向の幅の 10-15倍に当る.

(C) 皮層:外皮は表皮系より早J紺こ7LL'成し,木化を始め,去皮系が剥離した後も剥離

せず内部を保護する.皮層柔細胞は,細胞の形,配列,崩壊様式,その他の理由から内外

二群に分けられる.後期に,ある規則性をもって放射状に膜をなした通気組織を形成する

が,その膜は必ず しも連続しておらず,従って互に通気組織は連続している.内皮細胞は,

初生木部に対応した位置に不連続に通過細胞を持ち,細い板では掛 こ内側の細胞膜の木化

が著しい.

(d) 中心柱:本来その中央に往々1価の大導管を持つ外原的六原塾放射中心柱である

が,時に arch数に増減が見られる.

(e) 不定限:茎の生長点からわずか離れた部位に当る茎節原形成層から内原 的 に生

じ 殺上節では原基のみ存在する.

(f) 側板:母根の各節都側の内鞘及び内皮酬 包の分裂により形成され,従って側根列

は母娘節部数に等しい.最初の側限原基は,睦子根が限鞘を破る前に既に見られる.

側板原型は一般に母娘の皮層柔細胞層を伸長中にその組織の分化を完了する.主根より

細胞暦数少なく,大きい側板で,母根中心柱より貴覧分大きい粒度である.

側板の生起により,付根内に,一喝的追加維管束の発達,その近くの皮 層 柔 細胞の木

化,次表皮の周辺垂也的分裂等種々の変化を伴 う.

植物体後期の根には,その基部に校々の発達程度を示す母娘の通気組放内を走下する内

税があり,その内板においては中心柱の発達が悪い.

Ⅱ) 小数の主眼により生育した限系の解剖学的研究

根系の発達は作物にとって重要なことである.不利な外的条件下に育てられた場合 に

は,作物の板系全般に形態的適応変化が起っていることが予想される.従ってここでは水

稲及び小麦を用いて,主眼を桂子根一本のみで育て,内外形態学的研究を行った.その結

果を要約すると次の通 りである.

(a) 程子眼自体,通常より長期に亘 り伸長及び生活を続け, しかも後i抑こ発達して先

きが太くなる.

(b) 高次側板が多数生じる.

(C) 通導組織が第二次的分裂により異常に増大 し,最高 13archの中心柱を示した.

この場合,第二次導管群は第･JO(導管群より小さいが,数においては同じであった.
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(d) 木部と節部間の柔組織が見られない.

(e) この場合既に皮層には通常通 り通気組織が発達しており,従って眼の直径に差は

ない.

以上の結果から,不利な条件下に生育した作物ほ,外部及び内部形態的に, しかも細胞

数の変化なく,専ら通導組織の二次的分化によって,補償的変化を起すことがわかる.

Ⅲ) 植物細胞間隙の桝究

細胞間隙が発達して通気粗放となること,及びその意義等は,既に W ILLIAM等により

報告されている.ここでは,その発達過程及び程度を体積当りの細胞間隙量で表わす方法

を用いて研究した.研究材料は稲の他二,三の作物を用いた.

1) 根: (a)ViciafabaL.先端より約 1cm の部位で4%に達し,その後は発達

しない.rb)ZeamaysL.先端より約 1cmの部位で約4%に達し,その後直線的に増

大し,12cm で9%に発達 しその後発達しない.(C)OryzasafivaL･前二者と異なり

条件による差が大きい.特に酸素の多少が大きな原因となる.酸 素 豊 富な場合には平均

3cm の部位で 20oA に達しその後発達しないが湛水 区 では同様の経過で 800/Oに達す

る.

2) 莱:OryeasativaL.上述の条件の差で菓身菓鞘共湛水区で より大 きくなり特に

葉鞘において発達を見る.

今後は分化に伴う発達過程,生態品種間の差を研究する.
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D.生 化 学遺伝部

第 1研 究 室

47.プチリン脱水素反応に関与する遺伝子作用 (名和三郎 ･平 俊文)

前報において,ショウジョウ,{ェのプテl)ソ脱水素反応における Co･enzymeの役割1)

についてのべたが,DPNHoxidaseとの連関についての証拠は次の事実による.無酸素中

での反応は,添加した DPN と当選のプテリソしか酸化しない.その後は時間をいくらか

けても反応は進行しないが,その時空気を供給すると反応が抑謂される.空気中での反応

は供給した DPN の当丑以上に時間とともかこ酸化が継続される.この DPNH酸化の速度

がいろいろの mutantSについて異なることが,DPNを受容体とした場合とメチレソ青の

ようなものを受容体としたときのプテ リン酸化の速度に差がある原因である. た とえ ば

DPNH oxidaseの至適 pH に近いところの pH7.5において,メチレソ青と DPNを別

々に受容体としてプテリソ酸化の速度を新鮮な磨砕液について測定すると,この pHにて

wildはいづれの受容体を用いても反応速度は大体同じとな るが,mutantγの場 合 は

DPN のメチL,ソ青に対する比は約 0.8-0.7となる.すなわち Vの DPNH酸化能率の

悪いことを示す.またキサンチンやノ､イポキサソチソは著しい括抗的阻害を示す.DPNH

の最終的に酸素までの酸化には少くとも数榎の中間伝達系が関与していると考えられるか

ら,プチ リソ酸化により出来た.イソキサソ トプチリソの量的形質発現に関しては,少く

とも基質,基質の括抗物, 脱水素酵素,Co-enzyme,Co-enzymeの cyCleに関する系 を

支配する多くの遺伝子の関与-がある. ショウジョウバエの赤色眠色素は数麓のプチリソ誘

導体から成立っている.その相-rLの発現様式は酸化還元の機構 (M･VISCONTINI,'58)に

関係があるこるからも色素発現の量的関係は複雑である. この間の関係は別異にのべられ

ている.

48.黄色致死蚕の遺伝生化学的研究 特に皮席の硬化現象について (坂口文書 ･辻田光

雄)

黄色致死蚕は第1眠起の脱皮後外皮の硬化がおこなわれず,摂食不能のために餓死する

と考えられている. これに関しては前に2)キチン生産量における異常について述べた以外

に明確な資料がなかった.今年はこの間題を解明する目的で実験を行った.

材料は黄色致死系統の第 1眠起に分離する黄色致死 (len t) と正常 (+)の両個体 を用

い,HACXMAN('53)の方法に従い,水溶性,アルカリ溶性およびアルカリ不溶性 (chitin)

のおのおのに分割し,これらの区分中における蛋白質,フェノール類,糖煩などについて

調べた.

上記各分割中の窒素量,チロジン量, フォリン陽性物質 (主としてフェノール系物質)

1)S.Nawa,T.TairaandB.Sakaguchi,1958,PterinedehydrogenasefoundinDrosobhila
melanoDaSter.Proc.JapanAcademy,31:115-119.
2)Ann.Rep.Nat.Ins†.Genet,,7:31-32.
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量などを定量した結果は表 Ⅰのごとくである.

蓑 Ⅰ.

＼ 検定物質

: 葺
分画区分 ＼

65

･- /･〝′ - I-′I ･ I.〝I･ ･ 7･I･, ､1 〝.I

F(88.2) (91.5):
アル カ リ溶 性 10.0 8.5;2.0 2.2 20.0 26.0.2.5 2.625.0 30.7

合 計
105.3 116.5!22.2 21.121.1 18.1 33.9 30.6

註 表中mgは全乾 燥艶景1g を材料とした場合
かノコ内は百分率

この結果から十と Iemlにおける全窒素壷は前者よりも後者に多い傾向がみられるが,

これを各分割別にみると Iemlでは水溶性およびアルカリ溶性の区分中に十より多く溶出

し,この反対にアルカ1)不溶仕 (chitin)区分中には少い. この結果から Iemlにおけ る

chitinの生成量が,十よりも少いことが嚢える.

また皮膚硬化現象と密接な関連のあると考えられるチロジン並に フェノール系物質につ

いては7ルカ1)不溶性区分中における百分率並に窒素当 りの比率は十よりも IemZにとも

に少い傾向を示している.これらのことがらは家蚕における皮膚硬化現象とフェノール系

物質との関連性を示唆するものである.

昆虫の Chitinは D-グルコサ ミソと蛋白とよりなる複合蛋白と考えられてお り, また

皮膚軟化の現象には糖の代謝が 密接な関連をもつ こ とが指摘されている (BRUNETetal

'55).表Ⅱは十と Iem乙におけるペン トースと-キソースの定量した結果である.

表 ⅠⅠ.千三三二二竺二｢ 二六 二I 示 g-)
分画区分

-キソース (mg)

遺伝子型j 十 Ieml i + leml

水 溶 性

アル カ 1)i容性

アルカリ不溶性
(chitin)

合 計

37.0 25.0
(78.9) (88.0)
8.6 2.2
(18.3) (7.8)
1.3 1.2
(2.8) (4.2)

昔日- ‡:lL.1 1t.I:i.I

註 mgは全乾燥重量1gを材料としたときの各区分中の価
カツコ内は苫分率
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l
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この結果からペソ トースおよび-キソースの全含有量はともに十に多く,lem乙に少い･

しかしアルカリ不溶性分割中におけるペ ソ トースの量はほほ同量であるが,-キソースの

それは十よりIemZに少い.この結果から chitinの生成にはペソトースよりもむしろ-

キソースが密接な関連性をもつと考えられ,前述の Chitin成分の一要素はグルコサ ミソ

と考えられていることと符合 して興味深い.

生体内におけるSH化合物はチロシナーゼあるいは各種脱水素酵素の活性に重要な役割

を漬じていることが指摘されている.leml個体の SH 基を調べた結果 22･0士0･6(生体

更 g当 りmg)に対 し,十では 16･0±0･8で前者に多く含有されている. SH 基とチロ

シナーゼ所性の関係を調べた結果,僅かの量でチロシナ-ゼ活性を抑,rfする作用のあるこ

とを確めた.一方 leml個体においてはチロジソ代謝系に災常がありメラニン色素形成が

おこなわれない.また色素形成と皮膚硬化現象との間には密接な開通のあることは多くの

研究者によって指摘されている.leml個体における SH 基の含有量が+僧体に比して大

であることは,上記の一連の事柄と考え合せると,結局多量の SH基は Ieml個体の皮膚

硬化現象を妨げる役割を抗じているといえる.

なお Iem 個体の蛋白合成の問題に関連して,DNA,RNA およびそれらに関連する酵

素について調べたが, +個体との問には特に煩著な差異がみられなかった. このことは

Iemlの遺伝子作用として表 Iに示されたごとく,蛋白合成量には異常がなく chitin生成

の機梅に異常を招来し,さらに皮膚硬化の現象に関E･していることを暗示している.

49.家蚕におけるチロシナーゼの遺伝生化学的研究 (坂口文書)

家蚕のチロシナ-ゼ活性の弱い自然突然変異体 (ty)を材料として,チロシナ-ゼ 活 性

の発現に対する遺伝子支配の機序を解明するE]的で実験を進めている.本年はチロシナー

ゼの助酵素と考えられる鋼の定韮および生体内において,本酵素活性と密接な関連をもっ

と考えられる SH 進について調べた.

GUBLER('52)の方法に従い,正常と ty両個体の5令澗 幼虫血液中の銅を定量した結

果は表 Ⅰのごとくである.

この結果に示すごとく,
表 I. + と tyの血液中銅の定量 (γ/cc)

られない.またチロシナ- 全 血 滋

ゼ分劇中に大部分の鋼が含 仝 血 液 (灰化)
まれ,この傾向は両系統と

チ ロシナ ーゼ分 割

もほぼ一致している･さら 非 チ ロシナーゼ分割

にこの結果は家蚕の血液中

1.32土0.28

1.43士0.35

i.35土0.29

1.51土0.41

1･17(70%) ≡ 1･05(73%)
0.50(30%) r 0.40(27%)

に含まれる銅の大部分はチロシナーゼと密接な関連を有することが暗示される.

次にアリチアミンによるSH基の定量を前項 と同じ材料について行った結果は表Ⅱのご

とくである.

この結果から,全血液,チロシナーゼ分割および非チロシナーゼ分割中におけるSH基



研 究 業 績

表 II･ + とtyの血液中の基 SHの定量 (γ/cc)

チ ｡ シ ナ ーゼ 分 霊 昌 二56≡::… 昌 :45≡Z:≡

全 血

67

は十よりtyに多い.また 55oC,

5分間の温度処理によってチロシ

ナ-ゼを活性化するとSH基の減

少がみられる.この結果からチロ

シナーゼ活性とSH基の関連性が

_良 主 義主 遠 雷イ馴 1･3 十 ･2 るた- ,次の実験を お こな -
た.すなわち十と tyから得たチ

ロシナーゼに対し,各種濃度のシステイソを添加しその影響を調べた.その結果,システ

イソの本酵素に対する形響は pH価あるいは酵素の活性化過程などによって左右される.

ある条件下では僅か 3r/cc程度で本酵素を 70oA以上阻害する. これらの結果は生体内㌢こ

おける SH基の作用機構の複祁性を暗示するものであ り,さらに表IIに示すような tyに

おけるSH進の含有量の差異は,生体内のある条件下にチロシナーゼ活性抑圧の原因とな

り得ることが推察される.

以上の結果を総括すると,ty個体の血液中のチロシナーゼ活性の弱い原因は,酵素 の

助酵素と考えられる鋼含有量の畳的差異によるものではなく,チロシナーゼと密接に関連

した SH 基の差異に基くものと考えられる.

50.細胞内生化学反応系におよはす放射線作用機構の研究 (名和三郎 ･坂口文書)

細胞内代謝は酵素と基質との接触条件をもって制御されている. このことは,細胞内の

いろいろの穎粒Ⅹの酵素の分散,額粒の構造と酵素反応の機能との関係,基質の透過性な

どその他いろいろの面について考えられることである.放射線の作用を細胞 レベルについ

て見る場合,このような代謝平衡のみだれが拡大してついには榔泡の死にいたるものと思

九れる.放射線により遊離 した DNaseが核 DNA を分解して遺伝的変異をおこす 可能

性も存在する.

マウス C3HxCBA,Fl,Sの生後 3-4ケ月の肝臓の mitochondriaを等張庶糖液にて

調整し,その invitroにおけろ Ⅹ一線照射による酵素活性につき調べた. mitochondria

の酵素反応につき,その osmoticnatureはよく知られている.すなわち mitochondria

内の酵素と外部基質との接触の難易を制御 している機構が存在する. 等張庶 糖液に て は

mitochondriaは一応 inJVivoにおけると似た状態を保つと考えて,この状態における酵

表 Ⅰ.AcidPhosphatase 表 ⅠⅠ. DNaseⅡ

純 量 (r):全活 JLJi*-嘗 融 液二両線 量 (r)L等 〕生*諾護液 で(?)b/a(%) .(a) 活性 (b)

85 51 61 100,000! 128 77

*mitochondria懸濁液の凍結融解を数回繰返す

b/a(o/a)

7

7

1

0

2

2

4

6
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素活性の放射線による変化を調べた.等張庶糖懸濁液として調製された新鮮な mitochon-

driaは氷水中にて Ⅹ一線耶射され,すぐに酵素活性が測られた.結果は次表に示される.

Acidphosphataseは Ooの氷水中でもその活性が測定出来るので,比較的 mitochon-

driaの破廉なしにその作用を見ることが可能と考えられる.表 ⅠのごとくⅩ一線の作用は
この酵素の基質である β-glycerophosphateと酵素との反応速度に影響をおよはきない.

DNaseIIの場合はこれと異なり,表IIの示すように Ⅹ一線により等張庶糖中の反応速度

は増大する. これは基質たる高重合 DNA分子と mitochondria内の DNaseIIとの接

触速度の増加を意味する.この場合 mitochondriaよりDNaseIIの溶液中-の遊離は認

められる程はない. mitochondriaは低張溶液にすると膨潤してその体積を増す.その速

度を表Ⅲに示す.

mitochondriaに半透膜があるとすれば, その半速
表 ⅠⅠⅠ.Swelling

の透過性の増加が認められるが･節徴鏡による形態的 o ! 100

の変化は認められない･ 10,0001 116

- - 一 二一 二

れなかった.invitroの大線量照射はこのように代謝

制御機構に変化をおよはすのであるが,これは測定精度の問題が関係していて更に少線量

でもそれに応じた変化は生じていると見てよい.そしてこのような機構をかいして多くの

酵素反応系が制御されて正常な代謝を行っているのであるから,僅かの変化でもたがいの

干渉において異常が時間とともに拡大していくと推察される.invivo照射においてある

時間後に観察される異常はかかる変化の結果であろう.(ロックフェラー財田よりの研究費による)

51.作用的に関連した複合座位 (辻田光雄 ･坂口文書)

かいこにおける E偽対立遺伝子群の占める複合座位は, その大きさの点でまた作用の

発現機構の面で特異性があると思われるので,この点を究明する目的で実験を続 け てい

る.

EHEKp/EHEKp塾の雌蛸に Ⅹ線処理を行い,えた突然変異体のうちには ECLl,EEL,

E型および新しい突然変異体 ETcが含まれる.

ECa型: 最も数多く生ずる例外塾であるが,このなかには従来のECaと異なった特徴

をもつ系統がいくらかあることが判った. これは ECa座位の内部構造によるちがいのよ

うに思われる.

ETo:ETo/+型幼虫では,｢い塾｣斑紋が第4,5,6体節に亘って現われるが, 星紋

はなくまた過剰肢も生じない.ホモでは ECaホモ塾隆子となるが,致死することなく将

化し発育するものがある.この幼虫は,第4,5,6,7,8体節に ｢い形｣斑紋を生じ

全腹肢は欠除する.この EToは EHとEOaの複合座位より成ることおよび両退伝子問

において緊密な働き合いがあることが考えられる.
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EHl型と E 型: X線f剛 巾こより誘発された EHl塾あるいは E JF_!のごとき遺 伝 子

ENoS: ENGの?蛸に X線を附射してこれを正常昌と交配した次代に ｢い形｣跳 紋 も

左も紋も欠険し,一見 Nl/十の幼虫と区別し難い斑紋の特徴をもち,しかも第5体節に過剰

腹肢を生じた新型触半月紋過剰肢蚕を生じた.この突然変胴体は E 列に所 属 し, かつ

ENcとちがってホモは完全致死である.これは ENc拒位の内部の構造的変化によること

が考えられる.

これまでにえた郁々の実験的事実より考察すると,要するにE部位はかなり大きな複合

庫位であり,ここにはいくつかの野推tの働きをなす遺伝子が列んでできている.交叉実験

の結果によれは,EH と EKpの間には 明瞭な交叉が起るし, 市川は別の実験から EH

ENcEG'dのごとき配列を考えている.少くともこれら3つあるいはそれ以上の数の遺伝子

より成 り,さらに各構成遺伝子の内部にも小道伝子あるいは sitesと呼ばれるような小構

造があるように.t且われる.この場合小遺伝子問は独立的のものでなく,作用上の関連性が

あ り,さらに交叉により分けうる遺伝子の間でも累搾な働き合いが考えられる.

E列所属の遺伝子群にはいわゆる既知の交叉により分解しうる遺伝単位の変化による場

合の他に,2つあるいはそれ以上の交叉単位に跨る複合座位による表現であ りながら,こ

の部位におけるある異常一例えば小さな欠失あるいは逆位-のため,交叉が起 りにくく,

恰も1つの座位による表現であるかのごとくに見える場合一例えばETc,EHlのごときも

の-が含まれているようである.

52.Nllと Nl2の致死庶子について (辻田光雄)

既知の無半)l紋蚕 (Nl)と人為的にえた突然変異蚕 Nllおよび Nl2は遺伝的特徴にお

いて類似する点とちがう.r:よとがある.併しいずれも第 ⅩⅠⅤ 染色体の U部位よりodkの

力へのある長さの欠失に基ずくものであるが,交叉価よりすれば欠失の 大 きさは NL>

Nll>Nl2のPllfi序が推定される.一般的に染色体の倖かな部分でも欠失があ り,それがホ
モとなれは致死作用を伴うことが知られている.併しこの致死の時期は,欠失の程度によ

り異なる筈である.NL,Nllおよび Nl2はそれぞれ欠失の大きさがちが うので,それが

肺子の致死時期という点で,はっきりちがいが現われるのではないかと考え,それぞれの

越年卵および人工肺化卵を用い,肺子をとり出しあるいは卵の切片で肺子発育時期を観察

する方法によりホ:Eの個体はいつ死ぬかについて研究した.その結果は次の通 りである.

Nlホモの腔子は,肺盤形成にあたって異常を望して死ぬことはrlijLが報告してい る通

りである.併し Nll では肺璃形成脚 ま正常通 りに過ぎ,休眠旺子期を越し,細長期 まで

発育して死ぬ (図 1).また Nl丑では休眠妹子期を過ぎ細長期より虹転期に亘って死ぬ･

併し細長期以後の発育は正常でなく, 図 2に71サ ごとく,反転期の隆子とちがった著し

く異常形の椎子が見られる.このように Nllあるいは Nl2 のホモ惟子が Nlのそれ よ

りも著しく発育が進んだ時矧で死ぬことが明かである.Nlと Nllの幼虫はその特徴が

同じで区別し難い.併しこの2つと odkの交叉価は前者が 2.8で,後熱 ま5･2であ り,

この差異はホモ征子の致死時期によっても証明される.odkと Nl2 との交叉価は 7･2で
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Nllよりもさらに欠失の

粁度が少く,ホモ腫子は

♪〃1のそれよりも進んだ

状態で放死する.NT2の

幼虫の特徴は,Nlある

いは Nllのそれ と舛な

るので識別しうる.この

特徴の異なる理rllとして

ほ淡色体の切断融合によ

り新しい遺伝的構成がで

普,位lrl?効果のような現

象で新しい表現型を生じ

たのではないかと考えら

れる.

♪〃 と.ⅣJlあ るいは
図 1･Nllホモ型荘子 図 2.Nl2ホモ型の致
この時期に致死 死隆子

Nlと Nl2の交雑に よ

り生ずる Nl/Nll型あるいは Nl/Nl2割の肺子は Nlのように肝偲形成期に異常を:Fll.:し

て死ぬのではなく,細長1gJEJlあるいは細長期近くまで発育して死ぬ.つまり致死時期は,

欠失の少いjjlの淡色休が優性的に働くため,この方に支配されるわ け で あ る. これ は

NllJ+璽)_あるいは Nl2/+型の個体がil三常染色体に支配されて生存しうるのと同 じ理EHに

よるものと考えられる.

幼虫の外観では同一のNIJtlJ_の突然変則本が H lJElrI'/HLLZilKp却雌桶-の Ⅹ線照射に

より数多くえられた.これらはいずれも odhと U との間の染巴休欠失に基ザ くものと考

えられるが,各々の突然変相本の間での欠-/kのF''_度は,大多数のものの問で,必ずしも同

じでなかったのではないかと考えられる.

53.不束全 トリゾ-ミック Nl2原系について (辻田光雄)

Nl2,/oa/十Oaxoa/C)a の交配により Nl2/oa,Nl2/oa/十Oa,oa/oa/+Oaおよび oa/oaの

4型を/とずる.これらの4型のうち,淡現JF-1_が正常非油蚕は発lfJが遅れ勝ちで,その出現

数も他の3型に比べて著しく少い1).この正常非池蚕を飼い上げてoα油蚕と交配した結果

を述べる.

通例+/oaxoa/oaの交配では,正常と oa油蚕が大体 1:1の比に牡ずる.併しと記の

分離により生じた oa/oa/十Oaxoa/oaの場合には,正常よりも池蚕の-)Jが著しく数多く現

われる.このような異常分離および次に述べる精T調抑ri4の成熟分裂に現われる染色体の観

察結果は ♪〃2原糸が不完全 トリゾーミックであるという考え方を支持する.

Nl･2/oa/十Oaおよび oa/oa/十Oaの榊体の精rV細胞の成熟分裂の赤道板に現われる染色体

には28コのものと27コのものとが見られる.但し後者の見られる頻度は少い.TTLNl2

1) 研究所宰相 8号:48-49.
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原系が完全な トリゾ-ミックであれば,こうい う異常は考えられない. ところで トリゾ～

ミックを構成する3つの染色体の うち +oaを有する染色体が破片染色体 (十Oaを以て示

す)であるとすれば,これが自由分離にあたって,Nl2/oa/十Oaの場合かこは,Nl2/oa⇔ 十Oa,

N l2ぐ〉oa/+OaJ,Nl2/十Oa⇔ oaの3通 りある筈であ り,Oa/Oa/+Oaの場 合 に は oa/oa⇔

+oa,oaぐうOa/+Oa,の2通 りの筈である.これらのうち最 初 の jV72/oa鉛 +Oa と oa/oa

ぐラ十Oaなどの分離をなす染色体は,他の正常な対をなす染色体と多少ちがった行動 をな

し,赤道面より外れているため,-平面上に見られないとすれば 27コの場合が理解でき

る.実際第-精母細胞の分裂の側面観で,赤道面をはずれ紡錘糸中にある染色体が見られ

ることがある.

十Oaが除かれた Nl2/oa型の個体の成熟分裂中期に見られる染色体はすべて 28コであ

る.なお Nl/十 若しくは Nll/十 に M 2 原糸を交配して Nt/+/十Oaあ るい は Nll/十

/十Oaの遺伝的構成をもつ不完全 トリゾーミックをえることも可能である.

以上述べた +oαの行動より見て,この破片染色体に紡錘糸の附着しているものと考 え

られる.

第 2研 究 室

54.コロシン トウリ果実成熟過程における苦味成分の変化 (小川恕人 ･古里和夫)

コロシソ トウリ(CitrulluscolocynthiSSchrad.)果実の苦味成分が成熟過程 におい

てどのように変化するかを苦味価によって調べた.

開花後 日を追ってコロシソ トウリ (No.1:白桂子系)果実を採集し,直ちに果 皮 を除

去してメタノール車に投入し 20分間加温 (50oC)後果実を粉砕, メタノ-ルで繰返し温

抽 (50oC)する.抽出分は減圧下で濃縮し,果肉 10g相当の資料を原点につけ水飽和酢

酸エチルを展開剤とする一次のペーパークl]マ トグ ラフ (上昇法 :東洋折紙 No.50)で

分析した.全資料を Rf値に応じて 41分割に分け,一定容の蒸溜水にとかし,これを原

液として逓減稀釈し,予め純 CitbittoIAについての味覚試験で苦味味覚聞値の判明して

いる正常味覚老3名について閲値法で各分画の苦味終末希釈倍数を求め,完熟コロシソ ト

表 Ⅰ. コPシソ トウリ果実成熟過程における苦味成分の変化 (苦味価)

∴

開
花
後
日
数

5

10

15

20

30(完熟)

CitbittoI

B C D E F G 汁

0.70*0.61*0.54*0.44*0.38*0.30*0.15*

2

6

6

0

0

0

6

9

5

1

0

6

2

1

20

2

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

6

2
0

0

0

0

0
0

0

0

0

6

0

0

0

0

0

0

0

0

4

4

4

0

0

2

0

0

0

0

0

6

2

4

0

3

3

1

0

0

4

4

2

0

0

2

2

0

0

0

2

4

3

9

0

7

9

0

0

1

=

rZ

:

(

(

(

(

(

6

0

8

6

0

1

9

7

4

1

9

5

2

1

1

*Rf値 (展開剤:水飽和酢酸エチル)
A項 ()内は果実一個当りの換算値
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ウリ果肉 10g 中に存在する CitbittoIA の苦味価を基準として,各資料の苦味成分の

苦味価を算出した.

表のごとく,完熟果実中には1昨年分離した苦味成分 "Citbittol"一種しか検出できな

かったが,未熟果中にはこのほかさらに7位の苦味成分を検出した.

前に分離命名した苦味成分 〟Citbittol〃を 〟CitbittoIA"と改称し,ほかの7杭を 〟Cit-

bittoIB,C,D,E,F,G,H"と仮称する.

苦味価で,CitbittoIA は全汚味成分の 90%以上を占める.一定果肉組織 委 当 りの

CitbittoIA含有量は花閲後5日目完熟時の 200倍にも及ぶ[都農壁を示すが目を経るにつ

れ著しく減ずる.果実-ケ当りの換算値でみると,あたかも CitbittoIAの代謝を暗示す

るがごとき特有の変化をとらえることができる.すなわち5日目から 10日日の問では6,5:'

半減し, 以降 20日目までほとんど一定量のまま推移し, その後 20日目から 30日日

(完熟)の問で俄に 10分の1に減量する.

現在苦味成分の代謝について検討している.

55.スイカとコElシン トウIJとの雑種 Fl尭熟果実の苦味成分 (小川恕人 ･下問 実1)

スイカ (CitrullusvulgarisSchrad.,･2二で,4ガ)とコロシソ トウ .)(CitrulluscotoI

cynthisSchrad･)との燕撞 Fl完熟果実中に含有されている苦味成分の分析を前項コロ

シソトウリにおけると同一の方法で実施した (71頁参照).

表 L スイカとコロシソトウリとの雑種Fl完熟果実中の苦味成分 (苦味価)

Citbittol

組 合 せ A B C D E

O.90* 0.70* 0.61* 0.54* 0.44*

C.vulgariS(乙女,2x)
×C.oolooynthis(No.1,2x)

U (富民,2ガ)
× U (No･1,2x)

74.0 1.4 1.8 0.4 0.2 77.8

33.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.0

〝 (大和クリーム2号,2∬) 106.8 3.8 0.6 0.0 0.0 111.2
× U (No.1,2x)
q (旭大和,4x)
× U (No.1,2x)
U (大和,4x)
× 〝 (No.1,2x)
〝 (富研,4∬)
× V (No.1,2x)
C.colocynthiS(No.1,2x)
×C.vulgaris(旭大和,2x)

C.colocynthis(No･1,2x)

Rf値 (展開剤 :水飽和酢酸エチル)

1)木原生物学研究所

85.0 1.8 0.6 0.6 0.2 88.2

42.0 1.8 0.0 0.0 0.0 43.8

56.4 0.6 0.4 1.0 0.2 58.6

81.0 0,4 1.4 0.2 0.0 82.0

1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0
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すなわち,果肉のメタノール抽出分を水飽和酢酸エチルを展開剤とする一次ペーパーク

ロマ トグラフ (上昇法)で分析し,資料を Rf値により41分画にわけ, コロシソト完熟

果実の一定組織中に含まれている苦味価を基準として閥値法による味覚試験の結果から,

それぞれの品位の苦味価を算出した.

表 Ⅰの如く,スイカとコロシソトウリとの雑種 Fl完熟果実車に有含されている Citbi-

ttoIAの畳は晶榎によって異るが,いづれもコロシソトウリより高い値を示した.CitbittoI

B,C,D,E,などは,交配したスイカの品位によって含有される量ならびに佐貫が異る.

スイカには苦味成分がないから,これらの苦味物質はいずれもコロシソ トウリに由来し

ているものと思われる.事実,これらはすでにコロシソ トウリの未熟果肉中においてその

存在をm:('Eだされている苦味成分ばか りである (71貢参照).

要するに,コロシソ トウリにおいては果実の成熟過程においてこれら苦味物質が苦味の

ない物質に変化し成熟期には存在しないか,または CitbittoIA の場合のごとく極めて少

量しか残潤しないのであるが,兼任ではかかる代謝系の進行が阻止されるか,或いは緩徐

のため完熟果中にも多量に残溜するものと推定される.

56.CitbittoIA の制癌性 (小川恕人)

三三シソ トウリ果実の苦味性配糖体 Elatericin-Bが Sarcoma37に対 し制癌性のある

ことが LAVIE('57)によって磯子.lLされた.本物質は毒性強く役L=J一限界は宿主体重 g当 り

4㌢という.

CitbittoIA とは筆-新F,('57)こより分離されたコロシソ トウ リ(Citrulluscolocyn･

thisSchrad.No.1,r'l種子系)果実の片珪性fVE糖休で (71頁参照)分析の結果明かに
ElatericinB とは異る.

生後 2-3カ月目の Wister系ラットに吉田肉腫を移殖直後, 腋下郡皮下に CitbittoI

A を注入 (宿主体重 g当り,50γ及び 5r)し,肉腫細胞の分裂頻度,宿主の全身所見

(食思,旗水,責症,転移など)ならびに延命効果を観察した.

肉腫細胞の分裂頻度は,注入 48時間目一時的減少が認められた (5%水準で有意義)

が以後再び対照群との差はみとめられなくなった.

腹水貯滞,黄症発現は移殖後 1週間まで対照群と同程度に認められたが 10日日頃より

俄か忙全身所見好転し対照群(15例)全例 10-13日目の間に死亡したのにもかかわらず処

理群は腹水,黄痘ともに消失し,17日目に死亡した1例の外は 24例 100日以上生存を

みた.上記投与量の範囲では局所ならびに全身所見ともに特記すべき毒性をみとめない.

以上の点から,本物質の制癌作用は肉腫細胞そのものに働くというよりは 2次的のもの

であろう.

57.アカハライモリ発生初期における骨格筋蛋白質分化 (小川恕人)

動物の発生初期における筋蛋白質分化の研究はもっぱらニワトリを対象に進められてき

た.しかし,ニワトリでは筋蛋白質の分化が酵卵後短期間で完了するため,その間の分化

機構を詳細に追及するには必ずしも好適な材料ではない.アカ-ライモリ(Triluruspy-

rrhogasterBoie)は発生経過が緩徐かつ典形的でしかも基礎事項の調査がゆきどどいて
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いるなど都合がよい.

成熟アカ-ライモリの骨格筋よりアクチンーGおよび ミオシンを分離 し,家兎に注射 し

て抗血清を得,受精後日を追って (20±loCで飼育)調製した旺抽出液との沈降反応を行

うことによりアクチソおよび骨格筋 ミオシンの発現時期を調べた.抗血清は予め吸着試験

によってその特異性を高め,力価を検定し,血清力価を 1:512に補正して本実験に 用 い

た.

成績は表のごとく,アクチンは受精後 140時間日,発生第 19期 (髄旺第4期)に, ミ

オシソは受精後 176時間日,発生第 24期 (尾膏前2期)に発現する.それゆえ, ミオシ

ンの発現はアクチソに約 36時間,発生段階にして約3期遅れる.

表 I･ アカ-ライモ リの発生初期における骨格筋蛋白質分化

発生段階 肱の数 実験回数
皮(琵晶 霞)点 1回の安
~ - -~ . 験に用い
Actin Myosln た旺の数

18 12 2 6

19 12 2 1:20 - 6

20 12 2 1.･40 - 6

23 12 2 <1:160 - 6

24 12 2 1:160 6

25 12 2 <1:320 6

26 12 2 <1:320 6

対 照
(末受精卵)

24 2 12

アクチソ, ミオシソ両蛋白が揃い,生化学的に骨格筋の分化が完了するのは,一番最初

に体躯の運動が認められる時期 (発生第 29期 :尾管第 5期)より74時間早く,始めて

組織学的に筋組織が観察される時期 (発生第 34期 ･前肢第 2期a)よりは実に7日余 も

先んずる.

ニワトリで得た結果では,骨格筋蛋白質の分化においてアクチソが常に ミオシソより先

に分化する.アカ-ライモリの場合にもアクチソが ミオシソに先んずることがわかった.

心筋の分化では ミオシソがアクチソより先に現われる (EBERで'53;小川 '57)から,心

筋 と対象的な骨格筋蛋白質分化の際にみとめられる両蛋白質発現順序はニワトリに限らず

動物発生初期における普遍的現象であることが立証された.

58.妊娠血清の細胞分裂促進性 (小川恕人)

幼生組織中には細胞分裂促進性物質がある (ANDRES,'55;小川,'58). 妊娠時の母体

はかかる細胞分裂物質に対しどのように対処しているかを調べるため妊婦血清の細胞分裂

に及ぼす影響を同年令の非妊娠女性の血清を対照にして調査した.当初は自己保全の意味

で組胞分裂抑制所見を期待していたのである. この考えは妊娠ラットに吉田肉瞳がしばし
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ば移殖し難いか,移植されても肉陸の増殖が非定形的経過をとる例の多い事実を理解する

のに都合がよい.

生後 2-3カ月日の Wister系ラットに吉田肉随を移殖後 48時間日,体重 100g当

り妊娠 10カ月目の妊婦血清 2.5ccを腹艦内に注入し吉田肉腫の分裂頻度を観察 した.

その結果予期に反して注入後 6-7日目妊婦血清が肉陸細胞の分裂頻度を明かに上昇せし

めることが判明した (対照群に対し5%水準で有意義).処理群の分裂各期 の 出現 率 は

Chi-square-testの結果対照群に対して有意差をみとめない (p-0.99-0.98).

1() (日)

図 1.妊婦血清注入時の吉田肉瞳細胞分裂中期の出現率

(全細胞 10,000コ中の実数)

妊婦血清中の細胞分裂促進物質は胎児組織に由来したものであろう.担癌動物 (小川,

'57)や肝部分切除後の残存再生肝組織を有する動物 (小川,'58)においても天然の細胞

分裂促進物質が体液中に拡散分布していると推定される所見がある.

細胞分裂促進物質の存在にもかかわらず妊娠母体や再生肝組織をもつ肝部分摘出動物の

正常体細胞がその均衡と安全を保っているのほ分裂物質に対する括抗性因子などの存在に

よるのでほなくして分裂促進物質の作用があくまでも細胞をして分裂状態 に入 る ｢ひ き

金｣の役を果すに過ぎず (MELLER,'56)分裂するか否かは細胞自体に主体性があるため

と解せられる.

例えば,細胞分裂促進性化学物質 Kinetin;Na-Glucuronateはともに発生初 期 の腫

(小川,'59;75頁参照)肉腫細胞 (小川,'58)再生臓器細胞 (小川.'58;76頁参照)の

ごとき分裂活性状態の細胞に対してのみ有効なのである.

59. アカハライモリの初期発生に及はす Kinetinの影響 (小川恕人)

植物細胞の分裂促進物質として錬白子の DNA より分離 され た Kinetin(6-Furfury-

1aminopurine)(MILLER ら,′55)が動物細胞 (小川ら,'57)や原生動物 (GUTTMAN

ら,'58)の分裂増殖に対しても有効なことが判明するに至 り,本物質が生物体細胞の分裂

増殖に本質的役割をもっていることが推定されるに至った.ここにおいて,細胞分裂の極
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めて旺盛な発生初期の旺に対する本物質の作用を,臓器形成の均衡性に及ぼす影響をも考

慮しつつアカ-ライモリ(TrituruspyrrhogasterBoie)を用いて調査した.

3段階濃度 (10‰,1‰,0･1%o)の Kinetin溶液中にてアカ-ライモ リ肱 を飼 育 し

(20土loC)腔の成長経過を観察した.図Ⅰは発生第 20期 (髄旺第5瑚)より処理を開始
した場合の一群 10コの性の平均成長曲線である.

I 5 10 1う (日)

図 Ⅰ･Kinetin処理の際のアカ-ライモリ旺発生経過

図のごとく,Kinetinはアカ-ライモリ膝の諸臓器分化をよく正常の均衡状態に保った

まま明かに成長を促進する.その最適量は1‰濃度の場合で,処理7日日よりいちぢるし

い成長促進性を示し (1%水準で有意義)その効果は長期に亘って特続する.もっともい

ちぢるしい効果のあらわれている時期の促進性は約4発生段階 (20土loCで飼育して 120

時間)に相当する.

とくに,Kinetin濃度の如何にかかわらず,また処理開始時期を更に発生早期に求めた

場合にも生長促進効果の現われる時頼が発生第 32捕 (平衡拝後期)以降に限局されてい

ることは軽視できない.

60.肝部分切除残存肝組織の再生と Na-GltlCurOrLate. (小川恕人)

肝部分切除後における残存肝組織の再生経過は肝切除量によって異る.切除量がおおよ

そ 50%以下の場合は,分裂形細胞の出現率高 く残存再生肝組織の増加率も順調であるが,

60%を越えると残存肝組織の膨潤肥大著しく,分裂形細胞は全く認め られ ない (小川,

'58).

本題では切除が広汎にわたった場合 (700/o以上)における Na-Glucuronate投 与効果を

同物質が細胞分裂促進物質としての立場 (小川,'58)から,再生肝細胞に及ぼす 影 響 を

中心として検討した.

Na･Glucuronate投与量は細胞分裂促進性もっともいちぢるしい量,すなわち宿主体重
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100g当り750mgとした (小川,'57).

実験の結果,Na-Glucuronate投与群では,切除量 700石以上に及んでも分裂頻度対照群

より高く (図1),また再生肝組織の膨潤肥大がよく防止され,あたかも切除が広汎 にわ

たらない場合のごとき順調な肝組織の再生経過を示した.

50 100

切 除 丘

図 1.Na･Glucuronate投与時における肝切除量と分裂頻度
● 対照群 ○ 処理群

61.Steroidを用いる血清反応の反応機構に関する研究 (小川恕人)

Wassermann反応や C.C.ど.T.など Steroidを用いる血清反応には実用上重要なもの

が多い.しかるに,それらの反応機構について知るところは甚だ少い.ここでは C.C.F

T.(Cephalincholesterolaoculationtest)を例に反応機序を調査した.すなわち,実施

上の諸条件は厳格に原法に準じ 試薬の一つである Cholesterolの化学構造を変化 せ し

め,これにともなう反応成続の相違から Cholesterolの意義を明かにしようと試みた.

用いたCholesten-5,7-Ketocholesteryl-acetat,3･3-DichlorchoresterolおよびCholes･

ten-5･dioト3.4の5種である.

表のごとく,Cholesterol(原法)で強陽性から陰性まで各種程度に沈降反応が現われる

血清でも Cholesterylacetat(Ⅰ);Cholesten-5(ⅠⅠ);7-Ketocholesterylacetat(ⅠII);3.3-

Dichlorcholesterol(ⅠⅤ)を用いた場合は全く反応陰性である.しかるに,Cholesten-5･

dio1-3.4の場合はアラ･アザール疾患患者血清を除き各位疾患患者の場合のみならず健康

人血清ででも強陽性を示す.

いままで,Cholesterolは単に ｢血清蛋白吸着の中核になるにすぎないのであろう｣と

漠然と考えられていたが,以上の成苗から Cholesterolの3位の炭素に結合した遊離の水

酸基が重要な役割を果していることがわかった.

Cholesterol(原法)を用いても Cholesten-5,dio1-3.4を用いても反応陽性を示す血清

(肝睦疾患者)で,まづ原法により沈降する蛋自分を十分除去してから Cholesten-5,diol-
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蓑 L Cholesterol誘導体による反応成績

No. 性 年令 疾 患 名 原法
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実験手技上の対照

12時関目所見

3.4を用いて試験すると再び沈降反応がみとめられるし,逆に Cholesten-5,dio1-3.4で

反応を繰返し吸着完了した後ででも Cholestero日原法)で沈降反応がみとめられるから,

Steroid主核の3位の炭素に結合した水酸基に反応する血清蛋白と,4位の炭素に結合 し

た水酸基に反応する血清蛋白とは違ったものであると推定できる.それゆえ,1:2JCyclo-

pentanoperhydrophenanthreinの水酸基の位置が Steroidを用いる血清反応の性格を決

定しているわけである.

62.三色スミレ花色の遺伝生化学的研究 (遠藤 徹)

1. アソ トシアニソ色素の構造.

三色スミレ ViolaxWittrockianaGams.(染色体数 2n-48)の1系統 SwissGiant
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Pansyの花色変異に関与する 6位のアソ7.シアニンを aC1,aD2,C3,D4,C5,Dbtとすれ

ば, その構造は主としてベーパ-クロマ トグラ法による研究から次のごとく推定 され た

(植物学雑誌 72:10-19).

aCl: Cyanidinj-p-coumarylglycoside

aD2: delphinidin-3:5-p-coumarylglucorhamnoside

C3: Cyanidin-3-glucorhamnoside(keracyanin)

D4: delphinidin-3-glucorhamnoside(tulipanin)

C5: Cyanidin-3-glucoglucorhamnoside

D8: delphinidin-トglucorhamnoside

以上の中,aD2は青色花の,C3赤色花の主要色素であり,blotch部分の色素は aD3の

外に少量の aClを含む.

これらの色素の化学構造上江日すべき点は配糖体成分がすべて glucose と rhamnose

とから成ることであり,共存するフラボ ノール 配糖体 rutin(quercetin-3-glucorham-

nose)の酢部分も同様である点は glycosidation機構の共通性を暗示させるもので あ ろ

ラ.

なお従来,濃青紫色の主要色素とされ て きた violanin(delphinidin-3-p-coumary1-

glucorhamnose)の構造 (KARRER '33)と,これに対応すると思われる本材料 の aD2の

構造とは糖残基の点において僅かながら一致しない.

2. Fl邦枝におけるアン トシアニソ色素の分析.

シアニック5品種,アシアニック2品種との交配から得られる 20線の Fl雑位に出現

するアソ トシアニソをペーパークロマ トグラフ法で分析した.その結果,シアニックとア

シアニック品種間の 10組の Flでは,前者のアソ トシアニソ群は,たとえ量的に減少す

ることはあってもすべての種類の色素がそのまま Flに伝達され,相反交雑においても差

異のないことが認められた.

これに反してシアニック品性間の 10組の Flでは,同系統の色素群を含むものの間で

は量的に多い品種が少い品種に対して優性であるが,異系統間すなわち delphinidin配糖

体を主成分とする青色系統と cyanidin配糖体を主成分とする赤色系統の品種間の Flで

ほ, 青色花の主要色素 aD･Zは

赤色花の主要色素 C3に対して 混糸(ALpangLow)

常に優性であるが,その他の従

属色素群の優劣性関係は極めて

複雑である. たとえば aClは

ある組合せでは異常な増加が認

められ,D4は C3に随伴す る

傾向があり, C5ほほとんどす

べてのFlに出現するが,D6の

出現は不規則的ないし不明瞭で

aCI C3 D4 C5
P 十

紫み青(Lot(eofThun)
aCl aD2
十 十十

F,= ～ aCICZEb C3 DL C5 Dd十十 十十 十 十 十
紫
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ある.これらの分析結果の詳細は近く発表 (遺伝学雑誌)されるが,個々のアソ トシアニ

ソの遺伝的行動の1例を図示しておく.

第 3研 究 室

63.サルモネラ相変異頻度の変更 (飯野徹雄)

サルモネラ菌の鞭毛抗元相の変異は,二相抗元の特異性を規定する遺伝子 H2の活性状

態の揺動変異によって起る (昭 31年度年報).同変異は通常の突然変異に比しかなり高頻

皮 (1細胞 1分裂当り5×10~3-10~5)で起 り可逆的である.しかも異った活性状態のH2

を,導入により他の細胞に移し得るから,単なる生理機能の変化のみでなく遺伝子構造の

変化を伴っていると考えられる.

H2活性の変異性を解明する手懸 りを得るために,変異性を変更させる遺伝的および環

乾因子を検索し次の結果を得た.

(1) 遺伝的田子 :自然より分離されたサルモネラ群の単相系統を検索し,S.abortus-

eguiの二相単相殊に H2活性を安定化する遺伝的因子 Tn 2~を見出した.同血清型に属

する2株,CDC-26および SL23は二相単相塾で enx抗元を持つが 10-9以下の叔度で

稀に-相 (a抗元)細胞を生ずる.a塾細胞は安定な-相単相分枝系とな り抗 a血清で選

択することによって稀に二相 (enx一抗元)単相-の復帰型が得られる.-,二相単相塾共

に Ahl~による単相系統 (昭 32年度年報)と異な り,運動性のない分枝系を分断 しな

し､.

二相塾の培養よりファージP22を用いて復相型サルモネラ,例えば S.fyphimurium

TM2i:1.2,の-相培養-遺伝子導入すると,Hlaおよび H2en3=導入型がそれぞれ等

しい頻度で得られ,ew 導入型の 70oAが復相塾より二相単相塑-変化する.す なわ ち

Vh2~は H2enX と連関して導入される.逆方向の導入では不精性 H21●2が Vh2+ と同様

な頻度で達関して導入されるために a:1.2復相塾と a:単相型とが得られる.

γ九2 と大腸菌等の mutatorgenes,トウモロコシの COntrOllingelement,或いはショ

ウジョウエバを始めとする斑入塾位置効果との関連性は興味深い問題であ り更に研究を進

めている (Genetics1959発表予定).

(2) 環境因子 :S.typhi仇urium の二相単相系統 SW 1061(A7(1~HllH･11･2)(昭 32

年度年扱)を用いて種々な培養条件の H2活性変化に対する効果を検討した.-,二相細
胞の比率の測定には半流動平面桁地を用いた.

SW 1061は標準培養 (Penassaybroth,37oC)で-細胞-分裂当り3×10~4の頻度で

不活性 H2の活性化を起し,その約3倍の頻度で不活性化を起す.低温培遊,培地 pHの

変更,Na-azide,chloromycetin,streptomycin,formaldehyde,iodine,methylgreen,

bromouracilあるいは 且uorouracilの 3時間高濃度処理,20時間低濃度処理等何れも

H2 活性の変異頻度に対する効果はみ とめられなかった.acrinavin処理では,実験区に

より効果の現われる場合 と現われない場合 とあるが,有効な場合には活性化力向-の変異

の著 しい増大がみ とめられた.
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64.サルモネラの鞍毛形成および運動性の遺伝子分析 (飯野徹雄)

サルモネラ菌の鞭毛の形成 および運動に関与する遺伝子群を S.typhimurium TM2

より誘導した非運動性突然変異株を用いて分析した.変異体の選択には半流動平面培養あ

るいは chi-ファージとの混合培養法を用いた.

突然変異株は表現型から2群,Mot~および Fla一に大別される.Mot~は3系統に よ

って代表され,形態的にも抗元型についてもTM2と相違のない鞭毛を生ずるにも拘わら

ず全く運動性を欠く.何れも同一 cistron内の突然変異で相互導入によりtrail様増殖が

生じない.Fla~は何れの抗元相でも鞭毛を全く形成せずまた抗元特異性 もない. 12の

Fla~系統は 6cistron群に別れる.これらのうち第 1cistron(2系統を含む)は Hl,

Ahlと連関している.雛 5cistronでは最も高頻度で突然変異が検 出され (6系統を含

む),特に SL488,SL490および SJ53系統については反復突然変異が認められた.

一方母系統と同じ抗元型をもつが形態的に讐曲が著るしく (curly), 運動性の劣った鞭

毛を生ずる S.typhimurium の一系統,SW577を分析の結果,撃雪曲鞭毛は-相にのみ

現われること,また同型は-相抗元特異性を決定する遺伝子 Hl内あるいはそれと密接に

連関する座の突然変異 (Chl+-ChlS)によって生じたことが明らかになった.

現在までに分析された鞭毛形成および運動性に関与する遺伝子の連関群は図1に綜括し

て示される.これら遺伝子の鞭毛形成過程における作用点は図2によって模式的に現わさ

れる (第 7回国際微生物学会に発表).

FJQ.Ah.Ch.H.

Vh▲ AhLH.

Mot R0
---｣｣三~~→∴

≡ ≡ : M.I

p由 ｣

図 1.鞭毛形成および運動性に関与する遺 図 2.軌宅形成過杵に二三三ける遺
伝子の連関群(遺伝子導入分析による) 伝子作用点の分布模式図

65.Neurosporaの細胞微細構造について (津田誠三)

遺伝子作用の生物微細滞道に及ぼす影響を調べる目的で,Neurospwaを研究材料とし

て,分子細JJla学 (molecularcytology)的方法により次のような研究を行った.

(1) Wildtype: 先ず Neurosporaのwildtypeの菌糸細胞についてDNA,RNA,

蛋白買, リポイ ド,炭水化物,現泊酸脱水素酵素の細胞内vn-)分布を明らかにして,勘 こ電

子蹟徴鏡で紳IFE学的研究結果と対応した.細胞内物質の分布状態と細抱の微細構造を観察

した.なお位相差姐ri徽鐙による観察では,隔膜のほぼ中央の小孔を通 じて,細胞から細胞
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-菌糸の生長方向に向って活澄な原形質流動が見られる.

(2) 二 ･三の mutant:Osmoticmutantstrain は hemicellulase添加培地で

protoplastを造るが,電子顕微鏡による観察では完全に細胞質は欠失し,細胞質膜のみで

包まれた球形の細胞である.

lnositolrequiringmutantは wi1dtypeと比較して,非常に薄く,不規則な凹凸のあ

る細胞睦で包まれている.また inositol添加培地で Neurospora は細胞内に多量 の

PAS反応陽性の,電子顕微鏡では無構造の物質を蓄積するが,現在この蓄積物質 の定 性

分析を行っている.

なお呼吸酵素系の不規則なpokymutantstrainについては, ミトコソドリアの形状に

甚だしい変化が観察される.

以上のように二 ･三の mutantを用いて,wildtypeの微細構造と比較を行い,遺伝子

作用の分子解剖学的立場より検討を加えつつある.

E･応 用 遺 伝 部
第 1研 究 室

66.家鶏の産卵能力と検定場所の影響について (山田行雄 ･伊藤寿孝)

家鶏の能力検定に際して,たといそれが後代検定であれ,姉妹検定であっても,娘鶏を

異なるいくつかの検定場において検定し,それらの記録を綜合して選抜規準とす る こ と

は,わが国の如き小規模な施設においては必然的に起る問題である. しかし,若し環境と

迫伝塾との相互作用があった り,検定場の差による影響が余 りに野著であれば,かかる検

定方式は妥当でない.

これらの問題を究明するべく,合計1,580羽から或る研威 ロック種の集団において,初

産後300日間の産卵指数と性成熟に関して分析が行われた.その集団に関する程々の統計

量は表 Ⅰの如くである.同一繁殖群の中で,半姉妹鶏ほほほ同数ないしは検定場の規模に

従って比例的になる如くそれぞれの検定場に送って育雛から検定終了までその検定場に置

かれたが厳密な意味では標本の無作為化は充分ではなかった.

表 Ⅰ.分析された集団統計量

鶏群 父親の数 娘鶏の数 検定場の数 性成熟 産卵数

A 14 771 21 199.68 196.55

B 9 276 11 195.05 181.71

C 9 533 13 200.65 198.27

計 1580 45 199.23 194.31

分抑 こ使用された数学的模型は

YりたF FL十Gl十Slj十Llk+(SL)ljk+eりkl

で,Giは i番目の鶏群,Sljは i鶏群における 3'番目の父親, Lほほ i鶏群におけ る

k番目の検定場,(SL)iJたは前二者の相互作用, そして eりklは同一検定場における半姉
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妹の間の機会的誤差である.

分析の結果は蓑IIの如くで,推定された分散成分は,性成熟に関しては,o･S2-52.66,

0･L2-194.21,0･sL2--41.28そして o･e2-828.59;産卵指数に対 しては,o･S2-15.03,

0･L2-125.41,0･sL2-一34･90そして de2-3602.47であった. すなわち場所の差に起因す

る分散は可成 りに大きいが環境 と遺伝塑 (半姉妹平均)との相互作用は実質上等に等 しく,

選抜に際して多くの検定場においての記鋲を集計 して差支えないことを示 しているが,検

定場の差にもとづ く分散が相当に大きいことは,単なる平均値を選抜規準 とす ることなく,

各検定場の平均からの偏差を以て表わす-)J式を採用すべきことが示唆される.

表 ⅠⅠ. 平方和 と分散成分の係数

t : -::~二~ 二~ _ : -: ‥ ‥ ∴ 二: I
r

Siz7LBST･L--3-GGss:LH l'-48:Sl千 ･-2345-:26g';1,堀 接

なお,推定された分散成分にもとづ く- リクビリティーは,性成熟 と産卵指数に対 して

それぞれ 0.204と 0.016であった.

67.帰化時期と父家系との相互作用について (山田行雄)

2月上旬から4月下旬までに酵化 した,15羽の父親家系に属す る総計 970羽の横斑 ロ

ック種つ雌鶏について,醇化時期 と遺伝塾との問に相互作用が存在するか否かについて研

究された. 形質は初産後 300日間の産卵指数 と性成熟 とで,醇化時期は3期に分類され
た .

産卵数に関する分析の結果は表 Ⅰの如 くで,父家系 と糖化時期 との間の相互作用は極め

て有意であった･平均値の荷重平方による分散 表 Ⅰ･ 産卵数についての分散分析

分析の結果,嫡化時期の差にもとづ く分散は極 (平均値の荷重平方の方法による)

めて有意であったが,父親の差にもとづ くそれ

は有意水準に達 しなかった.
要 因 自由度 平均平方和

一方性成熟日令に関 しては,相互作用は存在 婿化時期 2 25,606･21**

しなかったが,照化時期の差 と,父親の差とに 父 親 14 911･63

起因する分散は ともに有意水準に到達 した.

以上の結果から,将化時期に対する記録の補

相互作用 28 4,596.18**

誤 差 925 2,670.68

正は,産卵数に対 しては不適当であること,お 桝 1%水準で有意

よび必然的に醇化期間を延長させる所謂 doubleまたは multipleshiftによる改良 方 式

も再検討されるべきことが示唆された.このことはまた,同一家系に属する娘鶏を多 くの
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検定場において検定する場合に,出来る限 り糟化時期を短縮すべきであることをも示すも

のである.

68.家鶏の発育段階における体重のヘリクビリティーと相関 (河原孝息)

1957年貯化の白色レグホーン積,雌 (当研究所所有の, 少なくとも過去数年間,体重

について無選抜の鶏群)302羽について, 異なる発育段階 (4,8,12,18適合,初産時

および成時として4月)の体重について,-リクビリティ-および成体重と各時期におけ

る体重との問の表塾および遺伝相関係数を分散および共分散分析によって推定した.

これらの結果は,表 Ⅰ,Il柾-,i-1･した.すなわち,いずれの発育段階における-リクビリ

ティーも一様に極めて高く,発育段階による差は小さい. しかし成長期の-リクビリティ

ーは成時のそれに比して多少高く推定された.

表 I. 発育段階における体重の-リクビリティー

表 ⅠⅠ.各発育段階における体重と成体重の相関係数

**1%水準で有意.遺伝相関係数の有意性の換走は行われない.

成体重と成長期における体重の相関も非常に高く,発育に伴なって遺伝および表塾相関

はともに高くなる.休重の-リタビリティーが高いことはその選抜に際して個体選抜が充

分に有効であることを示し,4週令体重と成体重の遺伝相関係数が,0.573であ るこ と

は,4週令体重が成体重の早期尺度として役立つことを示している.
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69.家鶏における体重のヘテローシス発現の時期について (河原孝忠 ･市川 舜1)

体重における-テロ-シス発現は試験に用いられる品程または系統によって著しく異な

る.著者らは,軽種 と重積の交雑 Flが両親系統の中間体重を示す という多くの報告があ

るが,発育段階によって体重を異にする場合が多いので,各発育段階を追って-テローシ

ス発現の時期を考察した.材料鶏は 1956年より1958年に至る3カ年問に梓化した,白

色レグ ホ-ソ種 (曜種,以下 WLで表わす),概要王プリマスロック瞳 (重種, 以下 BPR

で表わす)およびそれらの正逆交雑 Fl雌,総計1,348羽について,0,4,8,12および

18週令における体重を測定した.これらの材料親は少なくとも過去数年間は体重につい

ての無選抜の集団であり, その材料親における平均近交係数は,WL-0.034,BPR-
0.092であって,この交配様式は,純粋種と交雑 Flが半姉妹になるように交配されたも

のである.各発育段階における各群の平均体重,標準偏差およびそれらの比較 検 定 は表

Ⅰ,IIのごとくであった.すなわち,純粋柱間の比較においては, 0遇は卵重量の影響を

受け WLが大きいが,次第に BPRが重くなり8遇令においてほ大きな差異 が み られ

表 Ⅰ･ 各発育段階における平均体重と標準偏差

扉 i5i5 iii i ii j 5頑

交 雑 組 合 せ ≒ r O 4 8 12 18過

35.9 216.6 560.1 861,9 1174.7
(3.98) (39.79) (95.39) (146.00) (151.30)
34.6 219.3 625.7 1013.6 1466.0
(3.41) (36.29) (112.30) (242.90) (222.00)
35A 231.9 616.4 959.1 1302.1
(4.24) (32.31) (77.15) (145.80) (164.20)
33.2 230.0 620.0 995.0 1393.5
(3.20) (31.92) (81･94) (143.00) (120.50)

註 :措弧内は標準偏差

表 ⅠⅠ. 発育段階における各群の体重の比較検定

比 較

WL:BPR

WL?×BPR8:BPR?×WL8

WL:WL?×BPR8

tの 値

0 4 8 12 18過

4.73** 0.94 8.40** 10.10** 19.52**

7.04** 0.70 0.55 2.90** 7.14**

I.69* 5.69** 2.76** 11.00** 10.59**

B,WppLRR:::BTppLRR999XXxBW;LRL888pl…曇 …:5:4::*… …':2:≡;; 1…':≡;** 11…'Ii7i*:*

**1%水準で有意,*0.10>P>0.05

1)特別研究生, 酪農学園短大
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る,純粋種 と交雑 Flの比較では4遇令で交雑 Flが重く,顕著な-テロ-シスが認めら

れるが,発育が進むにつれて次第に両純粋伍の中間体重を示した.一方,正逆交雑 Fl間

の比較では4遇令においては多少 WL9×BPR8 が重いにもかかわらず発育するに従っ

て BPR?×WLs が重くなる興味ある観察がなされたが, この間題は今後の研究に得た
ねばならない.

70.家鶏の体重における変異係数の変動について (河原孝忠)

材料鶏は前報に記載した WL,BPRおよびそれらの交雑 Fl,1,348羽について,0,

4,8,12および18週令体重の変異係数の比較を行った結果,図1のごとくであった.

′./へ､､′ ヽヽ

変異係数のこれら5期 の平均 は,

BPR>WL>WL?×BPRS>

BPR?>WL8であり, 純粁柾で

は重軽である BPRの変異が大きい

が,純粋種とそれら交雑 Flの比較

では0週を除いて常に交雑 Fl の変

ヽヽ 異係数が小さいことが認められた･
ヽ
いずれの変異係数も肺化より次第に

増大し,12週令でWLを除いては

最大になり18違令に至って減少す

る傾向を示した.

体重の発育 におけ るいわ ゆ る

〟Developmentalhomeostasis" の

[2 日 尺度として用 うることのできる変異

悼 朝 係数において純粋種よりもそれらの

図 1･WL,BPRおよびそれらの交雑 Flおけ 交雑 Flが小さいことは,交雑Flに
る体重の変異係数の変動

おいて 〟Developmentalhomeos-

tasis"が強いことを示している.また0週における差異は,母親に由来する環境効果も関

与することを示すものと考えられる.

71.家鶏の成長期における生存率に対するへテロ-シス (河原孝忠)

材料鶏は前報に記載した鶏群であって,本報第7号に報告した,1956年醇化の T2群

および事故死を除く総計 1,123羽について 18遇令問の究死率を比較,分析した. 3個

年を通じて,これらの紫死率は同じ傾向を示し,均一性検定が有意な差を示さなかったの

で一括して分析を施した.生存率の強さほWL?×BPRa,BPR9×WL8,WL,BPR

のJFUi位であって,純粋種間および交雑 Fl 問の正逆による差異は認められなか った が,

WL?XBPRaとWLおよび BPR間,BPR?×WL8とBPR問にlo/o水準の有意 な

差があ り,また,正逆交雑 Fl の総計群とWLおよび BPRの比較検定においては, い

ずれに対しても高い有意な差が認められた.成長期の生存率に対して交雑 Flは優れた性

能を有 しており,その究死率は,純粋種 9.6%に対し交雑 Flは,3.9%であって純粋隆
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の2分の1以下であった.

衰 Ⅰ.WL,BPRおよびそれらの交雑 Fl雌の擬死率 (18週令問)

品 種 又 は

交 雑 組 合 せ

WL

BPR

柴 死 鶏

No. o/a

WL 1.71
5513.75**

253! 29 11･5 711隼 ､＼
BPR?×WL2;

Fl
WL与'×BPR8

BPR!2×WL8

227 114.9W圭.メ

＼＼そ

×BPR8 0.93 ×WL8
~~｢軒｢~~1.71 ~~BPR-~~

＼ Fl//

15.85**

87

**1%水準で有意

72.ショウジョウバエにおける量的形質の突然変異率の推定 (山田行雄 ･北川 修)

量的形質の突然変異率は普通の可視的変異に対する推定法と異なり,遺伝的変異の増加

率を以て表わすことが出来る.形質としては量的形質のうちで最もよく分析が行われ, し

かも,殆んどの遺伝分散が相加的遺伝子作用によることの知られている腹部腹板4節と5

節とにおける剛毛数と左右胸側板の剛毛数とについて研究が行われた.

材料とした系統は D.melanogasterの Oshyoro-inbredで 85代以上 sib-matingを

つづけた系統で,実験の方法は図1の如くである.すなわち,近交系のSに対して, Ⅰ,

Ⅱ及びⅢ染色体にそれぞれ別な優性遺伝子を含む逆位をもつ系統 (HAl)の早を交配し,

Flにおいて,M-5/+;Cy/+;Ubx/+ なる平をH141に再び交配し,最後に Flにおい

て抽出した半数染色体を重複させ,ホモな系統を作る.かくして出来た系統の 8に対 し

て,(A)無処理対照区,(B)2000r,そして (C)4000rのⅩ線処理を行い,上述 の各処

理に対して,それぞれ 36,47および 30のホモ系統を抽出した.測定はそれぞれの系統

において,209,208の2回反復であったが,反復間に何等差が見られなかったので一括

し,平と8との平均値の平均を分析に供した.結果は表 Ⅰの如くである.(A)における36

系統の表現型の問の分散は,抽出過程における自然突然変異,抽出過程で稀に起る可能性

のある組換または機会的標本誤差 (環境変異をも含めて)によるものであるが,それらは

(B),(C)に共通するものであるから,(B),(C)における分散を検定するための誤差分散と

なり得る.そして (B)と(C)とにおける分散の増加は,それぞれの線量に対する遺伝 分

散の増加と見倣し得る.分散比検定の結果,腹部剛毛数においては,(B),(C)共に有意な

分散の増加が見られた.単純回帰による単位線量当りの分散増 加二は 0.000167ノγであ った.
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図 1.Isogenisationの方法

各染色体上の大文字記号は,優性遺伝子を含む逆位を示す.

p 纂 妾 等 99×-1 善 幸 8-1＼
+ 十 + M-5 Cy Ubx

Fl 苛 苦三苛芦 苛冒 三 甲 ×=--- =扇F=覇ヨ 81/＼
十 + + + 十 +

F2 扇冒 =苛 扇 =99×- - =苛 =≡ 雷 881

Lr′＼
F3
十 十 十

99×=皇 弓
+ +

十 十 十 十 十
Lt.5

他方,胸側剛毛数については,(B)においてのみ有意な分散の増加が認められた.

平均値に関しては,腹部,胸部剛毛数とも処理の間に有意な差は見られなかった.

表 Ⅰ. 剛毛数の平均と分数

抽 出 し た 腹 部 剛 毛 胸 部 剛 毛

ホモ系統数 平 均 分 散 平 均 分 散
処 理

Control 36 31.29 0.2714

2000r 47 31.18 0.9244**

4000r 30 31.17 0.9407**

15.19 0.4399

15,12 0.9034*

14.95 0.3748

7k*1%水準で有意 +5%水準で有意
(ロックフェラー財団の研究費による)

第 2研 究 室

73.陸稲と ｢赤米｣の競争力に及ほす肥料の影響 (酒井寛一 ･井山審也)

岡および酒井 (年報 No.6,p.73)は台湾の2水稲品種間の競争力が肥料その他 の栽

培条件により影響をうけることを示し,この際に作物に不利な条件下にも,競争力が強く

なることがあると報告している.著者等ほ,陸稲中に混入するイソド塾のイネ ｢赤米｣と

農林モチ1号の競争に及ぼす肥料の影響について実験を行った.肥料は5水準,すなわち

標準施肥量 (N:60kg/ha,P205:7.5kg/ha,K20:3･75kg/ha)の4倍,1倍,1/2倍,

1/4倍および無施肥の5段階で,各水準における競争力を,先 に酒 井 ら(年報 No･5,P･

66)により示された式の次のような変形により計算した.

a1-ao+(1-al)aoq
P=

ao(1-ao)
ここで,aDは最初の混合率,alは次代程子の混合率である.

農林モチ1号と｢赤米｣とを,｢赤米｣種子5%の割合で混播し,その収穫瞳子中の ｢赤
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米｣の混合率 (al)を調査した.これとともに, 赤米の農林モチ1号に対する繁殖率の比

(1-q)を知るために,各品種の単播区を設けた.これらの結果は表 Ⅰに示される.

表 Ⅰ. 赤米の農林モチ1号に対する相対繁殖率 (1-q),次代種子中の
混合率 (al)および競争力 (p).

α1 競争力
肥料水準 (1-q)

4

1

1/2

1ノ4

佃 施 肥

5

9

9

9

6

4

0

4

9

8

3

7

0

2

4

0

0

1

1

1

6

0

7

8

3

4

7

0

0

2

7

8

9

9

11

競争なしとした
ときの期 待 値

.0377

.0442

.0456

.0456

.0558

(p)

8

3

3

6

6

06

68

別

76

9

一

1

1

1

表 Ⅰによれば,4倍区では競争の効果は現われず,肥料水準の低下に従って ｢赤米｣の

競争力は増大することがわかる.この結果は,陸稲圃場の雑草である ｢赤米｣が地力の低

い場所では陸稲の集団中に増加して行く傾向のあることを示すものである.

74.イネの籾の大きさの統計遺伝学的研究 (井山審也 ･森島啓子)

イネの籾の大きさは,比較的環境変異が少ないので,集団内の遺伝的変異の推定に有用

であると考えられる.署者等ほイネの集団遺伝学的調査の基礎的知見をうるた獲)に,籾の

大きさの統計遺伝学的分析を行った.実験には,2組合せの交配が用いられたが,第1の

交配は水稲,木下儒(R春塾)×鳥穀(台湾在来種)で,第2の交配は陸稲,農林儒 18号×

｢赤米｣である.各交配ともに,両親品種,Fl,F2および F3系統を栽培し, 1個体から

10粒をとって籾長,籾幅を測定した. その結果から籾長,槻幅および長幅比について表

Ⅰに示す各塩の分散および共分散が得られた (第1交配の概長だけを例として示す).

表 Ⅰ. 木下精×烏穀の籾長の各種の分散と共分散

分 散 の 内 容
観 察 侶

Ⅰ Ⅱ 平均

F2 の分散 VF% :量D十壬H十EI

F3系統平射 底の分散 Ⅴ面3 '･量D+r16H十E2

F2 と F3との共分散 W F2/F3:喜D+皇H

F3系統内分散の平均 VF3 :与D十をH十El

個体の環境分散 El

系統平均値の環境分散 E2

0856 ,0871 .0864

0744 .0699 .0722

0434 .0425 .0430

0731 .0646 .0689

0381 .0318 .0349

0392 .0091 .0241

こうして得た各種の二次統計量にもとづいて, MATHER の方法により分散成分の分割

を行ちて,衰IIのような結果を得た.

第1交配では分散の観察値は,期待値とよく一致し, また遺伝子間の連鎖の影響は長幅
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比にみとめられた.第2交配の分散は期待値からの偏差がやや大きく,籾長に連餅の影響

がみとめられた.第1交配よりも第2交配の偏差の大きい原田としては,雑榎の不稔性に

よる分離比変化が考えられる.すなわち前者の Fl はほほ完全な稔性を示すのに対し,後

者の Flは約 50%の稔性であった.

表 ⅠⅠ.粗長,斑幅および籾長幅比の相加的遺伝分散 (D), 非固定的遺

伝分散 (班)および環境分散 (El,E2), 第1交配 :木下儒×烏穀,

第2交配 :陸稲農林儒 18号×｢赤米｣

形 質 歪 合 警 D H EI E2

組 長

籾 幅

籾長幅比

第 1交配 .0845土.0207
第 2交配 .1388土.0367

第 1交配 .0204土.0095
第 2交配 .0379土.0138

第 1交配 .0197士.0018
第 2交配 .0177士.0080

.0294土.0662 .0386土.0056 .0261士.0057

.1013土.1179 .0220士.0111 .0180士.0101

,0203土.0304 .0107土.0026 .0046士.0026
.0042士.0443 .0110土.0038 .0048士.0038

.0129士.0056 .0035土.0005 .0030土.0005

.0535土.0256 .0071士.0022 .0061士.0022

表Ⅱによれば,相加的遺伝分散の値は各形質ともに,その標準偏差に対して有意である

が,非固定的遺伝分散は推定の誤差が比較的大きくて,長幅比を除いては有意でない.F2

における遺伝力を計算した結果は,表Ⅲに示されるように,他の量的形質にくらべてかな

り大きいことが判った.環境分散は,前述のように各系統 10個体,各個体 10粒の測定値

によって調査したが,E2は Elの 1/10より大きく,また同一個体内籾間の分散は Elの

10倍より小さいことが認められた. これは籾の大きさに対して地力の影響と,個体別に

働くなんらかの環境の影響が存在することを示す.従って籾の大きさ,形は他の玉柏勺形質

に校べて集団内の遺伝分散の研究に有用であるが,その実際にはこれらの要因を考慮する

必要があることが知られる.

表 ⅠⅠⅠ. 分散の成分より計算された遺伝力,環境分散の大きさの比,そ

の他.第 1交配 :木下儒×烏穀,第2交配 :陸稲農林柘 18号〉く

｢赤米｣

環 境 分 散

To 粗間 個体 系統形 質 ,:合 警 連鎖 H/D h2F2 E凋

第 1交配
第 2交配

第 1交配
第 2交配

第 1交配
第 2交配

8
7

9
1

3
1

1
3

05
12

01
00

〓

6
8

0
6

7
9

7
1

3
3

5
5

6
8

4
4

8
8

9
4

2
0

6
2

7
9

9
1

5
0

4
5

3
6

5
3

8
0

5
1

5
3

4
3

9
1

5
2

3
7

9
1

6
03

]
+

t

I

+

I

0332 .0232
0099 .0158

0095 .0056
0017 .0037
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75.イネの育成品種に含まれる遺伝変異1) (酒井寛- ･D.V.Ariyanayagam)

自殖性植物の育成品種は,しばしば量的形質に遺伝変異を残していて,実際の栽培に う

つされてから,品位が変化した り,あるいは生産力が退化する原因になる. この研究は,

セイロンで育成され,農家に配付されている奨励品種の潜在的な遺伝変異を調べ,それに

もとづいて,原種国の新 しい経営法を示唆するために行われたものである.

交配育成種6と在来品種より純系分離法によって作られた品種2について範子の長さと

幅につき遺伝変異の大きさを予備的に調べたところ次のような結果を得た.

育 成 法 j 交 配 育 成 品 種 1純系分離品種

品 種 名 iH2

変
す
変
4
日

型
対
伝
剖
)

現
に
遠
の
ー

表
興
る
異

r

種子の良さ 【30･5

碍 子 の 幅 L20.9
r

HIO3!H105】

hu.I)_Htt-

44.8皇11.5
82･5I38･0日9･6
三三二6丁表T6TiT9To

l

㌫ 1盲 7斥 -3T IT6T5

1) 分散分析法により個体内変異と個体間変異を分け,それより環境分散と遺伝分散を

推定して,遺伝分散の表現型分散 (環境分散と遺伝分散の和)に対する割合を百分比

で表わした.

この予備的な調査の結果,各品種とも,多少の差こそあれ,かなりの遺伝変異を含むこ

とが察せられたので,H105,H106,H501の3品任につき,更に生産力に関係する二 ･

三の品的形質について遺伝変異の大きさを調べた.その方法は,各品 位から任意に選んだ

約 50個体から系統をつくり,それを2回反復の乱塊法で栽培し, 誤差分散と遺伝分散 を

推定 して,遺伝変異の全変与ri1-に対する割合を百分比で出したところ次の結果が得られた.

生産力に関する二三形質も種子の形のときとおな

じように,H106はきわめて遺伝変タ等性 が高 く,

H501は中間に,H105は最も低いことがわ か っ

た.ところが H106及び H501では,それらの中

に,異常に生産力の低い系統を約 5%含むことが見

出された.それでこれらの異常系統を除いて,残 り

EHIO5
r

草 丈 i 30･6
穂 数 7 0.8

収 量 F ll･6

H106 :H501

66.6 :47.1

__箪i l宣

の系統につき遺伝変異を調べたところ,H501の収二道に関する遺伝変異の割 合 は,20･2

から 2.0に激減したが,H106は 38.2から 31.0に減っただけで,なお高い価を示し,

この品種の遺伝的不純性が明らかにされた.

これらの実的結果を基 として,各品超内の遺伝子型の分布の状態を推定 し,育成品種に

おける系統選抜による生産力向上の可能性及び品種の漸次的向上を目的とする新 しい原種

園の経営法を示唆した.

1)この研究はセイロン国農業局作物研究室で行われた｡
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76･ 野生イネ集団における形質の変異 (続報)(酒井寛一 ･成瀬 隆)

昨年に続いてイン ドとセイロソの各地の野生イネ Oryzarujlpogon(0.Salivaspon-

tanea)と0.perennisを採集して,小樽の長さと幅の変異を調べた.採集した集団と場

所は表 Ⅰの如 くである.

表 Ⅰ.

種 名 摩団略号

0.rujlpogon CH

CN

JA
F-b

PH

T-1

T･4

T･5

TR

PT

SD

LT

0.perennis1CH

採 集 の場 所

Chinsurah

Canning

Jagatapur
Cuttack

Phagad
Samalkot

Samalkot

Samalkot

Trichur

Puttalam

Sadulgona

LahugalaTank

Chinsurah

Jagatapur
Cuttack

Cuttack

Cuttack

Baliguda

Phagad
Samalkot

採 集 位 置

インド 西ベルガル州

インド 西ベルガル州

イソド オリッサ州

インド オ リッサ州

インド オ リッサ州

イソド アソドラ州

インド アソドラ州

イソド アンドラ州

インド ケララ州

セイロン西海岸=

セイロン東海岸

セイロン東海岸

インド 西ベルガル州

インド オリッサ川

インド オ リッサ州

インド オ リッサ川

イソド オ リッサ州

イソド オリッサ州

インド オ リッサ川

イソド アソドラ州

調査した小穂の長さと幅の分散分析は表Ⅱのようであ り,また集団の平均値は表Ⅲのよ

うである.
表Ⅱ.小穂の長さと幅の分散分析1]平 均 平 方

要 因1自由度 = 表Ⅰから小穂の長さも幅も,

桂の間で,同じ種では集団の間小穂の長さ 】小穂の幅 で,更に同じ集団の中では個体

問に統計的有意差のあることが

判る.

個体内の変異は明らかに環境

変異 (または誤差変異)である

が,もし個体間,集団間または



柱間の変異を環境によるも

のでなく遺伝的な原因によ

るものと考えられ るな ら

ば,種の間にはもとより,

違った場所に生えている集

団の間にも,さらに集団の

中でさえも遺伝変異がある

ということになる.すなわ

ち,野生イネは小樽の長さ

と幅についてみると遺伝的

変異にとんでいるものと考

えられる.

表Ⅲを見ると,平均して

0.rujlpogon は 0.perQ-

nniSに比べて,小穂の長

さも幅もやや大きいことが

判る.ただし,同じ表から

直ぐ判るようにこの差は絶

対的なものでなく程の間に

重なりあいが見られる.

さて印度で採集した 0.

rujlpogoヶ乙について小穂の

長さと幅が地理的分布,特

に緯度の変化 と何か関係が

あるかをみた所,回帰係数

種 弓集 団

諾

盈

pH

m
塁

諾

諾

uo
S

o
d

d

n

J

L.0
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表Ⅱ.小穂の長さと幅の平均値

-i-一遍 凍 団 1,J義 蒜 .~｢二宗 ま 売

93

表Ⅳ.各地の野生イネ集団の小穂の長さと幅の遺伝力

小穂の長さ 1,順 の幅 日 程

0.7231 1 0.9328

斗二 F･j]

CH
JA
CT-A
CT-B
CT-C

BG
PH
SM

小穂の良さ :小穂の幅

0.7536
0.3312
0.5300
0.5828
0.6160

0.5314
0.1386
0.5536

0.7580
0.1310
0.1036
0.4098
0.8048

0.9125
0.3630
0.9929
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図 1

はほとんど零であって別に一定の関係は見られない.さらに各集団について小袖の長さと

幅の遺伝的変異の大きさを調べた.その方法は前年の報告 (年報8号 76貢参照)と同じ

に集団別に分散分析を行い,環境分散と遺伝分散を推定して,遺伝分散の表現型分散に対

する割合を計算した.それらの遺伝変異比 (遺伝力)は表Ⅳに見る通 りである.

図1は両形質の遺伝力の平均を地図の上に配したものである. これらの図や表 で見 る

と,一般に遺伝性が高いが, こ こで 興味深いことは 0.peren71isも 0.rujZpogonも

Cuttackまたはその附近の集団が遺伝的変異が目立って低かったことである.これらの結

果は次の機会にいままでの結果ならびに現在進行中の実験から得られる結果と合わせて総

合的考察を行 うつもりである.(ロックフェラー財田の研究費による)

77. 野生イネ OTUZaSalivaspontanea (ruRpo90Tt)の自然支配率 (酒井寛- ･

成瀬 隆)

植物のポリジーン形質を使って,自然交配率を推定する研究は酒井 ･井山 (1957)によ

って行われたが 同じ方法を野生イネにも使ってみた.材料はイソ ド東北部の Chinsurah

(Chi),セイロソの東海岸の Illuppaiyadichchenai(Ill),同じく Pottuvil部落内 (P.T.)

及びその附近 (p.p.)から無作為に採集された田本別の笹子である. 1958年にセイロソ

のベラデニヤ市においてシャ-レを使い発芽させたものをポットに移し,6月 24日に同

市郊外の水田ケこ植え移した.推定方法の詳細は,本年載7号を見て欲しい.

実験結果の分散分析および期待成分の分割ならびに推定 され た 自然交配率を表 Ⅰに示

す.

この表を見ると,ある集団 (Chinsurah)では自然交配率が大変高く約 50%であり,あ

る集団 (P.T,)では低く約7%であった.

ここで注意すべきことは,P･T･,すなわち Pottuvil部落内の集団は,農家の裏地に生

育 していた小さい集団であったことである.
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表 Ⅰ.野生イネの種子の大きさの変異と自然交配率の推定

I
要 因

系 統 問

系統内個体閃

佃 イ本 内

期 待 値

1

0.0005 Fo.0046 :0.0057 :0.0065 ;de2
■

oe2 ⊇0.0005
002 書0･0032

0.0046:0.0057;0.0065
1

幅の遺伝相関

95

とにかく表 Ⅰに得られたような自然交配率の変異がどのような原田によるかは明らかで

はないが,さしあた り,野生イネ Oryza rlLjipogonは栽培イネとは明らかに違って,約

30%内外の相当高い自然交配をしていることが考えられる.(ロックフエラ-相同の研究費による)

78. インド型イネ雑種における種子の長さと幅の遺伝1)(酒井寛一 ･M.E.R.Pinto)

インド型イネの品種間交配6組合せの F色をつかって,種子の長さと幅の遺伝力および

遺伝相関をしらべた.F2 を1本植して各個体から 10桐の桂子をとり, その長さと幅に

ついて分散分析法により,個体内分散及び共分散と,個体問分散及び共分散を推定した.

個体内の成分を環境変異によるもの,個体間の成分を遺伝変異によるものとして,遺伝力

及び遺伝朴関を計算した結果は表 Ⅰのようである.表 Ⅰ

r

交 配 組 合 せ 上 空 __竺 ー_空 ___桓聖 堅三三

Ttubr_ul:gxaksaiygaandi3sx"a-iB-ll i o･460.07

N_48×MasM_24 貞 0.61 779284435604000000

0

8

1

2

2

4

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

l

以上の6組合せの内Ptb-16,
Sigadis及びMasM-24の3品種は種子の形も大きさも

甚だよく似ていた
.
Ptb-16×Sigadisでは種子の
長さも幅も遺伝力甚だ低く
,
この両品種

が表現型のみでなく,
遺伝型でも甚だ近いことを示したが
,
Ptb-16×MasM-24では遺

伝力が高く
,
従ってこの両品種は表現型は
似ているが,
遺伝塾ではちがうことを示した
.

1)この研究はセイロン国典某局作物研究室で行われT=
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遺伝相関はいずれも極めて低 く,すなわち交配雑桂においてほ桂子の長さと幅 とはほほ独

立の遺伝形質 と見なされることがわかった.

79. セイロン野生イネの開花期の変異 (酒井寛一 ･成瀬 隆)

1958年2月セイロソ東海岸から採集した Ory2rarujlpogon の3集団と同じく西 内陸

地方から採集した.0.perenniSの2集団の次代について,開花迄 日数の調査を行った.

採集 した地名は次のようである.

種 名 略号 地 名 個体数

Oryzarujlpogo7之 Ill llluppaiyadichchenai(東海岸) 53

P.T. Pottuvil村部落 (東海岸) 44

p.p. Pottuvil村部落 (東海岸) 26

0ryzaperenniS Vey Veyangoda (西内陸) 319

Yag Yagoda (西内陸) 156

野生集団から無作為に採集した個体から母本別に次代の系統を養成 し,各個体について

出穂迄 日数を記録 した.これらの系統は 1958年5月5日にベラデニヤ市でシャーレに播

種 し,発芽後ポットに移 した後,6月 24日に同市郊外の水田に栽培されたものである.

調査結果の系統別平均出穂迄 日数は表 Ⅰに示す通 りである.

表 Ⅰ.野生イネ5集団の系統別出穂迄 日数の変異

系 統 別 出 穂 迄 日 数

種 名 i集 団 l系統数
?

__一一 _13O

0･rujlpogon1 Ill
2

11

0

1

1

1

0

4

i
5

1

1

1

0

3

-

4

1

1 0
～
71

- - ㍉ _て

2 ミ 41 8】 1;

平 均

150.88

149.00

141.02

1;177･73

表Ⅱ.セイpソ野生 イネ 5集 団か らとった次代値物の出穂 迄日数の分散分析

平均平方 き 期 待 成 分

121,897･342;dw2+6･4624qs2+94･81476p2+196･6611qA2
2,323.634:dw2+6.4624ds2+94.8147qp2

244･352:Ow2+6･4624Os2
98.256㌦Ⅳ2
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調査結果の分散分析と分散構成成分の推定の結果は表Ⅱのようである.

但し表IIで dA2は種問,op2は伍内集Eli間,ds12は程内集団内系統間 dw2ほ校内集団

内系統内個体間の分散期待成分である.

これらの臓待成分から,各集団内系統間変異,各種内の集団間変異及び喧間の変異の割

合を計算したところ次のようになった.

各期 内の系統間変異 憲 三宝 -o･2198

1Tl､'1
各種内の集団変異 - -0.1547

dw2十ds2+ dp2

位問の変異 完 2二憲 莞 嘉子諒 -0･8109

これらの数値から種間の違いは極めて大きく,集団内の系統間の違いがそれに次ぎ,同

じ種内の集団間の違いは比較的に少さいことがわかった.(ロックフェラー財田の研究費による)

80. 野生イネの開花結実に関する観察 (成瀬 隆)

セイロソ東海岸の Illuppaiyadichchenai及び Pottuvil村 部 落 で 採集した Ory2'a

rujlpogon(0.SalivaspontanBa)と2･3の栽培イネを使って開花北びに結実について

の観察をした.野生イネの材料は上記の自然集団より採集し直接温室のポットに移植した

後6ケ月経たものを用いた.

【11 開花より閉花迄に要する時間

Ⅰlluppaiyadichchenaiで採集した2個体の Oryyarujlpogonと5品種の栽培稲Muru-

gansamba3081,Ma§M-24,F.A.0.No.5817,5818,5820を用いた.各栽培稲は2

個体づつ用いられた.Murugansambaはセイl]ソ在来種より育成 されたものであり,

MasM-24はイソドネシャの栽培稲より選抜したもの,他の F.A.0.の品種はイクリヤ

の栽培稲より育成されたものである.それらの結果を表Ⅰに示す.

用いられた材料の内でMurugansamba3081が一番小さい平均値を示し,F.A.0.No.

5817が一番大きい平均値をもつが,概して,0.njipogon,Murugansamba3081,Ma§

M-24の3品種と,他の F.A.0.の3品位に分かれる.

以上の事から

(1) 品種によって開花から開花迄の時間には差がある.

(2) 品位によって変異の大きさに差がある.

(3) セイロソにおける在来稲と野生イネは共によく似た平均値をもつが,野生イネが

在来稲より変動が大きいことがわかる.

【21 1日中における開花頻度

材料としてセイロソの Illuppaiyadichcbenaiから採集された2個体 と,Pottuvil村部

落から採集した2個体,計4個体の OryzaruJipogonと3個体の栽培稲 MasM124を

用いた.

突放は 1958年 11月より1週間にわたって行われた.その結果は表Ⅱに示したごとく

である.
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表 Ⅰ.野生および栽培イネにおける開花一開花時間
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0.rujlpogon

Murugansamba3081
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表Ⅱ (a)に見られるように,野生イネおよび栽培稲とも午前 10時以前には開花せず,

前者では 14時 15分以後,後者では 13時以後の開花は認められなかった.全体 として

両方の平均値の問には t一検定の結果差はない.しかし晴天の時 と曇天 (または雨天)に分

けると,表Ⅱ(b)に見られるように情天では両方の問に差はないが,曇天 (または雨天)

の時に差がある.

また,栽培稲では晴天と曇天 (または雨天)の間に平均値の差はない.他方野生イネで

は両方の天候の問に差がある.セイロンにおいてほ一番開花の盛んなのは 11時半頃と思

われる.

しかし曇天の時には野生イネの方は多少最盛期が遅れるものと思われる.

このことから,野生イネの開花現象は栽培稲のそれにくらべ気象現象による影響が大き

いといえるであろう.

【31 結実に関する観察

Illuppaiyadichchenaiで採集した OryZIa rujlpogoヶ之を用いて,開花より約2週間にわ

たる種子の総重量,乾燥量,水分量の変化を調べた.なお各区当り50粒の種子を用いた,

その結果は表Ⅲの通 りである.

表Ⅲ.一粒当りの総重量 ･乾燥量 ･水分量の変化

よ 讐竺翠墾

総 重 量

乾 燥 量

水 分 量

総重量に対す
る乾燥量の比

H 1

::::::二 :::'.:';

5

.0090

.0058

.0032

表Ⅲのように,総重量と乾燥量は開花後 2,3日間はあまり変化しないが,3日以後増

加しはじめ 13-14日後にはほぼ一定となる.

他方水分量の変化はあまり大きく変化しないが,傾向としてほ総重量や乾燥量と同じで

ある.大俸 o.njlpogo7之では開花後2週間位で,結実し脱粒すると思われる.事実ポッ

トの中でもこの頃に脱粒が起こる.

以上を要約すれば
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Ⅰ)開花より開花迄の所要時間については,セイロソ在来種とセイロソの野生イネとは

同じ平均値をもち,野生イネの方が在来種より変動が大きい.

Ⅱ)野生イネの開花現象は栽培稲のそれにくらべて気象に影響され易い.

Ⅲ)野生イネは大体二遊間前後で完熟すると思われる.

81. 野生イネの開花期の研究 (成瀬 隆)

イソドとセイpソで採集されたOryだαnjlpogo7号(0.8atitJasponta7昭a)と0.peren一
ni8について,閑花期を調べた.

lll

o'perenn由 鳥 ":7 号 :;ao芸｡da

イソド酉ペソガル州
イソド オリツサ州イソド オリツサ州

イソド アンドラ州

セイロン東海岸

セイロソ東海岸セイロソ東海岸

イソド オリツサ州

セイロン西部内陸セイロン西部内陸

表Ⅱ. イソド及びセイロソの野生イネの開花期

(セイロン ベラデニヤ市にて栽培)

12月下旬の日長の最 も短かい時期
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1957年 11月から 1958年 2月にわたって採集された各地の野生イネの種子を,1958

年5月5日セイロソのベラデニヤ市において,シャーレの中で発芽させ,苗をポットに移

した後,6月 24日同市郊外の水田に移植した.開花期というのは,種子浸水から個体別

の開花はじめまでの日数をいう.

なお採集した場所 と種は表 Ⅰのごとくである.

開花迄の日数の調査は表Ⅱに示す通 りである.

表 Ⅰを見ると,イソ ドの 0.ruJlpogonは緯度の高い程平均開花迄日数は短い傾向が う

かがわれる.0.perennisは 0.rujlpogon より開花迄 日数は長 くかかる傾向があった.

特に興味があるのは Orissa州採集の野生イネ (0.perennis)は 84個体中 69,すなわ

ち 82%の個体がついに出穂 しなかったことである.このことは,少くとも 0.perenniS

中には光周率に対して敏感なものがあることを示唆しよう.(ロックフェラー財団の研究費による)

82. イネの耐塩性検定法の研究1)(酒井寛一 ･P.M.Rodrigo)

東南アジア諸国の海岸地帯では,耐塩性のイネの育成は,実際的に重要な問題の1つで

ある. ところが,いままで,品種や系統の耐塩性の強さを簡単に判定する実験室的方法が

ないので,次に記すような実験を行い,実験室的な耐塩性検定法を明らかにした.

実験材料は,施肥しない土壌に,約3週間育てたイネの苗を,各品種当 り一定数をとっ

て,未精製の粗塩 (海水よりの第一次生産物)の水溶液を充したフラスコに栽培した.そ

して一定 日数後に,葉の萎凋 (捲上 り)の程度を観察により評価した.使った品種は,イ

ン ド塑品位のうち,経験的に,耐塩性に強いといわれる 12品程と,強 くないといわれる

16品種を用いた.粗塩浴液の濃度は,0.5% から 20% にわたった.

第 1実験は,粗塩溶液の濃度を 0,5,10及び 20% としたが,5%で も既 に濃すぎ

て,よくないことが判った.

第2実験は,0,1,2及び4%の粗塩濃度を使ったが,4及び2%は濃厚にすぎて,品

種間差異は明かでない. ｢いわゆる耐塩性の強弱｣ と,粗塩溶液による萎渦 との関係に関

する x2法による検定は,2%でPが 0.10-0.20,1%で 0.02-0.05であった.

賠3実験は,粗塩濃度を 0.05,1,1.5% とし,処理後2日目及び 7日目の2回にわた

って,萎洞の程度をしらべた.本実験の結果について,次のような分析を行った.

(1) 実験開始後2日目の第 1回評価 と,7日目の第2回評価 との間の相関は次の通 り

である.

処 理 濃 度 1.5% 1% 0.1% 自由度

第 1回評価と第2回評価との相関係数 0.56%** 0.71*** 0.64*** 26

料 , *** 1% 及び 0.1%水準で有意

この実験から,1%または 0.5%は,被害度評価が比較的に安定であることがわかる.

(2) 被害の評価 と ｢いわゆる耐塩性｣との関係を x2法でしらべたところ,次のよう

1) この研究はセイロン国農業局作物研究室で行われた
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処稚濃度 115% l0/0 O･50/o これから,第 1回目の評価よ

欝頑

x2 1.6072 7.1458 1.8046 りも,第2回目のそれの方が高

確率 0.20-0.50 <0.01 0.10-0.20 い x2の値を示すこと,1%処

欝2射

x2 5.0286 11.3000 2.0255 理区が･｢いわゆる耐塩性｣の強
確率 0.02-0.05 <0.01 0.10-0.20 弱と,実験室の被害度との相関

が最も高いことがわかった.

以上の実験結果を,1%の濃度を中心とする各種処理結果の組合せにつき,分散分析をす

ると同時に,誤差分散及び品種による分散の成分を推定し,それから反復力 (Repeatabi-

1ity)の推定を行い,さらにまた処理の各種組合せから得られた被害平均値と ｢いわゆる

耐塩性｣との相関を x2法でしらべ,(1)被害度の品種間差異は常に明らかであること,

(2)｢いわゆる耐塩性｣の強い品位群は,粗塩浴液処理にも被害度は低く,弱い品種群は

その道であること,(3)｢いわゆる耐塩性｣の強い品種群内の差は必ず しも明らかでない

が,弱い品種群内の品種間差異は明らかであること,(4)反復力から見て,1-2% の濃

度の処理が適当であることが認められた.

83.二倍体に四倍体を受粉した場合の不稔現象 (古里和夫)

四倍体を母親としてこれに二倍体を受粉すると,通常発芽力のある種子を生ずるもので

あるが,この道交雑すなわち二倍体に四倍体を受粉すると,多くの植物では発芽力のある

種子はできない.

このような種子の不稔現象は如何なる理由によって生ずるものであるのか不 明 な点が

多いので, タバ コ (Nicotianatabacum),スイカ (Citrullus vulgariS),カソキ ツ

(Citrusspp.)を材料として細胞学的な観察を行い,その不稔の原田を追求した.

まず,タバコについて観察した結果では,二倍体同志の交雑の場合には柱頭に受粉され

た花粉は,発芽後花粉管内で雄核は2核に分裂し花柱鰐を経て,2日日には旺嚢附近に到

達し重複受精が行われる. その後 1-2日間で受精した卵細胞は分裂を開始し,10日日

頃には幼姓の子葉の分化が認められる.その後20日日頃になると,歴の形成が終 り完全な

種子となる.しかるに二倍体に四倍体を交雑した場合には,受粉後花粉管が旺珠に達する

時間は,二倍体の場合に比べて1日位遅く, また受 精して生じた肱の発育ははなはだ遅

く,受粉後 30日日頃でも,肝は子葉の分化する程度にまで発育しておらず球形を皇して

いる.この時期になると新が枯化し始めるため,茎からの養分の上井が衰え,紅は未成熟

のままに発育を停止し,いわゆる枇状となり不発芽種子となる.また腫乳核は卵細胞の受

精と同時に分裂を開始し,ある程度粧乳核を生ずるが,その数は二倍体同志交雑したもの

と比較すると著しく少ない.これは胚の発育不良の一原因をなしているようである.また

この交雑の場合,四倍体から生じた花粉には不良花粉が混じ 柱頭上で花粉管が発芽して

も正常に伸長せず,途中で発育の停止するものが多いことも,不稔の一原因をなす.

なおタバコでは冬期低温の場合に受粉したものの方が,夏期の受粉に比べ発芽桂子を多

く生ずる傾向が見られる.
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スイカの場合も前に記 したと同様に,受精した幼狂の発育の遅い現象が観察された. し

かし二倍体のコロシソ トウリに四倍体スイカを交雑した場合に種子を生ずるが,この場合

はコロシソ トウリの果肉はいつまでも固くて養分の通路 となるからであろう.

またカソキツではこのような交雑の場合,単旺桂子のものでは受精圧はほとんど発育 し

ないため,靴の形状も小さく無種子果実となるが,多腫種子のものでは珠心歴はある程度

発育するため,正常の種子のように大きくほならないが,単歴のものよりは大きくなる･

この珠心性の発育不良は,旺乳核の分裂不良のため旺乳が必要量だけできず,正常に発育

しないためと考えられる.またこのような場合,往々良好な種子を生ずるが,これはなん

らかの原田によって肺乳が正常にできて琉心性が正常に発育するためのようである.

84. ヤシの収量の遺伝学的研究1)(酒井寛一･D.V.Liyanage)

ココヤシの育倭に寄与するために,生産力に関する二三の形質について,統計遺伝学的

な研究を行った.材料は CoconutResearchlnstituteofCeylonで 1934年 11月に,

品種 〟Tall"の9個体から母本別に採種して養成 した次代であ る.系統内個体数は6な

いし 57で,調査形質は, 開花迄月数, 果実数,コプラ収量 (外皮を除いた果実総重量)

及び果重(コプラの1個当 り重量)である.これら4形質のうち,果実数,コプラ収量及び

果歪は,栽棒後 16年目から 19年目までの4年間に得た数値である.ヤシの普通の品種

`̀Tall〃は,他殖性 と考えられているので,本研究の材料も母樹の無作為交配から生れた

ものと考え,系統間の分散分析によって遺伝的及び非遺伝的の分散及び共分散成分を推定

し,それから各形質の遺伝力及び遺伝相関を得た.分散及び共分散分析の形式と,遺伝成

分と非遺伝成分の分割は次の表に示すようである.但 し xは系統の数,ylは i番目の系

統のもつ個体の数であ り,また添字に使われた.W は系統内,B は系統間を意味する.

要 因

全 体

系 統 間
系 統 内

∑yl-1
.l･-1

=(yi-i)

期待成分

orwxw+ko･BXB
LTTT..lr

kエム[Zyi一志=yi2]
遺伝子の優性効果が無視できるとすると･qB2ほ遺伝分散の1-,すなわち,圭 62,Jw2

は残 ｡の遺伝分散と環- 敬,すなわち言602･ dE2 と考えられる (共 分 散 も これ-
da2 4dB2

ずる)･従-て遺伝九 h2ニー毒手完 ㌻=諒 右京, また形 質間の遺伝相関 rGiG,=
-牡 によって求めた.それらの結剰 ま次の却 こ示すようである.
OGti'dGE]

1) この研究はセイロンEgCoconutResearchlnstituteで行われた
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開 花 期

果 数

コプラ収量

- 果 重

研 究 業 黄

-0.87

0.82

以上の結果を見ると,ヤシ

では生産形質はいずれも,逮

-0.46 伝力が高い.これは恐らく,

-0･10 生産力の測定が同一個体で

(0･90)2) ラ.

1)遺伝力 従来ヤシの遺伝育種の研究
2) -果重の遺伝力は,本研究では環境分散が負の値を取り,計算できな
かったが,同じ材料で,5年間とった記森から計算LT:ととろ,0.90 はほとんど皆無であった･こ

が得られた の研究は,従って,ヤシの育種

に重要な知見を加えるであろう (詳細はオラソダ育種学雑誌 Euphyticaに発表の予定).

85. ショウジョウバエの移動に関する研究 :野生集団より作られた近交系統の移動性

(酒井寛一 ･成瀬 隆 ･伊藤寿孝 ･井山審也)

前報 (年報 No.7)に,ショウジョウバェの移動には,集団の密度に関係する移動と,

個体の無作為的な移動との2種があることを明かにし,更に6カ所の野生集団の問に,こ

れらの2位の移動性に関して差異のあることを報告した.本報には,移動性に大きい差の

あった2つの野生集団,それぞれ勝沼と竪場島から採集された集団から近交系を作 り,こ

のうちの勝沼7,堅場島5系統については,近交1代目から 20代 目までにわたってその

表 Ⅰ. 2野生集団から作られた 12近交系銃の近交1代から 20代までの移動

性,80頭,48時間後の移動率を,2代ごとの平均をもって示す.

勝沼7系統,竪場島5系統

ト2 3-1 5-6 7-8 9-10ll-1213-1415-1617-1819-20 平均

勝 .描

竪場島

A-2

B-1

C-3

D-2

D-3

F-2

H-1

平均

A-1

B-3

C-2

C-3

F-1

平均

全体の平均

50.6345.6328.0537.9240.6337.7149.3861.8853.5551.0545.643

53.1341.4660.2177.7148.3463.9664.5864.5853.0156.4658.344

42.7133.3425.8358.9644.7956.8857.7165.0057.9252.9249.606

44.7949.5955.0472.0930.8436.2527.0931.4626.2537,9241.132

71.4660.2180.8049.3845.2148.7552.5039.5935.2145.4252.853

27.9258.7537.0955.6335.2127.7123.3439.3823,3448.1337.650

22.8845.2118.3443.0023,9625.8325.8416.2522.9227.7127.194

44.7947.7443,6256.3838.4342.4442.9045.4538.7745.6644.632

50.4226.4628.3416.8825.0022.0918.5425.8324.1722.2926.002

18.7520.8350.6350.8436.4642.3046.2541.6738.8442.7138.929

24.5948.5449.5864.3843.5456.4641.8851.0453.1346.6747.981

27.5049.5849.7966.6343.9666.2557.2977.5058.1359.3855.601

27.8317.0837.0939.7921.8818.3414.5922.2924.1735.2125.827

29.8232.5043.0947.7034.1741.0935.7143.6739.6941.2538.868

38.5541.3943.4052.7736.6541.8839.9644.7139.2243.8242.230
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移動性をしらべた.移動性の試験は,populationtubeにより,80頭の--の48時間後

の移動率を調査した (表 Ⅰ).各世代それぞれ3回の反復で試験したが,10代から 20代

までの問 (17代目は欠測を含むため除かれる) 表Ⅱ.野生集団から作られた近交系
の移動率の分散分析の結果を表Ⅱに示す. 銃の移動率の分散分析,10代

表 Ⅰおよび,表Ⅱから次のことが知られる. 目から20代E]まで (17代目

1)ハエの移動率に関して世代間に統計的に有

意な変異がみとめられたが,特に近交によって

を除く),竪場島7系統,勝
沼5系統

低下する傾向はみとめられない.2)2つの野 要 因 自由度 平均平方

生集団の差異は統言用勺に有意でないが,集団内 世代 9 3,583.92**

系統の間の差は高い有意性を示す.3)世代 と 系統 11 6,281.79**

系統との問の相互作用は有意でなかった. 集団 1 693･02

これらの事実は野生集団の中には,移動性に 集団内系統 10 6,840･67**

っいて高低程々の遺伝子型をふくみ,さらに近 世代×系統 99 239･39

交による移動性の低下は起らないことを示すも
誤差 240 267.99

のである. 榊 1%水準で有意

第 3研 究 室

86.OruZaPereTmisその他の野生稲の集団間および集団内の日長感受性の変異

岡 彦一 ･胡 兆 華 ･張 文 財

0.perennis,0.salivaspo71taneaその他の稲野生種の多数の集団 (岡がイソドとタ

イ国で採集したものと,親 ･3よび張が台湾で採集したもの)を台湾省立農学院 (台中)で

実験圃場に栽培した.5月 22日と6月 21日に睦子を発芽のため浸水した.その間隔は

30日である.出穂は9月上1j)から 11月下旬の間に見られた.この場合,種/<の集団の生

育期問の平均温度はすべて 26oCから 28oCの間にあって,5月播と6月播 との間の招櫨

から出穂までの日数の差はそれらが反応した日照時間の差に帰せられる.

これらの集団の日長感受性を示すには,岡 ('53)が以前に用いた方法により,出穂前30

E]の日照時間の短縮 (分)に反応する生育日数の短縮 (日)を示す線が水平線となす角度

を用いた.またその線の中点における日照時間を ｢限界日照時間｣と考えた.各集団の平

均感光性 と平均限界日照時間はこの方法で求めたLそれらの標準偏差すなわち集団内変異

の程度は出穂日の標準偏差に基いて次のように求めた.すなわち,まず出穂日の標準偏差

の2倍を平均出穂日に加え,または減いて分布の早,晩の端を仮定する.次に5月播 と6

月播 との2群の植物の早または晩の端を上記の方法で比較し,その集団内の最早,最晩の

植物の感光性と限界日照時間を見出した.このようかこして,各集団について早,中,晩の

植物に対する3つの測定値が得られた.

各集団についてのこの計算の結果は図1に示す.そこでは日長感受性または限界 日照

時間の変異の幅は最早と最晩の植物についての値を結ぶ線で示している.図1を見ると,

ある集団は日長感受性について相当変異に富むが,少数のものは一様に高度に感光性であ
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三 Ⅰ

FS光と=iE艮界E日･[:IH日叩

図1
.
0
.perenn
iSその他野生Oryzaの種の集団間と集団
内の日長感受性と限界日照時間の変異

ることが見出される
.
0
.8a
舌ivaspontanBaの集団は概して感光性の変異の幅が広いが,
0
.per
ennisは比較的一様に感光性であり,
その出穂日の変異は主に限界日限時間の変異

に基くようである.
更に0_r
idleyiは0.per
Bnnis同様に感光性であり,
0
.0.
節cinalis

は不感光性であることが見出された
.(ロックフェラー財団の研究熱こ3:る)

87
.
インドのゼイポール地区から採集した野生および栽培稲系統の調査結果からの予

報(岡彦-･張文財･成瀬隆)

ゼイポ-ル(Jeypore)地区はオリッサ州西部に約1万平方マイルを占める一帯であっ

て
,い
まだ近代文明に影響されたことがない.
この地域の大部分は森林であるが,
谷には

原住民によって焼畑(shifting)または階段状水田に稲が栽培されている.
この地区の稲

は野生型,
栽培型共に極めて変異に富むことが見出され,
イソド農業研究会議は1955年か

ら特別な計画の下にこの地区の稲系統の調査と採集を行った.
その計画の主任者である

DR.
S
.
GovINDSWAMY(イソド中央稲研究所)の御好意により,
筆者の一人成派は1957

年11月
,カタックに
帯在中
,この
地区の一部を訪れる採集隊に参加を許され,
また採集

品を筆者らの研究に使用することが認められた
.
ゼイポ-ル地区から得られた約200の稲系統は台湾省立県学院(台中)で張によって調

査された
.
1958年5月29日播種し,
各系統5個体を栽培した.
個体単位の調査を脱粒

性程度(略号S),粒重(W),出穂
後50日の粗種子の発芽率(a),塩
素酸カリ抵抗性

(P)
,
籾の長幅比(L),
秤先の毛の長さ(H),
その他多数の形質について行った.
供試系
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硫間のそれらの形質の変異の幅は,アジア各国から集めた桁品種間の変異の幅に匹敵する

か,それよりも広い位であった.

別に,0.peJrennisまたは 0.salivaspontaヶ昭aの特徴を典型的に示す イソ ドの野生
稲系統 21とアジア各国の栽培品程 21(イソド型と日本型を含む)を用い, 野生稲 と栽

培稲 との差を最大にする判別函数 (Xl)を作った.

Xl-S-1.857G-0.006,28W

が見出された.ゼイポール系統間の Xlの値の分布は表 Ⅰに示すごとくであった.

表 Ⅰ.野生型 と栽培型との判別式の値のゼイポール地区から採集された

系統間の分布

集 団 L l.8 _当 .4_B2..鳶 .6_0..2 .丁雪 ｡.6 1 .0

野 生 系 統
(peren7ds また は SPOntanea)

ゼ イ ポ ー ル 系 統

第 1 群 *

第 2 群 **

1 2 2 9 2 1

8 10 8 15 36 43 1

* 採集者により野生または人の管理下にないと見なされたもの

榊 人に栽培されていると見なされたもの

表 Ⅰを見ると,典型的野生系統と栽培品種はこのjJ一法によって明瞭に判別できるが,ゼ

イポ-ル系統の大部分は栽培型と野生型の中間であるか,または野生型に近 く,その一部

分だけが貢に栽培塾であることが認められる,

次に, いわゆるイン ド型 (大陸群)と日本型 (島群)の差を最大にする判別函数 (x 2)

杏,筆者の一人 (岡 '57:育托学雑誌 6)の古いデータから,作った.それは

x 2-p-0.237L+0.567H

であった.x 2 の値の分布は表IIに示す.

表Ⅱ.イソ ド型 と日本型との判別式の値のゼイポール地区から採集され

た系統問の分布

リニ トさL

栽 培 品 種

イ ン ド 型

日 本 型

野 生 系 統

ゼイポール系統

第 1 群

第 2 群

判 別 式 の債_1.0_1.5_2.._2.5_3.0_3.5_4.0_4.51系統数
4 4 3 22

2 12 20 1

3 4 9 5 2 7

5 1 10 13

1 3 2 31 40 40

40

35

劫

29

2日
H
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表Ⅱの成熟 王ゼイポール系 統 の大部 分, またイソド野生稲の系統 (perennnisまたは

BPOntanea)ち,典型的なイソド塾と日本型の中間に位し, その少数は真に日本型である

ことを示している.筆者らは更に詳細な点について調査を継続中である.(ロックフェラー財田

の研究費による)

88･0･sativaと0･9laberrimaの形態的形質による判別 (森島啓子 ･岡 彦-)
西アフリカに分布している一群の栽培稲 OryだaglaberrimaSteud.は,符毛がない

こと,葉音が短かくてその先端が丸いこと,穂が固いことなどで一般の栽培稲 0.8ativa

L･と異なる種であると考えられているが,他 の点ではこの2種は非常によく似ている.

両者の系統発生的関係は明らかでなく,これらを果して異種 とすべきか,或いは単に亜種

としての位置を与えるべきかは疑問として残されている.

この2位の関係を研究するため,0.satiJUaの 107品種と0.glaberrimaの 52品種

について多数の形質を調査した.その中で両種の特徴を典型的に示す と思われるものそれ

ぞれ 30及び 20品種を用いて,これらを2群に分類するための判別函数を求めた.群内

の分散に比して群間の差を最大にするように計算して得られた判別函数は,

X - T1-0.76x2+0.42973-0.22x4十0.48:r5+2.70:訂6

である. 用いられた6種の形質は, xl:籾の長さ ×幅(mm2), ∬2:粗の長幅比, x3:護

款の長さ(mm), x4:一次枝梗数,x5:穂長(cm), 2;6:葉音の長さ (mm),である.従来

0.glaberrima と考えられている殆んどの品種は符毛がなく,また 〃glaberrima〃とい
う種名は 〟符毛のないイネけを意味するので,秤毛の長さはこの計算から掛 こ除外した.

この判別函数から計算した群間分散に対する F値 (680)は,各形質単独の場合の F の

最高値 (585,葉音の長さによる)よりもなお高いので,上記の判別函数は2種の判別に

有効であることがわかる.両種に属する多数の品位について見出された判別値の抑度分布

を有毛と無毛の品種にわけて衰Ⅰに示す.

表 Ⅰ.0.sativa及び 0.glaberrimaを分析するための

判別函数による判別値の頻度分布

品種放

33

53

86

表 Ⅰを見ると,分布はかなり不連続で,両種は判別値の上で2群にわ け るこ とができ

る.しかし少数の品種は両者の中間に分布している,われわれのリス トに 0･glaberrima

と記載されているもののうち数品種はこの判別値からむしろ 0･Sativa と考えた方がよ

いことがわかった. また 0.sativaにも少数の無毛品種が存在するが,判別値によりこ

れらはやはり0.sativaに属することが確められた. (ロックフェラー財団の研究費による)

89. 統計的方法によるイネ属の分類 (森島啓子 ･岡 彦-)
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本報は,イネ属 (Oryza)について,多数の形質の測定値の統計学的処理により客観的

分萩を試みた結果を報告するものである.SoKAL& MICtIENER ('58)により提唱された

統計的方法を用い,本属の 12瞳を分類の対象とした.

最初に,種間の相関係数を 20位の形質を用いて計算した.各形質の測定値はそれぞれ

の標準偏差を単位 として示した. 用 いた形質は次の通 りである.1)籾の長さ,2)籾の

捕,3)粗の長さ×幅,4)籾の長幅比,5)存毛の長さ,6)護頴の長さ,7)葉音の長さ,

8)だ長, 9)荷の長さ, 10)花粉粒の直径, ll)気孔の大きさ,12)一次枝梗数, 13)穂

長,14)一徳粒数,15)百粒重,16)アルカ1)テス 'r指数,17)幼植物草丈,18)発芽率

(出穂後 90日,脱梓)19)発芽日数,20)種子稔性.得られた相関係数の値は,0.81(0.

sa軌aspontanea-0.perrenis)から -0.67(0.saliva-0.eichingeri)にわたる.

こうして得られた相関係数表において,相互に最も高い相関を示す2稜を一つのグループ

の核 とし,次にこの2瞳に最も高い相関を有する種を加えて行き,相関係数の差が0.20(経

験的に定めた)以下のものを一つのグループに結合する. これらを更に高次のグループに

まとめるために第二の相関係数表を計算した.グループ間の相関は SpEARMAN の 〟Sum

ofvariablesmethod"により求めた･この表により最初の場合と同じ方法で,すでにグル

ープを構成しているもの,或いはグループをつくるにいたらずに残されていた種をさらに

まとめて行く.以後同様の方法で5

回相関係数表をつくりか え,最後に

12種を一つのグループにまとめた.

結果は樹枝状の図にして示 される

(図 1).結合されている各校の間の

相関係数は,その位置に相当する硫

座標の目盛で読むことができる.

用いられた形質の数がなお充分と

は思えないので,計算の結果がこれ

らの種に含まれる変異の全貌を示し

ているとはいえないだろう.しかし

図か ら明らかなように,得られた

結果には従来の Oryza属の分析と

比較して大きな相異はみられない.

さらに,図1はこの属の系統発生的

分化についていくつ か の新しい問

題を暗示しているといえるだろう.

即ち,0･minutaと0･0.節cinalis

-･6 -.4 -.2 0 .2 .4 .6 8 10

相 関 保 放

図 1.相関係数によって Oryzaの種間の
析縁関係を示す模式図

(r- 0.79)は 0.alta,0.lalifolia,0.eichingeri,

0･australiensisのグループよりも栽培稲(0.saliva,0.glabeJrrima)とその近縁野生種

のグル-プにより近く位置している.また他の種 と非常に遠縁とされていた 0.ridleyiが

0･glaberrimaの祖先型と考えられている O.breviligulata と割合近い位置にあ る.
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しかしこの間の相関係数は0.19で両者の関係を考えるには余 りに低く過ぎる値であろう･

実際の進化の型は必ずしもこの図に示されるような杖状のものではなく,おそらく複雑

な網目状に進行したであろう.系統発生の過程を表現し得るよりよいjJ法が今後研究され

ねはならならないと思われる.(ロックフェラー財団の研究費による)

90. 同一の遺伝子型をもちモチ遺伝子だけ異なるイネの系萩 (岡 彦-)

台中 65号は台湾にひろく栽培される蓬莱品種で,ウルチである.この品位のモチ系統

を得るため,その1系統を日本のモチ晶包 ｢木下儒｣と交配し,その系統を反覆親として

戻し交雑を7回くり返した.その後モチについて-テロの1個体を自殖し, ウルチとモチ

それぞれ 22のホモ個体を選抜した.

その後代系統を,反覆親として用いた台中65号の1系統とともに,1958年の第-,二

期作に台湾台中において3反覆の乱塊法で試験した.各期作 135の試験区があり,1区は

2本櫓の 30株であった.その結果によると,モチ系統の平均収量 (一期作 351.2kg/ha,

二期作 221.0kg/ha)はウルチ系統の平均収量 (一期作 357.3kg/ha,二期作 222.3kg)

より僅かに少なかった. モチのウルチに対する収量比は第一耕作では 98.3%,第二期作

では 99.4% である.しかし分散分析の結果は,下に掲げるように,この僅かな差は意味

がないことを示した.

モチとウルチの系統の収量の分散分析

変 異 原 因 自由度 平均平方 F
有意水準
5% loA

反 穫 2 14,824.0

組 (モチ対ウルチ) 1 923.0 0.97 3.84 6.63

系 統 (組 内) 43 1,114.7 1.17 1.49 1.59

栽 培 期 1 1,188,428.0 1,243.78**

栽 培 期 × 組 1 391.0 0.41

栽 培 期×組内系統 43 1,210.8 1.27

誤 差 178 955.49

また分散分析の結果から系統間の差にも意味がないことが判った.本試験の誤差の自由

度は 178もあり,本試験が精度において他より劣ると疑うべき理由はなかった.従ってこ

れらの系統は,モチ系統とウルチ系統とがモチ遺伝子において,またそれに密接に達鎖し

た作用の小さい遺伝子がもしあればそれらの遺伝子においても異なる以外には,すべて実

際上同一の遺伝子型をもつと考えてよかろう.

盛永 ('43)が指摘したように,モチのイネ品種は概 してウルチ品種より低い (5%位)

収量を示すことが知られ,その低収量の原因はモチ澱粉の生化学的性質に帰せられるので

はないかといわれている.本実験の結果は,しかし,モチ遺伝子それ自身にはそのような

収量低下作用がないことを暗示するように思われる. もしそれが事実だとすれば,モチ品

種の一般的低収量はモチ遺伝子に収量低下作用をもつ遺伝子が連鎖していることによって
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起 り,そのような連鎖はモチ品位の起原の過程に成立したのではないかと思われる.

91. イネにおける競争力の遺伝 (岡 彦一 ･酒井寛一)

競争に関する従来の酒井の研究は競争力が遺伝的形質であることを早 くから明かにして

来た.イネにおいてほ,イソド塾の品位は日本型の品種より概して競争力が強いことが知

られている.本報には2品塩の稲 563と 115との雑種の F2 および F3系統の調査から

見出された競争力の遺伝を報告する.親品種 563(木下精,日本型)と 115(烏殻,イソ

ド型)とは遠縁であるが,その Flは花粉,結実共に略完全に稔性であった.

試験設計:親品種 (各2列),F2(2列)とF340系統 (各1列),各列 15個体を4回

反覆でラソダマイズした. 列の間隔は列間の競争を避けるため 50cm に拡げた. 各列に

は上記の材料を 25cm 間隔で植え, その各2個体間かこ2個体の検定品種を挿入し, 従っ

て個体間距離は約 8cm であった.検定品種としては静岡県の普通のイネ品種ヤ-ホを用

いた.雑程または親品種に属する各個体の両側に位置する検定品麓の2個体が各個体の競

争力を示す と仮定した. 穂数と植物全重についてそのような2個体の測定値の和を記録

し,分散分析を行った.

結果:MATHER (1949)の方

法によって分散成分 を分 割 し

た.その結果は表 Ⅰに示す.

表 Ⅰの結果は,競争力の遺伝

が通常の量的形質に用いられる

方法で分析できることを示して

いる.その相加的遺伝分散(D)

蓑 Ⅰ.563×115の雑種植物との競争に よる検定系

統の増加または減少量の分散成分の分析

穂 数 植 物 侶

観察値 期待値 観察値 期 待 値

12.47 12.57 347.3 348.8

3.20 3.20 30.8 30.8

12.02 11.79 344.7 341.6

El 10.90 ll.01 332.9 334.4

ほ F2全分散の24oA (穂数)な E2 1.72 1.70 21.2 20.6

いし5% (全重)で,普通の晶 D 2.96±1.07 17.74土14.57

種間交配でこれらの形質に見出 H 0.33士2.92 22.12土40.01

される相加的遺伝分散と同程度

の大きであるように思われる.系統の分散の分散が大きすぎたため,有効遺伝子数は測定

できなかった.

F.変 異 遺 伝 部

第 1研 究 室

92. ハツカネズミの γ線長期照射による突然変異の誘発 (予扱)(菅原 努 ･土川 清

田中宮蔵)

一昨年よりひきつづき,-ツカネズ ミを用いてγ線長期照射の場合の突然変異率を求め

る実験を行っている.HALDANE (一oo)の方法に従って劣性致死遺伝子を多数持った動物

を作るために比較的小量の γ線 (第1代30日間に 167r,第2代32日間に 167r,第3

代45日間に225r)をNH 系の雄のみに3代にわたって照射した後4代目を CBA 系と交

配した.この交雑の F2の分離から劣性致死突然変異を検出するべく現在進行中である.
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ここではその間の繁殖状態について述べ,また性比について伴性致死遺伝子を仮定してそ

の突然変異率を求めた.成績を表 Ⅰにまとめて示す.

表 Ⅰ

腹 数

子 数

一 腹 子 数

性 比

第 4 代

8

17

77

4.5

0.506

性比は第1代で増加し,次の代から次第に減少する.性比の増加を性染色体上の優性致

死因子による雌の減少,性比の減少は伴性劣性致死因子による雄の減少によるとすればこ

の事実はよく説明出来る.そこでいずれの場合も突然変異率は放射線量に比例するとして

その突然変異率を優性のものIL1,劣性のもの p2とし,各代での照射線量をそれぞれ Dl,

D2,D3とし,各代での性比の対照よりの偏差を Al,42,A3,A4(但し A4は NHの雄,

雌による差をとった方がよい)とすれば次の式が成立する筈である.

pIDl-4AI

p2D2-を p2D1- 4ALJ
pID3-(i-〃2Dl･与 〝lD2)-4A3
雷 p2DlIi-p2DB･‡p2D3)- 4A4

これより最小自乗法によりpl,IL2,を求めると, fL1-7.1×10~4,IL2-18.5×10~4となる.
この値は他の値より推定したものより大にすぎる.また一腹子数の減少がことに4代目の

交雑のもので性比の偏 りと平行しないのはうなずけない.これらの点を考慮して実験を拡

張しつつある.(ロックフェラー財団の研究費による)

93･ Mercaptoethylamineの 表Ⅰ.1-(生存胎児数/着床数)であらわした

Ⅹ線誘発致死因子に対す 優性致死因子頻度

る影響 (菅原 努 ･田中 ==T二≡=~二 L= =､ 処置後薮

音蔵)

Mercaptoethylamine(MEA)

は致死線量の放射線に対して照射

前に投与すれば著るしい防禦効果

のあることはよく顛1られている.

晴乳動物についての放射線の遺伝

的影響に対 しては KAPLAN ら

処 置

200r

MEA

MEA(節)+200r

200r+MEA(後)

1 2 3 4

j=.21 .14 .22 -

.05 .12 .08 -

.59 .18 .19 -

.24 - .14 -

.12

5

五

一
12

竺
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('53)が-ツカネズミの軍丸局所照射の前に用いて優性致死誘発に対して効果を認めなか

ったとの報告があるのみである.筆者らは雄性-ツカネズ ミにⅩ線 200rを全身照射後,

毎週雌 と交配,妊娠 12-14日目に開腹し,黄体数,着床数,生存胎児数を調べた.処置

はⅩ線照別のみ,MEA のみ,MEA前処置Ⅹ線照射,Ⅹ棟桁射後 MEA処置の4群に分

けた.MEA は 0.5mg/gを腹艦内に注射した.結果の一部を表 Ⅰに示す.例数が不足で

防禦効果については明らかでないが,MEA前処置Ⅹ線照射のもののみ第1遇に有意に高

い頻度で優性致死例を見た.この時猫の精子はすでに軍丸よりはなれていて,他の分泌物

と混合されるので,MEA ともよく接触することが考えられるが,この時防禦にならずか

えって放射線の作用を増強した点は今後更に検討の必要がある.

94. X線照射によるマウス胎児の碕型発現に対する Cysteamineの効果1)(土川 清)

Cysteamineや Cystamineの前処理ののち,放射線照射をして, 崎型発現を減少させ

得るならば,成体に対するこれらの放別線障害防護剤が,そのまま母胎内にて照射された

子の崎塾発現の防禦剤ともなるわけである.

前に W oLFFは, 鳥の胎児の特定部位にX線照射した場合, この種の防護剤による前

処理によって,崎塾発現頻度を著しく減少させ得たといい,また最近 RoBERTS('57)に

よるマウスでの研究もある.

雌の性遇期を調査後, 交配して隆栓を認めてから 9,12,14日の胎児期に,Ⅹ線また

は MEA処理を行い,X線照射とCysteamine(MEA)注射を併用したときは, 照射前

30分に MEA の各量を注射し,胎児期 18日に何体を開腹して,生存胎児,死亡後吸収

前のもの,胎盤のみ残留するものの数と卵巣の黄体数を調査した.死亡胎児と残留胎盤と

はいずれも着床後死亡したとみなされるもので, これらと生存胎児を表に示したように,

黄体総数を基準にした率で現わした.

実験の結果,無処理の対称は, 生存胎児が排卵総数 (黄体数)に対して 950名,着床後

の死亡は5%内外で, Ⅹ繰のみ 300r(9妄日日),400r(14-14喜日日)傑別では 70,

79%の胎児生存率を,これにくらべ同じ線量で,MEA を 0･15mg/g (300r,9去日日),

0.10mg/g (400r,12喜目口)腹腔内注射したものでは著しく胎児死亡率が増加し,殊に

表 Ⅰ.MEA注射 (腹腔内)およびⅩ線照射によるマウスの胎内死亡率

処理 した
胎児期

日

34003: 冨 岩 上 4芸 4_.iy

300r照射および MEA0.15mg

400r照射および MEA0.long

MEA0.05mg

;っ JLr
95.35, 0.00
1

70.34】 0.00
1

MEAO･15mg ｣ 14喜 L31･82

1) この研究の一部は第 17回日本医学放身滞 学会紀会にて発表

3
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3
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2



114 研 究 業 績

MEA0.10mgノg注射後 400r照射ではすべての胎児が死亡した.次に MEA のみの注

射では,14-14喜日日の胎児期で,0.15mg/gではやはり高い死亡率を示し,0.05mg/g

でも若干の死亡を認めた.MEA の他の注射量の場合, および特定の胎児期で母体を 24

時間飢餓状態において,Ⅹ線および MEA処理を行った結果は省略する.

以上の結果から,排卵数を基準に,胎児について調査し,14日日頃までの胎児に,成

体の放射線障害防護 として有効とされている量に近いMEAを投与すると,かえって胎児

の死亡率が高くなり,0.05mg/gの量においてすら,なおかなりの死亡率を示した.この

ことは従来の報告における発生後期での投与による出生児での観察結果と著 しく異なる.

95. 放射線防禦剤についての研究 (橋本哲明)

昨年にひきつづき化学的放射線防禦の研究 として-ツカネズミに与えて有効な薬剤を探

究してきた.今回は新しく SH-基としてのメルカゾ-ル (以下 M.M.I.という), 自律神

経系に作用するといわれているセロトニソ,セルバシソを実験した.

薬剤の枯野iと投与力法は表 Ⅰに示した通 りで,全部腹腔内注射である.動物は前回と同

じ(ddxC57BL/6)Flで生後60日目の-ツカネズミを使用し,雌雄はなるべく同数を用い

た.X線照射にあたっては前に報仁.した方法で廻転照射を行い.X線は 160Kvp,25mA,

0.3Cu十0.5Al,50cm,線量は 680rと800rの全身大量一時照射した.対照として8.5

% 生理的食塩水の注射を行った.

表 Ⅰ.X線照射に対する各種ピタミソおよび化学的防禦剤の効果 (生存率)

実 験 方 法

対 照

食 塩 水 過 剰

M E A 過 剰
M EA+
パントテソ酸過剰

A E T 過 剰

M M I 過 剰

VBl 過 剰
ア リ ナ ミ ン 過 剰

セ ロ Tlニ ソ 過 剰

セ ル バ シ ル 過 剰

プロ g 当り
投与法

0.1 cc

0.15mg

0.15mg十0.5mg

0.4 mg

0.025mg

0.2 mg

0.5 mg

0.004mg

0.025mg

投与法

分

前

30

射照

照射直前

)照射盃分

I冨2Tz整諾

800r照射 680r照射
･ I l･ -.･･t∴
0

0

0

0

0

0

5

0

0

9

2

1

1

1

1

1

1

1

10･Ot20 ; 30･0
0 10 j 0

0

0

0

0

0

0

0

9

8

1 10 . 70.0

0 l10
0 -10

100.0

50.0

20.0

20.0

30.0

60.0

63.0

照射前後の体重の変化,照射後の 30日間の生存率および薬剤の中毒性を観察した.

結果,表 Ⅰに示すように生存率については,MEA とパソトテソ酸の混合投与,MEA,

セロトニソ,AET の順に有効であった.MEA･は前に報告した投与量 0.25mg/g より

減じた 0.15mgノg を投与したが,中毒反応が少なくなり著効があった.MEA とパソト

テソ酸の混合投与は MEA 単独に投与するよりも有効であるように思われた. セロトニ

ンの投与は有効であったが,その薬理作用より考えて投与時間を変えることにより, より
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効果をあげ うる可能性があると思われるので更に検討したい.AETは前回報告した 0.25

mg/g の量より増した 0･4mg/g の晶を授与することにより更に効果をあげた. (AET

O･38mgノgが MEAO･25mgノgと同じモル数に当る). その他の薬剤は余 り有効でなか

った･体重の変化については生存率と同じ変化で,MEA,AET,MEA と/くソトテン酸

の混合投与･ セロトニソ共にⅩ線照射後体重の減少は一時来 るが,680r照射後約 1-2

週後に恢仮してくる1800r粍淵 でも 2-3週後に快復してくる.薬剤による中毒反応に

ついては剖検による検査を行わないので,はっきりといえないが,一般状態から見たとこ

ろでは,全薬剤については著しい障害は現われなかった.

96･ 臓器核酸代謝に対する放射線防禦剤の作用 (山本五郎)

Ⅹ線照射前 30分にMEA前処思群の胸腺及び肝臓の核酸代謝は核酸生合成快復描 (節

2‡折傷害期)に対照群に比Lで恢復量がすぐれていることは本年報第8号 92罰に発表し

た .

今回はⅩ線照別後 30分にMEAを投与して胸腺及び肺臓の核酸代謝を測定 した.胸腺

核酸代謝は図1に見る如く,MEA後処置群では対照群に比し捌 寸後 1日～2日の核酸生

倉成は棺々抑制され.照射後4日の核酸量は対照群の快復是に比して快復量が少い.陣臓

図 1･300r照射後 MEA投与 図 2.同じく肺臓核酸代謝
の胸線核酸代謝

0 1 2 3 4n3) 0 1 2

300r十MEA 群全 DNA孟

3 4何I

______●____ 300r+NaCl 〝
ズー一一一一 300r十MEA 群全 RNA 益

~~J--X---1300r+NaCl 〝
C57BL 6 MEA 0.15mg/体重g投与

各群5頭宛 NaCI 0.15cc/体重g投与

核酸代謝は図2に見る如く,MEA後処置群では対照群に比し照射後1日～2日の核酸生

合成は抑制されているが照射後4日の核酸畳の快復は対照群よりもすぐれている.この肺

臓の核酸代謝の傾向は MEA前処置の場合と殆んど同様である.
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臓器重量の変化から見ても,300r照射後4日の胸腺にては MEA前処置群は正常の約

350/Oで MEA後処置群の 25% よりも快復率がよい.これに較べて肝臓重量は 300r照

射後4日に MEA前処置群は正常の65%,後処置群は 76%で後処置群の快復率がよい.

一方致死線量 800rに対する照射後 30日間の死亡率は対照群及び MEA後処置群は

100% で,これに対し MEA前処置群は 20%であり,MEA後処置は無効であった.

これらの実験より胸腺核酸消長は MEA の放射線致死防禦効果にほぼ平行 しているけ

れども,肺臓のそれは平行していない.この肺臓核酸量の快復の意義については今後の研

究が必要である.

97. マウスの放射穎感受性について (I)Ⅹ 線照射によるマウス白血球の変動 (土川

清 ･土川琴代)

Ⅹ線全身照射により最も敏感に反応するのは白血球であるといわれており,兎では 25r

ですでに血液像の変動がおこると報告されている.マウスの血液像については HENSHAW

('44)その他多くの研究があり,それぞれ用いた系統や照射条件が異なるので,正常血液

像-の回復日数等に若干の差異がみられるけれども,概して 100r以上の線量で妄照射後2

時間,あるいは 12時間日頃に白血球数増加がおこり,4日日頃までに最も減数状態に達

し,その後回復に向っている.

我々は 60日令のdbaノMS,SM/Rrの2系統を用いて,160Kvp,25ma,0.3mm Cu

+0.5mmAl,距離 50cm 71rノminの条件でⅩ線を 100,200,300,400,500,600r,

合成樹脂製の円筒にマウスを入れ,クーソ･テ-プル上において全身照射し,照射後 1,

12,24時間目から 3日,1-10週目まで,採血前に 5-8分間約 38oC のバッテリー･

ジャーに動物を入れてから採血し,常法によって白血球数を算え,同時に塗抹標本を作製

した.

両系統における照射後の白血球数変動は図に示したとおりで,照射後短時間内におこる

白血球数増加は明瞭にとらえることができなかったけれども,最も顕著な減数は,従来の

報告に近い3日目に現われ,いずれの系統においても減数の程度は線量が多くなるに従っ

て著しくなることを示し,その後急速に回復に向い,ここで用いた線量では 3-8週で殆

んど正常値にもどる.この傾向は正常白血球数の異る両系統ではば一致している.回後後

白血球数が異常に増加した理由については血液像を詳しくしらべた後考えたい.

(ロックフェラー財団の研究費による)

98. マウスの放射線感受性について (II)Ⅹ線照射後の白血球減数と正常白血球数と

の関係 (尾上正明 ･土川 清 ･土川琴代)

GowEN('54)は Salnwnellatyphimuriumに対する抵抗性を,7系統についてしら

べ,抵抗性と正常白血球数とは高い相関々係があり,更にⅩ線に対する抵抗性 (生存率)

とも関係のあることを述べ, 同じくJACOBSONとMARXS('47)もLAF1,について,こ

のマウスは S.typhi仇urium に抵抗性があると同時に,Ⅹ線に対しても比較的抵抗性で

あると報告している.すなわち正常白血球数の多い系統ほどⅩ線に対しても抵抗性が高い

という.
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表 Ⅰ.正常時および照射後3日目の白血球数

こい : _三∴ 二

我々は正常白血球数の著しく異

なる dba/Ms(7694土2500) と

SM/Rr(3065士1363)の2系統を

主として用い,100,200,300,

400,500,600r照射後,減数の

顕著な3日目の白血球数をしらべ

たところ,正常白血球数の多い系

統は必ず しも減数の程度が少ない

｡ba/Ms甘 3潤 2尊 重

1:二: 三 了.::: :,.1冒

てこの事実は明らかになった.他

の系統についての調査も含めて正

常時白血球数と,初期減数反応と

の問に一定の関係を見出すことは

出来なかった.

またここにあげた2系統の各々

およそ 50頭ずつ 500r照射した

場合の1ケ月間における死亡率は SM/Rr14.00%,dba/Ms14.29% で,正常白血球数

と照射後3日目の白血球数および1ケ月間の死亡率あるいは生存率との間に特定の関係は

ないと考える.(ロックフェラー財団の研究費による)

99･ マウスの放射凍感受性について (Ⅲ)Ⅹ 綾による白血球減数反応の系統差1)およ

びへリクビリティー (土川 清 ･土川琴代)

(i) 系統差について

Ⅹ繰照射後の白血球減数,また正常時白血球数と3日目の減数との問に特定の関係がな

いことについては,前掲 (Ⅰ)(Ⅱ)の報告に示した.

そこで正常時白血球数の異なる C57BL/6,dba/Ms,SM/Rr,LG/Rrの4系統と, ほ

かに BALB/C,C58/LwMs,DBA/2Jax系の 60日令のマウスに 500r照射して,照射

後3日目の白血球数をしらべた.X線照射の条件は前報 (Ⅰ)と同様,ただ毎回の照射に

は,クーソ･テーブル上にかならず5頭ずつ配置し,午前9時に照射し,採血は午前9時

～12時の間に,尾静脈を切って採血した.

ここには4系統のみの結果を表に示した.各系統内の3日目の白血球数の変異は,正規

確率紙を用いることにより正規型分布をすることがわかった.最も減数の著しかったのは

C57BLノ6で, 白血球数は 177±61, しかしLG/Rrは 550土166でこれらの平均値問の

差は 373であった.C57BL/6とdba/Msの間には, 統計的に有意差は認められなかっ

たが,C57BLノ6,SM/Rr,LG/Rrの問には有意差を認めた.

また3日日の白血球数で C57BLノ6のみ, 雌雄間に有意差があらわれたが, 用いた動

1) 系統差については第 30回 (1958)遺伝学会にて発表
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物数が両性について異なるので再検討したいと考えている.

さらに dba/Ms系についてのみ,30日令と 60日令の年令差についてしらべたところ

有意差がみられ,若いものでの白血球減数が著 しいことがわかった.

この実験における照射後 30日間の死亡率は,C57BL/6,4.00%;60日令 dba/Ms,

14.29%;30日令 dba/Ms,29.73%;SM/Rr,14.00%;LG/Rr,16.00% であった.

死亡率からみると C57BL/6 ははるかに抵抗性であるにもかかわらず, 初期反応 とし

表 Ⅰ.正常時,照射後3日および1週 日の系統別白血球数

∴ 一 一 ∴ 一 一 lI ∴ 二

Ill:_::､

J .'L 聖 上空 しL竺 ｣

20091(50)

_ 二二 ~二日
sM/Rr !6.3 9

｣; I.lH･:Il･.丁!一 二1

♂

35 j325
15 L275

57
0

9

1

4

5134
44

.
67

65

66

8

132

218

185

292

123

竺

177

134

竺

240109
竺

195

279

2

* は5%水準で♂,♀間に萄点差を示したもの. ** は5%水準で有意差を示したもの

ての白血球減数は,用いた系統のうちで最も著しくあらわれた. この相違は今後に残され

た重要な問題で,ただ GRAHN 等 ('57)は血液像の変化をしらべていないが,LD50値で

C57BL/6が最も抵抗があると報告し,LD5Dにおける抵抗性の系統iY:紘, 本質的に造血

系の回復率によると考え,照射によって減数した血液系からのフィー ド･バック機構が働

くための生理的反応を大きく打出しうる系統ほど抵抗性があると情六二している.

(ii) - リクビリティーの推定値

SM/RrxLG/Rr,SM/Rrxdba/Msの Fl,F2および戻し交配世代のものについて,同

じ線量で3日Elの白血球減数励 古をしらべ, さきにラバした近交系での実験で, C57BL/6

を除く他の系統で雌雄間の有意差を認めなかったので,雌雄の測定値をプールしたSM/Rr

XLG/Rrの F2におけるデータから, 表に示したように一旗内個体間および各版間にわ
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表Ⅱ.F2における照射後3日日における白血球数の分散分析表

要 因
全 体

各 版 間

-A,q'Ti内個体間

平均平方の期待値

crH2+ 1/号CrG2+n/2CrG2
orE2+ 1/2qG2

** 1%水準で有意

qG2-10.81,602-2.55,dT2-13.36

∴ h2=ヱ61=0.809
dT2

けて分散分析を行い,その結果 h2-0.809となり非常に高い値を得た. しかし戻し交配

世代では意外に速く両親の系統に近似した測定値を示しているので,優性効果にもとずく

遺伝的変異がかなりあるものと考えられる.(ロックフェラー財EEの研究費による)

100. マウスの放射線感受性について (Ⅳ)ネムブタール麻酔時間および末梢白血球像

所見との関係 (菅原 努 ･尾上正明)

マウスについてⅩ線全身1回照射による致死効果に対する感受性とその動物の生理的状

態並びに各僅侵襲に対する反応の関係を各種系統問の差を用いることに依って調べること

を目的とした.その一部としてⅩ線感受性の系統差と,ネムブタール麻酔時間の系統差及

び田部井による末梢血液白血球像に見られる一定所見の出現率 (細菌感染に対する感受性

の強弱を示す)の系統差とを比較した. X線の条件は前報通 りで 680r,600rを照射し

表 Ⅰ.マウスの系統とネムプタール麻酔時間,末梢白血球一定所見発現率

及びⅩ線感受性

ネムブタール感受性
: つ 晋 妄 監

数 第 欝 芸雪目 芸̀'3日(芸圭FB)
20 54.45 40.45 45.05 10.0
±2.35±2.55±2.66

23 60.39 50.0 50.74 10.37
土2.84士2.84士2.86

20 51.7 44.5 48.8 7.2
土2.41土3.47土1.86

22 91.41 53.18 58.95 32.46
士5.39士3.45±2.56

23 99.48 57.43 60.22 39.27
土4.23士3.44士1.95

13 52.54 42.69 49.62 12.98
土3.22土1.93土2.55

Ⅹ 線 感 受 性

600r
数 死亡率

20 90

21 57.1

20 60

19 31.6

24 41.66

13 53.75
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た.ネムブタールは体重 1g当り 1mg腹腔内注射し陸眠時間を観た. 末梢白血球像は

(1)骨髄球後骨髄球,(2)プラスマ細胞,(3)3.5oA以上の堵工球,(4)10%以上の

単球,以上の中1つ或いは2つ以上の所見あるものは細菌感染に対する抵抗力の弱いもの

とする.マウスは日令 60日より麻酔試験,80日にⅩ線照射した. ネムブタール睡眠時

間は第1日は平均 60分A系及び DBA系は 90分以上を示した.第2日は耐薬性が出来

て約 20% 睡眠時間短縮しA系及び DBA 系では約 40% の短縮が見られた.第3日はほ

ほ第2日と同様の経過を示した.

なお実験休止後1週間すると耐薬性は全く消失してお り,雌雄差及び体重差は認められ

なかった.末矧 j血球像の一定所見は表示の順序に出現し系統差を示した.X線感受性に

就てほ雌雄差体重差は殆んど認められなかった.600r死亡率,680r,平均生存日数に系

統間の差を認めた. なお死亡の時間的分布は C57BLは2つの山を示し,C3H,C58,A

は5日乃至8日間の狭い間隔に1山の死亡分布を示した.ネムブタールに対し,耐薬性獲

得の強い A,DBA 系が 600r死亡率低率を示した. 末梢白血球像の弱系出現率 と600r

死亡率とは平行したが,個々の動物の有所見と,Ⅹ線感受性の大小との間には相関々係は

見られなかった.

101. マウスの放射線感受性について (Ⅴ)ネムプタールのⅩ綿感受性に対する影響に

ついて (予報)(菅原 努 ･尾上正明)

前報にてマウスに対するネムブタール (ペソ ト/ミルビタールソ-ダ)麻酔効果の実験中

試みに照射5分前に注射し,深麻酔中にⅩ繰照射を行ったものと,Ⅹ線照射終了5分後に

注射を行ったものとを比模してみると,麻酔中に耶射した場合は附則後麻酔に比べて睡眠

時問の著しい延長と,死亡率の減少とを示した.この事実からネムブタール前日.(.用､｣がⅩ線

に対し防禦的効果があるらしく,逆にⅩ敗照射が声ムプタール陛眠機序に影響を及ぼすこ

とが想像される.よって二f,lJtltJ一実験として C3H及び S.P.S.系を使ってネムブタール 0.01

mlノg 腹腔内注射,600r照射 (Ⅹ繰条件前報通 り)を行って表の如く同様の結果 を得

表 I.ネムブタール麻酔とⅩ線感受性

ら_計､-1. 照射甜麻酔 1
系 統 名 ;数

日垂眠時間 600r死
(分) 亡率(形)

C3H j9 122･0/ 44･4
S.P.S. F9 102.8/ 11.1

芸文

照射後麻酔 対 照
快眠時間 600r死
(分) 亡率(%)

8 53.75/ 75.0

10 71.0/ 40.0

数 睡誓,ES)A閉 業 て0,05賢

20 51.7/ 60.0

21 54.0' 47.6

た.ネムブタールの放射線感受性に及ぼす影響,放射線のネムブタール麻酔作用機転に及

ぼす影響等を知るために今後大量照射により生存期間の延長効果や,小量照射によりⅩ線

侵襲が睡眠時問に及ぼす影響や,麻酔薬に対する耐薬性獲得の度合と,放別綿感受性 との

関係等に既て研究を続けたいと思 う.
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102. 臓器核酸代謝の面よりみた各種臓器の放射線感受性 (山本五郎1))

マウスの胸腺,肺臓,肝臓及び雫丸について,200-680rのⅩ線の全身照射,並びに胸

部,上腹部及び軍九部位の局部選択的照射,あるいは局部遮蔽全身照射を併用してそれぞ

れの場合の臓器核酸代謝の面より,これらの臓器の放身腰 感受性を調べた.

1) 胸腺,牌臓及び軍丸は核酸代謝の両よりみて放射粧感受性が極めて請いが,肝臓は

感受性が低い.

2) 放射線の胸腺と肝臓の核酸代謝障害を照射後の時間的経過よりみて,核酸生合成の

抑制される第 1期 と,核酸生合成の恢復現象のあらわれる第2期とにわけて考えると,致

死線量以上の全身照射では第1斯よりの脱出が困難である.

3) 軍九は照射後5週日まで検査したところ, 5週の終 りまで核酸量は著しく漸減して

いる.

4) 全身的障害の比較的軽度な 200-300rの線量で胸腺,肝臓及び撃丸の各種JHtだ;鳩､ナ方

式による臓講謹核酸代謝の面からは,局所あるいは全身照射にかかわらずⅩ線が直接それぞ

れの臓器に照射されているときには殆んど同様に著名な核酸生合成の障害があり,その差

は明らかでない.

5) しかも胸腺あるいは軍丸の局部遮蔽全身照射によると概臓宕芹核酸代謝は全身照射の

間接的障害作用を或る程度 (250/0-30%)うけていることがわかる.一方肝臓の局部遮蔽

全身照射は肝臓核酸代謝に間接的障害作用があらわれていないのはこの場合の肝臓遮蔽法

によると上腹部臓絹がL,緑照射されていないためではないかと考えられる.かようにして

肝臓は核酸代謝の面よりみては放射線感受性が低いけれども,上腹部主要臓損として広い

意味の肝機能障害が誘起せられて,間接的に他臓器核酸代謝の上に影響を及ぼすものと恩

まっれる.

103. 組織培養法による生細胞に及はす放射線作用の研究 Ⅰ.ショウジョウバエの幼

虫における各種組織器官の放射線感受性 (菅原 努 ･堀川正克2))

ショウジョウバェも他の多くの生物と同様にⅩ紋照射に対する感受性は発生時期と線量

によって異なるが一般現象として蛸化の遅れ,羽化率の低下をきたし,特に発生初射 こ大

線量を照射した場合に早抑死亡を里する.また婦化に遅れをきたした幼虫ではBRIDESの

いう巨大致死幼虫 (lgl)の雑位の如き極度の体重増加を示す.以上の如き現象を分析する

ため,無菌的に飼育したキイロショウジョウバエの野生型 (Orego7之-R)の三令幼虫に稜

々線量のⅩ線 (160Kvp,25mA,1mm Alフィルタ-,370r/min,30cm)を照射しそ

の後各種の組織器官を合成培養基中で被覆法により培養し,それぞれの生長分化度より各

種組織器官のⅩ綴感受性の度合を調べた.

結果はⅩ繰照射に対し感受性の最も高いのは昆虫体内で変態ホルモンの分泌器官である

Cephaliccomplex(環状阪,大脳半球,食道下神経節よりなる)であり,これらは極く低

線量(3OOOr)の照別により容易に機能的な障害をきたす.すなわち生長分化ホルモソの内

1) 特別研究生,伊豆逓信病院結核科

2) 大恢大学医学部道伝学教室
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輩に分化ホルモソの分泌機能に異常を生じるのである.限原基,唾腺,肢原基及び脂肪体

はⅩ線照射によって最も影響を受けにくく,相当高線量 (20000-25000r)になって始め

て異常をきたす.

-jJ'超原基や精巣は前二者の中間に属し, 比較的低線量 (10000-15000r)の照射によ

って影響を受け生長分化の現象はみられなくなる.また分泌 され た変態ホルモン自体は

25000rの照射によってもその作用に全く影響が見られなかった.以上の結果は内分泌器

官が放射線により第一に侵され二次的に各組織器官の生長分化を阻止させることを意味す

るものであ り,この点生物学的作用機構の上から極めて興味がある.

104. 組織培養法による生細胞に及ほす放射線作用の研究 Ⅱ.放射線に対するショウ

ジョウバエの各種系統間の感受性 (菅原 努 ･堀川正克)

同様の方法で遺伝学的に放射線に対する感受性系統と非感受性系統を用いてこの問題を

更に詳細に追求した.用いた各種野生型 (Oregon-R,Canton-S,Samarkand,高知)及
び各種限色限形突然変異体(W,V,cn,JUbw,cnbw,bw,Bar,bar-3,Dp/Zn(3L)P,

Zn,(3R)C,Sbel(3)C)の内特に bar-3変則本がⅩ線照射に対して感受性の高いことがわか

ったので以下の実験には放射線感受性系統に bar13を非感受性系統に Oregon-R を用い

て比較実験を行った.各種線量で照射を受けた Oregon-R と bar-3の各組織器官で放射

線に対する感受性に差を生じるのは前述の如く環状腺と大脳半球及び食遺下神経節の部分

からなる Cephaliccomplexであ り,例えば両系統の照射した Cephaliccomplexをそ

れぞれ 10個ずつ 0.5pC3'jP/mlを含む培養基内で処定の時間培養した後とり出して組織

全休及びその中の DNA -の 32Pのとりこみを調べた結果は Oregon-R に比して bar-3

では停く低線量でとりこみが叩止 されることが分った.その他の麺原基や唾腺ではこれら

のとりこみに対する放射線の感受性に両系統間には全く差の無いことがわかった. これら

の結果は第一報の顕微鏡的観察から得た結果が生化学的な機龍の面から得た結果とまった

く一致することを示すものである.更に Oregon-R とbar-3の両系統の各種組織器官を

構成する昭 m胞について Thymine-C1̀tのとりこみから放射線の影響を調べた.すなわち

Ⅹ線照射を受けた各組織を培養液中で針先にてこわし遊離して来た細脂-のThymine-C14

のとりこみにより細胞における DNA合成の活性をオートラジオグラフ法によって比較し

た.結果は照射によりOregon-R と bar-3で差を生じるのは矢張 り環状腺細胞と大脳半

球の細胞であり然も bar13のこれらの細胞内-のThymine-C14のとりこみは Oregon-R

のそれに比して低線量の照射で障害されることがわかった. しかもその他の細胞では両系

統問にまったく差のないことがわかった.以上の結果は生体全体として見られた現象が培

養の下で組織として更に細胞としての過程まで同様に観察されることを示すものである.

105. 生物実験におけるⅩ線照射方法の検討 (菅原 努 ･古田儀之1)･橋本哲明 ･尾上

正明)

生物実験においてⅩ練を正確に照射するために,線量分布,照射線量の再現性,出力線

量の再現性をよくする方法を検討した.線量分布と照射距離については近接用および一般

1) ロックフェラー動物委員会技術員
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用回転照射台と距離目盛つき中心指示器の作成使用により解決した.出力線量の再現性に

ついては照射孔にとりつける monitoringdosimeterを作製し,それを用いた場合のほか

種々のコソトロールの方法について再現性を測定検討した.iその結果 monitoringdosi-

meterの使用によって繰返しの誤差を1%以下におさえることが出来た.

(日本医学放射線学会雑誌,18,(1958),1286-1291)

106. 本邦産野生マウスについての研究 (土川 清)

はじめ分節学者は,本邦産野生マウスを,欧米産の Mus.m.musculusとは別種とし

て扱っていたが,最近亜種 (Mu8.m.mOloSSinus)として分析されており, さきに牧野

も両者の染色体研究から別種とみなすべきでないことを示している.また本邦内でも各地

で採集される標本の毛色,体長,尾長などの比率が若干異なるなどの点から更に細分して

分析する人もあるので,分析の標識として重要視される形質を重点的に,それらの遺伝的

変異をしらべ,分奨学上での位置を明確にする目的で,musculusの特定の系統との交雑

により,いくつかの特徴についての変異をしらべた.そのうち主なるものは成長率,60日

令の体重.骨の変異などで,実験材料は九大 ･農 ･動物学教室浜島氏が福岡市箱崎にて採

集し恵与された mDloSSinusを,また muSCuluSは主として MACARTHURが 60日令

の体重について選択した SM/Rr系を用いた.この結果の詳細 ま統計的処理を終ってから

報告する.

また molossinuSの地域別集団中の t'n遺伝子の研究も引続いて,秦野,大磯にて採集

され伝断から分与された材料と前記箱崎産のものにつ いて行い,箱崎産のものは t'TL遺

伝子について-テロのものの頻度が高いことを知った.この遺伝子は前報 (年報第6号,

1956)に報告したのと同様ホモ致死と考えられる.

第 2研 究 室

107. 1粒コム半における 32P と 131Ⅰの遺伝的影響 (松村清二)

β線照射による遺伝学的影響をⅩ株や γ線によるものと比較す る目的で,一粒コムギ

(TriticummonococcumJlaveSCeケば)の種子を 32P と131Iの水溶液に2日間浸漬した.
γ線照射は2日間浸水した種子に行い,線量は 2･5,5,10,20krとした･32Pはある理

論的計算でそれらに相当する 0.05-0.4mc/gm,また 131Ⅰは 0･2-0･8mc/gm に限っ

た.処理直後に播種し, そ の後 18日目の発芽の割合と芽生の伸長を比較した. γ線の

2.5kr照射ではほとんど影響なく,5krでは γ線がやや悪く,10krでは γ線の影響は

著しく,131Ⅰはやや悪かった.20krでは γ線は発芽せず 32Pでも影響が強かった.また

Ⅹ1世代で白色条斑がでたものがある.これは 32P処理に多い.花粉母細胞の成熟分裂第

一中期の染色体異常を観察したところ, γ線では著しく異常が多く,5,10kr処理では④

+5Ⅱ のほか,④ +④ +3Ⅱ,㊨+4Ⅱ,①+3Ⅱ,asynapticなどがみられた.32P と 131Ⅰ

処理では ④+5Ⅱの異常だけで, その頻度は比較的低く,20kr相当のものでもγ線の

5krに及ばなかった.これらの x2を穂別系統で調べたが,葉緑素突然変異の発生率は γ

線,β線ともに線量がますとともに高くなった.131Ⅰが最も低く, γ線が最も高い変異率
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表 Ⅰ.一粒コムギにおけるβ線とγ線の遺伝的影響
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を示し32Pによるものの 2-3倍の頻度であった. しかし染色体異常ほどの差はみられな

かった (表Ⅰ).また突然変異体のスペクトラムを比較すると,β線では白子,黄色,淡
緑などがほとんどであったが,γ線では半数足らず albo･viridis,virido-albiu ,basi-

viridisがなどの濃淡のあるものであった.

これらの結果を総合すると,32Pや 131Ⅰによる β線の影響は γ線のそれに比しきわめ

て少なく,0.2mc/gm の 32P と0.8mc/gm の 131Ⅰのβ線が 2.5krのγ線の影響に相

当する.これは γ線とβ線の差よりもβ線照射にあた り,T線量相当の理論的計算の不適

当によるものである. β線の影響を肺だけに限って計算すると32Pの 0.2mc/gm が 2.4

kradとなり,この結果をよく説明しうる.次年度は約3倍の濃度に改めて実験中で,Ⅹ1

の発芽率 と芽生の伸長では,ほぼγ線に近い影響を示している.

108. コム半における γ線連続照射の遺伝的影響 (松村清二)

Triticum monococcum (2x)を多数同時に播種し, そのうち2カ月ぐらいの芽生を約

1カ月半,γ線照射室の 40r/dayのところに夜間おき,昼間は日光にあてた (第1回照

射).この照射が終ってから,つぎに3カ月半ぐらいの芽生に同様の照射を行った (第 2

回). さらに同様に第3[司 (4月初めの分率時期)および第4回 (成熟分裂直前)の照尉

を行った.各回ともに標準区は地下の照射室に隣 りあった制御室においた.これらの地下

室が芽生の連続栽培に不適であったため第 2,第3回照射の場合は標準区のもの も枯 死

し,わずかに第 1,4回照射のものが残った.第4回には 2:若のほか,T.durum (4x)

および T.vulgare(6ガ)をも用いた. これらの照射世代 (Ⅹ1)とその穂別 Ⅹ･2系統にも

なんらの遺伝子突然変異は発見されなかった.さらに第 1,第4回照射で Ⅹ芝から穂別 Ⅹ3

系統を栽培したところ,2xでは 8-9% の葉緑素に関する blockmutationを見出し

た.4x と 6xでは突然変異は発見されなかった.次年度には同様の 3種について3回に

区別して,同様の連続照射 (13r/hrその他照射方法はやや異なる)を行ったところ, 早

は りⅩ1と Ⅹ2では突然変異はみられなかった.これらの結果を休眠桂子照射の場合と比

較すると,1世代ずれて遅れ,しかも同一 Ⅹ2個体からのすべての穂別 Ⅹ3系統が同一の
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変異を示す blockmutationであることが違っている.

109. コム半における熱中性子の遺伝的影響 (松村清二)

熱中性子によって突然変異を誘発す る 目的で,一粒コムギ (Thticum monococcum

Jhveseeヶは)の休眠種子を5区にわけ,原子力研究所 JRR-1号原子炉により照射した.

照射孔は γ線がなるべく少ない N0.7を選び,2,3月の予備実験では 25KW 運転で

2.6×108n/cm2･secの中性子束をうるところで,各遇で 8.5-15･3時間の運転を行っ

た. 1週間ごとに原研より返送をうけ,砥ちに各区の半数を 20oC,80% の調節温室に播

種 (A実験),また残 りの半数は 15oC恒温室に最後の第5週日の到着まで保存し, 同時

に普通温室で播任した (B実験).

両者の発芽率 と芽生の伸長度は照射量がますほど悪くなるが,これは3週間 (18.4×1012

n/cm2)までで,4-5週間 (31.4×1012n/cm2以上)のものはほとんど発芽せず,生育し

なかった.発根直後の根端細胞をみると照射量とともに異常細胞数をまし,4-5週間の

ものは 95%以上が異常であった.花粉母細胞の成熟第一分裂中期の染色体をみると,④

+5Ⅱなどの異常が1週間のものはなく,2-3週間となるとその頻度が次第に空し,3週

間では約 1/4の穂に染色体異常がみられた. これらの自殖による穂別次代 (Ⅹ2)における

葉緑素突然変異体には,｢'-1子,黄色,淡麻などがあり,その頻度は照別量とともに増加し

た (表Ⅰ).
表Ⅰ.一粒コムギにおける熱中性子の遺伝的影響
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本実験では T.monococcum (2x)のほか T.dumLm(4x)と T.vulgare(6x)を用

い,倍数性による比較をも行った.前回と同照射孔の N0.7で水平熱中性子柱の表面か

ら 4,9,14,19,24cm のところに2週間(9月下旬)休眠種子をおいた.40KW 運転で

中性子束はそれぞれ 4.2,2.3,1.32,0.78,0.49×108n/cm2･secである.T.m onocoO-

eum 4cm のものは全く発芽せず,9cm のものは 2/3ほど発芽したが,その後伸長はせ

ず枯死した.これに反し,T.durum は 4cm のものでも発芽はよく芽生は正常の 1/3

まで延びたが枯死した.T.vutgareは予想に反し,T.durum より放射線の感受性が強

く,4cm で発芽が 2/3弱に減じ ほとんど伸長せず枯死した.9cm では両コムギとも

に発芽はよいが生育も遅れ,それより線量の少ないもので は発芽も伸長も正常に近かっ

た.
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110. 倍数性による放射線障害の差異 (根津光也)

放射線障害の差異は種々の条件で左右される.もちろん,倍数性による差異は大きい,

本実験はコムギの3群を用い,成熟分裂の中期の染色体異常および種子稔性を調査し,倍

数性による放射線障害の差異を比較研究した.材料にはコムギ3群 とも野生型,栽培塾を

考慮に入れて各群につき2位計6種 (Triticum aegitopoides,T.仇OnOCOeCum,T.

dicoccum,T･durum,T.Spelta,T.vulgare)を用い,休眠種子に γ線を 18時間照

射し,組立はそれぞれ 20,30,40krとした.

染色体異常についてみると,異常を有する細胞の割合は,20krで倍数性に比例して増

加し,4xは 30kr,6こかは 20krでほとんどの細胞に異常がある.異常は主として相互転

痩 (④)で, 1細胞あたりの頻度をみると,倍数性および祝量に比例して高まっている.

なお高次の転座 (㊨,(垂,㊥)についても同様である (宏 Ⅰ). その他 の異常としては,

染色体の不対合や欠失などがみられ,また異数性のものもまれに観察された. 1細胞あた

表 Ⅰ.γ線による成熟分裂における染色体異常の頻度

･ ･ ･ ､ い 】

4
4

6
0

7
9
9

7
7
7
7

3

1

2
2
2

7
8
1

1
4
7
5

2
2
1

2
1
1

6
6
6

2
2
1
3
1

2
1

1

7
6
8
9

6
7
6
4

1
2
1

2
1
1

材料およ-J照射区分

0.00
1.75

0.00
0.66

0.14
2.15
3.55

0.00
1.07
1.96
2.51

0.00
2.73
5.38
6.88

0.66
2.77
4.43
5.07

りの平均切断数を計算し3群を比較すると,切断は線量に比例してほぼ直線的に増加し,

2ガ,49;,6xの比率は 1:2:4である.

種子稔性は線量に比例して低下し,その度合をみると2ccがもっとも大きく,ついで6:ど,

4xの順のようであるが,両者の差は明らかでない.

以上のごとく,放射線障害は倍数性に依存していることは明らかであるが,種問の差異

によることも無視できず今後の課題である.
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111.一粒コム半の放射線による葉緑素突然変異体の遺伝分析 (藤井大朗)

(A) Basi･viridiSIIの交配実験

一粒コムギの突然変異体問の交雑を行い,これらの二重劣性植物の形質やその葉緑素回

復状況などにつき実験を行った.

ともに芽生のころは葉緑素量が正常の約 1/2であるが,温室では この量を回復する能

力をもつ basi･viridisIと同IIとの二重劣性植物がえられた.この植物の葉緑素量は両親

よりさらに減少し,virido-albina同様の形態を示す.一方 basi-viridisIIを一方の親と

し,redpigment,early,slender,irregular-earを交配したものの二重劣性植物につい

て調査したが, これらの葉緑素およびその回復状態は basi-viridisII と同じであった.

これらの結果および JVirido･albina を一方の親とした二重劣性植物の結果 (年報8号)か

らみると,葉緑素突然変異体問の二重劣性植物での葉緑素量は両親のそれよりもさらに減

少する.すなわち葉緑素突然変異遺伝子は葉緑素量の減少に複合的に働くものであろう.

これに対し,葉緑素突然変異体と形態的突然変異体の間の二重劣性植物は葉緑素量に関し

ては前者と同じであり,形態的には後者と全く同じであることは,形態的突然変異の遺伝

子は葉緑素形成には無関係であるといえる.

(B) Chlorina･striata二重劣性

両突然変異体ともに減数分裂中期では正常な染色体接合を示す. しかしこの Fl植物は

1Ⅳ十5】Ⅰの接合を示し,F2の正常,chlorinaにはともに 7Ⅱ と 1Ⅳ+5Ⅱのものとがみ

られる.さらに F3についてみると,chlorinaは正常に比べやや発芽率が低く,striata

のそれは約 30% と非常に低いため,分離比による連鎖関係の推定は困難であるが,表 Ⅰ

のようになり,Striataは転座をもつ個体からのみ分離することがわかる.

表 Ⅰ.ChlorinaxStriataの子孫における分離

1 F3 の 分 離 比

Chlorinai u

2

4

4

5

5

6

r

】 98 ;

141 t 46

Striataホモの個体では 7Ⅱ と正常な接合がみられるのに,この組合せの Flでは転座

がみられ,さらに striataxbaSi-viridisI,同II,slender,earlyの交配によるFl植物

でも同じく 1Ⅳ+5Ⅱ の接合がみられることから,striataは転座をホモにもっているもの

と思われる. また上表にみられるように形態が正常,ohlorinaにかかわらず転座をもつ

個体からのみ striataを分離することは 8わイata遺伝子は転座をもつ染色体の何れかに

あることがわかる.
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112.植物の放射線感受性 (藤井大胡)

(A) 栽培植物の実験

前報 (年報8号)の予備実験に引続き,栽培植物43種およびこれらの栽培晶種合計 77

系統について気乾種子に r線を 20-100kr照射し発芽率についての感受性を調べた.級

量の増加につれて発芽率は低下し,生育のおくれも顧著になり,さらに芽生の碕形も現わ

れてくるが,これらの程度は種によって異なり,また同種間での栽培品種によっても異な

ることがわかった.またこの実験から単子葉炉は双子葉炉に比べて弱く,さらに単子葉,

とくにイネ科の中では Triticumが最も弱く,Hordeum が最も抵抗性であることがわか

った.双子葉叛では Bra88ioa,Raphanusおよび CoBmOSなどで 100krでも生存する

ものがあ り,これらは非常に抵抗性であるといえよう.大体の LD-50は次のようであっ

た.

Hordeum SaLivum 70kr GlycineMax

Triticumvulgare 20140kr VignaSinen8is

Sorghum bicolor 40kr PharbitisNil

ZeaMay8 40kr Solanum gito

RaphanuSSa的u8 70kr CalendulaarvemsiS

Arachishypogaea 70kr Cosmosbipinnatus

40-70kr

40-70kr

70kr

20-40kr

70kr

70-100kr

放射線感受性は桂子の生理的条件や,照射の物理的条件によって異なることがしられて

いるが,この結果からみると本質的には種の遺伝的組泌こよって決定され,これが変椀など

のようなわずかな遺伝的相違や,生理,生化学的条件によってクモなるものと推測される.

(B) 一粒コムギ突然変異体の放射線感受性

T̂ ticummonococcumjlavesce.nsの数硬の突然変異体に再びⅩ線および γ線の照射

を行って,1遺伝子の相違が感受性の差を示すか召かについて実験を行った.用いた材料

はいずれもⅩ線照射による1遺伝子の劣性突然変異休である.Chlorina,basi-1)iridisII,

virido-albina,earlyおよび slenderであり,表Ⅱのような結果がえられた.

発芽率,生存率,稔性などについては,各突然変異体の旧別区での低下は,正常植物で

のそれより著るしい相違はなかった.しかし Ⅹ･lの突然変興率は突然変異系統の方がやや

低いようであり,また x2での不発芽系統数 (a/o)は突然変異系統の方が高かった.以上

の結果から1遺伝子の突然変異による系統でも放射線感受性は殆んと変らない. しかし突

然変異率は低く,不発芽系統が多くなることは,突然変駅が重なることが生存を困難にす

ることを示すものであろう.なおこの実験の Ⅹ2では各l垂40粒を用い,突然変異体の照

射区は合計 600粒であり,C7dorina,slenderによる予備実験 (年報7号)を加えると

900粒であるが,復帰突然変異はみられず,優性-劣性突然変異の頻度に比べ非常に低い

といえる.

(C)栽培イネの実験

1957年に致死線量の決定のため維町,Tetepの2品種について γ線を 20,40,70お

よび 100kr限射した結果,両品種とも 40krまでは発 芽率 はあまり下らなかったが,
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表 II. 一粒 コムギ突然変異体 の放射線感受性 と遺伝的影響

学E(芳)*F等mf
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.

2
1

1
2
5
6

4
2

0.0
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表 Ⅲ.イネ 晶種の｢線感受性

品 種 潤 担射 管 nF嵐 (C-)空 雰 70krでは0であった11958年

ミホニシキ (中部地方同)およ

び農林 18号 (九州地方同)の

3品種について,γ線を 20,

40,50,60および 70kr照射

して実験を行った.

この品種について発芽率,草

丈,生存率などをみると,巴マ

サ リが抵抗性であり, 虐林 18

号は反対に感受性であるように

みられた.またミホニシキのみ

については Ⅹ1稔性を調べ た

が,無処理 90.6% に対し,20

krでも 55･3% と低下し,40,50krで約 20% と著るしく低下する. さらに支那,台

拷,フイリッピソ,印度などの栽培在20品種や,教程の野生程につき同様の実験を行っ
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た結果,栽培種の LD-50は大体 30-40krであり, 突然変異の天険のためには 10-20

krが適当であると考えられる.

113. 小麦黒鏡病菌および小麦赤錘病菌に対する一粒コム半の葉緑素突然変異体の感受

性 (勝屋敬三)

小麦黒鉄病菌 (PucciniagraminisPers･f･sp･tritici17)および小麦赤銃病菌 (P･

tr-lticinaEriks.21B)が葉緑素蓑の異なる突然変異体にどのような感受性を示すかを知

る目的で,両鏡菌の夏胞子を一粒コムギ (Triticum monococcumJlavesceヶば)のⅩ線突

然変異体- chlorina,baSi-viridisⅡ,m'rido-albinaおよび albina- の芽生 (第-

葉のみのもの)に人工接柾を行った.接種試験は Phytotron(昼間 20oC,夜間 15oC)で

行い,接称力法は折紙接種法およびなす りつけ接種法を用い,2-4回反覆した.接種 7

-16日後感染型を観察判定し, これ ら葉緑素突然変異体の両銃菌に対する感受性を調査

した.

その結果を表IにラrJミした.画鋲菌に対し葉緑素量が正常の半分である chlorinaは,正

常と比較して感受性に大差
表 Ⅰ.一粒コムギ (T.mo77JOCOCCu/m Jlat,escens)の葉

はみられなかった･しかし 線素突然変異体の芽生の小i,f黒鋳病菌および小麦

chlorinaほ夏胞子堆 の形 赤鍬 Eij蘭の感染型

がみられた.これに反し,

albinaは同席菌に対して
正 湖

正常と感受性 を即 こし, chlorina
免疫性を示 した. しかし

albi朋αは接種 7-12日後
basi-viridisII

に枯死するので,その枯死 virido-albina

により夏胞子唯の形成をみ albina
ないのか不明である.

緑也部
淡緑部

S R-MRSS

色郡 S
色部 ∃ S

MR-SMR-S

R 良

R:Resistant Mli二Moderate]yResIStant S二Susceptible
次に葉緑素量に関して濃

淡のある virido-albim は線色部および白色郡ともに丙鋳菌の夏胞子椎の形成をみた.普

た小麦赤鋳病菌に対して 7)irido-albinaは正常より感受性が7(.'は った.

114. 柑橘の放射線感受性 (立川忠夫)

放射線による柑橘の育榎的利用のための基礎IT)rE･究として実験を行った.

谷川夏樫, 川野夏程, 普通夏鐙 (CitrusNatsudaidaiHayata); 日向夏 (Citrus

TamuranaHort.)の乾燥種子を用い,60Coの γ線で 1,4,7,10,20,40kr照射を

行い,また比較としてⅩ線 4,10kr照射も行った.発芽率に対する影響は 10krまでほ

61-870/Oで熱処理との差がほとんど認められないが,20krで lo/Oに急激に低下し,40kr

では発芽を全くみなかった. 1種子当りの発芽本数は 10krまでは差異を認めないが,20

krではわずかに減少の傾向がみられ,地上部の伸長については線量の増加に伴ない減少

している.またⅩ線は γ線よりも影響が大きいことがわかった.
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夏程を肝分離しγ線で 4,7,10,20kr照射を行い, またⅩ線も使ってペ トリDnに播

種した結果は,根の伸長は線量の増加とともに悪くなるが,4,7krでは腔の大きさによ

り地上部の伸長を促進し実数の増加が認められる. しかし乾燥種子照射にくらべて水分が

多いため放射線感受性は高く,4,7krでも双葉において著しい崎形葉を呈し,20krと

Ⅹ線 10krでは椴端部が異常肥大をして眼の伸長をみなかった.

リスボソL,モソ (CitrusLimonBurmann)の挿木用穂木に γ視で 1krから 20kr,

またⅩ線で 4krから 10krを照別した結果は,7kr以上では線丑の増加に伴ない落葉

が早く,20krでは全く落葉枯死し,放射線障害が認められたが,2,4krでは熱処理と

寧波金柑 (Fortunellacrassifotia SwINGLE),長寿金柑 (ForLuク裾tlaabot.ataTa-

naka)の花粉にγ線で 2krから 40krまで,Ⅹ線で 4,10krを照射して,庶粧 (10,

20,300/o),寒天 1.5%の培養基上で発芽させた.その結果は 40krまでの花粉の発芽率

については放射線の影響は少なく,その差を認めなかった.また長寿金柑の花粉を γ線で

4,10,20kr照射し,これを長寿金柑,寧波金柑に授粉したところ多くは有核栗を生じ

たが,このうち 20kr照射花粉を長寿金柑に授粉した場合にのみ無核果を生 じた. これ

ほ花粉が放射線の影響を受け

て単為結果を誘起させたもの 4ガの頻度 (形)

表 Ⅰ.欧州産倍数性種子よりの 2x,3xおよび

と思われる.

115. 馴 憶 倍数性甜菜の 品 種 名

検討と新四倍体系統

の育底 (松村清二 ･

望月 明 ･根津光也

･原田朋子)

Hilleshog-Sトpoly

2x 3:γ 4x 計

49 43 7 99
14 18 13* 45

44 43 14 101
9 19 8 36

ゎれわれの作-た 3n-1号 (スエーデソ) 憎 官 ㌃ 甘 言 1 ㍍ ~了㌃
(4398×162号)では 4ガと2∬

種子を 5:1の比に混じて採

種母本を育成し,それらを混

植して採種した,いわゆる三

倍性桂子には 46.5% の 3x

を含むことを報告した.三倍

体を実用化するためにはこの

頻度を高めることが必要であ

る.最近の欧州,とくにスエ

ーデソ (Hillesh6g), ドイツ

(Kleinwanzleben),デンマー

ク,オラソダ(VanderHave

社)お よび-ソガリー (Ag･

Hillesh6g-RIPOlyi

KL-Cercopoly
(ド イ ツ)

Polyrave
(オ ラ ン ダ)

Trirave

.(亘j ソ ダ)

Beta-1

(-ソガ1)-)

Beta-3

(-ソガリー)

* 異数体を含む

5 13 7* 25
計 78 113 39 230
% 33.91 49.13 16.96 100
27 40 6 73
0 37* 6 43

計 27
% 23.28 66.38 10.34 100
10 40 0 50
% 20.00 80.00 0.00 100

0 2 14 16

計 26 76 42 144
% 18.05 52.78 29.17 100
27 35 5 67
4* 11* 3* 18

計 31 46 8 85
% 36.47 54.12 9.41 100
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rimpeⅩ社)では多数の三倍性種子が販売されるようになった. これ らについて 2x,3x

および 血 の頻度を調べた結果が表 Iである.スエーデソとドイツ産のものはわれわれの

ものと差がなく,-ソガリー産のものとオラソダの Polyraveはややよい結 果 をえてい

る.Triraveは特別によい成最を示している.これは雄性不稔性 2xに正常の 4xを授粉

して採種したもので 90% 以上が 3∬であるといっているものである.

甜菜では 2x?×4xS でも雑種をえることが容易であるので,われわれもこの計画をた

てていたものである.

一方,これら優秀な三倍性種子より4ガを選び,将来の三倍体の片親に利用する目的で

採種を急いでいる.またアメリカ GW 会社では優良品種 GW 359よりさらに GW 602,

674などを育成したので,これらの 4ガをえるため芽生のコルヒチソ処理 を行 い成功し

た.それぞれ2個体から採種し,次代の染色体数を決定したが,母本がキメラになってい

たらしく,約半数が 4xであったので,これらを育成中である.

116.新おしつぶし法によるイネ染色体の観察 (根津光也)

イネの根端細胞の染色体を観察するには,簡便で迅速なおしつぶし法によるのが望まし

いが,染色がむずかしい.現在,酢酸オルセイソ (胡 1958,実作 1958)が用いられてい

るが,FEULGEN 淡色については良好な結果がえられていない.筆者は固定に問題がある

と考え,種々の固定剤を放した結果,氷酢酸で固定した場合, FEULGEN 染色が良好であ

ることを明らかにした.

この方法により,栽培および野生イネの体細胞染色体数を調査した.そのうち,いまだ

染色体数が知られていなかったものをあげると,Oryzaridleyi(W 0001)27号-24,0.
australienSis(W OOO8)2n -24,0.alta?(W 0017)2n-48である.

117.野生イネおよび外国イネのイネイモチ病菌に対する感受性 (勝屋敬三)

イネイモチ病菌 (PiriculariaOryme)の比較的病原性の強い菌系 fL2および比較的

病原性の弱い菌系 54-04【ともに農業技術研究所 (西力原)の菌株番号】の2菌糸を使用

し,野生イネ9位 14系統,外国イネ1種 10系統および日本イネ1種3系統に人工接種

を行い,野生イネおよび外国イネのイモチ病菌に対する感受性を,おもに病斑塑により調

査した.

接種試験は温室で行った.供試したイネはポットに山状態に 10個体ずつ栽培した.肥

料は基肥として坪当り硫安 80g,過燐酸石灰 50gおよび硫化カリ20gを与えた.接種

はオオムギ培地で約 10日間培養し形成させた胞子を噴霧接種法 (P-2のみ),葉鞘内注

射法および葉鞘接柾法の3方法で行った.なお薬箱接種は参考にとどめた.接伍の時期は

イネの生長期間によりイモチ病菌に対する感受性を異にするという点を考慮に入れ,噴霧

接種は本葉 3-4葉に,注射接種は 4-6葉に行った.菓相接産法は坂本 (1951)および

高橋 (1957)の方法によった.噴霧,注射両接種法の場合とも't/1,按桂5日,7日,9日

および 11日後に葉身上の病斑塾を観察判定した.なお接種試験は 2-4匝版 復した.

結果は一般的に噴霧接種法より注射接種法が病原性が強く現われた･野生イネのWOOO8

(0.australienSiS)は両菌糸に対し高度の感受性を示した.またWOO12(0.0.伊oinalis?),
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W 0015(0.eichingeri?),W 0017(0.aua?),W 0019(0.latifolia)および W OO28

(0.breviligulata?)は P-2偽系に対して噴霧法では抵抗性を,注射法では抵抗性～中

皮感受性を示し,54-04菌糸では抵抗性を示した.W 0510(0.subulata)は P-2に対

して中皮感受性を,54-04に対してほ抵抗性を示した.0.perennis,0･Sativavar･

fatuaおよび外国イネは同一横内でも系統により感受性にかなりの差がみられた.

第 3研 究 室

118･ カラス禎主計の特性 (近藤票平)

理想的な放射線線量計の1つは,小型の固体で,感度 ･精度がよく,経年誤差がなく,

温度等の外的条件や線量率に依存しないで α,β,γ,nいずれの放射線も測定しうるもの

であろう. ScHULAfAN らの発見した 〟銀活性化 りんさんガラス"は これに近いものの 1

つで,その道径 1mm,長さ 6mmの小さな固体を,生物体内にさしこんでそこの線量を

測定する方法を検討した.

このガラスは放射線に一度あてると,そのあとで紫外線 (～3650Å)をあてたとき蛍光
(オレソジ色)を発する能力をもつようになる.この蛮光量が,5r～104rの範囲で旧射し

た放射線線量に,直線的に比例する. この現象は γ線照射の場合,γ光子とガラスの中の

電子との相互作用により,二次電子となってその通路のまわ りをイオン化する. このイオ

ン化で生じた電子の中のいくつかがガラス中の銀イオソの近くに トラップされたものが,

蟹光中心となると想像される.ふつうのガラスのF中心とちがって,この饗光は大-ん安

定で,測定のための紫外線照別ではほとんど変化せず,1月経っても数%の変化をするに

すぎず,100oCの高配でも安定である.また上述の考えから,費光量はガラスの吸収した

政則線エネルギーに比例することが予想される.同じレソトゲソ畳に対し,60KeV のX

線は 1MeV の γ線に比べ約 25倍の貸光量をガラスに生ぜ しめる.これはガラスが Ba

を含むことから予想される値に近い.

210Poからの α線を同様にして測定し,単位吸収エネルギー当りの蟹光量を,60Co-γ線

に対する場合を1とす ると,α線の場合は ～0.2の値をえた. また中性子線測定にも利

用できることが明らかになり,β線に対する応用とともに目下研究中である.

119. コムギ種子に与えられた中性子線量の計算 (近藤京平)

生物に種煩のちがう放射線を照別して,同一の生物的効果をえたとする.そのときの生

物に与えられた線量は,放別線の種突如こよってちがうのが一般である.普通 60Co-γ線を

標準にし,これとの比をもって RBEとなづける.中性子に対する RBEを求めるには中

性子が単一エネルギーのものであり,γ線をともなわないことが理想である. この点から

いって原子炉内の中性子線は理想からほど遠い.目下えられるものの中で,この理想に近

いものの1つは三重水素 H3に重水素核を加速してぶっつけておこるH3(a,n)He4の核

反応を利用する方法である. これでえられるnは 14.1MeV の単一エネルギーで, しか

もこの核反応はきわめて高い率でお こ り, ほとんどγ線をともなわない (実際装置では

tissueradにして5%以下). この中性子が照射される生物内の原子核と1回だけしか衝
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突しないとすると,生物に与えられた線量は計算によって理論的に求めうることがしられ

ている.

単位中性子束によって生物に与えられたエネルギ一畳D(単位質量当りに与えられたエ

ネルギー)は次式で与えられる.

D-∑nldi-∑nt∑ orijE li (A)
i i J

ここに,nlは i核の生物 1gr中にある数, dij は i核の 14.1MeV中性子に対する衝

突核断面積 (nuclearcrosssection),Eij はそのとき生じる全エネルギー (3.はいろん

な桂塀の核反応があるのでその区別を示す),diは単位中性子束によって原子核 ilつ当

りに与えられる doseである.

(A)式の計算をコムギ種子の場合について行う. Tritioummonoooccu仇JhveSCemS

に対する化学分析の結果は表 Ⅰの通 りである.

表Ⅰ.TriticummonoooccumJlavescenSの化学分析

ホモゲナイズしたコムギ1gr
中の元素の重量の割合

以下 RANDOLPH の方法にならって計算をする. まず (A)式に必要な niを求め,dg

に RANDOLPH の求めた値を用いると次のようになる (表Ⅱ).

表Ⅱ.コムギ桂子に与えられる 14.1MeV 中性子線量

ni(×1023)

di(MeV-bar･ns)

各元素による%dose

__竺｣ 上 し空_

D=0.3663

g･sec･瓜ux

表Ⅱによると, コムギに与えられる 14･1MeV の中性子線量のうち,65%は水素に中

性子が衝突して与えることがわかる.よって水素の量の変化は与えられた doseに敏感に

響く･上記の D の値から 1radを与えるために必要な中性子数を求めると次のようにな

る.

(コムギ穫子に 1rad与える14･1MeV中性子束)-1･704×108(sec･触Ⅹ) (B)

ゆえに,14･1MeV 中性子の Ruxを BF3COunterなどで countLさえすれば,上の

値によってコムギに与えられた doseが求められる.このようにやって求めた値はイオソ

化のための平均エネルギーW の値にもよらない利点がある.
コムギの表面近くの水素核に上記の中性子が衝突す ると, コムギの表面から 2mm の

深さの層までにこのようにして生じた陽子は,多少ともコムギの外へエネルギーをもって



136 研 究 業 績

にげる.そうすると上の D は減ることになる. これを防ぐた桝こは,コムギをこれと同

一成分の物質でとりかこむことである.手近かなものとして Luciteと比べると次のよう

になる (表Ⅲ).

表Ⅲ.コムギとLuciteに与えられる 14.1MeV中性子線量の比較

表 Ⅲ からわかるように Luciteを用いれば, コムギ桂子表面からにげろエネルギーは

Luciteから与えられ,1%の精度で平衡状態がえられる.これは全部の線量からみると無

視できる. よって, このように Luciteで小麦種子をおおって 14.1MeV の中性子に照

射すれば,与えられた doseは (B)によって計算できることになる.
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andDieldrin.Proc.theXthInternat･Cone.Genetics,Vol.2:210

坂口文書 1958: 家蚕の tyrOSinaSeとprotyrosinase,遺伝子の酸素蛋白生成支配の機

作に関連して.科学 28:307-308
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酒井寛一 ･成瀬 隆 ･平泉雄一郎 ･井山審也 1958: Studiesoncompetitioninplants

andanimals: IX. Experimental studiesonmigration inDroso･

philamelanogaster. Evolution,12(1):93-101

･∫.∫.Nile 1958: Heritabilityofgrainsheddingandothercharacters

inrice.TropicalAgricultuist,133:211-218

阪本寧男 1958: AnewearlyecotypeofAgropyrontsukushienSeVar.tranSienS

ohwi.W.I.S.,8

菅原 努 ･古田俵之 ･橋本智明 ･尾上正明 1958: 生物実験における Ⅹ綴照射方法の検

討.日本医学放射線学会雑誌 18(9):ユ286-1291

1958: 人塀における突然変異の生起と放射線の遺伝学的影響シソポジュウム

3.放射線と突然変異.人弊遺伝学雑誌 3(3):129-131

･土川 清 ･田中富蔵 ･杉浦嘉彦 1958: 繁殖成茄よりみた幼君及び成熟 - ツ

カネズミのγ線長期照射に対する感受性について.第2回原子力シンポジ

ウム報文集 4:198-201

1958: 放射線の遺伝的影響とはどういう事か.臨床放射線 3(1):64-72

高安正夫 ･菅原 努 ･矢野 昭 1958: Chinicalstudies onthevectorialleadof

theelectrocardiogram.MieMedicalJournal,8(1):1-15

中村 実 ･菅原 努 1958: ThechangesofthehardnessofX-raystransmittedby

variousobjectsandtheireffectsonroentgenograms.MieMedical

Journal,8(1):155-160

平 俊文 ･名和三郎 1958: Nodirectmetabolic relation between pterines and

uric acid,navins or folic acid in Dro80Phila melamogaster.

Japanese∫.Genetics,33:42-45

館岡亜緒 1958: SomaticchromosomesofLeptaspisandStreptogyna(Poaceae).

Nature,182:1619-1620

1958:Streptogyna(イネ科)について･植研雑 33:364-366

田島弼太郎 1958: 印度の蚕.遺伝 12(6):21-24

1958: 蚕の放射線生物学.日本蚕糸学会東海支部講演集 6:31-35

1958: 放射線の生物に及ぼす影響研究の現状.学術月報 11:453-455

仲尾善雄 ･田島輔太郎 ･桜井欽夫 1958:Speci丘cityofinteractionsbetweentheindivi-

dualgenelocusandthestructureofchemicalmutagenes･Zeits･f･

Vererb.,89:216-220

辻田光雄 1958: カイコのタバコ中毒 ｢かいことたばこ｣.公共企業調査会

･坂口文吾 1958: Studieson the maternalinheritanceofthe lethal

yellowinthesilkworm,Bombyx仇Ori･ILOvariantransplantationsI

Jap.Jour.Genetリ 33(7):210-215

山田行雄 1958: Heritabilityandgeneticcorrelationstineconomiccharactersin
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chickens.遺伝学雑誌 33:13-22

------ ･B.B.Bohren･L B.Crittenden 1958:GeneticanalysisofawhiteLeg-

hornclosedaockapparentlyplateauedforeggproduction.Poultry

Science,37:565-580

----- 1958:家鶏の繁殖集団における期待選抜強度と実現選抜強度. 育種学雑誌
7:47-52

北川 修 ･山田行雄 1958:SelectionwithX･raysirradiation.D.Ⅰ.Sリ32

青田俊秀 1958:染色体のほぐれとひろが りに対するイオソの影響. 細胞化学シソポジ

ュウム 7:91-100

--- ･石原隆昭 1958:発生初期における肝癌の染色体,特に Ⅴ形染色体の出現に

ついて.染色体 37-38:1276-1281

石原隆昭 1958: ラットにおける肝切除及びアゾ色素投与により現われた高倍数性細胞.

染色体 34-36:1157-1161

- --- ･吉田俊秀 1958:MYマウス肉隆の移植感受性に関与する遺伝的要因.遺伝

学雑誌 33:23-27

浮田稲視 ･青田俊秀 1958:書田肉睦細胞の染色体数とⅤ 字形染色体. 染色体 34-

36:1190-1193



H.発 表 講 演

発 表 者 l 題

土井田幸郎

遠 藤 徹

藤 井 太 朗

LI11一里 和 夫

卜." ･!･)

飯 野 徹 雄

河 原 孝 忠

木 原 均

: :∴㌻

タデ属植物の発生学的研究 I

〝 Ⅱ

三色スミレの色素原の遺伝

栽培植物の放射線感受性

西瓜とコロシソ トウリの雑種について

アスパラガスの三倍体

Geneticsofphasevariation.

イネの粒の大きさの遺伝,その統計遺伝学的研究

家鶏における経済形質の変異について

家鶏における体重についての遺伝学的考察

Openingremarks.

Thenativeplaceof6∬･wheat.

Someaspectsofthegenomesof6xspeciesin
Aegilops.

Fertilityandmorphologicalvariationinthe
substitutionandrestorationback-crossesofthe
hybridTdtioum JVulgarexAegilopscaudata.

WorksdoneinMisima.

備 考

ト･一
Ji
.N

九 州 大 学

名 古 屋 大 学

q
〟

国立遺伝学研究所

名 古 臣 大 学

Royallnst.
Tech.,Stockholm

京 都 大 学

東 京 大 学

名 frl一足 大 学

Univ.ofManito･
ba,Winnlpeg,
Manitoba,Canada

〟

McGillUniv.,
Montreal,
Canada

89:2…,)?tohranceal,ILU.nsi.vA‥

日本植物学会第 23回大会

日本遺伝学会第 30回大会
q
〟

静岡育種談話会

日本遺伝学会第 30回大会

7thInternationalCongress
forMicrobiology

日本育種学会第 14回講演会

日本畜産学会昭和33年春期大会

日本遺伝学会第 30回大会

FirstInternationalWheat
GeneticsSymposium

〟

ⅩthInternationalCongressofGenetics

jye

i
Z

..Hi
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1



Breedingofseedlessfruits.

Thenativeplaceof6∬-wheat.

Breedingofseedlessfruits.

Thenativeplaceof6彩-Wheat.

木 村 資 生

Right-andleft･handednessinplants.

量的形質に関する遺伝的変異の保有機構について

進化機構の解明に対して近代遺伝学の果した役割につ
いて

Otherapproachestoevaluatingconsanguinity
effects.

ダーウイソによる自然淘汰説とそれに対して提出され
た批判について

X 線および γ 線照射大麦の特性

一粒コムギの熱中性子照射実験

一粒コムギ α,β線とγ線照射実験

9.4

9.ll

9.13

9.20

9.23

9.26

10.17

ll.2

12.12

12.13

4. 9

10.17

10.21

NorthCarolina
StateCollege,
Raleigh,U.S.A.

KansasState
College,Kansas
U.S.A.

ColoradoState
Univ.,Fort
Collins,U.S.A.

JapaneseClub,
MexicoCity,
Mexico

HawaiianAcade･
myofScience,
Honolulu,
Hawaii,U.S.A.

ExperimentSta･
tion,Hawaiian
Pineapple
Cooperative

名 古 屋 大 学

日本 学 術 会 議

広島 ABCC

京都大 学理 学部
動 物 学 教 室

東 京 大 学

名 古 屋 大 学

京 都 大 学

謝帥軸罫
日本遺伝学会第30回大会

ダーウ
イソ進化論百年記念シソ

ポジュ
ウム

日米協同近親婚研究打合会

日本遺伝学会京都談話会第173
回例会

日本育種学会第13回大会

日本遺伝学会第30回大会

日本育種学会第14回大会E

CAJ
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森 田敏 照

徳 山 嵩

名 和 三 郎

古 壷盲 盲 )

､i

ソラマメの染色体異常におよぼすⅩ株とγ線の影響

ショウジョウバェのプリソ代謝Ⅱ

キイロショウジョウバェの W･locusにおける遺伝生
化学的研究

放射線の細胞内代謝平衡におよはす影響

化学線量計による 60Coγ線の比較測定

0

0

0

1

2

1

1

1

1
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大
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屋
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5弓大 阪 大 学

7【学 士 会 館
名 市 最 大 学

国立遺伝学研究所

東 京 産 経 会 館

生長,分化および-Fり:生Ⅱ.細胞分裂促進性化学物質 ;10.16.名 古 良 大 学

日本遺伝学会第 30回大会

日本動物学会第 29回大会

日本遺伝学会第 30回大会

第11回紳胞化学シソポジュウム

第2回原子力シソポジュウム

日本遺伝学会第 30回大会

三j;.15遺伝談前会第 63阿例会

第4回ダルクロソ酸研究発表会

〟

日本遺伝学会第 30回大会

_ -- _ _ - " t ‥∴ : : ∴ ~ : _ -'-_ ∵ _

∴一･:i
大島長 造

∴ -∴ ∴ - ∴ ∴

京 都 大 学

Connecticut
Univ.

ColumbiaUniv.

gastertoDDTandDieldrin. ;

TheresistanceofDrosophilatoinsecticides. PardueUniv.

(特別講演)

日本育種学会第 14阿大会

ⅩthInternationalCongress
ofGenetics.
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会
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家蚕における Tyrosinase活性の弱い一系統の酵素蛋 ;4･ 4j東 京 大 学自

昆虫の pteridine代謝に関する研究.
特に家蚕の pterindehydrogenaseについて

〝 l

核型多r値 蚕児のプテリジソについて …10.31と静岡県茶業試験場

陸稲と ｢赤米｣の耗争力に対する肥料の影響 E4.

大

京莱9

昌晶妄表芸競 芸慧賢覧詳言誠 実琶変異 門 名 古 屋 大 学

evolution.
Biometricalstudiesonthegeneticvariability in
improvedvarietiesofriceandasuggestedme-
thodofmaintenanceofpurity.

Heritabilitystudiesonseedsizeinricehybrids.

Studiesontheeffectofplantdensityonyieldof
rice.

Geneticalstudiesonyieldofcoconutpalm･ )' 12･ 20 ]

日本蚕糸学会第 次 回大会

日本遺伝学会第 30回大会

日本蚕糸学会東海支部第 10同
研究発表会

〟

日本育種学会第 13阿大会

日本遺伝学会第 30同大会

ダ-ウイソ,ウォ-レス百年祭
進化に関する討論会

学会

誹

鮎

軸

罫

)
4

5



阪 本 寧男
下 山 昭 八

遍｢ ｢ 哀)

､i清
蔵
克
郎
遷

宮
正
五
嘉

川
中
川
木
浦

土
田
堀
山
杉

･.9,. :‥ ゝ
盲盲高言)
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嘉了福吉)

チ:.芸諾 警芸慧染色体数 ･ 名 古 畳 大 学 ;日本遺伝学会第 30回大会

Ⅹ線の優性致死因子誘発に対するシスチアミソの影響 .2.9 三 重 県 立 大 学 ;旦本医学放 射線学会東海 北陸部

1

l

対する感受性について .

拡大撮影の特殊応用法について

所謂放射線障害防護剤の効果の遺伝学的研究

蛍光板ならびに Imageamplifierによる Ⅹ線活動写
真とその臨床的比較

動物実鮫における Ⅹ 線照射法の検討

Marcapto-etbylamineの Ⅹ 線誘発致死因子に対する
影響

放射線と人規

生物実験用 β線マイクロビームの試作と測定

継鉄培養法による生細胞に及ぼす放射線作用の研究

倍加線量の人狭遺伝集団におよはす遺伝学的影響

4. 1 九 州 大 学 ;第 17回日本医学放射線学会

l

1

4. 2 〝 〝

10･17 名 古 屋 大 学 .日本遺伝学会第 30凶大会

1

10.18･一 宮 体 育 館 ;日本人狭遺伝学会第3担儀 会

･o･19･名古屋 市立 大 学 i是歪荒芸放射線学会第8回東海

lll.16 大 阪 大 学 細胞化学会

･2･ 6 日 本 学 術 会 議 寓 話 望Pyク讐つ禦 撮影
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諏

鮒
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蚕の第3褐卵の遺伝

印度産クワコの染色体数

Changesinsensitivityofsilkworm germ-cellsto
Xィayswithdevelopment.

Mutationresponsepatternofsilkworm germ-cells
toX-rays.

Mutationresearchinthesilk-worm.

蚕の放射線生物学

カイコの Nt･U-Dicomplexlociについて

カイコの Nll,NllBの致死性子について

蚕に対する煙草毒物についての研究

Ⅹ線照射によりえた重い形蚕

マウスのⅩ線照射による感受性の遺伝学的研究,
1.X線照射後の白血球数反応にみる系統間差異

山 田 行 雄 :閉鎖鶏群における選抜効果の統計遺伝学的分析

日本遺伝学会第 30同大会 (展
示講釈)

日本植物学会第 28回大会

~ ~ _ ∴

U.S.A.

.McGillUniv.,
8.20 Montreal,
Canada

9.9.Univ.Wisconsin

10.30 静岡県蚕業試験場

10.17 名 7tT臣 大 学

1

10.30 静岡県蚕業試験場

Research

Xthlnternat.Congressof
Genetics

Speciallecturein°ept,of

Genetics

日本蚕糸学会東海支部
(特別講釈)

日本蚕糸学会第 28回大会

口本遺伝学会第 30回大会

日本蚕糸学会東海支部第 10同
研究発表会

1
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吉 田俊 秀
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NIAN

D.K.FoRD
外 相 晶

G.YERGA･
NIAN

D.K.FoRD

ショウジョウバェの量的形質における突然変異率の推
定法 (予報)

産卵数及び性成熟に及ぼす遺伝的並びに環境的要因の
分析

飼養下における家畜の進化,主として家畜改良におけ
る選抜の意義について

AnewsublimeoftheYoshidasarcomadevelopedbychromosomalmutation
Chromosomalalterationsinmalignantcellsofthe
rat.

Chromosomesof in vitro normalandmalignant
tissuesoftheChinesehamster,Crioetulusgriseus.

Survivalofdeletionsincultured(invivoandin
vitro)normaland malignantcellsof Chinese
hamster.

10.17

10.21

ll.2

4.ll

8.23

4 . 7

京 都 大 学

日本 学 術 会 議

Philadelphia,
U.S.A.

Montreal,
Canada

Philadelphia,
U.S.A.

Montreal,
Canada

日本青笹学会第 14回大会

ダーウイソ進化論百年記念シソ
ポジュウム
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Ⅰ.その他の研究活動

海外における活動

酒井 寛一:

津田 誠三:

近藤 宗平:

飯野 徳雄:

大島 長造:

吉田 俊秀:

149

コロソボ計画による技術援助のためセイロソ国に出張中 (34.9.4まで)

ワシソトソ大学奨学金によりワシソトソ大学で研究中 (34.9.30まで)

科学技術庁原子力関係留学資金により米国オ-ク1)ッジ研究所において

析究中 (34.3･14まで)

米国ウイスコソシソ大学奨学生として Prof.LEDEBERG の下で研究中の

ところ昭和 33年 10月 12日帰任した.

ロックフェラー財団奨学金により米国カーネ-ギー研究所において研究

中のところ昭和 33年 10月 16日帰任した.

ポストソ小児癌研究所奨学金によりポス トソ小児癌研究所において研究

中のところ昭和 33年 12月 17日帰任した｡

木原 均 ･松村清二: 第 10回国際遺伝学会議及び国際小麦遺伝学会議出席のためアメ

リカ,カナダ,メキシコに出張した (33.8.8-33.9.30).

田島禰太郎: 第 10回国際遺伝学会議及び国際放射線学会議出席のため,アメリカ,カ

ナダに出張した (33.8.6-33.9.22).

岡 彦 -: ロックフェラー財団研究費により,稲の採集及び調査のため,中華民国

タイ国に出張した (33.10.1-34.2.1).

竹 中 要: ロックフェラ-財団研究費により,稲の細胞遺伝の研究及び調査のため,

中華民国に出張した (33.10.31-33.11･19).

他の機関における講義

木村 資生: 京都大学農学部において集団遺伝学の講義 (33.10･16-34･3･31)･

大島 長造: 東京都立大学理学部大学院において集団遺伝学の講義 (33･12･1-34･2･

28).

一 般 講 演

松村 清二: 静岡歯科医師会館における安静農業技術者大会において `̀放射性物質の

農業-の利用対と題して講演 (33.3.ll).

: 蒲原小学校における同校 PTA講演会において 〟放射線と遺伝乃と題し

て講演 (33.ll.ll).

: 東京大学農学部における環境調節実験室委員会において 〟カナダとアメ

リカの環境調節実験施設についで'と題して講演 (33.ll.29).

木 原 均: 静岡大学農学部において映画 〟小麦の祖先ガを上映し講演 (33.1.29).

: 静岡市県民会館における鈴木梅太郎賞受賞記念誌浜会において `̀進化論

の百年N と題して講演 (33.3.6).

: 次の各地において映画 `̀カラコルム"を上映し講浜

UniversityofManitoba,Winnipeg,Manitoba,Canada(8.12).
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McGillUniversity,Montreal,Canada(8.27).

JapaneseClub,NewYork,U.S.A.(8.31)

CornellUniversity,Ithaca,U.S.A.(9.2).

NorthCarolinaStateCollege,Raleigh,U.S.A.(9.4).

OakRidgeNationalLaboratory,OakRidge,U.S.A.(9.5).

KansasStateCollege,Kansas,U.S.A.(9.ll).

ColoradoStateUniversity,FortCollins,U.S.A.(9.12).

OfhceofSpecialStudies,theRockefellerFoundation,MexicoCity,

Mexico(9.20).

JapaneseClub,MexicoCity,Mexico(9.20).

HawaiianAcademyofScience,Honolulu,Hawaii,U.S.A.(9.23).

BudhistYMA,Honolulu,Hawaii,U.S.A.(9.27).

三島市立東中学校 (ll.6).

三共製薬株式会社三島工場 (11･7).

三島北高等学校 (12.5).

横浜市フェリス女学院 (12.15).

竹 中 要･. 中華民国台湾省台北市,国立台湾大学において ｢リセソコ説の批判｣と

題して講演 (33.ll.1).

: 中華民国台湾省台中市,省立泉学院において ｢栽培植物 と倍数性｣と圧

して講演 (33.ll.6).

: 中華民国台湾省台南市,糖業試験場において ｢タバコの進化｣と題して

講演 (33･11.ll).

: 中華民国台湾省昇東市,省立農林専科学校において ｢遺伝学の進歩｣と

屈して講演 (33.ll.14).

: 三島市立西小学校講堂において母親学級講座で ｢遺伝と結婚｣について

講演 (33.1.17).

-: 中央鉄道教習所三島分数所において ｢遺伝学の応用｣について講釈 (33.

10.14).

田島輔太郎: 静岡県蚕糸試験場において県主催蚕業技術研究会で ｢最近の蚕品種の動

向とイソドの蚕糸業について｣と題して講演 (33.3.3).

辻田 光雄: 滋賀県立長浜農業高等学校において創立60周年記念講演会で ｢近代遺伝

学の解説｣について講演 (33.9.30).

山田 行雄: 松本市小松種鶏場において信濃穣鶏研究会で ｢鶏の改良｣について講級

(33.5.29).
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Ⅵ. 図書および出版

図 書 主 任 (33年 度)

図 書 委 員 ( 〝 )

松 村 清 二

木村資生 ･阪本寧男
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図書購入および雑誌

洋 書: ∫.HUxLEY:EvolutioninAction,その他 計 34冊

洋雑誌: 前年度より継続 41種

(新規) AnnalesdeGenetique,IndianJour.ofGeneticsandPlantBreeding2種

合計 43種

和 書: 原色動物大図鑑,その他 計 23相

和雑誌: 前年度より継続 計 11位

コール ドシュミット文庫

今年は次のように寄贈された.

到 着 月 日 別 刷 雑 誌

6月 6日 250部 41冊

7月 16日 158部 17冊

11月 13日 83部 8冊

491部 66冊

雑誌内容は前年度と同じ 計 30種

ロックフェラー財団の援助によるもの (残部)

雑 誌

AmericanJour.ofBotanyVol.28-Vol.39, AgronomyJournalVol.15-

Vol.41, PlantBreedingAbstractsVol.15-Vol.21, DerZuchterBd.

13-Bd.20,

和 書

食用作物病学 植物病菌較 医学大辞典 原色植物大図鑑 実験化学講座

解剖植物病理学

洋 書

ChemicalDictionary,DictionaryofOrganicCompoundsγol.LVol.4.

German-EnglishScienceDictionary,AnnualReviewofBiochemistryγol.ト

Vol.15,Vol.26, ProgressinBiophysics& BiophysicalChemistryVol.

8. FactorsofEvolution,ElementofGenetics,ChromosomesSex-cellsand

EvolutioninMammal,ASource-BookofBiologicalNamesofTerms.

寄贈図書および報告類

国 内

大学報告および雑誌 (北海道大学その他) 76位 計 435冊
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各種研究所報告 (日本原子力研究所その他)

各種試験所報告 (農林省蚕糸試換場その他)

学会雑誌 (栄養学雑誌その他)

別 刷

図書 (原色朝蕨図鑑その他)

国 外

雑 誌 (TheWasmanJour.ofBiology,U.S.A.その他)

20種 計 73冊

8種 計 97冊

7種 計 66冊

43部

計 39冊

計 47冊

年報々告および粂報 (AnnualReportoftheDirectoroftheDepartmentof

PlantBiology,U･S･A.その他) 計 34冊

205部

PrinciplesofPlantPathology (R ockefeller)

出 版

召 名 貢数 発行部数 配 布 先

課 碧3%等雷 所年報8号 156 1･000 詣 芸讐 警㌔ 学･

諾ea;I.,Itnsk.?f8G(el蒜与.)Annual 115 1,000 同 上

Ⅶ.行事および新規の施設

1. 第2回遺伝学夏期講座

昨年研究所の所外に対する遺伝学の普及活動の一つとして新 制高 校の教官を対象とし

て,遺伝学に関する尋問的知識を与え教授上の参考に資する目的で遺伝学夏期講座を開催

したところ,受講者から毎年このような講座を行ってほしいとの要望もあったので下記に

より第 2回遺伝学夏期講座の開催を計画し,全国各都道府県教育委員会を通じ受講者を募

集した.

応募者多数のためこれを制限し,1道1郡2府 41県より68名が受講した.
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2. ビクトリーンコンデンサー γメーター 570型 (Victoreencondenserγ-metere

Mode1570)

米国のビクトリーソ杜の製品で線量計の標準品として国際的にもっとも広く使用されて

いる.電離付加上位々の線姑,強度,

エネルギーに応じて各位のものが

ある.(本省は科学技術庁原子力

予算により, また電離槽は全 19

位の申今lHIはロックフェラー財川

よりの研究費により6種,中l種

は2本を購入した.表参照).

レソ トゲソ･メーターにて電離

槽に充電してから,測定する箇所

において放射線に曝 した後,電離

槽を再びレソ トゲソ･メ-メ-に

挿入して電荷の変化から積算線量

をレソ トゲソ単位にて読み とる.

図 1.ビク トリーソ･コソデソサ-γメータ-
570塾

コソデソサーγメーター用チャソバーの性能

;.3ヲ5 ～ 2喜.5
154 250

552 】 2･5
553 25

1芸.5 i ≡ ≡

30-40030-400

400-1300

壁 材 JIFI

Bakelite

Bakelite**Bakelite**

Nylon

45 士 5 400-1300 1Nylon

3. ラドコン575型 (Radocon

Mode1575)

前新と同じ米卜1ビク トリ-ソ社

の製品で,H.朋､揃j'線Ff'(が同時に測定

することができ,また予め定めた

線量が旦剛 ､jされたときに白動的に

ブザーを鳴らすか,リレーを用い

て自動的にⅩ線,ntT:'刷 装置を仲1ヒさ

せることができる.測定用プロー

ブは 45フィー トのケーブルでラ

ドコソに接続されていて遠力で測 図 2.ラドコソ 575塑
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ラドコソ 575型プローブの性能

範 囲 rノmin

100, 300, 1000

10, 30, 100

･6㌢ 5000;;l;:::Oi/thoro;Z

607 100, 300, 1000

1

1竺 % ｣_撃 ち畢 )

適 Jll 範 BFl

≡::: こ;::ll.::::

≡1≡ 1 44:0.:1133:3

1

定できる.照射線量,エネルギー,線量率に応じて,多数のプローブがあり,発売されて

いる全部がそろっている.

4.放射線実験室の増築

昨年度,Ⅹ線発生矧花を強-)]な東芝 KXC-18刑 (200Kvp,25mA)にかえたため,渠

敗軍の防護が不十分となった.また中性子旧射とγ線の一･時照射のための実験圭が希望さ

れた.これらの要求がいれられ,既設のアイソトープ実験室を増築することができ,放射

線実験室として完成することになった.増築郡//)は一階 96m2,地下 66m2の鉄筋コソク

I)- ト建である.一階は大小のⅩ線耶射室,拙作室,mrl定率,工作圭と既設の管理室の拡

張で,地下はrF･性子 (Ra-Be500mg)とγ線 (137Cs4,000C)の照射突放室である 掴

3).ll)]に工事が初められ,年度末の3月に先 月-る{冤 である. 内部設備 としてLLt,

一 緒
0 1 2 8 4 8M

図 3.増築された放射 線実験室の平面図

地 階
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現在 Ra-BelOOmgをもち, この照射装置は来年度に科学技術庁原子力予算で購入され

るはずである.また 137Cs4,000curieとその照射装置は文部省科学研究費に機関研究と

して申請中である.

Ⅷ.実 験 圃 場

圃場別面積および栽培植物

圃 場 名 面 積 栽 培 植 物

西 一 番 圃 2233.8平方メー Tル ー 般 作 物

西 二 〝 5655.5 〝 〝

西 三 〝 5815.9 〝

東 二 〝 3100.0 〝

東 四 〝 8393.2 〝

東 五 〝 7831.9 〝

東 六 〝 1782.0 〝

計 34812.3平方メー トル

他に水田 594平方メ- トル

主な研究用栽培植物

一 般 作 物

桑樹および一般作物

桑樹

桑樹およびクヌギ

Aegilopsspp., MorusbombycisKoidz. Agropyron spp.,Ory2:a SalivaL.,

CannabissalivaHemsl., PharbitiSnilChois., CapsicumannuumL., Quer-

ousserrataThumb., CitrulluS VutgarisSchrad., CitrulluSGolooynthisSch-

rad., RaphanussativusL., Colchicum aulumnaleL,,Rume∬aeetosa L.,

CucumismeloL.,Saccharum omcinarumL.,DianthuschineヶばiSL.,Setaria

SPP., Hwdum spp.,Spi7犯CiaoleraoeaL.,LycorisradiataHerb., Triticum

SPP., Medicagoiubemdata Willd., ViolatrioolαrL. Uar.hortenSis D.C.,

Merandriu仇alhLmSativasLり

Ⅸ. 実験材料の蒐集と保存

1.ハツカネズミ

下記の数系統が米国 Jackson記念研究所より入手し,吉田により持ち帰えられた (12

月 17日).

a) 近 交 系統

BALB/cJax 92,82

MA/Jax 92,82

C57BR/aJax 92,82

SWR/Jax 92,82
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AKR/Jax 92,82

b) 突然変異系

hrr九 92,82

チャイニ-ズ-ムスク(Cricetulusgriseus)94,84がポストソ小児癌研究所の

G.Yerganian博士よりおくられ,吉田により持ち帰えられた (12月 17日).

2.カ イ コ

&) Mutants

第 1連 関 群

第 2連 関群

第 3連 関群

第 4連 関群

第 5連 関群

第 6連 関群

第 7連 関群

第 8連 関群

第 9連 関群

第 10連 関群

第 11連 関群

第 12連 関群

第13連 関群

第 14連 関群

第 15連 関群

第 16連 関群

(od;od/e;os/e;Ge;e)

(pu;pS;pSa;Y;pSa~2Y;oα)

(Ze;len;leml)

(L;sk;Spa;Ltemqoo)

(re;pe;ok;oc)

(E;ECG;ED;EEL;EE;EKp;EHEKp/EHEKP;Ewe;EMs;

ENo;END;HNs;Nc;Ne;bl;b2)

(q)

(ae;be;+ae;st)

(∫-α)

(wl;W2;W3;WOIJl;b3;OeW)

(K;bp)

(Ng)

(oh)

(Di;oa;oak;Nil;Nl2;U)

(Se)

(otS)

そ の 他 (al;fe;Ga;Gl;nb;otm;rb;so;elp;Nd)

(食性異常;遺伝的モザイク2系統;青白;カソボージュ;褐色斑

点蚕)

b) 染色体異常
′･｢ー~~~ヽー一-→

ZW l (+ Oa･W ･+P･pSay/od)
′･-~~~--′-~~-′丁→

ZW 2 (+Od.W･+P･pSay/ose)
′･一一~-､′-~一一一･一ll-

Z102 (十Od･W.十P･pSa/Z+/Zoo) (雌致死)

m l (橋本系雄致死)
( ノー･､ (

H108 (W･十Py.pSay); W-PIO8(W･+pyoα)
ノー ･･ 一一■･■･

改 7 (W･+py欠); M 3(W･pM)
Eーiコ

限性虎蚕 (W･Ze)

P/Y (十P に伴う致死)
( ′-~~~-I

Dup r十Py･pgaY/py);Q121(+py･pSay/pYoα/pyoα)



実験材料の蒐集と保存

ーiヨ
C32 (pSa･+pYoα,+p-Y問交叉価の高い系統)

Trisomic112(pSay/+pY/py);TrisomiC521(pS価y/oα/+Pyoα/pyoα)

3. イ ネ

種 名 系統敬

0.altaSwallen. 2

0.auslralieクはisDomin. 1

0.BarthiiA.Cheval. 1

0.braehyanthaA.Chev.etRoehr. 1

0.breviligulataA.Chev.etRoehr. 3

0.eichingeriPeter.

0.glabem 'maSteud.

0.granulataNees.

0.latifoliaDesv.

0.minutaPresl.

0.0.伊cinalisWall.

0.perennisMoench.

0.SalivaLinn.

0･satiJUaV.SPOntaneaRoshev.

0.ridleyiHook.

0,subulataNees.

2

27

4

5

3

7

10

400～500

11

1

1
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4.桜

里 桜: 紅普覧,紫桜,欝金,墨染,白帯,江戸桜,楊貴妃,関山,自普賢,緋桜,

松月,一葉,替清水,有明,大提灯,奥郡,細川匂,増山,天之川,駿ケ台

匂,上旬,南殿,泰山府君,千里香,日暮,荒川匂,寒桜,普賢枝垂,牡丹

桜,手機,塩釜,熊谷,高砂,上香,関川,東雲,塩金,御衣黄,大南殿,

金剛山,水上,兜桜,糸括,願鱗,御車返,大内山,

彼岸桜: 八重彼岸,一重彼岸.

大島桜: 緋寒桜: 山 桜: 富士桜: 縁等桜

5.椿

八重咲: 小紅葉,天之川,鶴毛表,紅車,岩板絞,無類絞,蝦夷錆,寒陽袋,鈴鹿

ノ関,玉手箱,蟹小船,紅千鳥,草紙洗,料衣.

牡丹咲: 京牡丹,玉牡丹,熊坂,明石潟,淀ノ朝日,鴇の羽重,鴇白,濯花絞,獅

子頭,神楽獅子,紅願鱗,雪牡丹,源氏車, 眉間尺,光源氏, 自牡丹,君ケ

代,乱拍子,星牡丹,自雁,花怖,自獅子,蝶ノ花形,花車.

千重咲: 千年菊,鹿児島,自乙女,絞乙女,本所白,蓮見白,乙女,紅乙女,染川,

阿蘭院紅,星章,墨染,残雪.

一重咲: 朝鮮椿,自鮎,天人松島,抜筆,蝶千鳥.
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唐子咲: 御所車,唐糸,紅唐子,絞唐子,淡路島,京唐子,源氏唐子,黒竜,紅獅

子.

早 咲: 紅花介,数寄屋,初嵐,太神楽,能牡丹,自拍子,菊冬至,白玉,白玉絞,

太郎冠者,白露錦,仏蘭西日.

七 木: 緋縮緬,見驚,鶏之子,春日野.

五 木: 唐錦,鈎箸,春之台,後漸山.

三 木: 藻汐,和歌ノ浦,日暮.

三 妻: 雪見幸,月見車.

葉 啓: 盃葉,錦魚椿.

斑 入: 弁天椿,多福弁天,斑入乙女,覆輪一休.

新 花: 遵上ノ玉,大白玉,光明,昆箱男,春曙紅,四海汲,八重白玉,舞願鱗,

大虹,昭和ノ替,群胡蝶,玉ノ牡丹.

6.朝 顔

品 種: 天津,新千代宝,碧竜,右近,郡の誉れ,白妙,枝垂れ,藤扇,雪の円山,

中央の暁,紅玉,紫禁城,天の川,新紫雲,新信濃,葉書野,天竜,織家の

誉れ,春の蔓,雪中梅,吹掛絞り,花円,稀晶,銀竜の変,幽口など,

花型の迫伝系: 獅子咲 (風鈴,管,長垂,自乱れ咲き,早咲き(茶鼠),林風,窯場,

紫紺,紫,自紅,牡丹など).台咲を (噴上牡丹,牡丹,黒鳩覆輪,紫鮒覆輪

赤,白,鷲,蘇,薄紺,薄紫,鼠,刷毛目など).咲き分け,捻梅咲き,孔雀,

釆咲き,切れ咲き,糸吹き,乱菊,乱菊石畳,菊咲き,石畳,縮咲き,水色

卓縮咲き,紫八重桔梗,赤桔梗八重,水色桔梗,斑入桔梗自覆輪,水色桔梗

八重,吹掛絞り,砦吹雪,藍吹雪,紅無地,浅黄雲輪,大輪,中輪,小輪.

葉型の遺伝系: 常(青 ･黄),九,堤,立田,南天(青 ･黄),柳(青 ･箭),獅子(青 ･

黄抱 ･掬水など),潤(青 ･黄),堺渦,林風,コ-モリ,乱菊(青 ･黄),鼻,靖

幹,縮緬(青 ･黄 ･他),砂摺(青 ･黄),木立(青 ･黄 ･斑入),鍬塑(青 ･黄 ･

他),枝垂れ柳,渦柳(青 ･黄),練柳,浅沢柳,鶏足葉,雨竜,針,立田笹,

枝打糸雨竜,枝打南天,千鳥葉,蝉葉(青 ･黄 ･他),恵比美須葉,州浜林凧,

修業など.その他を併せて,全系統では約 300余.

7.桜 葦

長春,遠山の雪,秋の装,白玉蓮,須磨の実生,小夜衣,源氏鏡,望台の夢,隅田の

漣,戦勝,桜源氏,旭の光,白髪獅子,二重鶴,折紙附,銀覆,薄蛇の目,立田川,

神代の冠,直如の月,自翁,須磨,華錦,絞り立田,重選の宴,佐保娘,秀美,木

相,紅雀,隅田の花.

8.梶

満月,嘩出錦,金筋梅,東都,東梅紅,千代鶴,開運梅,一重寒紅,蝶の島,簾の

内,青等,八重茶青,浜千尾,筑紫紅,映山白,栖鷲梅,春白野,古里錦,唐悔,内

裏梅.
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沿 革

国立遺伝学研究所は昭和 24年5月 31日第5回国会で設置案が可決され,同年5月31

日法律第 146号文部省設置法の公布となり,それに基づいて同年6月1日いよいよ待望

10年の国立遺伝学研究所の創設が実現し,初代所長 として,北海道大学名誉教授小熊拝

博士が就任した.

本研究所は文部省設置法第 14条に基づき,遺伝に関する学理の総合研究串よびその応

用の基礎的研究をつかさどり,あわせて指導連ISおよび促進をはかることを使命としてい

る.

本研究所は最初4部門 (庶希部,研究第1郡,研究第2部,研究第3部)の構成で発足

したが,その後研究陣容と施設を逐次整備し,昭和 27年度に化学実験室 (鉄筋コソクリ

ート二階建)および調節温室,昭和 28年度にはネズミ飼育室がそれぞれ完成されて面目

を一新した.

ついで昭和28年1月に研究組織を改組し,形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部とした.

昭和 28年8月に生化学遺伝部,昭和 29年7月応用遺伝部,昭和 30年 9月に変異遺

伝部の増設が実現し,これに加えて昭和 32年7月変異遺伝部の拡充のため定員の増加が

認められ次第に研究体制を固め,現在6研究部門により研究が総合的に推進され,昭和31

年3月にアイソトープ実験室およびその附設としてわが国最初の考案である 60Coによる

γ線照射実験室が完成し,昭和 32年3月微生物実験室および組織培養実験室,昭和 33

年3月隔離温室,網窒およびガラス室 (一部ブロック建), ネズミ飼育室 (鉄筋ブロック

建)といづれも冷暖房設備のものが完成した.

なおロックフェラー財団寄附により,水田温室および短日圃場 (わが国最初の環境条件

を自動調節しうる温室内水田と,自動的に年間自然日長と人為短日処理を行うため蓋を開

閉する装置)が完成し,イネの起原に関する研究の促進を図っている.

かくして設立当所の 10部門の構成の理想に漸次近づきつつある.今後はさらに人煩遺

伝部,集団遺伝部,微生物遺伝部の諸部門を加えることによって,遺伝学を中心とする生

物学のあらゆる重要テーマについて,総合的研究を実施しもって学術と社会福祉に寄与せ

んことを期している.以下昭和 33年の記録のうち主なものを述べる.

昭和 33年4月 24日 ネズミ飼育実験室 (ブロック及び木造平屋建82.49坪)を建設

省中部地方建設局から引継を完了した.

昭和 33年3月 21日 隔離温室,網室およびガラス室 (一部鉄骨ブロック建 103坪を

建設省中部地方建設局から引継を完了した.

なお昭和 33年度に拡充される主なる施設として放射線実験室増築 (鉄筋コンクリー ト

地上一階地下-階建延50.7坪)を33年 11月 11日着工し,34年3月竣工の予定である.

現在の所内機構,定員,土地,建物などは次の通 りである.
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機構および組織

1. 機 構 園 (昭和 33年 12月末現在)

部長会議1

;所 長F

評議 員会

-----∫
-工.･･し;. .メ 第2研究室
-.第2研究室
第1研究室

車 重 亘Jtコ≡ 【
T第3研究室

変異遺伝部第2研究室r一一一一一第3研究室
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2. 敬具定数 (昭和 33年 12月末現在)

疋 負
現 在 員
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()内数字は併任,非常勤研究員および常勤職員を示す.

3.評 議 員

一
長

長

授

長

授

長

裁

事

1

､∵

撹

評議員 :国 立 科学

東 京 大

北 海 道 大 学

博

学

名

学

､｡.
.三
TT

名

研

公

大

学

術

売

崖

大

技

専

国 立 公 衆
衛 生 統 計

衛
学
生 院
部 長

東京大学応用微生物研究所長

東 京 大 学 名 誉 教 授

坂 田 種 苗 株 式 会 社 長

原 子 力 委

東 京 都

立

員

授

委

教

会

学

貞

大

岡

茅

小

勝

浅

盛

松

斎

野

田

熊

清

見

誠

精

与

要 ･33. 6. 1:会 長

司

揮

蔵

七

那衣俊永

i1

伊
6
一

33 1

〃
〃
6

2

3

雄

夫

吉

秀

寿

弼

隈

藤

口

哩上

五

勇

邦

武

一
大

井

田

田

川

協

朝

福

坂

石

森

4.職 員

所 長 文部教官 理学博士 木 原 均

研究職員

一

畳

三

雄

郎

郎

33. 6. 1

33. 6.21

32. 6. 1

郡 別

形質遺伝郡

細胞遺伝部

文部教官,部長,室長 ;農 学 博 士

文部教官,室長 ･理pi.fi士

研究員

文部教官,研究員 ;理 学 博 士

氏 名

田 島 珊太郎

木 村 資 生

稲 垣 栄 一

鬼 九 喜美治

竹
ILLlコ

中 要

田 俊 秀

館 岡 亜 緒

発令年月日

31.12.ll

24.ll.30

33.12. 1

24.10.31

24.10.22

27. 4. 1

29. 1. 1
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生 理遺 伝 部

生化学遺伝部

応 用遺伝 部

変 異遺 伝 部
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文部教官,部長.室長

文部教官,研究員

〟 〟

文部教官,部長,室長

文部教官,室長
∫ 〟

文部教官,研究員
〟 〟

〝 〝 (休職)

〟 〟

文部教官,部長,室長

文部教官,宣長

〟 〟

文部教官,研究員

〝 〝

〟 〟

文部教官,部長,室長

文部教官,宣長

〟 〟

文部教官,研究員

理 学 博 士

農 学 博 士

医 学 博 士

士

士

士

博

D
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博
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農

士

士
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博
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医
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外国人研究員,併任および非常勤研究員
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33.4. I
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事 務 職 員

哀｢扇
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官 職

文 部 事 務 官

〝

長

長

長

長

長

長

長

部

課

課

係

係

係

係

務

務

計

務

事

理

度

庶

庶

会

庶

人

経

用

本年中転退出職員

官 職

文部事務官

文 部 教 官

職 名

庶務郡長

研 究 員

脇 淳 三

氏 名 …任命年月

三言 ~言 ~ニ ト妄 言 ~ 1

丁盲 ~uJg
33. 7. 1

24.ll.15

24. 6.23

24. 9.30

25. 4. 1

24.10.31

24. 8. 2

霊荏 年 月

33. 7. 1

33. 4. 1

併 任

備 考

福島大学事務局
長に配置換

東京大学応用微
生物研究所助手
に配置換

土 地 お よ び 建 物

土 地 総 坪 数 26,022坪 78 吐 物 総坪数(建) 1,940坪 32

内 訳 研究所敷地 24,567坪 67

宿 舎 敷 地 1,455坪 11

建 物 内 訳

実 験 室 お よび 図譜 と宗祇警ソ雷 .,苧 這 り竺階霊

蘇

養蚕室および昆虫飼育室 1木 造 瓦葺 平屋 建一 部地下

堆 肥

変

硝

渡

第

作

り 廊

1ネ ズ ミ飼 育

舎

墓

室

下

舎

宝

庫

室

木 造 平 屋 一 部 中 二 階

木 造 大 壁 平 家 建

木 造 平 家 建

木 造 二 階 建

木 造 平 屋 建

(近) 2,670坪 97

坪 数

建 坪

610.08

90.31

77.96

40.00

8.75

26.462

5.445

88.20

1.00

16.00

32.00

延 坪

1,169.91

180.52

81.71

50.00

8.75

26.462

10.89

88.20

1.00

16.00

32.00
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芸 卵 芸 雛 芸 も木 造 瓦 苦 平 屋 建

コ ロ ー ニ ー 舎 (6棟)

公 務 員 宿 舎 (17棟)

ア イ ソ トープ実験 室

微 生 物 突 放

鉄 筋 平 屋 建 一 部 地 下 室

鉄 筋 コソ ク リー ト二階建

鉄 骨 ブ ロ ッ ク 建 平 屋

一部鉄骨ブロック木造平屋建

496.58 1 496.58

10534'.3.79 ∃ 1芝.3079

12.50 】 12.50

予 算

◎国立遺伝学研究所 37,009,000円

人 件 費 18,873,000円 物 件 費 18,136,000円

◎国立機関原子力試験研究費 4,067,000円

◎官 庁 営 繕 費 6.012,000円

◎科 学 研 究 費

機関研究費 8,000,000円 各個研究費 50,000円

総合研究費 7,850,000円 輸入機械購入費 1,200,810円

会合 お よび人 事往来

会 合

昭和33年 1月 8日 動物遺伝研究委員会

1月16日 昭和 32年度タバコ委託研究主任者会議

･ 27日 稲の起原に関する調査班報告会

2月14日 第 64回三島遺伝談話会

U 20日 第 20回バイオpジカルシソポジアム

〝 21日 第 65回三島遺伝談話会

q 22日 第 17回評議員会

q 28日 昭和 32年タバコ委託研究成績発表会

3月 7日 第 21回バイオロジカルシソポジアム

･ 19日 動物遺伝研究委員会

〝 20日 第 66回三島遺伝談話会

〝 24日 稲研究委員会

4月 5日 稲研究会

〝 15日 第 67回三島遺伝談話会

5月 7日 稲研究委員会

〝 19日 第 68回三島遺伝談話会
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5月21 日 稲研究会

〝 22 日 稲研究委員会

6月 2 日 第 69回三島遺伝談話会

〝 3 日 全国程鶏遺伝研究会理事会

〝 4 日 〝 総会

･ 4 日 稲研究委員会

p l0 日 稲研究会

7月11 日 第 22lLiTバイオ ロジカル,シソポジアム

V 12 E] 雑誌 ｢遺伝｣編集会議

U 17 日 タバコ委託研究中間成鑓発表会

21 日
22 日
23 日
24 日

第 2回遺伝学夏期講座

165

10月 7 日 動物遺伝研究委員会

･ 30 日 第 70回三島遺伝談話会

11月10 日 稲研究委員会

′ 11 日 動物研究会

′ 13 日 動物遺伝研究委員会

･ 26 日 稲研究会

12月2 日 稲研究委員会

〝 9 日 稲採集調査報告会

'' 16 日 昭和 33年タバコ委託研究主任者会議

〝 19 日 第 71回三島遺伝談話会

〝 23 日 稲研究会

主なる来訪者

昭和33年 2月20日 西 ドイツ Max-Planck Institutefor MedicalResearch の

Dr.RICHARDKUHN が来所し,研究施設を視察の後 ｢Chemi-

calProblemsofBiologicalResistance｣について講演を行

った .

V 27日 参議院議員 上林忠次

3月 7日 米国イリノイ大学教授 Dr.G.F.FRAENKEL が来所 し,

｢InsectNutrition｣について講演した.

5月 1日 FZックフェラー財団農学部委員 R.F.CHANDLER,Jrおよび

J.G.HARRAR

5月27日 台湾省農林庁技師 陳達富

6月28日 〝 蘇朝鴻
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7月 11日 イン ドマイソール大学植物学教授 K.NARAYAN

7月12日 科学技術庁原子力局

政 策 課 長 島 村 武 久

アイソト-プ課長 鈴 木 嘉 一

同 課長補佐 松 友 信 寿

政 策 課 長 補 佐 黒 田 政 次 郎

7月16日 日本専売公社総裁 松 隈 秀 雄

･ 副総裁 石 田 吉 男

専売事業審議会委員長 渋 沢 敬 三 外5委員

9月19日 東京芸術大学々長 上 野 直 昭

9月20日 イ ラソ国研修生フイリッピソ大学 JoUENTINO G.SERIANO

外9名

10月 9日 イン ド元中央イネ研究所長 Dr.N.PARTHASARATHY

10月20日 ロックフェラー財田農業部委員 R.F.CHANDLER,Jr.

10月23日 カナダ穀物管理局研究所穀物化学研究員 Dr.J.HLYNrrA

アル/:-タ大学穀物化学研究員 Dr.A.G.McCALLA

11月 1日 イン ド･サーニー研究所名誉所長 Mrs.S.SAHNI.

11月 5日 コロソポプ ラソ研 修生 J.HARAfIOP, M.KoESRLN, P.

PRAYURANONG,WICROCKER(RiceResearchInstitute)

12月 3日 パキスタソ留学生 (AgricalturalResearchStation)

A.ANMED 外3名

12月 8日 宇都宮大学々長 山 内 源 登

12月22日 原子力関係留学生台湾省農業試験所技師 黄真生

栄 拳

下記の通 り学位を授与された.
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附 録

日本専売公社秦野たばこ試験場

三 島 分 場

国立遺伝学研究所は昭和 24年以降,タバコ品位改良の基礎研究を日本専売公社から委

託されている.ついで,その成果をあげるに遺憾なきを期するため,翌年2月,秦野たば

こ試験場三島分室 (現分場)が本研究所内に設けられ,タバコの肥培管理,収穫,乾燥,

鑑定などについて技術的援助をうけることになった.委託研究は公社内における試験研究

機構の改革にともなって,本年,形式的に多少の変更があり, (1)タバコ実用形質の遺伝

(酒井研究室担当),(2)タバコ属の細胞遺伝学 (竹中研究室担当), (3)種間交雑,および

倍数体における優良形質の遺伝 (古里研究員,およびリリエソフエルド女史担当),(4)放

射線による突然変異の誘発と利用 (松村研究室担当),および (5)蚕に対するタバ コ毒 物

(辻田研究室担当)の5貫目が委託試験として指定された.また,三島分場の研究項目は,

従来委託研究中に包含されていたが,本年から分離され,｢タバコ育種法の基礎｣の題目
に基いて実施されることになった.本年の業績として特筆すべき事項は,蚕に中毒症状を

おこさせるタ/てコ毒物の本体が辻田博士によって明らかにされたことである.それによれ

ば,この物質は従来唱えられているトリメチールアミンではなく,葉たばこ中に多量含ま

れているニコチソであるという.この成果は,養蚕業者とタバコ耕作者間の紛争解決のう

えに碑益することろ少くないと思われる.
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分 場 長 田 中 正 雄
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1. 未熟佳子の発芽と次亜塩素酸曹達の効果 (田中正雄)･･-･･････-----168

2.N.tabacum とパエキュラ-タ節植物の交雑におけるⅩ線処理花粉の影

響 (田中正雄)

3.花粉Ⅹ線処理における電流の強さが瞳子の充実におよはす影響 (田中正雄) 168

4.種間交雑におよはす雌薬Ⅹ線照射の影響 (田中正雄)･･--･･････--.･-169

5.X線育成系統の葉たばこの晶質 (田中正雄)-----･--･---･--･169

6. タバコの倍数体に関する研究 (古里和夫 ･宮沢 明) ･･･-･--･･･-･--169
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7. タバコ属植物の細胞遺伝学的研究 ⅩⅠ.種間雑種3程の減数分裂

(竹中 要)

8. タバコの紅葉に関する統計遺伝学的研究 (酒井寛一 ･井山審也) --- -･171

9. タバコにおける放射線突然変異の研究 (松村清二 ･藤井太朗) ---- -･172

10. タバコより発散する蚕の毒物に関する研究 (辻田光雄 ･名和三郎 ･

坂口文吾)

1. 未熟種子の発芽と次亜塩素酸曹達の効果 (田中正雄)

N.tabaeumの花粉を自家の雌薬に交配し,授粉後9日を経過したのち,1日おきに帝

を採取し,内部に包蔵された種子を炉紙上にとりまきして発芽力をしらべた.夏季の普通

の気象条件では,メ/てコの種子は授粉 13日ごろになると肱や胚乳の発育が顕著になり,

17日ごろから種皮が褐変し始め,21日ごろには,果皮や葛も褐変する. さらに,25日

後には梅子は完熟して胎座から自然に離れ落ちる.発芽試験の結果,授粉後 15日ごろの

種子はかなりよく発芽するが,17日以後になると発芽勢が衰え,19,21および 23日ご

ろに最低となり,その後は次第に発芽力が高まることがわかった.種子を2%の次亜塩素

酸曹達溶液に 30分間浸潰し,30分間水洗すると発芽が非常によくなる. しかし発芽促

進の効果は,授粉後 17-25日日ごろの,発芽勢が衰えた期間の種子にみられ,15日日

および1年前に採取した種子のように,熱処理のままでもよく発芽するものにはみとめら

れなかった. これらの事実は,授粉後15日経つとタバコの笹子は発芽力を獲得するが,荏

皮が褐変する少し前ころから休眠に入 り,これが胎座から脱落するころになると,次第に

覚めてくること,および次亜塩素酸曹達は休眠の打破に効果があることを意味している.

2.N.tabacLEm とパニキュラータ節植物の交雑における Ⅹ穎処理花粉の影響

(田中正雄)

N.glauca,N.panicutata,N.knightiam および N.rustica とN.tabacumの

正道交掛 こついて Ⅹ 線処理花粉の影響を しらべ た. パニキュラータ節植物を母親に用

い,これに N.tabaoum の花粉を交配する方向では,各組合せともよく着新し, 内容の

充実した多数の種子が得られた.しかし,線量の増加にともない,着帯が不良となり,桂

子数が減少し,充実も低下した.逆交雑の成熟 i,交雑の種現によって同一ではなく,N.

tabaeum (9)×N.glauoa(♂)では非常によく着荷し, 多数の充実桂子が出現したが,

N.tabacum (?)×N.panieulata(♂)では着帯が多少不良になり, 相当数の桂子を生

じたが,内容は空虚であった.ところが N.Labacum (?)×N.knightianaでは着帯が

非常に困難になり,まれに空虚な桂子が得られたにすぎなかった.また,N.labaoum(?)

×N.rustica(♂)では,全然着薪しなかった.花粉Ⅹ線処 理 は,N.tabacum とN_

glauea や N.panicutataの交雑など,充実不良種子が多数出現する組合わせにかぎっ

て効果があり,線量がある程度増加するまで充実が増加した.しかし他の組み合わでは,

Ⅹ線は着薪を不良ならしめるなど悪影響を与えるだけであった.

3. 花粉 Ⅹ綾処理における電流の強さが種子の充実におよはす影響 (田中正雄)

N.tabacum (?)×N.alata(♂)など,充実不良桂子の出現する交雑においてⅩ線処
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理花粉を交配すると,種子の充実が明らかによくなる.

本研究は, 花粉にⅩ線を処理する場合,電流の強さが,種子の充実にあたえる影響を

知るた桝こ行なった.すなわち,KXC-18塾のⅩ線発生装置において,電圧 (175KVP),

および距離 (20cm)を一定にし,電流のみを 5,15および 25mA の3種に区別し, 被

射体の受ける線量がいずれも 10,000rになるよう,時間をかえて限射を行なった. これ

らの花粉を N.tabacum の雌薬に交配し,得られた種子について充実歩合をしらべたと

ころ,無処理の花粉を交配したものは 0.35%であったが, 5mA区は 85,15mA 区は

10･9,25mA 区は 913%であった. なお,あとにかかげれ三者は,いずれも充実歩合が

近く,統計学的に差異がみられなかった.これらの事実から,花粉Ⅹ繰処理は佳子の充実

を高める上に有効ではあるが,その効果は電流の強さとは無関係であるらしく思われる .

4･ 種間交雑におよほす嘩襲 Ⅹ練照射の影響 (田中正雄)

雌薬に 0-9,600rのⅩ孤を照射したのち,異種の新鮮な花粉を支配し,着薪,種子数

および種子の充実に与えるⅩ線の影響をしらべた.タノミコは放射線にきわめて鋭敏 な植

物で,1,200r以上の照射をうけた膏は開花直前のものを除き,たいてい落下す る.｣V.
tabacum の花序に上記のとおりX線を照射し,落下をまぬがれた開花直前 の花 に N.

atataの新鮮な花粉を交配した.この組み合わせでは,雌薬が無処理の場合にはほとんど

全部の花が着新し,多数の種子を生じたが,線量の多い区ほど着薪が不良になり,瞳子数

が減少した.また種子の内容は処理,無処理区を通じすべて空虚であった.X線を照射し

た N.alataの花に N.tabaeum の花粉を交配する方向では,雌薬が無処理の場合には

交配3日後には花がすべて落下したが,線量の多い区ほど落新しにくくなった. しかし新

の内容は空虚で,種子は得られなかった.交配の方向によってⅩ線が逆の影響を与 えた

ことはきわめて興味がある.

5.X練育成系統の葉たばこの組成 (田中正雄)

BrightYellow と三島 12-2,1312の3品種,あるいは系統 (いずれも兵庫分場産)に

つき,乾葉の品質を比較した.これ らのうち,12-2は葉が最も厚く,硬質であったが,

13-2は薄く軟質で,BrightYellow は両者の中間であった.内容成分を し らべ たとこ

ろ,1212はニコチソ,糖分,および灰分に富んでいるが,エーテル浸出物は少なく,131

2は大体において両者の中間であった.また,ニコチン対全窒素比は 1312が最も高 く,

BrightYellow,12-2の順位であった. なお, エーテル浸出物の香 りは 12-2が最も清

純で,13-2がこれについでよく,BrightYellow にはかなり異臭があった.12-2の示

す以上の特性は,実用的に有望に思われる.

6. タバコの倍数体に関する研究 (古里和夫 ･宮沢 明)

1) BrightYellow と合成 tabaeum(N.sylvestrisxN.tomentosiformis)雑種の白

花受粉を繰 り返してF3を得た.このF3に BrightYellow を戻し交雑して2,500粒の隆

子を得,これを播種して 15,635個体の苗を育成し,本葉 5-6枚の時期に,それらの苗

の中から葉塾の細長で BrightYellow に似たものを 60個体選び出した.これが生長し
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て開花する頃には,各個体には種々形質の異っているものが現われ,葉型 ･葉肉の厚さ等

が BrightYellowの 4ガに似たものや,葉身の極く細長なもの,葉色がBrightYellow

や合成 tabaoum とは全然変ったものなどが見られた.今後これらの各系統を香契味 ･色

沢 ･収量などの点について調べ,利用価値のある系統をを選抜する.これらの系統の中に

は従来のタ/てコとは程々の形質が相当異ったものが出現することを期待している.

2) BrightYe恥 血 榔 Lを盛 り返し白花受粉したものか

ら,F3において染色体数 n-24の 2xと同様の染色体数を有する系統を選抜した.これ

を栽檎し,その葉を収穫乾燥したものの中で,形質の優れたものが 2系統あることが判明

した.BrightYellowと比較しても,可成 り優れているものである.どのような理由によ

って,このような系統が生じたものか不明であるが,今後この2系統について,さらに優

良性を検討し,またその理由について研究する予定である.

3) BrightYellowに種々の野生種を交配して,つぎの雑種を得た.すなわち,B.Y.

2∬×8ylvestris,B.Y.22:×glauca,B.Y.2ガ×Plumbaginifoliaの三つの組合せである.

これらの稔性ある系統を育成するため,コルヒチソ処理して,4ガを各 12個体.10個体

および2個体を得たので,白花受粉を行い採程中である.

7. タバコ属植物の細胞遺伝学的研究 ⅩⅠ.種間雑種3種の減数分裂 (竹中 要)

3種の種間雑種,すなわち N.knightiaヶ犯×N.labaeum,4xN.tabaeumxN.be-

navideSii及び 4:芯tabacumxN.tangsdorbliの減数分裂の研究を行った.

(1) FIN.knightiana(n-12)×N.tabacum (n-24)

この雑種の減数分裂第一中期の2価染色体数は0をモ-ドとして 0-4個である.0個

についで1個のものが多く,ついで2個のものも相当数ある. 1個のものは全体の約 30

形.2個のものも全体の 20%存在した.3個のものは約 10%,4個のものは非常に少な

い.N･tabaoum のゲノム内に親和があることを考えれば,本雑桂はこのような僅少な2

価染色体数を示すに過ぎないから,N.knightiana とN.tabaoum の間には近縁性はな

いというべきであろう.

(2) 4xN.labaoum (n-48)×N.benavidesii(n-12)

この雑種をつくった目的はタバコに N.benavideSiiのコモソモザイック免疫性を導入

することである.

減数分裂第-中期の2価染色体数は3価のものを含めて 24個であることは申すまでも

ない.3価染色体数は2個のものが最大多数で,ついで3個,1個のものが多く,4個と

o個のものが少数ある.5個及び6個のものは極く稀であった.

GooDSPEED('54)は N.tabacumxN.benavidesiiの Flにおいて,3個をモ-ドと

して 0-6個の2価染色体を見ている.彼の研究に比べて 4:pN.tabacumxN･benavi-

desiiの Flにおいて,3価染色体数の少ないのは,N･tabaeu仇 のゲノムが2組あるか

ら,それらの問で相同染色体の親和力が飽和させられるから,M.benavidesiiとN.ta-

bacum の染色体間に部分相同のものがあっても,葦合して 3価染色体をつくる能力が低

くなったと考えられる.何れにしてもN･tabaoum とN･benavideSiiとの問には近縁
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性は低いというべきであろう.

(3) 如 N.tabaoum (n-48)×N.langSdoriRi(n-9)

本雑種はタバコに N.langSdorPiの黒色板腐病抵抗性とウドンコ病免疫性を導 入す

る目的をもってつくられた.

減数分裂第一中期の2価染色体の数は3価のものを含めて 24個である. 3価染色体の

数は1のものが最大多数で,2個,3個,0個の順に減っていく. 4個及び5個のものは

稀である.このように3価染色体の数は少ないが,N,fabaoum (n-24)×N.langSdor-

.伊豆の Flにおいて2価染色体数の多かった (胡兆華 1956)のことを考えると,も少し多

くの3価染色体があってもさしつかえない筈である. おそらく N.tabaeum のゲノムが

2組あるから,その2組の接合によって親和力が飽和されたためであろう.

8. タバコの紅葉に関する統計遺伝学的研究 (酒井寛一 ･井山審也)

筆者等はさきに BrightYellow 品種の中に, 紅葉性程度について発生程度の異なる系

統があることを報告し('55),さらにその程度の高い系統と低い系統とのFl,F2の調査の

結果,紅葉性に関与する遺伝子は優性を示すことを明らかにした ('57).本年は, この中

の1組合せの F3雑種について試験を行った.例年に同じく,視察による紅葉程度の階級

値に対する重みづけの式を作るため,種々の紅葉性程度を示す 18系統をあわせて栽培 し

た.F3の試験は F322系統,両親系統および正道組合せの Flを1区 15株の3反復と

し,また上記の18系統の比較試験は1区12株の,2反復で栽培した. 1株から上部葉5

枚を採取し,乾燥後,紅葉程度について0から4までの5階級に識別し,重みづけの式に

よりこれから株平均値を得た.

1) 系統比較試験 個体内分散に対して,個体問分散を最大にするようにして得られ

る重みづけの式は,次のように計算された.

x-吉(oxo･o･144xl･0I384x2･0･723x3･1･000x4)
ここに xo～和 はそれぞれの階級に属する薬

表 Ⅰ.BrightYellow品種 18系統の
の数で,X は個体の平均紅葉程度である･ 紅葉発生程度の分散分析表

この式によって得た株平均紅葉程度 X の値

の分散分析の結果は,系統間に有意差を示し ニ=

た.分散成分の推定値から遺伝力を計算した

(1955-1958)

要 因 t 自 由度 t 平 均 平 方

年次 ×系統

誤 差

ところ,株平均値に対しては h2=0･50,系 年 次

統平均値に対しては h2-0･89という高い値 系 統

が得られた.

なお 1955年から本年までの4年間の系統

比較試験の成績をまとめて分散分析を行った

.248,812**

.022,040

.015,915

*5%水準で有意, 榊1%水準で有意

結果 (表 Ⅰ)によると,系統間の差は有意であ り,年次と系統の問の相互作用は認められ

なかった.これらによると,紅葉性程度が系統の遺伝的特性に強く支配されることが結論

される.
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表 II.F3系統の紅葉発生程度の分 2) F3試鹸 紅葉に関する遺伝子数の推

散分析表 (1958) 測は成功しなかったが, F3系統の分散分析の
｣

自由酎 平 均 平 方 結果･系統間に有意差がみとめられた (表Ⅱ)･

反 復

F3系 統

誤 差

州 1%水準で有意

2 .122,829**

…… 鳥 誌 ;芸 **

なお F3系統の平均値の頻度分布を表 Ⅲに示

す.

F3系統とその親の F2枚との相関は, r-

0.727**であって先に示した遺伝力の値ととも

に紅葉発生程度の選抜の効率の高いことを示唆

蓑 ⅠII.F3系統の紅葉発生程度の頻度分布表 (1958)

紅葉発生程度

F3系 統 数
両 親 系 統

0 .1 .2 .3 .4 .5 .6 .7 .8 .9

4 2 6 3 4 3 【22

P2

している.

3) 紅葉発生程度と晶質との相関 上記のように BrightYellow 品種においては非

紅葉性系統の選抜は,比較的容易であると考えられるが,この際紅葉性の改善が葉の品質

に及ぼす影響を考慮する必要がある.系統比較試験に基く紅葉性と,紅葉性を考慮に入れ

ない葉の晶質の鑑別値との間の遺伝相関は,r-0.23であって,この両者は遺伝的に独立

であるか,或は僅かの正相関を示すと思われる.従って晶質を低下させることなく紅葉性

を除くことが出来よう.

9.タバコにおける放射線突然変異の研究 (松村清二 ･藤井太朗)

(A) 突然変異誘発の実験

従来から用いているBrightYellow のほかに新導入品碇として有望とされている De1-

crest,Hicksの3品種に対し,X線および7一線をそれぞれ30kr照射した.各品種とも発

芽率では低下はみられなかったが,HicksのみではⅩ線3◎kr区が無処理に比べて生育が

ややおくれ,同種のγ線 30kr区ではさらに生育が悪い傾向がみられ,昨年度の報告と同

じく, タバコに対しては γ線のほうがⅩ練より影響が大きいのではないかと思われる.

x2 としては昨年同様の照射を行ったBrightYellow,DixieBright101,GoldenWilt,

WhiteBurleyおよび松川の5品種について突然変異体の調査が行われた.変異体の形態

としては,従来えられたような細葉,萎縮葉,壌性や早生と思われるものなどであった.

しかしタバコは複二倍体であるためか遺伝現象が不明なものが多く,次代の調査をまたな

いと遺伝性は決定できない.変異体のうち WhiteBurleyのⅩ線 30kr区で,同種が成

熟時に黄緑色を示すのに反し,線色を示すものがえられ,遺伝,育種上興味がもたれる.

(ち) 良質系統についての 1,2の形態調査

BrightYellow のⅩ線照射子孫から選抜された良質系統については引続き専売公社各

地試験場で栽培実験が繰り返され,晶質,収量などにつき調査が行われている (別項).
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生業における厚さと,密腺数

について調査した.材料は7

月末,各系統 10個ずつより
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表 Ⅰ. 良質系統の生業の厚さと密腺数
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系 統 名 とxJS..1｡計 密腺数/19･76mm2

BrightYellow

12-2-2

13-2-2

25

26

9

9

5

4

4

5

3

0

1

3

4

4

4

4

4

3.3

ll.9

13.4

4.3

4.8

-

′

･..～
l▼

についてそれぞれ 10視野ず

っの密腺数を平均した.これについて比較した結果は,厚さにつ い て は BrightYellow

に比べやや薄いようであったが,密腺数では No･12,13系統は約4倍であ り,No･25,

26系統でもやや多かった (表 Ⅰ).栽培タバ コにおける質と葉の厚さ,密腺数との関係は

興味ある問題であるが,本年は干ばつ,台風などによる被害もあったため,明年調査し,

あらためて報告したい.

10. タバコより発散する蚕の毒物に関する研究 (要旨)

(辻田光雄 ･名和三郎 ･坂口文書)

1. 混俺桑園すなわち桑園の瞳間を普通の倍にしてこの間に煙草を植付けて肥培管理す

るという特別な桑園を設けて,毒物が夏期のいつ頃から顕著に発散して桑葉を汚染するよ

うになるかまた中毒症状はどんな特徴を示すかについて観察と実験を行った.その結果次

のことを知 りえた.

i) 毒物が顕著に発散するのは夏期の煙草が成熟期に入ったときであるが, その期日は

年によって異なり,昭和 31年は7月 14日頃,32年は7月9日頃,33年は空梅雨であ

って毒物の発散が早く始まると思われたが,予期に反し著しく遅れ, 7月 29日より始ま

り,8月2日には殆んど最高に達し,爾後は殆んど毒力が強くなるような傾向 は なか っ

た .

ii) 毒物は DDT と同様の一種の神経毒 (neurotoxin)であると考えられる.

2.次にニコチソの蚕児に対する影響を実験し,また ト.)メチルアミソが蚕児にどの程

度の被害を与えるかについて実験を行った.その結果によると蚕児に対しニコチソは著し

く強い毒性を示すが, トリメチルアミソほこれより造かに毒力が弱いし,また中毒症状も

ニコチソとトリメチルアミソとでは余程様子が異なる. しかして自然の汚毒桑葉による蚕

児の中毒症状は稀薄なニコチソ溶液を塗布した桑葉あるいはニコチソ燥蒸を行った桑樹の

葉によるそれに非常によく似る.このような実験と観察から汚毒桑葉中に含まれる毒物は

トリメチルアミソでなく微量のニコチソではないかということが考えられ,従って汚毒桑

葉中の微量ニコチンの存否の検定を行い,若しあればその量を測定して,ニコチソの桑葉

塗布による実験と対比して検討することが必要となった.

3.正常桑葉,ニコチン燥蒸桑 (桑樹をビニール ･カバーで被いこの中でニコチソ煤薫

を行ったもの), および汚毒桑葉 (温情桑園より採葉したもの)よりニコチソの抽出操作
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を行った.この抽出手順は次のごとくである.

桑葉 1kg十0.1NHC141
1

磨 砕
J

I戸 過
1

(減圧濃縮 500ml迄)+10NNaOH20mlを加え強アルカリ性とし,渡過
l

濃縮液十石油エーテル
l

連続抽出 (24hrs)
1

石油エーテル層+0.1NHCllOml
l

水層

HCl層+10NNaOH 15ml ェ-テル層
1

水蒸気蒸溜
1

イオソ交換樹脂のカラムを通す (IRC-50,60-100mesh)
l

カラムに吸着されたニコチソを 0.1NHC160-70mi で溶出
1

10mlずつのフラクショソとする(各フラクショソをニコチソの検定および定量分析用

の材料とする)

4. 正常桑葉よりの抽出液中には }-255のところに peakをもつ不明の物質が微量含

まれる.

5. ニコチソモデル,ニコチソ燥蒸桑より抽出したニコチンおよび汚毒桑葉より抽出し

た毒物 (被検物質)の3着について,

i) 紫外線吸収スペクいレ曲線

ii) ベーパ-･クロマ トグラフ分析

iii) 蚕に対する毒力および中毒症状

さらに3着のピクリソ酸塩について,

iv) 結晶形

Ⅴ) 融 点

iv) 赤外線吸収スペクトル曲線

などについて比較した結果これらの間に殆んど完全な一致を見たので,被検物質がほぼ

純粋のニコチソであることを確認しうる.

6. ニコチソ抽出液中のニコチソ量を WILLITS ら ('50)の Spectrophotometricme-

thodにより測定し, その収量に抽出過程における推定損失量を加えて引算すると,1kg

の汚毒桑葉中には遊離ニコチソとして凡そ 10mgを最高 として,これ以下程々の量が含

まれる.1kgの桑葉に 1-10mgのニコチソを塗布して蚕児に与えると,毒物の量に対
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応して極めて軽微な症状より重症までいろいろ反応が見られる.この状態は白然に煙草よ

り発散する毒物に種々の程度に汚染した桑葉の場合と大体平行する.

7･ 汚毒桑葉中のニコチソ含量が多い場合 (5-long),蚕児は急性中毒症状を呈し,

少い場合 (2mg以下)には症状著しく軽くなり,連続給与により発育が遅延するという慢

性的症状を呈する.

8･ 1kgの桑葉に対し,100-200mgの トt)メチルアミソあるいは塩酸 トリメチルア

ミソの水溶液を桑葉に塗布して蚕児に 1-数回あるいは連続して与えても中毒症状は現わ

れない. トt)メチルアミン水は悪臭強く,0.2%以上の液を桑葉に塗布した場合蚕児はこ

れを忌避して食べない.1kgの桑葉に対し塩酸 トリメチルアミソ 3-5gを塗布して蚕児

に与えるときほ 1-3時間後に激しい中毒症状を呈する.

このように蚕児に対するトリメチルアミンの毒性はニコチンのそれに比して著 し く弱

く,従ってニコチソの場合よりも余程量を多くしないと明瞭な中毒症状は現われない.自

然の汚毒桑葉中には,仮りに トリメチルアミンが含まれるとしても極めて微量で あ るか

ら,これをたとえ連続して蚕児が食しても殆んど影響はないと考えられる.

9. 桑葉をビニール･カバ-で被い,この中でニコチソ ･ガス燥薫を行うと,著しく多

量のニコチンが桑葉に附若し,かつその残存影響は 70日余に及んだ.他方 H)メチルア

ミソについて見ると,どこ-ル ･カバーで被った桑樹に,濃厚な トリメチルアミソガスを

12-24時間接触せしめた場合,桑葉は多量の トリメチルアミソに汚染し, これを食する

蚕児は中毒症状を呈する.併し汚毒桑樹はその後約1週間を経れば解毒する.つまり,残

存影響は短期間に終る.自然状態において桑樹が煙草毒物に汚染した場合の残存影響は長

期に亘るのが特徴で,2ケ月以上に及ぶことさえ屡々ある.これは桑葉がニコチソガスに

汚染した場合の状態に非常によく一致する.

10･ トリメチルアミンそのものの毒性は弱いが,桑葉に入り何かの成分と反応して新

しい毒力の強い殺虫剤が生ずるのではないかと考えている研究者がある.この想像は汚毒

桑葉中にどうしてもニコチソの存在が証明されない場合にとりあげらるべき一つの可能性

に過ぎない.蚕児に対し激しい中毒症状を示すに足る量のニコチソを汚毒桑葉中に確認し

うるのであるから,この想像は問題にはならないであろう.

ll. 以上のような実験の結果から結局毒物の本体一少くともその主成分- はニコチソ

であって トリメチルアミソではないということができる.

12. 煙草による汚毒桑葉中の毒物の本体を決定するためには,化学的方法によること

が不可欠である.併し汚毒桑葉中の毒物すなわちニコチソの含量は極めて微量であり,そ

の抽出には相当の注意を要し,かつ操作も面倒である.従って今のところ汚毒桑葉におけ

るニコチソ汚染の程度を知るための簡便法としては用い難い.この目的のためには汚毒桑

葉を食する蚕児の反応を観察する生物的方法が造かに優っている.

13. 煙草の数品種,黄色種,遠州,達磨,松川,ホワイ ト'ミ-レイなどについて毒物発

散の多寡を比較検討した.その結果初めの4品種はいずれも毒物発散が多く,その間に著

しい差異がなく,ホワイ トバーレイのみは毒物の発散が目立って少いことが認められた.
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14. 蚕の日本程 (日111,日112,日115,日122,日124,日501),支那種 (支108,

支110,支115,支 124,支501)とその交雑覆 (日112×支110,日124×支 124, 日501

×支501,日115×支108)およびその他の品種例えば大迄などを用い,ニコチソに対する

抵抗性を比較したが,実験の範囲では原種よりも雑種の方が多少強い傾向があるがここに

用いた交雑種問では特に顕著な差異が見られなかった.

15. 煙草の近くに鉢植えにした フダソソウあるいは蒲公英をおいて実験した結果,こ

れらの植物にも毒物の汚染が認められた.従って煙草畑附近の桑樹以外の種々の植物ある

いは農作物もまた極めて微量のニコチソに汚染することが考えられる.

16. ニコチソは煙草の菓 (花梗郡外葉を含む)から発散する.勿論ニコチソそのものの

揮発温度は相当高く (80-100oC), 真夏の日中の圃場でもこれを揮発せしめうる温度には

到底及ばない.併し夏期の自然温度であっても,煙草の葉面特に毛茸の分泌物あるいは毒

草の細胞崩壊物中に含まれる遊離ニコチソの分子は水分の蒸発に伴って微小な水蒸気粒子

含まれ,つまり一種のガス体となり発散して桑樹に附着するものと考えられる.

17. 昭和 33年9月 26日静岡県田方郡修善寺町田代の農家における蚕児の煙草毒 物

による被害の実状調査を行い,淀樋桑園における実験でえた結果が実際の農家における煙

草被害の実状とよく一致することを確かめえた.
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